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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルでは、Oracle Real Application Clusters（RAC）のインストールおよび構成
方法について説明します。プラットフォーム固有の項目を除いて、このマニュアルに記載さ
れている内容は、ほとんどのオペレーティング・システムで動作する Oracle Database 10g 
RAC に適用されます。ここでは、次の項目について説明します。

� 対象読者

� このマニュアルの構成

� 関連ドキュメント

� 表記規則

参照参照参照参照 : IBM z/OS プラットフォームに RAC をインストールする方法の詳
細は、『Oracle Database System Administration Guide for IBM z/OS 

（OS/390）』を参照してください。

注意注意注意注意 : HP Itanium64、MAC OS X、Solaris x86 など一部のプラット
フォームは、このマニュアルでは説明していません。他のプラットフォー
ムの情報については、Oracle Database 10g のリリース・ノートを参照して
ください。
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対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは、RAC をインストールおよび構成するネットワーク管理者またはデータ
ベース管理者（DBA）を対象としています。

このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成
このマニュアルは、次の 5 部で構成されています。

第第第第 I 部部部部 : 「「「「Oracle Database 10g Real Application Clusters のインストール計画および要のインストール計画および要のインストール計画および要のインストール計画および要
件」件」件」件」

第 I 部では、RAC のインストール・プロセスについて説明します。

第第第第 1 章「章「章「章「Oracle Database 10g RAC のインストールおよび構成の概要」のインストールおよび構成の概要」のインストールおよび構成の概要」のインストールおよび構成の概要」

この章では、RAC のインストール・プロセスおよび RAC のインストール計画について説明
します。

第第第第 II 部部部部 : Real Application Clusters のプラットフォーム固有のインストール前の手順のプラットフォーム固有のインストール前の手順のプラットフォーム固有のインストール前の手順のプラットフォーム固有のインストール前の手順

第 II 部では、RAC のインストールに必要なプラットフォーム固有のインストール前の手順
について説明します。

第第第第 2 章「章「章「章「RAC のインストール前の作業（のインストール前の作業（のインストール前の作業（のインストール前の作業（AIX-Based Systems）」）」）」）」
この章では、RAC を IBM AIX Systems にインストールするための、インストール前の手順
について説明します。

第第第第 3 章「章「章「章「RAC のインストール前の作業（のインストール前の作業（のインストール前の作業（のインストール前の作業（HP-UX Systems）」）」）」）」
この章では、RAC を HP-UX Systems にインストールするための、インストール前の手順に
ついて説明します。

第第第第 4 章「章「章「章「RAC のインストール前の作業（のインストール前の作業（のインストール前の作業（のインストール前の作業（HP Tru64 UNIX）」）」）」）」
この章では、RAC を HP Tru64 UNIX Systems にインストールするための、インストール前
の手順について説明します。

第第第第 5 章「章「章「章「RAC のインストール前の作業（のインストール前の作業（のインストール前の作業（のインストール前の作業（Linux-Based Systems）」）」）」）」
この章では、RAC を Linux-Based Systems にインストールするための、インストール前の手
順について説明します。

第第第第 6 章「章「章「章「Real Application Clusters のインストール前の作業（のインストール前の作業（のインストール前の作業（のインストール前の作業（Solaris Operating System: 
SPARC 64-Bit）」）」）」）」
この章では、RAC を Solaris Operating System（SPARC 64-bit）にインストールするための、
インストール前の手順について説明します。
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第第第第 III 部部部部 : 「「「「CRS とととと Oracle Database 10g およびおよびおよびおよび RAC のインストール、のインストール、のインストール、のインストール、RAC データベースデータベースデータベースデータベース
の作成、およびインストール後の作業の実行」の作成、およびインストール後の作業の実行」の作成、およびインストール後の作業の実行」の作成、およびインストール後の作業の実行」

第 III 部では、Cluster Ready Services のインストール方法、および Oracle Database 10g と
Real Application Clusters のインストール方法について説明します。

第第第第 7 章「章「章「章「Cluster Ready Services のインストール」のインストール」のインストール」のインストール」

この章では、Cluster Ready Services をインストールするための、インストール前の手順に
ついて説明します。

第第第第 8 章「章「章「章「Oracle Database 10g およびおよびおよびおよび Real Application Clusters のインストール」のインストール」のインストール」のインストール」

この章では、Oracle Database 10g および Real Application Clusters を、すべてのオペレー
ティング・システムにインストールする方法について説明します。

第第第第 9 章「章「章「章「Database Configuration Assistant を使用したを使用したを使用したを使用した RAC データベースの作成」データベースの作成」データベースの作成」データベースの作成」

この章では、Database Configuration Assistant を使用して、RAC データベースを作成する
方法について説明します。

第第第第 10 章「章「章「章「Real Application Clusters のインストール後の手順」のインストール後の手順」のインストール後の手順」のインストール後の手順」

この章では、RAC のインストール後の作業について説明します。

第第第第 IV 部部部部 : Real Application Clusters 環境の構成環境の構成環境の構成環境の構成

第 IV 部では、Oracle Database 10g Real Application Clusters 環境の構成について説明しま
す。

第第第第 11 章「章「章「章「Real Application Clusters 環境でのサーバー・パラメータ・ファイルの構成」環境でのサーバー・パラメータ・ファイルの構成」環境でのサーバー・パラメータ・ファイルの構成」環境でのサーバー・パラメータ・ファイルの構成」 
この章では、Real Application Clusters でのサーバー・パラメータ・ファイル（SPFILE）の
使用について説明します。

第第第第 12 章「章「章「章「Real Application Clusters 用にインストールされた構成の理解」用にインストールされた構成の理解」用にインストールされた構成の理解」用にインストールされた構成の理解」

この章では、Oracle Database 10g Real Application Clusters 用にインストールされた構成に
ついて説明します。

第第第第 V 部部部部 : Real Application Clusters のインストールおよび構成に関するリファレンス情報のインストールおよび構成に関するリファレンス情報のインストールおよび構成に関するリファレンス情報のインストールおよび構成に関するリファレンス情報

第 V 部では、RAC のインストールおよび構成に関するリファレンス情報について説明しま
す。

付録付録付録付録 A「「「「Real Application Clusters のインストール・プロセスに関するトラブルシューティのインストール・プロセスに関するトラブルシューティのインストール・プロセスに関するトラブルシューティのインストール・プロセスに関するトラブルシューティ
ング」ング」ング」ング」

この付録では、RAC のインストールおよび構成のトラブルシューティング情報について説
明します。
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付録付録付録付録 B「スクリプトを使用した「スクリプトを使用した「スクリプトを使用した「スクリプトを使用した Real Application Clusters データベースの作成」データベースの作成」データベースの作成」データベースの作成」

この付録では、RAC でスクリプトを使用する方法について説明します。

付録付録付録付録 C「「「「Real Application Clusters のののの RAW デバイスの構成」デバイスの構成」デバイスの構成」デバイスの構成」

この付録では、RAW デバイスを使用して、RAC 環境に共有ディスク・サブシステムを構成
する方法について説明します。

付録付録付録付録 D「シングル・インスタンスの「シングル・インスタンスの「シングル・インスタンスの「シングル・インスタンスの Oracle データベースからデータベースからデータベースからデータベースから Real Application Clusters へへへへ
の変換」の変換」の変換」の変換」

この付録では、シングル・インスタンスの Oracle データベースから Oracle Database 10g 
RAC に変換する方法について説明します。

付録付録付録付録 E「「「「Oracle Database 10g Real Application Clusters 環境のディレクトリ構造」環境のディレクトリ構造」環境のディレクトリ構造」環境のディレクトリ構造」

この付録では、UNIX-Based Systems にインストールされた RAC ソフトウェアのディレクト
リ構造について説明します。

関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント
詳細は、次の Oracle マニュアルを参照してください。

� 『Oracle Real Application Clusters 管理』

� 『Oracle Real Application Clusters 配置およびパフォーマンス』

インストレーション・ガイドインストレーション・ガイドインストレーション・ガイドインストレーション・ガイド

� 『Oracle Diagnostics Pack Installation』

オペレーティング・システム固有の管理ガイドオペレーティング・システム固有の管理ガイドオペレーティング・システム固有の管理ガイドオペレーティング・システム固有の管理ガイド

� 『Oracle Database for UNIX Systems 管理者リファレンス』

� 『Oracle Database System Administration Guide 10g Release 1 (10.1) for IBM z/OS 
（OS/390）』

注意注意注意注意 : HP Itanium64、MAC OS X、Solaris x86 など一部のプラット
フォームについては、このマニュアルでは説明していません。他のプラッ
トフォームの情報については、Oracle Database 10g のリリース・ノートを
参照してください。
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Oracle Database 10g Real Application Clusters の管理ガイドの管理ガイドの管理ガイドの管理ガイド

� 『Oracle Real Application Clusters 管理』

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』

� 『Getting Started with the Oracle Diagnostics Pack』

共通マニュアル共通マニュアル共通マニュアル共通マニュアル

� 『Oracle Database 新機能』

� 『Oracle Database 概要』

� 『Oracle Net Services 管理者ガイド』

� 『Oracle Database リファレンス』

Oracle エラー・メッセージのドキュメントは、HTML 版のみが存在します。Oracle ドキュ
メント CD を使用する場合は、エラー・メッセージを範囲ごとに参照できます。特定の範囲
のページを表示したら、ブラウザの「このページの検索」機能を使用して特定のメッセージ
を検索できます。インターネットに接続できる場合、Oracle オンライン・ドキュメントのエ
ラー・メッセージ検索機能を使用して特定のエラー・メッセージを検索できます。

リリース・ノート、インストール関連ドキュメント、ホワイト・ペーパーまたはその他の関
連ドキュメントは、OTN-J（Oracle Technology Network Japan）から、無償でダウンロード
できます。OTN-J を使用するには、オンラインでの登録が必要です。登録は、次の Web サ
イトから無償で行えます。

http://otn.oracle.co.jp/membership/

すでに OTN-J のユーザー名およびパスワードを取得している場合は、次の URL で OTN-J 
Web サイトのドキュメントのセクションに直接接続できます。

http://otn.oracle.co.jp/document/

表記規則表記規則表記規則表記規則
この項では、このマニュアルの本文およびコード例で使用される表記規則について説明しま
す。この項の内容は次のとおりです。

� 本文の表記規則

� コード例の表記規則
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本文の表記規則本文の表記規則本文の表記規則本文の表記規則
本文では、特定の項目が一目でわかるように、次の表記規則を使用します。次の表に、その
規則と使用例を示します。

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例

太字太字太字太字 太字は、本文中で定義されている用語および
用語集に記載されている用語を示します。

この句を指定すると、索引構成表索引構成表索引構成表索引構成表が作成されま
す。

固定幅フォントの
大文字

固定幅フォントの大文字は、システム指定の
要素を示します。このような要素には、パラ
メータ、権限、データ型、Recovery 
Manager キーワード、SQL キーワード、

SQL*Plus またはユーティリティ・コマンド、

パッケージおよびメソッドがあります。ま
た、システム指定の列名、データベース・オ
ブジェクト、データベース構造、ユーザー名
およびロールも含まれます。

NUMBER列に対してのみ、この句を指定できま

す。

BACKUPコマンドを使用して、データベースの

バックアップを作成できます。

USER_TABLESデータ・ディクショナリ・

ビュー内の TABLE_NAME列を問い合せます。

DBMS_STATS.GENERATE_STATSプロシージャ

を使用します。

固定幅フォントの
小文字

固定幅フォントの小文字は、実行可能ファイ
ル、ファイル名、ディレクトリ名およびユー
ザーが指定する要素のサンプルを示します。
このような要素には、コンピュータ名および
データベース名、ネット・サービス名および
接続識別子があります。また、ユーザーが指
定するデータベース・オブジェクトとデータ
ベース構造、列名、パッケージとクラス、
ユーザー名とロール、プログラム・ユニット
およびパラメータ値も含まれます。

注意注意注意注意 : プログラム要素には、大文字と小文字

を組み合せて使用するものもあります。これ
らの要素は、記載されているとおりに入力し
てください。

sqlplusと入力して、SQL*Plus を起動します。

パスワードは、orapwdファイルで指定します。

/disk1/oracle/dbsディレクトリ内のデー

タ・ファイルおよび制御ファイルのバックアッ
プを作成します。

hr.departments表には、department_id、
department_nameおよび location_id列が

あります。

QUERY_REWRITE_ENABLED初期化パラメータ

を trueに設定します。

oeユーザーとして接続します。

JRepUtilクラスが次のメソッドを実装します。

固定幅フォントの
小文字の
イタリック

固定幅フォントの小文字のイタリックは、プ
レースホルダまたは変数を示します。

parallel_clauseを指定できます。

old_release.SQLを実行します。ここで、

old_releaseとはアップグレード前にインス

トールしたリリースを示します。 
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コード例の表記規則コード例の表記規則コード例の表記規則コード例の表記規則
コード例は、SQL、PL/SQL、SQL*Plus または他のコマンドライン文の例です。次のように
固定幅フォントで表示され、通常のテキストと区別されます。

SELECT username FROM dba_users WHERE username = 'MIGRATE';

次の表に、コード例で使用される表記規則とその使用例を示します。

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例

[ ] 大カッコは、カッコ内の項目を任意に選択す
ることを表します。大カッコは、入力しない
でください。

DECIMAL (digits [ , precision ])

{ } 中カッコは、カッコ内の項目のうち、1 つが

必須であることを表します。中カッコは、入
力しないでください。

{ENABLE | DISABLE}

| 縦線は、大カッコまたは中カッコ内の複数の
選択項目の区切りに使用します。項目のうち
の 1 つを入力します。縦線は、入力しないで

ください。

{ENABLE | DISABLE}
[COMPRESS | NOCOMPRESS]

... 水平の省略記号は、次のいずれかを示しま
す。

� 例に直接関連しないコードの一部が省略
されている。

� コードの一部を繰り返すことができる。

CREATE TABLE ... AS subquery;

SELECT col1, col2, ... , coln FROM 
employees;

 .
 .
 .

垂直の省略記号は、例に直接関連しない複数
の行が省略されていることを示します。

SQL> SELECT NAME FROM V$DATAFILE;
NAME
------------------------------------
/fsl/dbs/tbs_01.dbf
/fs1/dbs/tbs_02.dbf
.
.
.
/fsl/dbs/tbs_09.dbf
9 rows selected.

その他の記号 大カッコ、中カッコ、縦線および省略記号以
外の記号は、記載されているとおりに入力す
る必要があります。

acctbal NUMBER(11,2);
acct    CONSTANT NUMBER(4) := 3;

イタリック体 イタリック体は、特定の値を指定する必要が
あるプレースホルダや変数を示します。

CONNECT SYSTEM/system_password
DB_NAME = database_name
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大文字 大文字は、システム指定の要素を示します。
これらの要素は、ユーザー定義の要素と区別
するために大文字で示されます。大カッコ内
にないかぎり、表示されているとおりの順序
および綴りで入力します。ただし、大 / 小文

字が区別されないため、小文字でも入力でき
ます。

SELECT last_name, employee_id FROM 
employees;
SELECT * FROM USER_TABLES;
DROP TABLE hr.employees;

小文字 小文字は、ユーザー指定のプログラム要素を
示します。たとえば、表名、列名またはファ
イル名などです。

注意注意注意注意 : プログラム要素には、大文字と小文字

を組み合せて使用するものもあります。これ
らの要素は、記載されているとおりに入力し
てください。

SELECT last_name, employee_id FROM 
employees;
sqlplus hr/hr
CREATE USER mjones IDENTIFIED BY ty3MU9;

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例
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Oracle Database 10g RAC のインストールのインストールのインストールのインストール
および構成に関する新機能および構成に関する新機能および構成に関する新機能および構成に関する新機能

ここでは、Real Application Clusters（RAC）のインストールおよび構成に関連する、
Oracle Database 10g リリース 1（10.1）の機能について説明します。内容は次のとおりです。

� RAC のインストールおよび構成に関連する Oracle Database 10g リリース 1（10.1）の新
機能
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RAC のインストールおよび構成に関連するのインストールおよび構成に関連するのインストールおよび構成に関連するのインストールおよび構成に関連する Oracle Database 10g
リリースリリースリリースリリース 1（（（（10.1）の新機能）の新機能）の新機能）の新機能

� このマニュアルでは、RAC を使用する UNIX ベースのプラットフォームに対する、
Oracle Database 10g のインストール前とインストールの手順について説明します。

� RAC 搭載の Oracle Database 10g は、Standard Edition および Enterprise Edition の両方
で使用できます。

� Oracle Database 10g のインストールには、2 つのフェーズが必要であり、ここでは、
Oracle Universal Installer（OUI）を 2 回実行します。第 1 フェーズでは Oracle Cluster 
Ready Services リリース 1（10.1.0.2）をインストールし、第 2 フェーズでは Oracle 
Database 10g ソフトウェアおよび RAC をインストールします。このインストールに
よって、RAC 環境に対するサービスの作成および構成も可能になります。Oracle クラ
スタ・データベースが以前のバージョンである場合、OUI は Database Upgrade 
Assistant（DBUA）をアクティブにして、Oracle Database 10g より前のリリースのクラ
スタ・データベースを自動的にアップグレードします。Oracle Database 10g のインス
トール手順は、単一システムのイメージで実行でき、簡単であり、RAC およびパッチ
のインストールを正確に実行できます。

� Cluster Ready Services（CRS）には、Oracle Database 10g RAC に、多くのシステム管
理サービスを提供する高可用性コンポーネントがあります。 また、CRS コンポーネント
は、ベンダーのクラスタウェアが存在する場合はそれと交信し、クラスタ・メンバー
シップの情報を調整します。

� Oracle Universal Installer（OUI）、Database Configuration Assistant（DBCA）および
Database Upgrade Assistant のページおよびダイアログ・ボックスには、新規のものと
変更されたものがあります。Virtual Internet Protocol Configuration Assistant（VIPCA）
は、今回のリリースの新しいツールです。新しく追加されたページおよびツールを次に
示します。

� OUI の「クラスタ・インストール」モード・ページ : クラスタまたはシングル・イ
ンスタンスの Oracle Database 10g インストールを選択できます。

� 「SYSおよび SYSTEM パスワード設定」ページ : SYSおよび SYSTEMユーザーのパス
ワードを入力および確認するためのフィールドがあります。Oracle Enterprise 
Manager Database Control を使用している場合、このページには、SYSMANおよび
DBSNMPが含まれます。

� 記憶域オプション・ページ : データベース・ファイル（制御ファイル、データ・
ファイル、REDO ログなど）の記憶域タイプを選択するための記憶域オプションが
あります。

� DBCA のサービス・ページ : RAC 環境に対するサービスを作成および構成できま
す。
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� DBCA の「初期化パラメータ」ページ : 基本的なパラメータおよび詳細なパラメー
タの両方の設定を表示するための 2 つのダイアログ・ボックスがあります。

� VIPCA: この補助ツールのページでは、RAC データベース用の仮想インターネッ
ト・プロトコル・アドレスを構成できます。

� SYSAUXと呼ばれるシステム管理の新しい補助表領域にはパフォーマンス・データおよ
び以前のリリースでは別の表領域（現在、その一部は不要）に格納されていた内容が格
納されます。これは、必須の表領域であり、ディスク領域を検討する必要があります。

� gsdctlコマンドは廃止されました。CRS のインストールを実行すると、すべての既存
の GSD プロセスが停止します。

� Oracle Database 10g より前のリリースでは、一部のプラットフォーム上に実装されたク
ラスタ・マネージャを「Cluster Manager」と呼んでいました。Oracle Database 10g で
は、すべてのプラットフォーム上のクラスタ・マネージャを Cluster Synchronization 
Services（CSS）と呼びます。Oracle Cluster Synchronization Service デーモン

（OCSSD）がこの機能を実行します。

� Oracle Database 10g は、Linux ベースのプラットフォームに対するクラスタ・ファイ
ル・システムをサポートします。

� RAC および DBCA は、自動記憶域管理（ASM）および Oracle Managed Files（OMF）
をサポートします。

� Oracle Database 10g では、srvConfig.locファイルが ocr.locファイルに変更され
ています。Oracle9i バージョンの srvConfig.locも下位互換性のために使用できま
す。

参照参照参照参照 : Linux での Oracle Cluster File System の詳細は、
http://otn.oracle.co.jp/を参照してください。

参照参照参照参照 :

� RAC における、サービスおよび記憶域の管理方法の詳細は、『Oracle 
Real Application Clusters 管理』を参照してください。

� DBUA の使用方法については、『Oracle Database アップグレード・ガ
イド』を参照してください。
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第第第第 I 部部部部

Oracle Database 10g Real Application

Clusters のインストール計画および要件のインストール計画および要件のインストール計画および要件のインストール計画および要件

第 I 部では、Real Application Clusters（RAC）のインストール計画およびインストール要件
について説明します。第 I 部の内容は次のとおりです。

第 1 章「Oracle Database 10g RAC のインストールおよび構成の概要」





Oracle Database 10g RAC のインストールおよび構成の
1

 Oracle Database 10g RAC のインストールのインストールのインストールのインストール

および構成の概要および構成の概要および構成の概要および構成の概要

この章では、Real Application Clusters（RAC）のインストールおよび構成手順の概要を説
明します。この章の内容は次のとおりです。

� Real Application Clusters のシステムの一般的なインストール要件

� Real Application Clusters に対するクラスタのセットアップおよびインストール前の構
成

� インストール前、インストールおよびインストール後の手順の概要

� Oracle Universal Installer および Real Application Clusters

� Oracle Database 10g Real Application Clusters のインストールでの記憶域に関する考慮
事項

� RAC での Oracle Database 10g 機能に関する追加の考慮事項

� Oracle Database 10g Real Application Clusters のバージョン間の互換性

� Oracle Database 10g と Real Application Clusters
概要 1-1



Real Application Clusters のシステムの一般的なインストール要件
Real Application Clusters のシステムの一般的なインストール要件のシステムの一般的なインストール要件のシステムの一般的なインストール要件のシステムの一般的なインストール要件
RAC のインストールで対象となる各ノードは、ハードウェアおよびソフトウェアの要件を
満たしている必要があります。また、このマニュアルの第 II 部で説明するプラットフォーム
固有のインストール前の手順では、ハードウェアおよびソフトウェアの検証作業を段階的に
実行する必要があります。

このマニュアルを使用する前に、『Oracle Real Application Clusters 配置およびパフォーマン
ス』および『Oracle Real Application Clusters 管理』を読んでおくことをお薦めします。

Oracle Database 10g Real Application Clusters のハードウェア要件およびネッのハードウェア要件およびネッのハードウェア要件およびネッのハードウェア要件およびネッ
トワーク要件トワーク要件トワーク要件トワーク要件

クラスタ内の各ノードには、次のハードウェアが必要です。

� 外部共有ディスク。

� 各ノードに 1 つのプライベート・インターネット・プロトコル（IP）・アドレス（プライ
ベート・インターコネクトに使用）。この IP アドレスはパブリック・ネットワークとは
別のものである必要があります。また、この IP アドレスのインタフェース名は、クラ
スタ内のすべてのノードで同一である必要があります。

� 各ノードに 1 つのパブリック IP アドレス（クライアント接続用および接続フェイルオー
バー用の仮想 IP アドレスに使用）。この IP アドレスは、すでにオペレーティング・シ
ステムによってノードに割り当てられている、オペレーティング・システム管理のパブ
リック・ホスト IP アドレスとは別のものです。このパブリック仮想 IP は、クラスタ内
のすべてのノードで同じインタフェース名に対応付けられている必要があります。ま
た、クラスタ内のすべてのノードで使用する IP アドレスは、同一のサブネットに存在
する必要があります。VIP のホスト名は、ドメイン・ネーム・サーバー（DNS）に登録
されている必要があります。これは Oracle が管理する仮想 IP アドレスであるため、イ
ンストール時には使用しないでください。

� 冗長スイッチ。すべての規模のクラスタに標準の構成です。

各プラットフォーム固有のインストール前の作業の章で、「Oracle データベース・ファイル
の記憶域オプションの選択」および「Oracle データベース・リカバリ・ファイルの記憶域オ
プションの選択」に、各プラットフォームで使用可能なディスク構成オプションを示しま
す。これらのオプションを確認してから、RAC 環境で使用する記憶域オプションを決定し
てください。
1-2 Oracle Real Application Clusters インストレーションおよび構成



Real Application Clusters に対するクラスタのセットアップおよびインストール前の構成
Oracle Database 10g Real Application Clusters のソフトウェア要件のソフトウェア要件のソフトウェア要件のソフトウェア要件
クラスタの各ノードには、キャッシュ・フュージョンをサポートするための、サポートされ
ているインターコネクト・ソフトウェア・プロトコル、および Cluster Ready Services

（CRS）のポーリングをサポートするための Transmission Control Protocol/Internet Protocol
（TCP/IP）が必要です。ユーザー・データグラム・プロトコル（UDP）の他に、Remote 

Shared Memory、Hyper Messaging Protocol、Reliable Data Gram などのベンダー固有のそ
の他のインターコネクト・プロトコルも使用できます。AIX のクラスタ・インターコネクト
では、トークン・リングはサポートされていません。インターコネクトは、ご使用のプラッ
トフォームに対してオラクル社が保証する製品である必要があります。 また、オンライン・
マニュアルを表示するための Web ブラウザが必要です。

Oracle のクラスタウェアは、ベンダーのクラスタウェアに必要とされる機能と同等の機能を
提供します。また、Oracle のクラスタウェアを使用すると、インストールおよびサポートに
関する問題を低減できます。ただし、イーサネット以外のインターコネクトを使用する場
合、または RAC を配置するクラスタにクラスタウェアに依存するアプリケーションを配置
している場合、ベンダーのクラスタウェアが必要になる場合があります。

Real Application Clusters に対するクラスタのセットアップおよに対するクラスタのセットアップおよに対するクラスタのセットアップおよに対するクラスタのセットアップおよ
びインストール前の構成びインストール前の構成びインストール前の構成びインストール前の構成

RAC をインストールする前に、次の手順を実行します。

1. 次の「オラクル製品 主なシステム要件」のサイトから、データベース製品の情報を参照
して、オペレーティング・システムやクラスタウェアと Oracle 製品のバージョンの組
合せが動作保証されていることを確認します。

http://www.oracle.co.jp/products/system/index.html

2. プライベート・ネットワークを使用する高速インターコネクトを構成します。冗長性を
得るために 2 つ目のインターコネクトを構成して、このインターコネクトがシングル・
ポイント障害にならないようにします。

3. システムの記憶域オプションを決定して、共有ディスクを構成します。自動記憶域管理
（Automatic Storage Management: ASM）および Oracle Managed Files（OMF）、または
クラスタ・ファイル・システムを使用することをお薦めします。ASM またはクラスタ・
ファイル・システムを使用する場合は、OMF の機能およびその他の Oracle Database 
10g のストレージ機能も利用できます。

4. 第 II 部の各章に示すオペレーティング・システムのパッチをインストールします。
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インストール前、インストールおよびインストール後の手順の概要
インストール前、インストールおよびインストール後の手順のインストール前、インストールおよびインストール後の手順のインストール前、インストールおよびインストール後の手順のインストール前、インストールおよびインストール後の手順の
概要概要概要概要

このマニュアルの第 II 部および第 III 部で説明するインストール手順を次に示します。

Oracle Database 10g Real Application Clusters のインストール前の手順のインストール前の手順のインストール前の手順のインストール前の手順 
第 II 部では、ユーザー等価関係の確認方法、ネットワーク接続性テストの実行方法、ディレ
クトリおよびファイル権限の設定方法など、プラットフォーム固有のインストール前の手順
について説明します。インストール前のすべての手順を実行し、ご使用のシステムがインス
トール前のすべての要件を満たしていることを確認してからインストール手順に進んでくだ
さい。

Oracle Database 10g Real Application Clusters のインストール手順のインストール手順のインストール手順のインストール手順
Oracle Database 10g Real Application Clusters のインストールには、2 つのフェーズがあり
ます。第 1 フェーズでは、第 7 章「Cluster Ready Services のインストール」の手順に従っ
て、Oracle Universal Installer（OUI）を使用して CRS をインストールします。第 1 フェー
ズで使用する Oracle ホームは CRS ソフトウェア用であり、第 2 フェーズで Oracle データ
ベース・ソフトウェアおよび RAC コンポーネントをインストールする際に使用する Oracle
ホームとは異なるものである必要があります。 CRS のインストール前の手順では、第 8 章

「Oracle Database 10g および Real Application Clusters のインストール」で説明する Oracle 
Database 10g および RAC のインストールの準備として、CRS プロセスを起動します。この
フェーズでは、OUI を使用して RAC ソフトウェアをインストールします。第 8 章「Oracle 
Database 10g および Real Application Clusters のインストール」に示す手順は、すべてのプ
ラットフォームに共通です。

OUI によって、以前のリリースの Oracle クラスタ・ソフトウェアが検出された場合、
Database Upgrade Assistant（DBUA）が起動され、データベースが Oracle Database 10g リ
リース 1（10.1）にアップグレードされます。また、DBUA によって、RAC データベースの
サービスを構成するための、サービス構成ページが表示されます。

インストールが完了すると、環境を設定し、RAC データベースを作成するために Database 
Configuration Assistant（DBCA）などの Oracle アシスタントが、OUI によって起動されま
す。第 9 章「Database Configuration Assistant を使用した RAC データベースの作成」の説
明に従って DBCA のインスタンス管理機能を使用して、後でサービスおよびインスタンス
を追加または変更することもできます。

Oracle Database 10g Real Application Clusters のインストール後の手順のインストール後の手順のインストール後の手順のインストール後の手順 
データベースを作成した後、第 10 章「Real Application Clusters のインストール後の手順」
の説明に従って、ご使用の Oracle Database 10g に最新のパッチをダウンロードしてインス
トールします。RAC データベースを他の Oracle 製品とともに使用する場合は、これらも構
成する必要があります。
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Oracle Universal Installer および Real Application Clusters
サンプル・スキーマ、Oracle Net Services、Oracle Messaging Gateway など、特定の Oracle 
Database 10g 製品を使用するため、インストール後の構成作業をいくつか実行する必要があ
ります。また、ご使用のオペレーティング・システムに対する Oracle プリコンパイラを構
成し、必要に応じて Oracle Advanced Security を構成する必要があります。

付属の CD には、Oracle JVM、Oracle interMedia、Oracle Text などを使用する際に、パ
フォーマンスを改善するためにインストールするその他の Oracle Database 10g ソフトウェ
アが含まれています。

Oracle Universal Installer およびおよびおよびおよび Real Application Clusters
Oracle Universal Installer（OUI）は、Cluster Ready Services（CRS）および Oracle 
Database 10g ソフトウェアのインストールを容易にするための Graphical User Interface

（GUI）です。OUI を使用して Oracle ソフトウェアをインストールする際、事前構成済デー
タベースを選択するか、または Database Configuration Assistant（DBCA）を対話形式で使
用してクラスタ・データベースを作成することをお薦めします。
http://otn.oracle.co.jpで説明されている手順に従って、データベースを手動で作成
することもできます。自動記憶域管理（Automatic Storage Management: ASM）を使用する
ことをお薦めします。ASM またはクラスタ・ファイル・システムを使用していない場合は、
データベースを作成する前に共有 RAW デバイスを構成してください。

CRS または RAC のインストール時に、OUI は、OUI の起動元であるノードに Oracle ソフ
トウェアをコピーします。Oracle ホームがクラスタ・ファイル・システム上に存在しない場
合、OUI は、OUI のインストール・セッションの対象として選択した他のノードにソフト
ウェアを伝播します。

また、データベース・ソフトウェアのインストール中に、OUI によって Oracle Enterprise 
Manager Database Control 用のソフトウェアがインストールされ、クラスタ環境にこのツー
ルが統合されます。インストールが完了すると、Enterprise Manager Database Control は
RAC 用に完全に構成されて操作可能な状態になります。クラスタ外の他のクライアント・
マシンに Enterprise Manager Grid Control をインストールして、複数の RAC 環境およびシ
ングル・インスタンスの Oracle データベース環境を監視することもできます。

Enterprise Manager Agent は、Enterprise Manager のインストール時にインストールされま
す。Enterprise Manager が RAC データベースおよびそのインスタンスを自動的に検出およ
び管理できるように、RAC データベースを構成している各ノードで Agent が実行されてい
る必要があります。

参照参照参照参照 :

� OUI の詳細は、『Oracle Universal Installer Concepts Guide』を参照し
てください。

� Enterprise Manager を使用して RAC 環境を管理する方法については、
『Oracle Real Application Clusters 管理』を参照してください。
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Oracle Database 10g Real Application Clusters のインストールでの記憶域に関する考慮事項
Oracle Database 10g Real Application Clusters のインストールでののインストールでののインストールでののインストールでの
記憶域に関する考慮事項記憶域に関する考慮事項記憶域に関する考慮事項記憶域に関する考慮事項

データベース記憶域には、自動記憶域管理（Automatic Storage Management: ASM）または
クラスタ・ファイル・システムとともに、Oracle Managed Files（OMF）を使用することを
お薦めします。この項では、ASM の概要について説明します。

自動記憶域管理の概要自動記憶域管理の概要自動記憶域管理の概要自動記憶域管理の概要
ASM を使用すると、Oracle データベース・ファイルの管理が簡単になります。ASM を使用
することによって、多いときは数千のデータベース・ファイルを管理するかわりに、少数の
ディスク・グループのみの管理になります。ディスク・グループとは、ASM が単一の論理
単位として管理するディスク・デバイスの集合です。特定のディスク・グループを、データ
ベースに対するデフォルトのディスク・グループとして定義することができ、適切なデータ
ベース・オブジェクトに対応するファイルへの記憶域の割り当て、それらのファイルの作
成、削除が、Oracle によって自動的に行われます。データベースを管理する際は、ファイル
名ではなくデータベース・オブジェクトの名前のみを指定します。

ASM を、ノードのデータベース・インスタンスに対して単一の Oracle ホームで使用する場
合、ASM インスタンスをその Oracle ホームから実行できます。ASM を、同一ノードにあ
る複数のデータベース・ホームによる Oracle データベース・インスタンスで使用する場合、
ASM インスタンスをデータベース・ホームとは別の Oracle ホームから実行することをお薦
めします。また、ASM ホームをすべてのクラスタ・ノードにインストールする必要があり
ます。これによって、データベースの Oracle ホームの削除中に、他のホームのデータベー
スで使用されている ASM インスタンスが誤って削除されることを防止します。

Oracle 自動記憶域管理のメリット自動記憶域管理のメリット自動記憶域管理のメリット自動記憶域管理のメリット

ASM には、RAID、論理ボリューム・マネージャ（LVM）などのストレージ・テクノロジと
同様の多数のメリットがあります。これらのテクノロジと同様に、ASM を使用して、個々
のディスク・デバイスの集合から 1 つのディスク・グループを作成できます。ASM は、
ディスク・グループに対する I/O をディスク・グループ内のすべてのデバイス間で調整しま
す。また、I/O パフォーマンスおよびデータの信頼性を向上させるストライプ化およびミ
ラー化も実装しています。

ただし、RAID または LVM とは異なり、ASM は、ストライプ化およびミラー化をファイ
ル・レベルで実装しています。この実装によって、同じディスク・グループ内の個々のファ
イルに対して、様々な記憶域属性を指定できます。

ディスク・グループおよび障害グループディスク・グループおよび障害グループディスク・グループおよび障害グループディスク・グループおよび障害グループ

ディスク・グループには、任意の数のディスク・デバイスを含めることができます。各ディ
スク・デバイスには、個々の物理ディスク、RAID ストレージ・アレイや論理ボリュームな
どの複数ディスク・デバイス、または物理ディスク上のパーティションを使用できます。た
だし、多くの場合、ディスク・グループは 1 つ以上の物理ディスクで構成されます。ASM
を使用して、ディスク・グループ内で I/O および記憶域を適切に調整するには、ディスク・
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Oracle Database 10g Real Application Clusters のインストールでの記憶域に関する考慮事項
グループ内のすべてのデバイスの記憶域容量およびパフォーマンスが同じか、または同程度
である必要があります。

デバイスをディスク・グループに追加すると、そのデバイスに対して障害グループを指定で
きます。障害グループは、同一のコントローラに接続されているデバイスなど、共通の障害
特性を持つディスク・デバイスを特定します。コントローラに障害が発生すると、そのコン
トローラに接続されているすべてのデバイスが使用できなくなります。デフォルトでは、各
デバイスは、それ自体の障害グループにも属します。ユーザーが指定した障害グループを使
用することによって、ASM はディスク・グループ内のデバイス間にデータを分散して、コ
ンポーネントの障害によって発生するデータ消失のリスクを最小限に抑えることができま
す。

冗長レベル冗長レベル冗長レベル冗長レベル

ASM には、3 つのミラー化レベル（冗長レベルと呼ぶ）があります。このレベルは、ディス
ク・グループの作成時に指定できます。冗長レベルは、次のとおりです。

� 外部冗長

外部冗長で作成されたディスク・グループでは、ディスク・グループの内容は ASM に
よってミラー化されません。この冗長レベルは、次の場合に選択します。

– ディスク・グループに、専用のデータ保護を備えたデバイス（RAID など）が含ま
れる場合

– 適切なバックアップ計画のある開発環境など、データベースの使用において連続し
たデータ・アクセスを必要としない場合

� 標準冗長

標準冗長で作成されたディスク・グループでは、ディスク・グループの内容はデフォル
トで双方向にミラー化されます。ただし、ミラー化されないファイルを作成するように
選択することもできます。標準冗長でディスク・グループを作成するには、2 つ以上の
障害グループ（2 つ以上のデバイス）を指定します。

注意注意注意注意 : 単一の物理ディスクにある複数のパーティションを、1 つのディス
ク・グループのデバイスとして指定しないでください。ASM は、各ディ
スク・グループのデバイスが、別々の物理ディスク上に存在するとみなし
ます。

論理ボリュームを ASM ディスク・グループのデバイスとして指定できま
すが、これを使用することはお薦めしません。論理ボリューム・マネー
ジャは物理ディスク・アーキテクチャを隠すことができるため、論理ボ
リュームをディスク・グループのデバイスとして指定すると、ASM が効
率良く動作しないことがあります。
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Oracle Database 10g Real Application Clusters のインストールでの記憶域に関する考慮事項
標準冗長を使用するディスク・グループで有効なディスク領域は、全デバイスのディス
ク領域の合計の半分です。

� 高冗長

高冗長で作成されたディスク・グループでは、ディスク・グループの内容はデフォルト
で 3 方向にミラー化されます。ただし、双方向にミラー化されるファイル、またはミ
ラー化されないファイルを作成するように選択することもできます。高冗長でディス
ク・グループを作成するには、3 つ以上の障害グループ（3 つ以上のデバイス）を指定
します。

高冗長を使用するディスク・グループで有効なディスク領域は、全デバイスのディスク
領域の合計の 3 分の 1 です。

ASM およびインストール・タイプおよびインストール・タイプおよびインストール・タイプおよびインストール・タイプ

Oracle ソフトウェアのインストール時に作成するように選択できるディスク・グループのタ
イプおよび数は、インストール中に作成する、次のデータベースのタイプによって異なりま
す。

� 事前構成済データベース

ASM を使用するデフォルトの事前構成済データベースを作成するように選択する場合、
OUI によって、2 つのディスク・デバイス名の指定を求めるプロンプトが表示されま
す。このディスク・デバイス名は、標準冗長で DATA という名前のディスク・グループ
を作成するために使用されます。

� カスタム・データベース

ASM を使用するカスタム・データベースを作成するように選択する場合、1 つ以上の
ディスク・グループを作成できます。これらのディスク・グループには、1 つ以上のデ
バイスを使用できます。各ディスク・グループの要件に合わせて冗長レベルを指定でき
ます。

次の表に、一般的な事前構成済データベースのすべてのディスク・グループ・デバイスで必
要なディスク領域の合計を、ディスク・グループに使用する冗長レベルごとに示します。

冗長レベル冗長レベル冗長レベル冗長レベル 必要なディスク領域の合計必要なディスク領域の合計必要なディスク領域の合計必要なディスク領域の合計

外部 1GB

標準 2GB（2 つ以上のデバイス）

高 3GB（3 つ以上のデバイス）
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Oracle Database 10g と Real Application Clusters
RAC でのでのでのでの Oracle Database 10g 機能に関する追加の考慮事項機能に関する追加の考慮事項機能に関する追加の考慮事項機能に関する追加の考慮事項
RAC データベースの管理を簡素化するために、次の Oracle Database 10g 機能を使用するこ
とをお薦めします。

� Enterprise Manager: RAC データベースのみではなく、処理環境全体を管理できます。 
Enterprise Manager を使用すると、インスタンス・ターゲット、リスナー・ターゲッ
ト、ホスト・ターゲット、クラスタ・ターゲット、および ASM ターゲット（データ
ベースで ASM 記憶域を使用している場合）を含めて RAC データベースを管理できま
す。

� 自動 UNDO 管理 : UNDO 処理を自動的に管理します。

� 自動セグメント領域管理 : セグメントの空きリストおよび空きリスト・グループを自動
的に管理します。

� ローカル管理表領域 : 領域管理のパフォーマンスを向上させます。

Oracle Database 10g とととと Real Application Clusters
 Oracle Database 10g によって、シングル・インスタンスのデータベース・ソフトウェアと、
RAC データベースを操作するための追加コンポーネントが提供されます。次のようないく
つかの RAC 固有のコンポーネントが含まれています。

� Cluster Ready Services（CRS）

� RAC 対応の Oracle ホーム

Cluster Ready Services のクラスタウェアのクラスタウェアのクラスタウェアのクラスタウェア
OUI は、ベンダーのクラスタウェアが動作していることを検出した各ノードに CRS をイン
ストールします。ベンダーのクラスタウェアが動作していない場合、OUI を使用して、CRS
をインストールするノードを選択する必要があります。OUI の実行時に指定する内容に応じ
て、CRS ホームをすべてのノードまたはプライベート・ノードで共有したり、各ノード専用
に使用することができます。CRS 用に選択したホームは、RAC 対応の Oracle ホームとは異
なるホームである必要があります。

ベンダーのクラスタウェアが存在する場合、CRS はベンダーのクラスタウェアと交信し、ク
ラスタ・メンバーシップの情報を調整します。Linux の Oracle Database 10g の場合、CRS
は以前のバージョンの Oracle クラスタウェアと共存しますが、交信できません。さらに、
次のことが適用されます。

� Linux を除くすべてのオペレーティング・システムでは、ベンダーのクラスタウェアを
使用できます。

参照参照参照参照 : RAC 環境でのこれらの機能については、『Oracle Real Application 
Clusters 管理』を参照してください。
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Oracle Database 10g Real Application Clusters のバージョン間の互換性
� Sun Cluster については、UDLM パッチが用意されています。このパッチは、RAC のイ
ンストールと構成を行う前に、Oracle Cluster Ready Services リリース 1（10.1.0.2）の
CD-ROM の /racpacthディレクトリから、クラスタ内の各ノードにインストールす
る必要があります。Oracle 10g より前のバージョン用の有効な UDLM をインストール
済の場合でも、Oracle 10g の UDLM をインストールする必要があります。

インストールされたインストールされたインストールされたインストールされた Real Application Clusters のコンポーネントのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネント
RAC 環境のすべてのインスタンスは、制御ファイル、サーバー・パラメータ・ファイル、
REDO ログ・ファイルおよびすべてのデータ・ファイルを共有します。これらのファイル
は、共有クラスタ・ファイル・システムまたは共有ディスクにあります。これらのタイプの
ファイル構成のいずれに対しても、すべてのクラスタ・データベース・インスタンスによっ
てアクセスされます。また、各インスタンスには、それぞれ専用の REDO ログ・ファイル
のセットがあります。障害が発生した場合、REDO ログ・ファイルへの共有アクセスによっ
て、障害が発生していないインスタンスがリカバリを実行できます。

Oracle Database 10g Real Application Clusters のバージョン間の互のバージョン間の互のバージョン間の互のバージョン間の互
換性換性換性換性

異なるバージョンの Oracle クラスタ・データベース・ソフトウェアを、同一のコンピュー
タにインストールして使用できます。次の点に注意してください。

� Oracle Database 10g RAC がインストールされているシステムに RAC をインストールす
る場合、インストールされていない Oracle Database 10g の追加製品があれば、OUI は
それらのインストールを求めるプロンプトを表示します。

� 同じノードに複数の Oracle Database 10g RAC ホームをインストールすることもできま
す。複数の Oracle ホームのサポートによって、同じマシン上の複数の Oracle ホーム・
ディレクトリに複数のリリースをインストールできます。ただし、1 つのノードに配置
可能な CRS ホームは、1 つのみです。

� 必要に応じて、OUI を使用して Oracle Database 10g Real Application Clusters の削除お
よび再インストールを行うこともできます。

� 既存のOracleホームにOracle Database 10g RACをインストールすることはできません。
Oracle Database 10g または以前のリリースの Oracle クラスタ・データベース・ソフト
ウェアの Oracle ホームがある場合、その後の各インストールでは、別のホームを使用
する必要があります。OUI は、以前のバージョンを検出すると、DBUA を実行して
アップグレード情報を求めます。この場合は、アップグレードアップグレードアップグレードアップグレード・オプションを選択し
て、Oracle Database 10g リリース 1（10.1）にアップグレードします。

注意注意注意注意 : Oracle バイナリを Oracle ホームから別のホームに移動しないでく
ださい。動的リンクに問題が発生します。
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必要なグループ
必要なグループ必要なグループ必要なグループ必要なグループ
システムに Oracle サーバー・ソフトウェアを初めてインストールする場合は、インストー
ル前の手順の説明に従って、いくつかのグループと 1 つのユーザー・アカウントを作成する
必要があります。必要なグループおよびユーザー・アカウントは次のとおりです。

� Oracle Inventory グループ（oinstall）

システムに初めて Oracle ソフトウェアをインストールする場合は、このグループを作
成する必要があります。このグループの標準的な名前は oinstallです。このグループ
は、システムにインストールされたすべての Oracle ソフトウェアのカタログである
Oracle Inventory を所有します。

� OSDBA グループ（dba）

システムに初めて Oracle ソフトウェアをインストールする場合は、このグループを作
成する必要があります。このグループのユーザーには、データベースの管理権限

（SYSDBAおよび SYSOPER権限）があります。このグループのデフォルト名は dbaで
す。デフォルト以外のグループ名を指定するには、カスタムカスタムカスタムカスタム・インストール・タイプを
選択してソフトウェアをインストールします。OSDBA グループが存在する場合でも、
新しい Oracle サーバーのインストールでデータベースの管理権限を別のグループの
ユーザーに付与する場合は、OSDBA グループを作成する必要があります。

� OSOPER グループ（oper）

これは、オプションのグループです。制限付きのデータベース管理権限（SYSDBA権
限）を別のグループのユーザーに付与する場合に、このグループを作成します。このグ
ループのデフォルト名は operです。このグループを使用するには、カスタムカスタムカスタムカスタム・インス
トール・タイプを選択してソフトウェアをインストールします。OSOPER グループを使
用するには、次の状況でこのグループを作成する必要があります。

� OSOPER グループが存在しない場合。たとえば、システムへ Oracle サーバー・ソフ
トウェアを初めてインストールする場合。

� OSOPER グループが存在するが、新しい Oracle サーバーのインストールで、データ
ベースのオペレータ権限を別のグループのユーザーに付与する場合。

注意注意注意注意 : 一部のプラットフォームでは、Oracle Database 10g より前のクラ
スタ・マネージャの実装を「Cluster Manager」と呼んでいました。Oracle 
Database 10g では、クラスタ・マネージャの役割は、すべてのプラット
フォーム上で Cluster Synchronization Services（CSS）によって実現され
ます。この機能は、OCSSD によって実現されます。
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必要なグループ
� Oracle ソフトウェア所有者ユーザー（oracle）

システムに初めて Oracle ソフトウェアをインストールする場合は、このユーザーを作
成する必要があります。このユーザーは、インストール中にインストールされるすべて
のソフトウェアを所有します。このユーザーの標準的な名前は oracleです。ユーザー
は、プライマリ・グループとして Oracle Inventory グループを、セカンダリ・グループ
として OSDBA グループを所有する必要があります。また、OSOPER グループを作成す
る場合は、セカンダリ・グループとしてこのグループを所有する必要があります。
Oracle ソフトウェア所有者ユーザーが存在する場合でも、新しい Oracle サーバーのイ
ンストールで、別のグループ・メンバーシップを持つ別のユーザーを使用する場合、そ
れらのグループにデータベース管理権限を付与する必要があります。

システムへの Oracle ソフトウェアのすべてのインストールには、単一の Oracle Inventory
グループが必要です。ただし、個々のインストールに対してそれぞれに Oracle ソフトウェ
ア所有者ユーザー、OSDBA グループおよび OSOPER グループ（oracle、dbaおよび
oper以外）を作成できます。異なるグループを使用すると、あるデータベースの特定のオ
ペレーティング・システムのユーザーに、DBA権限を付与できます。そのユーザーは、同じ
システムの別のデータベースでは、この権限を持ちません。

参照参照参照参照 : OSDBA グループと OSOPER グループ、および SYSDBA権限と
SYSOPER権限の詳細は、『Oracle Database for UNIX Systems 管理者リ
ファレンス』および『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してくださ
い。
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第第第第 II 部部部部

 Real Application Clusters のプラットのプラットのプラットのプラット
フォーム固有のインストール前の手順フォーム固有のインストール前の手順フォーム固有のインストール前の手順フォーム固有のインストール前の手順

第 II 部では、 Oracle Database 10g Real Application Clusters （ RAC ）のプラットフォーム
固有のインストール前の手順について説明します。第 II 部の内容は次のとおりです。

� 第 2 章「 RAC のインストール前の作業（ AIX-Based Systems ）」

� 第 3 章「 RAC のインストール前の作業（ HP-UX Systems ）」

� 第 4 章「 RAC のインストール前の作業（ HP Tru64 UNIX ）」

� 第 5 章「 RAC のインストール前の作業（ Linux-Based Systems ）」

� 第 6章「Real Application Clustersのインストール前の作業（ Solaris Operating System: 
SPARC 64-Bit ）」





RAC のインス
2

 RAC のインストール前の作業のインストール前の作業のインストール前の作業のインストール前の作業

（（（（AIX-Based Systems））））

この章では、Oracle Universal Installer を起動する前に完了する必要がある作業について説
明します。この章で説明する作業は、次のとおりです。

� root によるシステムへのログイン

� ハードウェア要件の確認

� ネットワーク要件の確認

� ソフトウェア要件の確認

� 必要な UNIX グループおよびユーザーの作成

� シェル制限およびカーネル・パラメータの構成

� 必要なソフトウェア・ディレクトリの選択

� Oracle ベース・ディレクトリの選択または作成

� Oracle CRS とデータベース・ファイルのディスク記憶域の構成

� Oracle CRS、データベース・ファイル、リカバリ・ファイル用のディレクトリの作成

� 自動記憶域管理用のディスクの構成

� RAW 論理ボリュームの構成

� クラスタ・ソフトウェア構成の確認

� 既存の Oracle プロセスの停止

� oracle ユーザーの環境の構成
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root によるシステムへのログイン
root によるシステムへのログインによるシステムへのログインによるシステムへのログインによるシステムへのログイン
Oracle ソフトウェアをインストールする前に、rootユーザーで複数の作業を実行する必要
があります。rootユーザーでログインするには、次の手順のいずれかを実行します。

� ソフトウェアを X Window System ワークステーションまたは X 端末からインストール
する場合は、次の手順に従います。

1. X 端末（xterm）などのローカル端末セッションを開始します。

2. ソフトウェアをローカル・システムにインストールしない場合は、次のコマンドを
入力して、リモート・ホストにローカルの X サーバーで X アプリケーションを表示
させます。

$ xhost +

3. リモート・システムにソフトウェアをインストールする場合は、次のコマンドを入
力して、リモート・システムに接続します。

$ telnet remote_host

4. rootユーザーでログインしていない場合は、次のコマンドを入力してユーザーを
rootに切り替えます。

$ su - root
password:
#

� X サーバー・ソフトウェアがインストールされている PC またはその他のシステムから
ソフトウェアをインストールする場合は、次の手順に従います。

1. X サーバー・ソフトウェアを起動します。

注意注意注意注意 : サイレント・インストールを実行する場合を除き、ソフトウェア
は、X Window System ワークステーション、X 端末、または X サーバー・
ソフトウェアがインストールされた PC またはその他のシステムからイン
ストールする必要があります。

非対話型インストールおよびサイレント・インストールの詳細は、
『Oracle Database インストレーション・ガイド for UNIX Systems』の付録
を参照してください。

注意注意注意注意 : この手順の詳細は、ご使用の X サーバーのマニュアルを参照して
ください。ご使用の X サーバー・ソフトウェアによっては、異なった順序
で作業を実行する必要があります。
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ハードウェア要件の確認
2. リモート・ホストがローカル・システムで X アプリケーションを表示できるように
X サーバー・ソフトウェアのセキュリティを設定します。

3. ソフトウェアをインストールするリモート・システムに接続し、システムで X 端末
（xterm）などの端末セッションを開始します。

4. リモート・システムに rootユーザーでログインしていない場合は、次のコマンド
を入力してユーザーを rootに切り替えます。

$ su - root
password:
#

ハードウェア要件の確認ハードウェア要件の確認ハードウェア要件の確認ハードウェア要件の確認
システムは、次の最小ハードウェア要件を満たしている必要があります。

� 512MB の物理 RAM

� 1GB のスワップ領域（または RAM の 2 倍のサイズを持つ領域）

2GB 以上の RAM を持つシステムのスワップ領域は、RAM のサイズの 1 ～ 2 倍（最大
2GB のスワップ領域）になります。スワップ領域の構成の詳細は、『Oracle Database 
for UNIX Systems 管理者リファレンス』を参照してください。

� /tmpディレクトリに 400MB のディスク領域

� Oracle ソフトウェア用に最大 4GB のディスク領域（インストール・タイプによる）

� ファイル・システムの記憶域を使用する事前構成済データベース用に 1.2GB のディスク
領域（任意）

自動バックアップを構成する場合は、フラッシュ・リカバリ領域用に追加のディスク領
域（ファイル・システムまたは ASM ディスク・グループ）が必要です。

システムがこれらの要件を満たしていることを確認するには、次の手順に従います。

1. 次のコマンドを入力して、物理 RAM のサイズを確認します。

# /usr/sbin/lsattr -E -l sys0 -a realmem

システムに搭載されている物理 RAM のサイズが要件のサイズより少ない場合、次の手
順に進む前にメモリーを増設する必要があります。

注意注意注意注意 : 自動記憶域管理（Automatic Storage Management: ASM）または
RAW デバイス記憶域を使用するデータベースのディスク領域の要件は、
この章の後半を参照してください。
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ネットワーク要件の確認
2. 次のコマンドを入力して、構成されたスワップ領域のサイズを確認します。

# /usr/sbin/lsps -a

追加のスワップ領域を構成する（必要な場合）方法については、ご使用のオペレーティ
ング・システムのマニュアルを参照してください。

3. 次のコマンドを入力して、/tmpディレクトリで使用できるディスク領域の大きさを確
認します。

# df -k /tmp

/tmpディレクトリで使用できるディスク領域が 400MB 未満の場合、次のいずれかの手
順を完了します。

� 必要なディスク領域を確保するために、/tmpディレクトリから不要なファイルを
削除します。

� oracleユーザーの環境設定（後述）の際に、環境変数 TEMP および TMPDIR を設
定します。

� /tmpディレクトリを含むファイル・システムを拡張します。ファイル・システム
の拡張については、必要に応じてシステム管理者に連絡してください。

4. 次のコマンドを入力して、システムの空きディスク領域の大きさを確認します。

# df -k

5. 次のコマンドを入力して、システムのアーキテクチャでソフトウェアを実行できるかど
うかを確認します。

# /usr/bin/getconf HARDWARE_BITMODE

出力される値は、64 になります。

ネットワーク要件の確認ネットワーク要件の確認ネットワーク要件の確認ネットワーク要件の確認
Oracle Real Application Clusters 環境に必要なネットワーク・ハードウェアおよびインター
ネット・プロトコル（IP）・アドレスがあるかを確認します。

注意注意注意注意 : 前述の出力結果が表示されない場合、このシステムにはソフト
ウェアをインストールできません。

注意注意注意注意 : 次の「オラクル製品 主なシステム要件」のサイトから、データ
ベース製品の情報を参照して、RAC 環境でサポートされるハードウェア
およびネットワークの最新状況を確認してください。

http://www.oracle.co.jp/products/system/index.html
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ネットワーク要件の確認
ネットワーク・ハードウェア要件ネットワーク・ハードウェア要件ネットワーク・ハードウェア要件ネットワーク・ハードウェア要件
クラスタ内の各ノードは、次の要件を満たしている必要があります。

� 各ノードには 2 つ以上のネットワーク・アダプタが必要です。パブリック・ネットワー
ク・インタフェース用とプライベート・ネットワーク・インタフェース（インターコネ
クト）用のネットワーク・アダプタです。

� 各ネットワーク用のネットワーク・アダプタに対応付けられているインタフェースの名
前は、すべてのノードで同一である必要があります。

� 信頼性を高めるために、各ノードに冗長パブリック・ネットワーク・アダプタおよび冗
長プライベート・ネットワーク・アダプタを設定できます。

� パブリック・ネットワークでは、各ネットワーク・アダプタは TCP/IP をサポートする
必要があります。

� プライベート・ネットワークでは、インターコネクトに TCP/IP をサポートする高速
ネットワーク・アダプタおよびスイッチ（ギガビット・イーサネット以上）を使用し
て、ユーザー・データグラム・プロトコル（UDP）がサポートされている必要がありま
す。

IP アドレス要件アドレス要件アドレス要件アドレス要件
インストールを開始する前に、各ノードに対して次の IP アドレスを指定または取得する必
要があります。

� 各パブリック・ネットワーク・インタフェースのドメイン・ネーム・サービス（DNS）
に登録されている IP アドレスと対応するホスト名

� プライマリ・パブリック・ネットワーク・インタフェース用に構成する DNS に登録さ
れている未使用の仮想 IP アドレス 1 つと対応する仮想ホスト名

仮想 IP アドレスは、対応するパブリック・インタフェースと同一のサブネットに存在
する必要があります。インストール後、仮想ホスト名または IP アドレスを使用するよ
うにクライアントを構成できます。ノードに障害がある場合は、ノードの仮想 IP アド
レスが他のノードにフェイルオーバーされます。

� 各プライベート・インタフェースのプライベート IP アドレスおよび任意のホスト名

これらのインタフェースでは、10.*.*.*、192.168.*.* などのプライベート・ネットワーク
IP アドレスの使用をお薦めします。各ノードで /etc/hostsファイルを使用して、プ
ライベート・ホスト名とプライベート IP アドレスを対応させることができます。

注意注意注意注意 : UDP は RAC 用のデフォルトのインターコネクト・プロトコルで、
TCP は Oracle CRS 用のインターコネクト・プロトコルです。

トークン・リングはインターコネクトではサポートされません。
RAC のインストール前の作業（AIX-Based Systems） 2-5



ネットワーク要件の確認
たとえば、各ノードに 2 つのパブリック・インタフェースと 2 つのプライベート・インタ
フェースが存在する場合、ノードの 1 つ（rac1）に次のホスト名および IP アドレスを使用
し、その他のノードに、類似したホスト名および IP アドレスを使用します。

ネットワーク要件の確認ネットワーク要件の確認ネットワーク要件の確認ネットワーク要件の確認
各ノードが要件を満たしていることを確認するには、次の手順に従います。

1. 必要に応じて、パブリックおよびプライベート・ネットワーク用のネットワーク・アダ
プタを設置し、パブリックまたはプライベート IP アドレスを使用してこれらを設定し
ます。

2. パブリック・ネットワーク・インタフェースのホスト名および IP アドレスを DNS に登
録します。

3. 各ノードに対して、1 つの仮想ホスト名および仮想 IP アドレスを DNS に登録します。

4. すべてのノードの /etc/hostsファイルに、すべてのノードの各プライベート・イン
タフェースについて、次のような行を追加します。ここには、プライベート IP アドレ
スおよび対応するプライベート・ホスト名を指定します。

10.0.0.1     rac1-priv1

5. /etc/hostsファイルのループバック・アドレス 127.0.0.1 のエントリが次のように
なっていることを確認します。

127.0.0.1    localhost  loopback

localhostの名前は、この行で指定する最初のホスト名である必要があります。

6. すべてのネットワーク・アダプタについて、インタフェース名および対応する IP アド
レスを確認するには、次のコマンドを入力します。

# /etc/ifconfig -a

ホスト名ホスト名ホスト名ホスト名 種類種類種類種類 IP アドレスアドレスアドレスアドレス 登録先登録先登録先登録先

rac1.mydomain.com パブリック 143.47.43.100 DNS

rac1-2.mydomain.com パブリック 143.46.51.101 DNS

rac1-vip.mydomain.com 仮想 143.46.43.104 DNS

rac1-priv1 プライベート 10.0.0.1 /etc/hosts

rac1-priv2 プライベート 10.0.0.2 /etc/hosts
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ソフトウェア要件の確認
出力結果から、パブリックまたはプライベート・ネットワーク・インタフェースとして
指定する、すべてのネットワーク・アダプタのインタフェース名および IP アドレスを
確認します。

ソフトウェア要件の確認ソフトウェア要件の確認ソフトウェア要件の確認ソフトウェア要件の確認
ソフトウェア要件の確認については、次の項を参照してください。

� 「必要なソフトウェアの確認」（2-7 ページ）

� 「必要なパッチの確認」（2-9 ページ）

必要なソフトウェアの確認必要なソフトウェアの確認必要なソフトウェアの確認必要なソフトウェアの確認
インストールする製品に応じて、次のソフトウェアがシステムにインストールされているこ
とを確認してください。表の後に、これらの要件を確認する手順を示します。

注意注意注意注意 : Oracle CRS および RAC をインストールする際に、この情報が必
要になります。

注意注意注意注意 : Oracle Universal Installer によって、ご使用のシステムが AIX 用
に示されている要件を満たしていることを確認する検証が実行されます。
これらの検証を通過するため、インストーラを起動する前に要件を確認し
てください。

インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ
または製品または製品または製品または製品 要件要件要件要件

すべてのインストール オペレーティング・システムのバージョンおよびメンテナンス・レベル :

AIX 5L バージョン 5.2、メンテナンス・レベル 1 以上

オペレーティング・システムのファイル・セット :

bos.adt.base
bos.adt.lib
bos.adt.libm
bos.perf.libperfstat
bos.perf.perfstat
bos.perf.proctools
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ソフトウェア要件の確認
Real Application Clusters High Availability Cluster Multi-Processing（HACMP）v5.1

注意注意注意注意 : HACMP は、Oracle CRS またはデータベース・ファイルに RAW 論理ボリュー

ムを使用する場合にのみ必要です。

General Parallel File System（GPFS）v2.1

注意注意注意注意 : GPFS は、Oracle CRS またはデータベース・ファイルにクラスタ・ファイル・

システムを使用する場合のみ必要です。

Oracle Spatial AIXwindows Motif ライブラリ :

X11.motif.lib

注意注意注意注意 : このソフトウェアは、サンプル・プログラムの作成にのみ必要です。

Oracle Messaging Gateway IBM WebSphere MQ V5.3、クライアントおよびサーバー :

mqm.Client.Bnd
mqm.Server.Bnd

Oracle JDBC/OCI ドライバ Oracle JDBC/OCI ドライバでは、次の任意の IBM JDK バージョンを使用できます。た

だし、これらのドライバは、インストールには必要ありません。

� JDK 1.4.1.1（64-bit）

� JDK 1.3.1.11（32-bit）

� JDK 1.2.2.18

注意注意注意注意 : 今回のリリースでは、IBM JDK 1.4.1.2（32-bit）がインストールされます。

Pro*C/C++、
Oracle Call Interface、
Oracle C++ Call Interface、
Oracle XML Developer's Kit

（XDK）

C for AIX コンパイラ V6.0.0.4: 

vac.C

VisualAge C++ コンパイラ V6.0: 

vacpp.cmp.core

Oracle Transparent Gateway 
for Sybase

次のいずれかが必要です。

� Sybase Adaptive Server Enterprise V12 または 12.5

� Sybase Open Client V12 または 12.5

Open Client は、Sybase サーバーがローカル・ノードにインストールされていな

い場合に必要です。

インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ
または製品または製品または製品または製品 要件要件要件要件
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ソフトウェア要件の確認
システムがこれらの要件を満たしていることを確認するには、次の手順に従います。

1. 次のコマンドを入力して、インストールされている AIX のバージョンを確認します。

# oslevel -r

オペレーティング・システムのバージョンが AIX 5.2.0.0 メンテナンス・レベル 1
（5200-01）より前である場合は、オペレーティング・システムをこのレベルまでアップ
グレードしてください。AIX 5L バージョン 5.2 のメンテナンス・パッケージは、次の
Web サイトから入手できます。

https://techsupport.services.ibm.com/server/aix.fdc

2. 次のコマンドを入力して、必要なファイル・セットがインストールされ、コミットされ
ているかどうかを確認します。

# lslpp -l bos.adt.base bos.adt.lib bos.adt.libm bos.perf.perfstat \ 
bos.perf.libperfstat bos.perf.proctools

ファイル・セットがインストールおよびコミットされていない場合は、インストールし
ます。ファイル・セットのインストールについては、ご使用のオペレーティング・シス
テムまたはソフトウェアのドキュメントを参照してください。

必要なパッチの確認必要なパッチの確認必要なパッチの確認必要なパッチの確認
インストールする製品に応じて、次のパッチがシステムにインストールされていることを確
認してください。表の後に、これらの要件を確認する手順を示します。

インストール・タイプまたは製品インストール・タイプまたは製品インストール・タイプまたは製品インストール・タイプまたは製品 要件要件要件要件

すべてのインストール プログラム診断依頼書（APAR）:

� IY43980: libperfstat.h not ANSI-compliant

� IY44810: DSI IN BMRECYCLE

� IY45462: Definition of isnan() in math.h incorrect

� IY45707: J2 READAAHEAD/CIO INTERACTION

� IY46214: dropping partial connections leaves them on so_q0

� IY46605: exec of 32 bit application can fail on 64 bit kernel

� IY48525: SDK 1.4.1 32-BIT SR1: CA141-20030930

� IY51801: race condition in aio_nwait_timeout

Pro*C/C++、
Oracle Call Interface、
Oracle C++ Call Interface、
Oracle XML Developer's Kit（XDK）

プログラム一時修正（PTF）:

� U489726 - vac.C.6.0.0.4 以上
RAC のインストール前の作業（AIX-Based Systems） 2-9



ソフトウェア要件の確認
システムがこれらの要件を満たしていることを確認するには、次の手順に従います。

1. 次のコマンドを入力して、APAR がインストールされているかどうかを確認します。

# /usr/sbin/instfix -i -k "IY22854 IY26778 ..."

APAR がインストールされていない場合は、次の Web サイトから APAR をダウンロー
ドしてインストールします。

https://techsupport.services.ibm.com/server/aix.fdc

GPFS を使用中で、efix IY52454 が必要な場合、ダウンロード手順について次の FTP サ
イトを参照してください。

ftp://service.software.ibm.com/aix/efixes/iy52454/

Oracle JDBC/OCI ドライバ 注意注意注意注意 : これらの APAR は、対応する JDK バージョンを使用している場合

にのみ必要です。

JDK 1.4.1.1（64-bit）に必要な APAR: 

� IY48526: SDK 1.4.1 64-BIT SR1: CAIX64141-20030930

JDK 1.3.1.11（32-bit）に必要な APAR: 

� IY47055: SDK 1.3.1 32-BIT PTF: CA131-20030630A

JDK 1.2.2.18 に必要な APAR: 

� IY40034: SDK 1.2.2 PTF: CA122-20030115

Oracle Messaging Gateway WebSphere MQ 用の修正サービス・ディスケット（CSD）:

WebSphere MQ V5.3（U485561）用の CSD03 以上

Real Application Clusters HACMP に必要な APAR および PTF:

� IY42783: CT:LX: RMC daemon may hang if managed nodes recycle

� IY43602: DISK FAILURES CAUSING QUORUM TO BE LOST IS 
NOT

� IY45695: BASE FIXES FOR HACMP 5.1.0

� U496124: cluster.es.server.rte.5.1.0.2

GPFS に必要な APAR および PTF:

� IY52454 efix

� U489058: mmfs.base.cmds.3.5.0.6

� U496347: mmfs.gpfs.rte.3.5.0.10

� U496395: mmfs.gpfs.rte.2.1.0.10

インストール・タイプまたは製品インストール・タイプまたは製品インストール・タイプまたは製品インストール・タイプまたは製品 要件要件要件要件
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必要な UNIX グループおよびユーザーの作成
2. 次のコマンドを入力して、PTF がインストールされているかどうかを確認します。

# lslpp -l -B U489726 U485561 ...

PTF がインストールされていない場合は、次の Web サイトから PTF をダウンロードし
てインストールします。

https://techsupport.services.ibm.com/server/aix.fdc

3. WebSphere MQ 用の CSD が必要な場合は、次の Web サイトでダウンロードおよびイン
ストール情報を入手します。

http://www.ibm.com/software/integration/mqfamily/support/summary/aix.html

4. 2-11 ページの「必要な UNIX グループおよびユーザーの作成」に進み、インストール前
の作業を続けます。

必要な必要な必要な必要な UNIX グループおよびユーザーの作成グループおよびユーザーの作成グループおよびユーザーの作成グループおよびユーザーの作成
システムに Oracle ソフトウェアを初めてインストールする場合や、インストールする製品
によっては、いくつかの UNIX グループと 1 つの UNIX ユーザー・アカウントを作成する必
要があります。

Oracle データベースをインストールするには、次の UNIX グループおよびユーザーが必要で
す。

� OSDBA グループ（dba）

システムに初めて Oracle データベース・ソフトウェアをインストールする場合は、こ
のグループを作成する必要があります。このグループは、データベースの管理権限

（SYSDBA 権限）を持つ UNIX ユーザーです。このグループのデフォルト名は dbaで
す。

デフォルト（dba）以外のグループ名を指定する場合は、カスタム・インストール・タ
イプを選択してソフトウェアをインストールするか、このグループのメンバーではない
ユーザーとしてインストーラを起動する必要があります。この場合、インストーラに
よって、グループ名の指定を求めるプロンプトが表示されます。

� OSOPER グループ（oper）

これは、オプションのグループです。制限付きのデータベース管理権限（SYSOPER 権
限）を別のグループの UNIX ユーザーに付与する場合に、このグループを作成します。
OSDBA グループのメンバーには、デフォルトで SYSOPER 権限もあります。

デフォルト（oper）以外の OSOPER グループを指定する場合は、カスタム・インス
トール・タイプを選択してソフトウェアをインストールするか、operグループのメン
バーではないユーザーとしてインストーラを起動する必要があります。この場合、イン
ストーラによって、グループ名の指定を求めるプロンプトが表示されます。このグルー
プの標準的な名前は operです。
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必要な UNIX グループおよびユーザーの作成
� 権限を付与されていないユーザー（nobody）

権限を付与されていないユーザー（nobody）がシステムに存在することを確認する必
要があります。nobodyユーザーには、インストール後、外部ジョブ（extjob）実行
可能ファイルを所有させる必要があります。

すべてのインストールに必要な UNIX グループおよびユーザーは、次のとおりです。

� Oracle Inventory グループ（oinstall）

システムに初めて Oracle ソフトウェアをインストールする場合は、このグループを作
成する必要があります。このグループの標準的な名前は oinstallです。このグループ
は、システムにインストールされたすべての Oracle ソフトウェアのカタログである
Oracle Inventory を所有します。

� Oracle ソフトウェア所有者ユーザー（oracle）

システムに初めて Oracle ソフトウェアをインストールする場合は、このユーザーを作
成する必要があります。このユーザーは、インストール中にインストールされるすべて
のソフトウェアの所有者です。このユーザーの標準的な名前は oracleです。このユー
ザーのプライマリ・グループは、Oracle Inventory である必要があります。また、セカ
ンダリ・グループは、OSDBA および OSOPER グループである必要があります。

システムへの Oracle ソフトウェアのすべてのインストールには、単一の Oracle Inventory
グループが必要です。システムへの 2 回目以降の Oracle ソフトウェアのインストールでは、
Oracle ソフトウェアを初めてインストールしたときと同じ Oracle Inventory グループを使用
する必要があります。ただし、個々の環境に対してそれぞれに Oracle ソフトウェア所有者
ユーザー、OSDBA グループおよび OSOPER グループ（oracle、dbaおよび oper以外）
を作成できます。環境ごとに異なるグループを使用すると、それぞれのグループのメンバー
は、システムのすべてのデータベースではなく、関連するデータベースに対してのみ DBA
権限を持ちます。

次の項では、必要な UNIX ユーザーおよびグループを作成する方法について説明します。

注意注意注意注意 : Oracle ソフトウェアがすでにシステムにインストールされている
場合は、既存の Oracle Inventory グループが、新しい Oracle ソフトウェ
アのインストールに使用する UNIX ユーザーのプライマリ・グループであ
る必要があります。既存の Oracle Inventory グループを確認する方法は、
次の項を参照してください。

参照参照参照参照 : OSDBA グループと OSOPER グループ、および SYSDBA 権限と
SYSOPER 権限の詳細は、『Oracle Database for UNIX Systems 管理者リ
ファレンス』および『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してくださ
い。
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必要な UNIX グループおよびユーザーの作成
Oracle Inventory グループの作成グループの作成グループの作成グループの作成
Oracle Inventory グループが存在しない場合は、作成する必要があります。次の項では、
Oracle Inventory グループが存在する場合に、そのグループ名を確認する方法について説明
します。また、必要に応じて、Oracle Inventory グループを作成する方法についても説明し
ます。

Oracle Inventory グループの存在の確認グループの存在の確認グループの存在の確認グループの存在の確認
システムに初めて Oracle ソフトウェアをインストールする場合、インストーラによって
oraInst.locファイルが作成されます。このファイルに、Oracle Inventory グループのグ
ループ名および Oracle Inventory ディレクトリのパスが示されます。Oracle Inventory グ
ループの存在を確認するには、次のコマンドを入力します。

# more /etc/oraInst.loc

oraInst.locファイルが存在する場合、このコマンドの出力結果は、次のようになりま
す。

inventory_loc=/u01/app/oracle/oraInventory
inst_group=oinstall

inst_groupパラメータは、Oracle Inventory グループのグループ名（oinstall）を示し
ます。

Oracle Inventory グループの作成グループの作成グループの作成グループの作成
oraInst.locファイルが存在しない場合は、次の手順で Oracle Inventory グループを作成
します。

1. 次のコマンドを入力します。

# smit security

2. 適切なメニュー項目を選択して、oinstallグループを作成します。

3. [F10] を押して終了します。

注意注意注意注意 : 次の項では、ローカル・ユーザーおよびグループを作成する方法
について説明します。ローカル・ユーザーおよびグループの代替として、
Network Information Service（NIS）などのディレクトリ・サービスに、
適切なユーザーおよびグループを作成することもできます。ディレクト
リ・サービスの使用方法については、システム管理者に連絡するか、ご使
用のオペレーティング・システムのドキュメントを参照してください。
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OSDBA グループの作成グループの作成グループの作成グループの作成
次の場合は、OSDBA グループを作成する必要があります。

� OSDBA グループが存在しない場合（たとえば、システムへ Oracle データベース・ソフ
トウェアを初めてインストールする場合）。

� OSDBA グループが存在するが、新しい Oracle 環境では、データベースの管理権限を別
のグループの UNIX ユーザーに付与する場合。

OSDBA グループが存在しない場合、または新しい OSDBA グループが必要な場合は、次の
コマンドを入力して OSDBA グループを作成します。OSDBA グループを作成する場合、既
存のグループですでに使用されていないかぎり、dbaというグループ名を使用します。

1. 次のコマンドを入力します。

# smit security

2. 適切なメニュー項目を選択して、dbaグループを作成します。

3. [F10] を押して終了します。

OSOPER グループの作成（任意）グループの作成（任意）グループの作成（任意）グループの作成（任意）
OSOPER グループを作成する必要があるのは、制限付きのデータベース管理権限

（SYSOPER オペレータ権限）を持つ UNIX ユーザーのグループを指定する場合のみです。ほ
とんどの環境では、OSDBA グループを作成するのみで十分です。次の場合に OSOPER グ
ループを使用するには、このグループを作成する必要があります。

� OSOPER グループが存在しない場合（たとえば、システムへ Oracle データベース・ソフ
トウェアを初めてインストールする場合）

� OSOPER グループが存在するが、新しい Oracle 環境で、データベースのオペレータ権限
を別のグループの UNIX ユーザーに付与する場合

新しい OSOPER グループが必要な場合は、次のコマンドを入力して作成します。OSOPER
グループを作成する場合、既存のグループですでに使用されていないかぎり、operという
グループ名を使用します。

1. 次のコマンドを入力します。

# smit security

2. 適切なメニュー項目を選択して、operグループを作成します。

3. [F10] を押して終了します。
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必要な UNIX グループおよびユーザーの作成
Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの作成ソフトウェア所有者ユーザーの作成ソフトウェア所有者ユーザーの作成ソフトウェア所有者ユーザーの作成
次の場合は、Oracle ソフトウェア所有者ユーザーを作成する必要があります。

� Oracle ソフトウェア所有者ユーザーが存在しない場合（たとえば、システムへ Oracle ソ
フトウェアを初めてインストールする場合）。

� Oracle ソフトウェア所有者ユーザーが存在するが、新しい Oracle データベース環境で
は、別の UNIX ユーザー（異なるグループ・メンバーシップを持つ）を使用して、この
グループにデータベースの管理権限を付与する場合。

既存の既存の既存の既存の Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの存在の確認ソフトウェア所有者ユーザーの存在の確認ソフトウェア所有者ユーザーの存在の確認ソフトウェア所有者ユーザーの存在の確認
oracleという Oracle ソフトウェア所有者ユーザーが存在するかどうかを確認するには、次
のコマンドを入力します。

# id oracle

oracleユーザーが存在する場合、このコマンドの出力結果は、次のようになります。

uid=440(oracle) gid=200(oinstall) groups=201(dba),202(oper)

ユーザーが存在する場合は、既存ユーザーを使用するか、新しいユーザーを作成するかを決
定します。既存ユーザーを使用する場合は、ユーザーのプライマリ・グループが Oracle 
Inventory グループであり、そのグループが適切な OSDBA および OSOPER グループのメン
バーであることを確認します。詳細は、次のいずれかの項を参照してください。

� 既存の Oracle ソフトウェア所有者ユーザーを使用し、ユーザーのプライマリ・グループ
が Oracle Inventory グループである場合は、2-17 ページの「UNIX ユーザー nobody が
存在するかどうかの確認」を参照してください。

� 既存のユーザーを変更するには、2-16 ページの「既存の Oracle ソフトウェア所有者ユー
ザーの変更」を参照してください。

� 新しいユーザーを作成するには、次の項を参照してください。

注意注意注意注意 : 既存ユーザーを使用および変更する前に、必要に応じてシステム
管理者に連絡してください。
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Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの新規作成ソフトウェア所有者ユーザーの新規作成ソフトウェア所有者ユーザーの新規作成ソフトウェア所有者ユーザーの新規作成
Oracle ソフトウェア所有者ユーザーが存在しない場合、または新しい Oracle ソフトウェア
所有者ユーザーが必要な場合、次の手順で作成します。既存のユーザーによってすでに使用
されていないかぎり、oracleというユーザー名を使用します。

1. 次のコマンドを入力します。

# smit security

2. 適切なメニュー項目を選択して次のとおり指定し、oracleユーザーを作成します。

– 「Primary GROUP」フィールドで、Oracle Inventory グループ（oinstallなど）
を指定します。

– 「Group Set」フィールドで、OSDBA グループと、必要に応じて OSOPER グルー
プ（dbaや dba,operなど）を指定します。

3. [F10] を押して終了します。

4. oracleユーザーのパスワードを設定します。

# passwd oracle

次の手順に進むには、2-17 ページの「UNIX ユーザー nobody が存在するかどうかの確認」
を参照してください。

既存の既存の既存の既存の Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの変更ソフトウェア所有者ユーザーの変更ソフトウェア所有者ユーザーの変更ソフトウェア所有者ユーザーの変更
oracleユーザーが存在するが、プライマリ・グループが oinstallではないか、または
ユーザーが適切な OSDBA または OSOPER グループのメンバーではない場合、次の手順に
従ってこれを変更できます。

1. 次のコマンドを入力します。

# smit security

2. 適切なメニュー項目を選択して、oracleユーザーを変更します。

3. 「Primary GROUP」フィールドで、Oracle Inventory グループ（oinstallなど）を指
定します。

4. 「Group Set」フィールドで、セカンダリ・グループ（dbaや operなど）を指定しま
す。

5. [F10] を押して終了します。

注意注意注意注意 : oracleユーザーの uid は、65536 未満である必要があります。
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UNIX ユーザーユーザーユーザーユーザー nobody が存在するかどうかの確認が存在するかどうかの確認が存在するかどうかの確認が存在するかどうかの確認
ソフトウェアをインストールする前に、UNIX ユーザー nobodyがシステムに存在すること
を確認します。

1. 次のコマンドを入力して、nobody ユーザーが存在するかどうかを確認します。

# id nobody

このコマンドの出力結果に nobodyユーザーの情報が表示された場合、このユーザーを
作成する必要はありません。

2. nobodyユーザーが存在しない場合は、次のコマンドを入力して作成します。

# smit security

適切なオプションを指定して、権限を付与されていない nobodyユーザーを作成し、
[F10] を押して終了します。

3. 他のすべてのクラスタ・ノードでこの手順を繰り返します。

他のクラスタ・ノードでの同一ユーザーおよびグループの作成他のクラスタ・ノードでの同一ユーザーおよびグループの作成他のクラスタ・ノードでの同一ユーザーおよびグループの作成他のクラスタ・ノードでの同一ユーザーおよびグループの作成

Oracle ソフトウェア所有者ユーザー、Oracle Inventory、OSDBA グループおよび OSOPER
グループは、すべてのクラスタ・ノードに存在し、また同一である必要があります。同一の
ユーザーおよびグループを作成するには、ユーザーおよびグループを作成したノードで割り
当てられたユーザー ID およびグループ ID を確認してから、他のクラスタ・ノードで同じ名
前と ID を持つユーザーおよびグループを作成する必要があります。

ユーザーユーザーユーザーユーザー ID およびグループおよびグループおよびグループおよびグループ ID の確認の確認の確認の確認
Oracle ソフトウェア所有者ユーザーのユーザー ID（UID）と、Oracle Inventory グループ、
OSDBA グループおよび OSOPER グループのグループ ID（GID）を確認するには、次の手
順に従います。

1. 次のコマンドを入力します。

# id oracle

このコマンドの出力結果は、次のようになります。

uid=440(oracle) gid=200(oinstall) groups=201(dba),202(oper)

注意注意注意注意 : 次の手順は、ローカル・ユーザーおよびグループを使用している
場合にのみ実行する必要があります。NIS などのディレクトリ・サービス
で定義されたユーザーおよびグループを使用している場合、各クラスタ・
ノードのユーザーおよびグループはすでに同一です。
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2. 表示された情報から、oracleユーザーの UID および所属するグループの GID を特定
します。

他のクラスタ・ノードでのユーザーおよびグループの作成他のクラスタ・ノードでのユーザーおよびグループの作成他のクラスタ・ノードでのユーザーおよびグループの作成他のクラスタ・ノードでのユーザーおよびグループの作成
他のクラスタ・ノードでユーザーおよびグループを作成するには、各ノードで次の手順を繰
り返します。

1. 次のクラスタ・ノードへ rootでログインします。

2. 次のコマンドを入力します。

# smit security

3. 適切なメニュー項目を選択し、oinstallグループおよび dbaグループ、必要に応じて
operグループを作成または変更します。

「Group NAME」フィールドおよび「Group ID」フィールドで、以前に特定したグ
ループ名および GID を指定します。

4. 適切なメニュー項目を選択して次のとおり指定し、oracleユーザーを作成または変更
します。

– 「User ID」フィールドで、前述の項で特定したユーザー ID を指定します。

– 「Primary GROUP」フィールドで、Oracle Inventory グループ（oinstallなど）
を指定します。

– 「Group Set」フィールドで、OSDBA グループと必要に応じて OSOPER グループ
（dbaや dba,operなど）を指定します。

5. [F10] を押して終了します。

6. oracleユーザーのパスワードを設定します。

# passwd oracle

注意注意注意注意 : このノードのグループに、同じグループ ID が使用できない場合、
どのノードでも使用できるグループ ID を特定して、すべてのノードのグ
ループにその ID を指定します。

注意注意注意注意 : このノードの oracleユーザーに、同じユーザー ID が使用できな
い場合、どのノードでも使用できるユーザー ID を特定して、すべての
ノードのユーザーにその ID を指定します。
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すべてのクラスタ・ノードでのすべてのクラスタ・ノードでのすべてのクラスタ・ノードでのすべてのクラスタ・ノードでの rsh およびおよびおよびおよび rcp に対するユーザー等価関係に対するユーザー等価関係に対するユーザー等価関係に対するユーザー等価関係
の設定の設定の設定の設定

Oracle Real Application Clusters をインストールして使用する前に、次の手順に従って、す
べてのクラスタ・ノードでユーザー等価関係を設定する必要があります。

1. すべてのクラスタ・ノードの /etc/hosts.equivファイルをテキスト・エディタで編
集し、クラスタ内のすべてのノードに次のようなエントリを追加します。

node1-public oracle
node1-public.domain oracle
node2-public oracle
node2-public.domain oracle
   .
   .
   .

この例の意味は、次のとおりです。

� noden_publicは、プライマリ・パブリック・ネットワーク・インタフェースに対
応するホスト名です。

� domainは、システムのドメイン名（mydomain.comなど）です。

2. インストーラを実行するノードで次のコマンドを入力して、最初のノードを含むすべて
のクラスタ・ノードのユーザー等価関係をテストします。

# su oracle
$ rsh nodename1 date
$ rsh nodename2 date
    .
    .
    .
$ exit

注意注意注意注意 : この項では、Oracle ソフトウェアを他のクラスタ・ノードにコ
ピーする際にインストーラが使用する rcpに対してユーザー等価関係を設
定する方法について説明します。必要に応じて、インストーラが rcpでは
なく scpを使用するようにセキュア・シェル（SSH）のツール群を構成す
ることもできます。scpに対するユーザー等価関係の設定については、
SSH のドキュメントを参照してください。

注意注意注意注意 : クラスタ内のすべてのノードで、oracleユーザーのホーム・
ディレクトリに、同じ形式で .rhostsファイルを作成することもできま
す。
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各コマンドは、指定したノードの日付設定のみを戻します。パスワードを求めるプロン
プトまたはその他のテキストが表示された場合、そのノードのユーザー等価関係は正し
く設定されていません。この場合は、/etc/hosts.equiv （または
~/oracle/.rhosts）ファイルに正しいエントリがあることを確認します。

シェル制限およびカーネル・パラメータの構成シェル制限およびカーネル・パラメータの構成シェル制限およびカーネル・パラメータの構成シェル制限およびカーネル・パラメータの構成
AIX システムでは、カーネル・パラメータを構成する必要はありません。ただし、この項で
説明するように、シェル制限およびシステム構成パラメータを設定することをお薦めしま
す。この項の内容は次のとおりです。

� シェル制限の設定（2-20 ページ） 

� システム構成パラメータの設定（2-21 ページ） 

シェル制限の設定シェル制限の設定シェル制限の設定シェル制限の設定
次の表に示すシェル制限が推奨値に設定されていることを確認してください。表の後に、値
を確認して設定する手順を示します。

注意注意注意注意 : 次の項には、カーネル・パラメータおよびシェル制限の推奨値の
みを示します。本番データベース・システムでは、これらの値を調整して
システムのパフォーマンスを最適化することをお薦めします。カーネル・
パラメータの調整については、ご使用のオペレーティング・システムのマ
ニュアルを参照してください。

すべてのクラスタ・ノードでカーネル・パラメータおよびシェル制限を設
定する必要があります。

シェル制限（シェル制限（シェル制限（シェル制限（smit）））） 推奨値推奨値推奨値推奨値

Soft FILE size -1（無制限）

Soft CPU time -1（無制限）

注意注意注意注意 : これはデフォルト値です。

Soft DATA segment -1（無制限）

Soft STACK size -1（無制限）
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これらのシェル制限に指定されている現行の値を表示し、必要に応じて変更するには、次の
手順に従います。

1. 次のコマンドを入力します。

# smit chuser

2. 「User NAME」フィールドに、Oracle ソフトウェア所有者のユーザー名（oracleな
ど）を入力します。

3. リストを下にスクロールし、前述の表に示す制限値が -1 であることを確認します。

必要に応じて、既存の値を編集します。

4. 変更が終了したら、[F10] を押して終了します。

システム構成パラメータの設定システム構成パラメータの設定システム構成パラメータの設定システム構成パラメータの設定
ユーザーごとに使用可能な最大プロセス数が 2048 以上に設定されていることを確認してく
ださい。表の後に、値を確認して設定する手順を示します。

1. 次のコマンドを入力します。

# smit chgsys

2. 「Maximum number of PROCESSES allowed per user」に表示される値が 2048 以上で
あることを確認します。

必要に応じて、既存の値を編集します。

3. 変更が終了したら、[F10] を押して終了します。

必要なソフトウェア・ディレクトリの選択必要なソフトウェア・ディレクトリの選択必要なソフトウェア・ディレクトリの選択必要なソフトウェア・ディレクトリの選択
Oracle ソフトウェアに対して、次の 4 つのディレクトリを選択または作成する必要がありま
す。

� Oracle ベース・ディレクトリ

� Oracle Inventory ディレクトリ

� CRS ホーム・ディレクトリ

� Oracle ホーム・ディレクトリ

次の項では、これらのディレクトリの要件について説明します。

注意注意注意注意 : 本番システムの場合、この値は、システムで実行している各デー
タベースの PROCESSES および PARALLEL_MAX_SERVERS 初期化パラ
メータの合計に 128 を加えた数以上である必要があります。
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Oracle ベース・ディレクトリベース・ディレクトリベース・ディレクトリベース・ディレクトリ
Oracle ベース・ディレクトリは、Oracle ソフトウェア環境における最上位ディレクトリとし
て機能します。これは、Windows システムでの Oracle ソフトウェアのインストールに使用
される C:¥Oracleディレクトリと同様です。UNIX システムでは、Optimal Flexible 
Architecture（OFA）のガイドラインに従って、Oracle ベース・ディレクトリに次のような
パスを使用します。

/mount_point/app/oracle_sw_owner

この例の意味は、次のとおりです。

� mount_pointは、Oracle ソフトウェアを格納するファイル・システムのマウント・ポ
イント・ディレクトリです。

このマニュアルの例では、マウント・ポイント・ディレクトリに /u01を使用していま
す。ただし、/oracleや /opt/oracleなど、別のマウント・ポイント・ディレクト
リを選択することもできます。

� oracle_sw_ownerは、oracleなどの Oracle ソフトウェア所有者の UNIX ユーザー名
です。

同じ Oracle ベース・ディレクトリを複数の環境に使用したり、環境ごとに別の Oracle ベー
ス・ディレクトリを作成することができます。同じシステムに複数の UNIX ユーザーが
Oracle ソフトウェアをインストールする場合、各ユーザーは別々の Oracle ベース・ディレ
クトリを作成する必要があります。次の例の Oracle ベース・ディレクトリは、すべて同じ
システムに作成できます。

/u01/app/oracle
/u01/app/orauser
/opt/oracle/app/oracle

次の項では、インストールに適切な既存の Oracle ベース・ディレクトリを選択する方法に
ついて説明します。また、必要に応じて、新しい Oracle ベース・ディレクトリを作成する
方法についても説明します。

新しい Oracle ベース・ディレクトリを作成するか、既存の Oracle ベース・ディレクトリを
使用するかにかかわらず、環境変数 ORACLE_BASE を設定して、このディレクトリへのフ
ル・パスを指定する必要があります。

注意注意注意注意 : Oracle ベース・ディレクトリは、ローカル・ファイル・システム
またはサポートされているクラスタ・ファイル・システム上に存在する必
要があります。
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Oracle Inventory ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ
Oracle Inventory ディレクトリ（oraInventory）には、システムにインストールされてい
るすべてのソフトウェアのインベントリを格納します。このディレクトリは、単一システム
のすべての Oracle ソフトウェア環境に必要で、共有されます。システムに初めて Oracle ソ
フトウェアをインストールする場合、インストーラによって、このディレクトリへのパスの
指定を求めるプロンプトが表示されます。ローカル・ファイル・システムにソフトウェアを
インストールしている場合、次のパスを選択することをお薦めします。

oracle_base/oraInventory

Oracle ベース・ディレクトリがクラスタ・ファイル・システムに存在する場合、すべての
ノードに個別のインベントリが存在できるように、ローカル・ファイル・システムの Oracle 
Inventory ディレクトリのパスを指定する必要があります。

インストーラによって、指定したディレクトリが作成され、そのディレクトリに適切な所有
者、グループおよび権限が設定されます。自分でこのディレクトリを作成する必要はありま
せん。

CRS ホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリ
CRS ホーム・ディレクトリは、Oracle Cluster Ready Services のソフトウェアをインストー
ルするディレクトリです。CRS は個別のホーム・ディレクトリにインストールする必要があ
ります。インストーラを起動すると、このディレクトリへのパスと識別名の指定を求めるプ
ロンプトが表示されます。ここで指定するディレクトリは、Oracle ベース・ディレクトリの
サブディレクトリである必要があります。CRS ホーム・ディレクトリには、次のようなパス
を指定することをお薦めします。

oracle_base/product/10.1.0/crs

インストーラによって、Oracle ベース・ディレクトリの下に、指定したディレクトリ・パス
が作成されます。さらに、そのディレクトリに適切な所有者、グループおよび権限が設定さ
れます。自分でこのディレクトリを作成する必要はありません。

Oracle ホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリ
Oracle ホーム・ディレクトリは、特定の Oracle 製品のソフトウェアをインストールする
ディレクトリです。個々の Oracle 製品、または同じ Oracle 製品でもリリースが異なる場合
は、別々の Oracle ホーム・ディレクトリにインストールする必要があります。インストー
ラを起動すると、このディレクトリへのパスと識別名の指定を求めるプロンプトが表示され

注意注意注意注意 : このディレクトリは、すべての Oracle ソフトウェア環境の基礎と
なります。定期的にこのディレクトリをバックアップしてください。

システムからすべての Oracle ソフトウェアを完全に削除した場合を除き、
このディレクトリは削除しないでください。
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ます。ここで指定するディレクトリは、Oracle ベース・ディレクトリのサブディレクトリで
ある必要があります。Oracle ホーム・ディレクトリには、次のようなパスを指定することを
お薦めします。

oracle_base/product/10.1.0/db_1

インストーラによって、Oracle ベース・ディレクトリの下に、指定したディレクトリ・パス
が作成されます。さらに、そのディレクトリに適切な所有者、グループおよび権限が設定さ
れます。自分でこのディレクトリを作成する必要はありません。

Oracle ベース・ディレクトリの選択または作成ベース・ディレクトリの選択または作成ベース・ディレクトリの選択または作成ベース・ディレクトリの選択または作成
インストールを開始する前に、既存の Oracle ベース・ディレクトリを選択するか、必要に
応じて新しい Oracle ベース・ディレクトリを作成します。この項の内容は次のとおりです。

� 既存の Oracle ベース・ディレクトリの選択

� 新しい Oracle ベース・ディレクトリの作成

既存の既存の既存の既存の Oracle ベース・ディレクトリの選択ベース・ディレクトリの選択ベース・ディレクトリの選択ベース・ディレクトリの選択
既存の Oracle ベース・ディレクトリが、OFA のガイドラインに準拠したパスを持たない場
合があります。ただし、既存の Oracle Inventory ディレクトリや Oracle ホーム・ディレク
トリを選択する場合に、通常、次の方法で Oracle ベース・ディレクトリを選択できます。

� 既存の Oracle Inventory ディレクトリを選択する場合

すべてのクラスタ・ノードで次のコマンドを入力して、oraInst.locファイルの内容
を表示します。

# more /etc/oraInst.loc

oraInst.locファイルが存在する場合、このコマンドの出力結果は、次のようになり
ます。

inventory_loc=/u01/app/oracle/oraInventory
inst_group=oinstall

inventory_locパラメータが、そのシステムの Oracle Inventory ディレクトリ
（oraInventory）を示しています。通常、oraInventoryディレクトリの親ディレク
トリが、Oracle ベース・ディレクトリです。前述の例では、/u01/app/oracleが
Oracle ベース・ディレクトリです。

注意注意注意注意 : Oracle ベース・ディレクトリがすでにシステムに存在する場合で
も、新しい Oracle ベース・ディレクトリを作成できます。
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� 既存の Oracle ホーム・ディレクトリを選択する場合

すべてのクラスタ・ノードで次のコマンドを入力して、oratabファイルの内容を表示
します。

# more /etc/oratab

oratabファイルが存在する場合は、次のような行が含まれます。

*:/u03/app/oracle/product/10.1.0/db_1:N
*:/opt/orauser/infra_904:N
*:/oracle/9.2.0:N

各行で指定されたディレクトリ・パスが、Oracle ホーム・ディレクトリを示していま
す。使用する Oracle ソフトウェア所有者のユーザー名が末尾に付くディレクトリ・パ
スが、Oracle ベース・ディレクトリに有効なパスです。前述の例で、oracleユーザー
を使用してソフトウェアをインストールする場合は、次のディレクトリのいずれかを選
択できます。

/u03/app/oracle
/oracle

インストールに既存の Oracle ベース・ディレクトリを使用する前に、そのディレクトリが
次の条件を満たしていることを確認します。

� オペレーティング・システムと同じファイル・システムに存在しない。

� すべてのクラスタ・ノードで同一パスを持つか、またはサポートされているクラスタ・
ファイル・システムに存在する。

クラスタ・ファイル・システムを使用していない場合は、別のノードに同一の Oracle
ベース・ディレクトリを作成してください。

� すべてのクラスタ・ノードで同一パスを持つか、またはサポートされているクラスタ・
ファイル・システムに存在する。

クラスタ・ファイル・システムを使用していない場合は、別のノードに同一の Oracle
ベース・ディレクトリを作成してください。

注意注意注意注意 : 可能な場合は、1 つ目のようなディレクトリ・パス
（/u03/app/oracle）を選択してください。このパスは、OFA のガイド
ラインに準拠しています。
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� すべてのクラスタ・ノードで十分な空きディスク領域を持つ（次の表を参照）。

Oracle ベース・ディレクトリが存在するファイル・システムの空きディスク領域を確認
するには、次のコマンドを使用します。

# df -k oracle_base_path

次の手順に進みます。

� Oracle ベース・ディレクトリがシステムに存在せず、新しい Oracle ベース・ディレクト
リを作成する場合は、2-26 ページの「新しい Oracle ベース・ディレクトリの作成」を
参照してください。

� 既存の Oracle ベース・ディレクトリを使用する場合は、2-27 ページの「Oracle CRS と
データベース・ファイルのディスク記憶域の構成」を参照してください。

この章の後半で oracleユーザーの環境を構成する際に、環境変数 ORACLE_BASE を
設定してここで選択したディレクトリを指定します。

新しい新しい新しい新しい Oracle ベース・ディレクトリの作成ベース・ディレクトリの作成ベース・ディレクトリの作成ベース・ディレクトリの作成
新しい Oracle ベース・ディレクトリを作成する前に、次の手順に従って、十分な空きディ
スク領域を持つ適切なファイル・システムを選択する必要があります。

適切なファイル・システムを選択するには、次の手順に従います。

1. df -kコマンドを使用して、マウントされた各ファイル・システムの空きディスク領域
を確認します。

要件要件要件要件 空きディスク領域空きディスク領域空きディスク領域空きディスク領域

Oracle ベース・ディレクトリにソフトウェア・ファイルのみ

を格納する場合

最大 4GB

Oracle ベース・ディレクトリにソフトウェアおよびデータ

ベースの両方のファイルを格納する場合（本番データベース
にはお薦めしません）

最大 5GB

要件要件要件要件 空きディスク領域空きディスク領域空きディスク領域空きディスク領域

Oracle ベース・ディレクトリにソフトウェア・ファイ

ルのみを格納する場合

最大 4GB

Oracle ベース・ディレクトリにソフトウェアおよび

データベースの両方のファイルを格納する場合（本番
データベースにはお薦めしません）

最大 5GB
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2. 表示された情報から、適切な空き領域を持つファイル・システムを選択します。

Oracle ベース・ディレクトリへのパスは、すべてのノードで同一である必要がありま
す。

3. 選択したファイル・システムに対するマウント・ポイント・ディレクトリの名前を書き
留めます。

Oracle ベース・ディレクトリを作成し、そのディレクトリに適切な所有者、グループおよび
権限を指定するには、次の手順に従います。

1. 次のコマンドを入力して、選択したマウント・ポイント・ディレクトリに推奨サブディ
レクトリを作成し、そのサブディレクトリに適切な所有者、グループおよび権限を設定
します。

# mkdir -p /mount_point/app/oracle_sw_owner
# chown -R oracle:oinstall /mount_point/app
# chmod -R 775 /mount_point/app

選択したマウント・ポイントが /u01で、Oracle ソフトウェア所有者のユーザー名が
oracleである場合、Oracle ベース・ディレクトリの推奨パスは次のようになります。

/u01/app/oracle

2. 必要に応じて、前の手順で示したコマンドを繰り返し、他のクラスタ・ノードにも同じ
ディレクトリを作成します。

3. この章の後半で oracleユーザーの環境を構成する際に、環境変数 ORACLE_BASE を
設定してこのディレクトリを指定します。

Oracle CRS とデータベース・ファイルのディスク記憶域の構成とデータベース・ファイルのディスク記憶域の構成とデータベース・ファイルのディスク記憶域の構成とデータベース・ファイルのディスク記憶域の構成
この項では、Oracle Cluster Ready Services ファイル、Oracle データベース・ファイル、
Oracle データベースのリカバリ・ファイル（任意）を格納するために使用できる記憶域につ
いて説明します。各ファイル・タイプで使用する格納方法を選択した後、必要な記憶域の構
成方法について次の項を参照してください。

注意注意注意注意 : ファイル・システムには、ローカル・ファイル・システムまたは
サポートされているクラスタ・ファイル・システムを選択できます。

注意注意注意注意 : 各ファイル・タイプに同一の記憶域を使用する必要はありません。
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Oracle CRS ファイルの記憶域の選択ファイルの記憶域の選択ファイルの記憶域の選択ファイルの記憶域の選択
Oracle Cluster Ready Services をインストールする前に、Oracle Cluster Registry（100MB）
および CRS 投票ディスク（20MB）に使用する記憶域を選択する必要があります。Oracle イ
ンスタンスを起動する前にこれらのファイルにアクセス可能である必要があるため、自動記
憶域管理を使用してこれらのファイルを格納することはできません。

Oracle CRS ファイルには、ASM を除いて、次の項に示すすべての記憶域を使用できます。

Oracle データベース・ファイルの記憶域の選択データベース・ファイルの記憶域の選択データベース・ファイルの記憶域の選択データベース・ファイルの記憶域の選択
インストール中にデータベースを作成する場合、データベース・ファイル用に次の記憶域の
いずれかを選択する必要があります。

� GPFS for AIX を使用するクラスタ・ファイル・システム

� 自動記憶域管理

� HACMP を使用する RAW 論理ボリューム

Oracle データベース・リカバリ・ファイルの記憶域の選択データベース・リカバリ・ファイルの記憶域の選択データベース・リカバリ・ファイルの記憶域の選択データベース・リカバリ・ファイルの記憶域の選択
また、インストール中の自動バックアップを有効にする場合は、リカバリ・ファイル（フ
ラッシュ・リカバリ領域）に次のいずれかの記憶域を選択する必要があります。

� GPFS for AIX を使用するクラスタ・ファイル・システム

� 自動記憶域管理

リカバリ・ファイルには、データベース・ファイルと同じ記憶域または別の記憶域のどちら
でも選択できます。

注意注意注意注意 : HACMP を使用していない場合、Oracle CRS ファイルの格納先に
は、GPFS ファイル・システムを使用する必要があります。

注意注意注意注意 : 次の「オラクル製品 主なシステム要件」のサイトから、データ
ベース製品の情報を参照して RAC 環境でサポートされている記憶域の最
新情報を確認してください。

http://www.oracle.co.jp/products/system/index.html
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ディスク記憶域の構成ディスク記憶域の構成ディスク記憶域の構成ディスク記憶域の構成
インストールを開始する前にディスク記憶域を構成する方法については、選択した記憶域に
応じて、次のいずれかの項を参照してください。

� Oracle CRS、データベース・ファイル、またはリカバリ・ファイルの記憶域にファイ
ル・システムを使用する場合は、2-29 ページの「Oracle CRS、データベース・ファイ
ル、リカバリ・ファイル用のディレクトリの作成」を参照してください。

� データベース・ファイルまたはリカバリ・ファイルの記憶域に ASM を使用する場合は、
2-33 ページの「自動記憶域管理用のディスクの構成」を参照してください。

� Oracle CRS またはデータベース・ファイルの記憶域に RAW デバイス（パーティション
または論理ボリューム）を使用する場合は、2-40 ページの「RAW 論理ボリュームの構
成」を参照してください。

Oracle CRS、、、、データベース・ファイル、リカバリ・ファイル用データベース・ファイル、リカバリ・ファイル用データベース・ファイル、リカバリ・ファイル用データベース・ファイル、リカバリ・ファイル用
のディレクトリの作成のディレクトリの作成のディレクトリの作成のディレクトリの作成

Oracle CRS、データベース・ファイルまたはリカバリ・ファイルをファイル・システムに格
納する場合、次のガイドラインに従って格納先を決定します。

Oracle CRS ファイルをファイル・システムに格納するためのガイドラインファイルをファイル・システムに格納するためのガイドラインファイルをファイル・システムに格納するためのガイドラインファイルをファイル・システムに格納するためのガイドライン
インストーラでは、Oracle Cluster Registry（OCR）または Oracle CRS 投票ディスク用のデ
フォルトの格納先は提供されません。ファイル・システムにこれらのファイルを作成する場
合は、次のガイドラインに従って格納先を決定します。

� 共有ファイル・システム（共有ディスク上のクラスタ・ファイル・システムなど）を選
択する必要があります。

� その共有ファイル・システムには、OCR 用に 100MB 以上の空きディスク領域および
CRS 投票ディスク用に 20MB の空きディスク領域が必要です。

� 信頼性を高めるために、可用性の高い記憶域デバイス（ミラー化を実装する RAID デバ
イスなど）のファイル・システムを選択する必要があります。

� 共有ファイル・システムに Oracle Cluster Ready Services ソフトウェアを格納している
場合は、これらのファイルに対して同じファイル・システムを使用できます。

� oracleユーザーには、指定したパスにファイルを作成するための書込み権限が必要で
す。

注意注意注意注意 : Oracle9i リリース 2（9.2）からアップグレードしている場合は、
OCR 用の新しいファイルを作成するかわりに SRVM 構成リポジトリに使
用した RAW デバイスまたは共有ファイルを継続して使用できます。
RAC のインストール前の作業（AIX-Based Systems） 2-29



Oracle CRS、データベース・ファイル、リカバリ・ファイル用のディレクトリの作成
Oracle データベース・ファイルをファイル・システムに格納するためのガデータベース・ファイルをファイル・システムに格納するためのガデータベース・ファイルをファイル・システムに格納するためのガデータベース・ファイルをファイル・システムに格納するためのガ
イドラインイドラインイドラインイドライン

Oracle データベース・ファイルをファイル・システムに格納する場合、次のガイドラインに
従って格納先を決定します。

� 共有ファイル・システム（共有ディスク上のクラスタ・ファイル・システムなど）を選
択する必要があります。

� インストーラによって提供されるデータベース・ファイル・ディレクトリのデフォルト
のパスは、Oracle ベース・ディレクトリのサブディレクトリです。 このパスは、共有
ファイル・システム上の Oracle ベース・ディレクトリを使用している場合にのみ選択
できます。

このデフォルトの位置は、本番データベースにはお薦めしません。

� データベース・ファイルの格納先には、単一のファイル・システムまたは複数のファイ
ル・システムのいずれかを選択できます。

� 単一のファイル・システムを使用する場合は、そのデータベース専用の物理デバイ
スにあるファイル・システムを選択します。

パフォーマンスおよび信頼性を高めるために、RAID デバイスまたは複数の物理デ
バイス上の論理ボリュームを選択し、SAME（すべてをストライピングおよびミ
ラーリングする）方法を実装します。

� 複数のファイル・システムを使用する場合は、そのデータベース専用の単独の物理
デバイス上のファイル・システムを選択します。

この方法によって、物理 I/O を分散させ、別々のデバイスで個々に制御ファイルを
作成して、信頼性を向上できます。また、OFA のガイドラインを完全に実装できま
す。この方法を実装するには、インストール中にアドバンスト・データベース作成
オプションまたはカスタム・インストール・タイプのいずれかを選択する必要があ
ります。

� インストール時に事前構成済データベースを作成する場合、選択するファイル・システ
ムには 1.2GB 以上の空きディスク領域が必要です。

本番データベースでは、作成するデータベースの用途に応じて、ディスク領域の要件を
見積もる必要があります。

� 最適なパフォーマンスを得るため、データベース専用に使用される物理デバイスに存在
するファイル・システムを選択する必要があります。

� oracleユーザーには、指定したパスにファイルを作成するための書込み権限が必要で
す。
2-30 Oracle Real Application Clusters インストレーションおよび構成



Oracle CRS、データベース・ファイル、リカバリ・ファイル用のディレクトリの作成
Oracle リカバリ・ファイルをファイル・システムに格納するためのガイドリカバリ・ファイルをファイル・システムに格納するためのガイドリカバリ・ファイルをファイル・システムに格納するためのガイドリカバリ・ファイルをファイル・システムに格納するためのガイド
ラインラインラインライン

Oracle リカバリ・ファイルをファイル・システムに格納する場合は、次のガイドラインに
従って格納先を決定します。

� ディスク障害が発生した場合にデータベース・ファイルとリカバリ・ファイルの両方が
使用不可能にならないように、リカバリ・ファイルは、データベース・ファイルとは別
の物理ディスク上のファイル・システムに格納します。

� 共有ファイル・システム（共有ディスク上のクラスタ・ファイル・システムなど）を選
択する必要があります。

� 選択するファイル・システムには、2GB 以上の空きディスク領域が必要です。

ディスク領域要件は、フラッシュ・リカバリ領域に対して設定
（DB_RECOVERY_FILE_DEST_SIZE 初期化パラメータで指定）された、デフォルトの
ディスク割当て制限です。

カスタム・インストール・タイプまたはアドバンスト・データベース構成オプションを
選択すると、ディスク割当て制限に、異なる値を指定できます。データベースを作成し
た後、Oracle Enterprise Manager の Grid Control または Database Control を使用して、
別の値を指定することもできます。

フラッシュ・リカバリ領域のサイズ指定については、『Oracle Database バックアップお
よびリカバリ基礎』を参照してください。

� インストーラによって提供されるデータベース・ファイル・ディレクトリのデフォルト
のパスは、Oracle ベース・ディレクトリのサブディレクトリです。 このパスは、共有
ファイル・システム上の Oracle ベース・ディレクトリを使用している場合にのみ選択
できます。

このデフォルトの位置は、本番データベースにはお薦めしません。

� oracleユーザーには、指定したパスにファイルを作成するための書込み権限が必要で
す。

注意注意注意注意 : インストール中に自動バックアップを有効にする場合にのみ、リ
カバリ・ファイルの場所を選択する必要があります。

注意注意注意注意 : いずれかまたは両方のファイル・タイプに標準または高冗長レベ
ルの ASM ディスク・グループを使用する方法もあります。
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必要なディレクトリの作成必要なディレクトリの作成必要なディレクトリの作成必要なディレクトリの作成

Oracle ベース・ディレクトリに、別々のファイル・システム上の Oracle CRS ファイル、
データベース・ファイルまたはリカバリ・ファイル用のディレクトリを作成するには、次の
手順に従います。

1. 必要に応じて、各ノードで使用する共有ファイル・システムを構成し、マウントしま
す。

2. df -kコマンドを使用して、マウントされた各ファイル・システムの空きディスク領域
を確認します。

3. 表示された情報から、使用するファイル・システムを選択します。

複数のファイル・タイプに対して同じファイル・システムを使用している場合は、各タ
イプに対するディスク領域要件を追加して、ディスク領域要件の合計を判断します。

4. 選択したファイル・システムに対するマウント・ポイント・ディレクトリの名前を書き
留めます。

注意注意注意注意 : この手順は、別々のファイル・システムにある Oracle CRS ファイ
ル、データベース・ファイル、またはリカバリ・ファイルを、Oracle ベー
ス・ディレクトリに格納する場合にのみ実行する必要があります。

注意注意注意注意 : ノードの再起動時、自動的にマウントされるように、ファイル・
システムが構成されていることを確認してください。

ファイル・タイプファイル・タイプファイル・タイプファイル・タイプ ファイル・システムの要件ファイル・システムの要件ファイル・システムの要件ファイル・システムの要件

CRS ファイル 120MB 以上の空き領域を持つ単一のファイル・システムを選択しま

す。

データ・ファイル 次のいずれかを選択します。

� 1.2GB 以上の空き領域を持つ単一のファイル・システム

� 合計 1.2GB 以上の空き領域を持つ複数のファイル・システム

リカバリ・ファイル 2GB 以上の空き領域を持つ単一のファイル・システムを選択します。
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5. 次のコマンドを入力して各マウント・ポイント・ディレクトリに推奨サブディレクトリ
を作成し、そのサブディレクトリに適切な所有者、グループおよび権限を設定します。

� CRS ファイル・ディレクトリ :

# mkdir /mount_point/oracrs
# chown oracle:oinstall /mount_point/oracrs
# chmod 775 /mount_point/oracrs

� データベース・ファイル・ディレクトリ :

# mkdir /mount_point/oradata
# chown oracle:oinstall /mount_point/oradata
# chmod 775 /mount_point/oradata

� リカバリ・ファイル・ディレクトリ（フラッシュ・リカバリ領域）:

# mkdir /mount_point/flash_recovery_area
# chown oracle:oinstall /mount_point/flash_recovery_area
# chmod 775 /mount_point/flash_recovery_area

6. また、記憶域に ASM または RAW デバイスを使用する場合は、次のいずれかの項を参
照してください。

� 自動記憶域管理用のディスクの構成

� RAW 論理ボリュームの構成

その他の場合は、2-50 ページの「クラスタ・ソフトウェア構成の確認」を参照してくだ
さい。

自動記憶域管理用のディスクの構成自動記憶域管理用のディスクの構成自動記憶域管理用のディスクの構成自動記憶域管理用のディスクの構成
ここでは、ASM で使用するディスクの構成方法について説明します。ディスクを構成する
前に、必要なディスクの数と空きディスク領域の大きさを判断する必要があります。次の項
では、要件の確認およびディスクの構成方法について説明します。

� ASM の記憶域要件の指定

� 既存の ASM ディスク・グループの使用

� ASM のディスクの構成
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ASM の記憶域要件の指定の記憶域要件の指定の記憶域要件の指定の記憶域要件の指定
ASM を使用するための記憶域要件を指定するには、必要なデバイス数およびディスクの空
き領域を確認する必要があります。この作業を実行するには、次の手順に従います。

1. Oracle データベース・ファイル（データ・ファイル）またはリカバリ・ファイル（ある
いはその両方）に ASM を使用するかどうかを決定します。

インストール中に自動バックアップを使用可能にしている場合、フラッシュ・リカバリ
領域に ASM ディスク・グループを指定して、リカバリ・ファイル用の記憶域メカニズ
ムとして ASM を選択できます。インストール時に選択するデータベースの作成方法に
応じて次のいずれかを選択します。

� DBCA を対話型モードで実行するインストール方法を選択した場合（アドバンス
ト・データベース構成オプションを選択した場合など）、データ・ファイルおよび
リカバリ・ファイルに同じ ASM ディスク・グループを使用するか、または各ファ
イル・タイプに別のディスク・グループを使用するかを選択できます。

インストール後に DBCA を使用してデータベースを作成する場合に、同じ選択内
容を使用できます。

� DBCA を非対話型モードで実行するインストール・タイプを選択した場合は、デー
タベース・ファイルとリカバリ・ファイルに同じ ASM ディスク・グループを使用
する必要があります。

注意注意注意注意 : この項ではディスクについて説明していますが、サポートされて
いる NAS ストレージ・デバイスのゼロ埋込みファイルを ASM ディスク・
グループで使用することもできます。ASM ディスク・グループで使用す
るための NAS ベースのファイルの作成および構成方法については、

『Oracle Database インストレーション・ガイド for UNIX Systems』の付録
を参照してください。

注意注意注意注意 : データベース・ファイルおよびリカバリ・ファイルに対して、同
じメカニズムの記憶域を使用する必要はありません。一方でファイル・シ
ステムを使用し、他方で ASM を使用できます。

自動バックアップを有効にすることを選択し、使用可能なクラスタ・ファ
イル・システムがない場合は、リカバリ・ファイルの記憶域に ASM を使
用する必要があります。
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2. ASM ディスク・グループに使用する ASM 冗長レベルを選択します。

ASM ディスク・グループに選択した冗長レベルによって、ASM によるディスク・グ
ループ内のファイルのミラーリング方法および必要となるディスク数とディスク領域が
次のようになります。

� 外部冗長

外部冗長ディスク・グループでは、最小で 1 台のディスク・デバイスが必要です。
外部冗長のディスク・グループで有効なディスク領域は、全デバイスのディスク領
域の合計です。

ASM は外部冗長ディスク・グループ内のデータをミラーリングしないため、この
タイプのディスク・グループのディスク・デバイスとしては、RAID のみを使用す
るか、または同様にデバイス独自のデータ保護メカニズムを持つデバイスを使用す
ることをお薦めします。

� 標準冗長

標準冗長ディスク・グループでは、ASM はデフォルトで 2 方向のミラーリングを
使用し、パフォーマンスおよび信頼性を向上させます。標準冗長ディスク・グルー
プでは、最小で 2 台のディスク・デバイス（または 2 つの障害グループ）が必要で
す。標準冗長のディスク・グループで有効なディスク領域は、全デバイスのディス
ク領域の合計の半分です。

ほとんどの使用環境では、標準冗長ディスク・グループの使用をお薦めします。

� 高冗長

高冗長ディスク・グループでは、ASM はデフォルトで 3 方向のミラーリングを使
用してパフォーマンスを向上させ、最高レベルの信頼性を提供します。高冗長ディ
スク・グループでは、最小で 3 台のディスク・デバイス（または 3 つの障害グルー
プ）が必要です。高冗長のディスク・グループで有効なディスク領域は、全デバイ
スのディスク領域の合計の 3 分の 1 です。

高冗長ディスク・グループでは、高レベルのデータ保護が提供されますが、この冗
長レベルの使用を決定する前に、追加するストレージ・デバイスのコストを考慮す
る必要があります。
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3. データ・ファイルおよびリカバリ・ファイルに必要なディスク領域の合計容量を決定し
ます。

次の表を使用して、使用環境に必要なディスクの最小台数およびディスクの最小領域を
決定します。

ASM メタデータ用にディスク領域を追加する必要もあります。次の計算式を使用して、
追加のディスク領域の要件を計算します（単位 : MB）。

15 +（2 ×ディスクの台数）+（126 × ASM インスタンスの数）

たとえば、高冗長ディスク・グループに 3 台のディスクを使用する 4 ノードの RAC 環
境では、525MB の追加ディスク領域が必要になります。

（15 +（2 × 3）+（126 × 4））= 525

既存の ASM インスタンスがシステムに存在する場合は、これらの記憶域要件を満たす
ために、既存のディスク・グループを使用することができます。インストール時、必要
に応じて、既存のディスク・グループにディスクを追加できます。

次の項では、既存ディスク・グループの指定方法およびそのディスク・グループが持つ
ディスクの空き領域の確認方法について説明します。

4. 必要な場合は、ASM ディスク・グループのデバイスに障害グループを指定します。

標準または高冗長ディスク・グループを使用する場合は、カスタム障害グループのディ
スク・デバイスを関連付けることによって、ハードウェア障害に対するデータベースの
保護を強化できます。デフォルトでは、各デバイスに独自の障害グループが含まれま
す。ただし、標準冗長ディスク・グループの 2 台のディスク・デバイスが同じ SCSI コ
ントローラに接続されている場合、コントローラに障害が発生すると、ディスク・グ
ループは使用できなくなります。この例でのコントローラは、シングル・ポイント障害
です。

冗長レベル冗長レベル冗長レベル冗長レベル ディスクの最小台数ディスクの最小台数ディスクの最小台数ディスクの最小台数
データ・ファデータ・ファデータ・ファデータ・ファ
イルイルイルイル

リカバリ・リカバリ・リカバリ・リカバリ・
ファイルファイルファイルファイル 合計合計合計合計

外部 1 1.15GB 2.3GB 3.45GB

標準 2 2.3GB 4.6GB 6.9GB

高 3 3.45GB 6.9GB 10.35GB

注意注意注意注意 : DBCA を対話型モードで実行するインストール方法を使用する場
合（カスタム・インストール・タイプやアドバンスト・データベース構成
オプションを選択する場合など）にのみ、この手順を実行する必要があり
ます。他のインストール・タイプでは、障害グループを指定できません。
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このタイプの障害を防止するためには、2 つの SCSI コントローラを使用します。各コ
ントローラに 2 台のディスクを接続し、各コントローラに接続されたディスクに障害グ
ループを定義します。この構成では、ディスク・グループが 1 つの SCSI コントローラ
の障害を許容できるようになります。

5. システムに適切なディスク・グループが存在しない場合は、適切なディスク・デバイス
を設置または指定して、新しいディスク・グループを追加します。次のガイドラインに
従って、適切なディスク・デバイスを指定します。

� ASM ディスク・グループのすべてのデバイスは、サイズおよびパフォーマンス特
性が同じである必要があります。

� 単一の物理ディスクにある複数のパーティションを、1 つのディスク・グループの
デバイスとして指定しないでください。ASM は、各ディスク・グループのデバイ
スが、別々の物理ディスク上に存在するとみなします。

� 論理ボリュームを ASM ディスク・グループのデバイスとして指定できますが、こ
れを使用することはお薦めしません。論理ボリューム・マネージャは、物理ディス
ク・アーキテクチャを隠すことができ、これによって ASM による物理デバイス間
の I/O の最適化が行われなくなります。

この作業の実行については、2-39 ページの「ASM のディスクの構成」を参照してくだ
さい。

既存の既存の既存の既存の ASM ディスク・グループの使用ディスク・グループの使用ディスク・グループの使用ディスク・グループの使用
データベース・ファイルまたはリカバリ・ファイルの記憶域として ASM を使用する場合に、
既存の ASM ディスク・グループが存在する場合は、選択したインストール方法に応じて、
次のいずれかを選択します。

� DBCA を対話型モードで実行するインストール方法を選択した場合（アドバンスト・
データベース構成オプションを選択した場合など）、新しいディスク・グループを作成
するか、または既存のディスク・グループを使用するかを選択できます。

インストール後に DBCA を使用してデータベースを作成する場合に、同じ選択内容を
使用できます。

� DBCA を非対話型モードで実行するインストール方法を選択した場合、新しいデータ
ベースには既存のディスク・グループを選択する必要があり、新しいディスク・グルー
プは作成できません。ただし、要件に対して既存ディスク・グループの空き領域が不十
分である場合は、既存ディスク・グループにディスク・デバイスを追加できます。

注意注意注意注意 : カスタム障害グループを定義する場合、標準冗長ディスク・グ
ループでは最小で 2 つの障害グループ、高冗長ディスク・グループでは 3
つの障害グループを指定する必要があります。
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既存の ASM ディスク・グループが存在するかどうか、またはディスク・グループに十分な
ディスク領域があるかどうかを判断するために、Oracle Enterprise Manager の Grid Control
または Database Control を使用できます。また、次の手順も使用できます。

1. oratabファイルの内容を表示して、ASM インスタンスがシステムに組み込まれている
かどうかを判断します。

# more /etc/oratab

ASM インスタンスがシステムに組み込まれている場合、oratabファイルには次のよ
うな行が含まれます。

+ASM:oracle_home_path:N

この例では、+ASMは ASM インスタンスのシステム識別子（SID）、
oracle_home_pathは ASM インスタンスが組み込まれている Oracle ホーム・ディレ
クトリです。表記規則により、ASM インスタンスの SID は、プラス（+）記号で始めま
す。

2. 環境変数 ORACLE_SID および ORACLE_HOME を設定して、使用する ASM インスタ
ンスに対して適切な値を指定します。

3. SYSDBA 権限を持つ SYS ユーザーとして ASM インスタンスに接続し、必要に応じてイ
ンスタンスを起動します。

# $ORACLE_HOME/bin/sqlplus "SYS/SYS_password as SYSDBA"
SQL> STARTUP

4. 次のコマンドを入力して、既存のディスク・グループ、それらの冗長レベルおよび各グ
ループでのディスクの空き領域を表示します。

SQL> SELECT NAME,TYPE,TOTAL_MB,FREE_MB FROM V$ASM_DISKGROUP;

5. 出力結果から、適切な冗長レベルが設定されているディスク・グループを特定し、その
ディスク・グループにある空き領域を記録します。

6. 必要に応じて、前述の記憶域要件のリストを満たすために必要な追加のディスク・デバ
イスを設置または指定します。

注意注意注意注意 : 既存ディスク・グループを管理する ASM インスタンスは、異なる
Oracle ホーム・ディレクトリで実行されている可能性があります。

注意注意注意注意 : 既存のディスク・グループにデバイスを追加する場合は、サイズ
およびパフォーマンス特性が、そのディスク・グループ内の既存デバイス
と同じであるデバイスの使用をお薦めします。
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ASM のディスクの構成のディスクの構成のディスクの構成のディスクの構成
ASM で使用するディスクを構成するには、次の手順に従います。

1. 必要に応じて、ASM ディスク・グループに使用する共有ディスクを設置し、システム
を再起動します。

2. 次のコマンドを入力して、ディスクが使用可能であることを確認します。

# /usr/sbin/lsdev -Cc disk

このコマンドの出力結果は、次のようになります。

hdisk0 Available 1A-09-00-8,0  16 Bit LVD SCSI Disk Drive
hdisk1 Available 1A-09-00-9,0  16 Bit LVD SCSI Disk Drive
hdisk2 Available 17-08-L       SSA Logical Disk Drive

3. 使用可能なディスクが表示されない場合は、次のコマンドを入力して新しいディスクを
構成します。

# /usr/sbin/cfgmgr

4. 次のコマンドを入力して、ボリューム・グループに構成されているディスクを確認しま
す。

# /usr/sbin/lspv

このコマンドの出力結果は、次のようになります。

hdisk0     0000078752249812   rootvg
hdisk1     none               none

このコマンドは、各ディスクに対して次の内容を表示します。

� ディスク・デバイス名

� ディスクの 16 文字の物理ボリューム識別子（PVID）、または none

� ディスクが所属するボリューム・グループ、または none

PVID を持つディスクは使用できますが、ボリューム・グループに所属しているディス
クは使用できません。

5. ディスク・グループに使用するディスクが PVID を持たない場合は、使用する各ディス
クに対して次のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/chdev -l hdiskn -a pv=yes
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6. 次のコマンドを入力して、ディスク・グループに追加する各ディスクに対するキャラク
タ RAW デバイス・ファイルの所有者、グループおよび権限を変更します。

# chown oracle:dba /dev/rhdiskn
# chmod 660 /dev/rhdiskn

RAW 論理ボリュームの構成論理ボリュームの構成論理ボリュームの構成論理ボリュームの構成
ここでは、RAW 論理ボリュームの構成方法について説明します。

� 重要な情報の確認

� ボリューム・グループの作成

� 新しいボリューム・グループでの RAW 論理ボリュームの作成

� 他のクラスタ・ノードへのボリューム・グループのインポート

� すべてのクラスタ・ノードでの同時モードでのボリューム・グループのアクティブ化
（2-48 ページ）

� DBCA RAW デバイス・マッピング・ファイルの作成（2-48 ページ）

重要な情報の確認重要な情報の確認重要な情報の確認重要な情報の確認
この項では、Oracle CRS およびデータベース・ファイルの記憶域のために RAW 論理ボ
リュームを構成する方法について説明します。また、両方のタイプのファイルに必要な論理
ボリュームを含む新しいボリューム・グループを作成する手順について説明します。

次の手順に進む前に、今回のリリースの Oracle Real Application Clusters でボリューム・グ
ループを使用する場合の重要な情報を含む次のガイドラインを確認します。

注意注意注意注意 : ASM でマルチ・パス・ディスク・ドライバを使用している場合
は、そのディスクの正しい論理デバイス名に対してのみ権限を設定してく
ださい。

注意注意注意注意 : データベース・ファイルの記憶域に ASM を使用している場合は、
Oracle CRS ファイル用の RAW デバイスのみを作成する必要があります。
ただし、Oracle CRS ファイルの格納には、RAW デバイスではなくクラス
タ・ファイル・システムを使用することをお薦めします。

Oracle CRS およびデータベース記憶域に RAW 論理ボリュームを使用する
には、すべてのクラスタ・ノードに HACMP がインストールされ、構成
されている必要があります。
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� Oracle CRS およびデータベース・ファイルに、同時に使用できる共有ボリューム・グ
ループを使用する必要があります。

� Oracle CRS インストール時に、Oracle Cluster Registry および Oracle CRS 投票ディスク
に RAW 論理ボリュームを指定すると、これらの論理ボリュームを含むボリューム・グ
ループを Oracle CRS の起動時にアクティブ化するように、インストール・プロセスに
よって Oracle CRS 起動スクリプトが構成されます。

� Oracle CRS ファイルには、200MB 未満のディスク領域が必要です。ボリューム・グ
ループのディスク領域を効率的に使用するには、CRS ファイルとデータベース・ファイ
ルの両方の論理ボリュームに、同じボリューム・グループを使用することをお薦めしま
す。

� RAW 論理ボリュームを使用する既存の Oracle9i リリース 2（9.2）の RAC 環境をアップ
グレードする場合、OCR に既存の SRVM 構成リポジトリ論理ボリュームを使用し、同
じボリューム・グループに、Oracle CRS 投票ディスク用の新しい論理ボリュームを作成
できます。ただし、このボリューム・グループは、Oracle CRS をインストールする前
に、このボリューム・グループを現在アクティブ化している HACMP の同時リソース・
グループから削除する必要があります。

� （Oracle CRS ファイルではなく）データベース・ファイルのみを格納する新規または既
存のボリューム・グループをアクティブ化するには、HACMP の同時リソース・グルー
プを使用する必要があります。

� インストールを開始する前に、Oracle CRS やデータベース・ファイルに使用するすべて
のボリューム・グループを同時モードでアクティブ化する必要があります。

注意注意注意注意 : このため、Oracle CRS ファイルを含むボリューム・グループを
HACMP の同時リソース・グループに設定しないでください。

参照参照参照参照 : 同時リソース・グループからのボリューム・グループの削除の詳
細は、HACMP のドキュメントを参照してください。

注意注意注意注意 : データベースをアップグレードする場合は、SYSAUX 表領域に新
しい論理ボリュームを作成する必要もあります。Oracle CRS 投票ディスク
および SYSAUX 論理ボリュームの要件の詳細は、2-44 ページの「新しい
ボリューム・グループでの RAW 論理ボリュームの作成」を参照してくだ
さい。

参照参照参照参照 : 新規または既存の同時リソース・グループへのボリューム・グ
ループの追加の詳細は、HACMP のドキュメントを参照してください。
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� この項では、基本的なボリューム・グループおよびボリュームを作成する手順について
説明します。ミラー化などを使用してより複雑なボリュームを構成する場合は、
HACMP ドキュメントとともにこの項を参照してください。

ボリューム・グループの作成ボリューム・グループの作成ボリューム・グループの作成ボリューム・グループの作成
Oracle データベース・ファイルおよび Oracle CRS ファイルのボリューム・グループを作成
するには、次の手順に従います。

1. 必要に応じて、使用する共有ディスクを設置します。

2. 次のコマンドを入力して、ディスクが使用可能であることを確認します。

# /usr/sbin/lsdev -Cc disk

このコマンドの出力結果は、次のようになります。

hdisk0 Available 1A-09-00-8,0  16 Bit LVD SCSI Disk Drive
hdisk1 Available 1A-09-00-9,0  16 Bit LVD SCSI Disk Drive
hdisk2 Available 17-08-L       SSA Logical Disk Drive

3. 使用可能なディスクが表示されない場合は、次のコマンドを入力してディスクを構成し
ます。

# /usr/sbin/cfgmgr

4. 次のコマンドを入力して、ボリューム・グループにディスクが構成されているかどうか
を確認します。

# /usr/sbin/lspv

このコマンドの出力結果は、次のようになります。

hdisk0     0000078752249812   rootvg
hdisk1     none               none
hdisk4     00034b6fd4ac1d71   ccvg1

このコマンドは、各ディスクに対して次の内容を表示します。

� ディスク・デバイス名

� ディスクの 16 文字の物理ボリューム識別子（PVID）、または none

� ディスクが所属するボリューム・グループ、または none

PVID を持つディスクは使用できますが、既存のボリューム・グループに所属している
ディスクは使用できません。
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5. ボリューム・グループに使用するディスクが PVID を持たない場合は、使用する各ディ
スクに対して次のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/chdev -l hdiskn -a pv=yes

6. クラスタの各ノードで次のコマンドを入力して、使用されるデバイスのメジャー番号を
確認します。

# ls -la /dev | more

このコマンドの出力結果に、構成されたすべてのデバイスに関する情報が次のように表
示されます。

crw-rw----   1 root     system    45,  0 Jul 19 11:56 vg1

この例では、45 がボリューム・グループ・デバイス vg1のメジャー番号です。

7. クラスタのどのノードにも使用されていない、適切なメジャー番号を特定します。

8. 次のコマンドを入力するか、SMIT（smit mkvg）を使用して、ボリューム・グループ
を作成します。

# /usr/sbin/mkvg -y VGname -B -s PPsize -V majornum -n \
-C PhysicalVolumes

次の表に、この例で使用するオプションおよび変数についての説明を示します。これら
のオプションの詳細は、mkvgのマニュアル・ページを参照してください。

コマンド・コマンド・コマンド・コマンド・
オプションオプションオプションオプション SMIT フィールドフィールドフィールドフィールド 値および記述の例値および記述の例値および記述の例値および記述の例

-y VGname VOLUME GROUP 
name

oracle_vg1

ボリューム・グループの名前を指定します。例に示すような汎用的な名
前、またはデータベース・ボリューム・グループの名前（作成するデー
タベースの名前）を指定できます。

-B Create a big VG format 
Volume Group

ビッグ VG フォーマットのボリューム・グループを作成する場合に指定

します。

注意注意注意注意 : SMIT を使用する場合は、このフィールドに「yes」を選択してく

ださい。

-s PPsize Physical partition SIZE 
in megabytes

32

データベースの物理パーティションのサイズを指定します。例に示す値
では、最大 32GB（32MB × 1016）のサイズのディスクを含めることが

できます。
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9. 次のコマンドを入力して、作成したボリューム・グループを有効にします。

# /usr/sbin/varyonvg VGname

新しいボリューム・グループでの新しいボリューム・グループでの新しいボリューム・グループでの新しいボリューム・グループでの RAW 論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成
必要な RAW 論理ボリュームを新しいボリューム・グループに作成するには、次の手順に従
います。

1. 作成するデータベースの名前を選択します。

orclなど、アルファベット文字で始まる 4 文字以内の名前を選択する必要があります。

2. 次の表から、作成する必要のある論理ボリュームを確認します。

-V Majornum Volume Group MAJOR 
NUMBER

46

手順 7 で特定したデバイスのメジャー番号を、ボリューム・グループに

指定します。

-n Activate volume group 
AUTOMATICALLY at 
system restart

システムの再起動時にボリューム・グループをアクティブ化しない場合
に指定します。

注意注意注意注意 : SMIT を使用する場合は、このフィールドに「no」を選択してく

ださい。

-C Create VG Concurrent 
Capable

同時に使用できるボリューム・グループを作成する場合に指定します。

注意注意注意注意 : SMIT を使用する場合は、このフィールドに「yes」を選択してく

ださい。

PhysicalVolumes PHYSICAL VOLUME 
names

hdisk3 hdisk4

ボリューム・グループに追加するディスクのデバイス名を指定します。

数数数数
パーティション・パーティション・パーティション・パーティション・
サイズ（サイズ（サイズ（サイズ（MB）））） 用途および論理ボリューム名の例用途および論理ボリューム名の例用途および論理ボリューム名の例用途および論理ボリューム名の例

Oracle データベースのデータベースのデータベースのデータベースの RAW 論理ボリューム論理ボリューム論理ボリューム論理ボリューム

1 500 SYSTEM 表領域 :

dbname_system_raw_500m

1 300 +（インスタ

ンスの数× 250）
SYSAUX 表領域 :

dbname_sysaux_raw_800m

コマンド・コマンド・コマンド・コマンド・
オプションオプションオプションオプション SMIT フィールドフィールドフィールドフィールド 値および記述の例値および記述の例値および記述の例値および記述の例
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インスタンス
の数

500 UNDOTBSn 表領域（各インスタンスに 1 つの表領域、n はインスタンスの数）:

dbname_undotbsn_raw_500m

1 160 EXAMPLE 表領域 :

dbname_example_raw_160m

1 120 USERS 表領域 :

dbname_users_raw_120m

2 ×インスタ

ンスの数

120 各インスタンスに 2 つのオンライン REDO ログ・ファイル（n はインスタンスの

数、m はログ番号（1 または 2））:

dbname_redon_m_raw_120m

2 110 第 1 および第 2 制御ファイル :

dbname_control[1|2]_raw_110m

1 250 TEMP 表領域 :

dbname_temp_raw_250m

1 5 サーバー・パラメータ・ファイル（SPFILE）:

dbname_spfile_raw_5m

1 5 パスワード・ファイル :

dbname_pwdfile_raw_5m

Oracle Cluster Ready Services（（（（CRS）の）の）の）の RAW 論理ボリューム論理ボリューム論理ボリューム論理ボリューム

1 100 Oracle Cluster Registry:

ora_ocr_raw_100m

注意注意注意注意 : RAW 論理ボリュームは、クラスタで 1 度のみ作成する必要があります。ク

ラスタに複数のデータベースを作成する場合、すべてのデータベースが同じ
Oracle Cluster Registry を共有します。

Oracle9i リリース 2（9.2）からアップグレードしている場合は、新しい論理ボ

リュームを作成するかわりに SRVM 構成リポジトリに使用した RAW デバイスを

継続して使用できます。

1 20 Oracle CRS 投票ディスク :

ora_vote_raw_20m

注意注意注意注意 : RAW 論理ボリュームは、クラスタで 1 度のみ作成する必要があります。ク

ラスタに複数のデータベースを作成する場合、すべてのデータベースが同じ
Oracle CRS 投票ディスクを共有します。

数数数数
パーティション・パーティション・パーティション・パーティション・
サイズ（サイズ（サイズ（サイズ（MB）））） 用途および論理ボリューム名の例用途および論理ボリューム名の例用途および論理ボリューム名の例用途および論理ボリューム名の例
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3. 次のコマンドを入力するか、smit mklvを使用して、必要な各論理ボリュームを作成
します。

# /usr/sbin/mklv -y LVname -T O -w n -s n -r n VGname NumPPs

この例の意味は、次のとおりです。

� LVnameは、作成する論理ボリューム名です。

� -T Oオプションを指定すると、デバイスのサブタイプは zになり、この RAW 論理
ボリュームにアクセスする際にゼロ・オフセットが使用されます。

� VGnameは、論理ボリュームを作成するボリューム・グループの名前です。

� NumPPsは、使用する物理パーティションの数です。

NumPPsに使用する値を判断するには、必要な論理ボリュームのサイズを物理パー
ティションのサイズで割って、その値を整数に切り上げます。たとえば、物理パー
ティションのサイズが 32MB で、500MB の論理ボリュームを作成する場合、
NumPPsには 16（500/32 = 15.625）を指定します。

次の例に示すコマンドでは、oracle_vg1ボリューム・グループにあるデータベース
testの SYSAUX 表領域に、物理パーティションのサイズに 32MB（800/32 = 25）を使
用して論理ボリュームを作成します。

# /usr/sbin/mklv -y test_sysaux_800m -T O -w n -s n -r n oracle_vg1 25

4. 作成した論理ボリュームに関連するキャラクタ・デバイス・ファイルの所有者、グルー
プおよび権限を変更します。次に例を示します。

� Oracle データベース・ファイル : 

# chown oracle:dba /dev/rdbname*
# chmod 660 /dev/rdbname*

� Oracle CRS ファイル : 

# chown oracle:dba /dev/rora_vote_raw_20m
# chmod 660 /dev/rora_vote_raw_20m
# chown root:dba /dev/rora_ocr_raw_100m
# chmod 640 /dev/rora_ocr_raw_100m

注意注意注意注意 : Oracle Cluster Registry に関連するデバイス・ファイルの所有者
は、rootである必要があります。その他のすべてのデバイス・ファイル
の所有者は、Oracle ソフトウェア所有者ユーザー（oracle）である必要
があります。
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他のクラスタ・ノードへのボリューム・グループのインポート他のクラスタ・ノードへのボリューム・グループのインポート他のクラスタ・ノードへのボリューム・グループのインポート他のクラスタ・ノードへのボリューム・グループのインポート
ボリューム・グループをクラスタのすべてのノードで使用可能にするには、次の手順に従っ
て、ボリューム・グループを各ノードにインポートする必要があります。

1. 他のノードでは物理ボリューム名が異なる場合があるため、次のコマンドを入力して、
ボリューム・グループによって使用される物理ボリュームの PVID を確認します。

# /usr/sbin/lspv

2. ボリューム・グループによって使用される物理デバイスの PVID を書き留めます。

3. ボリューム・グループを作成したノードで次のコマンドを入力して、使用するボリュー
ム・グループを無効にします。

# /usr/sbin/varyoffvg VGname

4. 各クラスタ・ノードで、次の手順を実行します。

a. 次のコマンドを入力して、以前に書き留めた PVID に関連する物理ボリューム名を
確認します。

# /usr/sbin/lspv

b. クラスタの各ノードで次のコマンドを入力して、ボリューム・グループの定義をイ
ンポートします。

# /usr/sbin/importvg -y VGname -V MajorNumber PhysicalVolume

この例では、MajorNumberはボリューム・グループのデバイスのメジャー番号
で、PhysicalVolumeはボリューム・グループ内のいずれかの物理ボリュームの
名前です。

たとえば、デバイスのメジャー番号が 45 のボリューム・グループ oracle_vg1の
定義を物理ボリューム hdisk3および hdisk4にインポートするには、次のコマン
ドを入力します。

# /usr/sbin/importvg -y oracle_vg1 -V 45 hdisk3

c. 作成した論理ボリュームに関連するキャラクタ・デバイス・ファイルの所有者、グ
ループおよび権限を変更します。次に例を示します。

– Oracle データベース・ファイル : 

# chown oracle:dba /dev/rdbname*
# chmod 660 /dev/rdbname*

– Oracle CRS ファイル : 

# chown oracle:dba /dev/rora_vote_raw_20m
# chmod 660 /dev/rora_vote_raw_20m
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# chown root:dba /dev/rora_ocr_raw_100m
# chmod 640 /dev/rora_ocr_raw_100m

d. 次のコマンドを入力して、ノードの起動時にボリューム・グループがオペレーティ
ング・システムによってアクティブ化されないことを確認します。

# /usr/sbin/chvg -a n VGname

すべてのクラスタ・ノードでの同時モードでのボリューム・グループのアすべてのクラスタ・ノードでの同時モードでのボリューム・グループのアすべてのクラスタ・ノードでの同時モードでのボリューム・グループのアすべてのクラスタ・ノードでの同時モードでのボリューム・グループのア
クティブ化クティブ化クティブ化クティブ化

すべてのクラスタ・ノードで、同時モードでボリューム・グループをアクティブ化するに
は、各ノードで次のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/varyonvg -c VGname

DBCA RAW デバイス・マッピング・ファイルの作成デバイス・マッピング・ファイルの作成デバイス・マッピング・ファイルの作成デバイス・マッピング・ファイルの作成

Database Configuration Assistant（DBCA）で各データベース・ファイルに適切な RAW デ
バイスを識別できるようにするには、次の手順に従って、RAW デバイス・マッピング・
ファイルを作成する必要があります。

1. 環境変数 ORACLE_BASE を設定して、以前に選択または作成した Oracle ベース・ディ
レクトリを指定します。

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ ORACLE_BASE=/u01/app/oracle ; export ORACLE_BASE

� C シェル :

$ setenv ORACLE_BASE /u01/app/oracle

注意注意注意注意 : Oracle CRS のインストール後、ノードの起動時に CRS 起動スクリ
プトによってこのコマンドが使用され、ボリューム・グループが自動的に
アクティブ化されます。

注意注意注意注意 : データベース・ファイルに RAW デバイスを使用している場合に
のみ、この手順を実行する必要があります。DBCA の RAW デバイス・
マッピング・ファイルには、Oracle CRS ファイル用の RAW デバイスは指
定しません。
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2. Oracle ベース・ディレクトリにデータベース・ファイルのサブディレクトリを作成し、
そのサブディレクトリに適切な所有者、グループおよび権限を設定します。

# mkdir -p $ORACLE_BASE/oradata/dbname
# chown -R oracle:oinstall $ORACLE_BASE/oradata
# chmod -R 775 $ORACLE_BASE/oradata

この例では、dbnameは、以前選択したデータベースの名前です。

3. ディレクトリを $ORACLE_BASE/oradata/dbnameディレクトリに変更します。

4. 次のコマンドを入力して、RAW デバイス・マッピング・ファイルの作成に使用するテ
キスト・ファイルを作成します。

# find /dev -user oracle -name 'r*' -print > dbname_raw.conf

5. テキスト・エディタで dbname_raw.confファイルを編集して、次のようなファイル
を作成します。

system=/dev/rdbname_system_raw_500m
sysaux=/dev/rdbname_sysaux_raw_800m
example=/dev/rdbname_example_raw_160m
users=/dev/rdbname_users_raw_120m
temp=/dev/rdbname_temp_raw_250m
undotbs1=/dev/rdbname_undotbs1_raw_500m
undotbs2=/dev/rdbname_undotbs2_raw_500m
redo1_1=/dev/rdbname_redo1_1_raw_120m
redo1_2=/dev/rdbname_redo1_2_raw_120m
redo2_1=/dev/rdbname_redo2_1_raw_120m
redo2_2=/dev/rdbname_redo2_2_raw_120m
control1=/dev/rdbname_control1_raw_110m
control2=/dev/rdbname_control2_raw_110m
spfile=/dev/rdbname_spfile_raw_5m
pwdfile=/dev/rdbname_pwdfile_raw_5m

この例では、dbnameは、データベースの名前です。

次のガイドラインに従って、ファイルを作成および編集します。

� ファイルの各行は、次の形式である必要があります。

database_object_identifier=logical_volume

注意注意注意注意 : 次に示すのは、2 インスタンスの RAC クラスタに対するマッピン
グ・ファイルの例です。
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このマニュアルで推奨する論理ボリューム名には、このマッピング・ファイルで使
用する必要のあるデータベースのオブジェクト識別子が含まれます。たとえば、次
の論理ボリューム名では、redo1_1がデータベースのオブジェクト識別子です。

/dev/rac_redo1_1_raw_120m

� シングル・インスタンスのデータベースの場合、ファイルは、1 つの自動 UNDO 表
領域データ・ファイル（undotbs1）と 2 つ以上の REDO ログ・ファイル

（redo1_1、redo1_2）を指定する必要があります。

� RAC データベースの場合、ファイルは、各インスタンスに対して 1 つの自動
UNDO 表領域データ・ファイル（undotbsn）と 2 つの REDO ログ・ファイル

（redon_1、redon_2）を指定する必要があります。

� 2 つ以上の制御ファイル（control1、control2）を指定します。

� 自動 UNDO 管理のかわりに手動 UNDO 管理を使用するには、自動 UNDO 管理表領
域のかわりに単一の RBS 表領域データ・ファイル（rbs）を指定します。

6. ファイルを保存して、指定したファイル名を書き留めます。

7. この章の後半で oracleユーザーの環境を構成する際に、環境変数
DBCA_RAW_CONFIG を設定してこのファイルへのフル・パスを指定します。

クラスタ・ソフトウェア構成の確認クラスタ・ソフトウェア構成の確認クラスタ・ソフトウェア構成の確認クラスタ・ソフトウェア構成の確認

HACMP クラスタ・ソフトウェアが正しく構成されていていることを確認するには、次の手
順に従います。

1. HACMP を使用している場合、HACMP が実行レベル 2 で起動されるように構成されて
いることを確認します。

2. GPFS を使用している場合、GPFS が実行レベル 2 で起動されるように構成されているこ
とを確認します。また、HACMP も使用している場合は、HACMP の後に GPFS を起動
する必要があります。

3. Oracle ソフトウェア所有者が Group Services を使用するには、oracleユーザーが
hagsuserグループのメンバーである必要があります。

注意注意注意注意 : 次の項で説明するクラスタ・ソフトウェアは、Oracle Real 
Application Clusters のインストールには必要ありません。ただし、この
ソフトウェアがインストールされている場合は、Oracle Cluster Ready 
Services（CRS）と統合できます。
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a. hagsuserというグループが存在しない場合は作成します。

b. oracleユーザーを hagsuserグループに追加します。

c. groupsvcsデーモンが hagsuserグループの作成前に動作していた場合は、この
デーモンを停止してから再起動します。

4. HACMP クラスタ・ソフトウェアが正しく構成され動作していることを確認するには、
次のコマンドを入力します。

# lssrc -ls grpsvcs

出力結果で、グループ CLSTRMGR_clusteridに表示されるプロバイダの数が、ノード
の数と同じであることを確認します。

5. RAC を効率的に動作させるには、すべてのクラスタ・ノードのシステム時間を同期化
させる必要があります。システム時間の同期化には、xntpdの使用をお薦めします。
xntpdは、Network Time Protocol（NTP）標準バージョン 3 の完全な実装であり、
timedよりも正確です。

xntpdを構成するには、各クラスタ・ノードに対して次の手順を実行します。

a. 次のコマンドを入力して必要なファイルを作成します（必要な場合）。

# touch /etc/ntp.drift /etc/ntp.trace /etc/ntp.conf

b. テキスト・エディタを使用して、/etc/ntp.configファイルを編集します。

# vi /etc/ntp.conf

c. 次のようなエントリをファイルに追加します。

# Sample NTP Configuration file

# Specify the IP Addresses of three clock server systems. 

server ip_address1
server ip_address2
server ip_address3

# Most of the routers are broadcasting NTP time information. If your 
# router is broadcasting, then the following line enables xntpd
# to listen for broadcasts.

注意注意注意注意 : この手順では、oracleは Oracle ソフトウェアをインストールす
るユーザーのユーザー名です。異なるユーザー名で CRS および RAC をイ
ンストールする場合、それぞれのユーザー名が hagsuserグループに属し
ている必要があります。
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broadcastclient

# Write clock drift parameters to a file. This enables the system
# clock to quickly sychronize to the true time on restart.

driftfile /etc/ntp.drift
tracefile /etc/ntp.trace

d. xntpdを起動するには、次のコマンドを入力します。

# /usr/bin/smitty xntpd

「Start Using the xntpd Subsystem」を選択してから「BOTH」を選択します。

既存の既存の既存の既存の Oracle プロセスの停止プロセスの停止プロセスの停止プロセスの停止

インストール時にデータベースの作成を選択した場合は、ほぼすべてのインストール・タイ
プで、TCP/IP ポート 1521 および IPC キー値 EXTPROC を使用してデフォルトの Oracle 
Net Listener が構成され、起動されます。ただし、既存の Oracle Net Listener プロセスが同
じポートまたはキー値を使用している場合、インストーラでは新しいリスナーを構成するこ
とのみが可能で、起動はできません。新しいリスナー・プロセスがインストール時に起動さ
れるようにするには、インストーラを起動する前に既存のリスナーを停止する必要がありま
す。

既存のリスナー・プロセスが実行されているかどうかを確認し、必要に応じて停止するに
は、次の手順に従います。

1. ユーザーを oracleに切り替えます。

# su - oracle

2. 次のコマンドを入力して、リスナー・プロセスが動作しているかどうかを確認し、その
名前およびリスナー・プロセスが組み込まれている Oracle ホーム・ディレクトリを特
定します。

$ ps -ef | grep tnslsnr

注意注意注意注意 : 既存の Oracle ホームに、追加の Oracle Database 10g 製品をイン
ストールする場合は、Oracle ホームで実行されているすべてのプロセスを
停止します。この作業を実行して、インストーラで特定の実行可能ファイ
ルおよびライブラリを再リンクできるようにする必要があります。
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このコマンドの出力結果に、システムで実行されている Oracle Net Listener の情報が表
示されます。

... oracle_home1/bin/tnslsnr LISTENER -inherit

この例では、oracle_home1が、リスナーが組み込まれている Oracle ホーム・ディレ
クトリで、LISTENERがリスナー名です。

3. 環境変数 ORACLE_HOME を設定して、リスナーに適切な Oracle ホーム・ディレクト
リを指定します。

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ ORACLE_HOME=oracle_home1
$ export ORACLE_HOME

� C または tcsh シェル :

$ setenv ORACLE_HOME oracle_home1

4. 次のコマンドを入力して、リスナーで使用されている TCP/IP ポート番号および IPC
キー値を確認します。

$ $ORACLE_HOME/bin/lsnrctl status listenername

5. 次のコマンドを入力して、リスナー・プロセスを停止します。

$ORACLE_HOME/bin/lsnrctl stop listenername

6. この手順を繰り返して、このシステムおよび他のすべてのクラスタ・ノードで実行され
ているすべてのリスナーを停止します。

oracle ユーザーの環境の構成ユーザーの環境の構成ユーザーの環境の構成ユーザーの環境の構成
インストーラは、oracleアカウントから実行します。ただし、インストーラを起動する前
に、oracleユーザーの環境を構成する必要があります。環境を構成するには、次の設定を
行う必要があります。

� シェル起動ファイルで、デフォルトのファイル・モード作成マスク（umask）を 022 に
設定します。

� 環境変数 DISPLAY および ORACLE_BASE を設定します。

注意注意注意注意 : リスナーにデフォルト名 LISTENER を使用している場合は、この
コマンドでリスナー名を指定する必要はありません。
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oracleユーザーの環境を設定するには、次の手順に従います。

1. X 端末（xterm）などの端末セッションを新規に開始します。

2. 次のコマンドを入力して、このシステムで X Window アプリケーションが表示可能であ
ることを確認します。

$ xhost +

3. ソフトウェアをインストールするシステムにまだログインしていない場合は、oracle
ユーザーでそのシステムにログインします。

4. oracleユーザーでログインしていない場合は、ユーザーを oracleに切り替えます。

$ su - oracle

5. 次のコマンドを入力して、oracleユーザーのデフォルトのシェルを確認します。

$ echo $SHELL

6. テキスト・エディタで oracleユーザーのシェル起動ファイルを開きます。

� Bourne シェル（sh）、Bash シェル（bash）または Korn シェル（ksh）:

$ vi .profile

� C シェル（cshまたは tcsh）

% vi .login

7. 次のように行を入力または編集し、デフォルトのファイル作成マスクの値に 022 を指定
します。

umask 022

8. 環境変数 ORACLE_SID、ORACLE_HOME または ORACLE_BASE がファイルに設定さ
れている場合は、そのファイルから適切な行を削除します。

9. ファイルを保存して、エディタを終了します。

10. シェル起動スクリプトを実行するには、次のいずれかのコマンドを入力します。

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ . ./.profile

� C シェル :

% source ./.login
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11. ローカル・システムにソフトウェアをインストールしていない場合は、次のコマンドを
入力して X アプリケーションをローカル・システムに表示します。

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ DISPLAY=local_host:0.0 ; export DISPLAY

� C シェル :

$ setenv DISPLAY local_host:0.0

この例で、local_hostは、インストーラを表示するために使用するシステム（ご使用
のワークステーションまたは PC）のホスト名または IP アドレスです。

12. /tmpディレクトリの空きディスク領域が 200MB 未満である場合は、空き領域が
200MB 以上のファイル・システムを選択し、環境変数 TEMP および TMPDIR を設定し
てこのファイル・システムの一時ディレクトリを指定します。

a. df -kコマンドを使用して、十分な空き領域を持つ適切なファイル・システムを選
択します。

b. 必要に応じて、次のコマンドを入力し、選択したファイル・システムに一時ディレ
クトリを作成して、そのディレクトリに適切な権限を設定します。

$ su - root
# mkdir /mount_point/tmp
# chmod a+wr /mount_point/tmp
# exit

c. 次のコマンドを入力して、環境変数 TEMP および TMPDIR を設定します。

* Bourne、Bash または Korn シェル :

$ TEMP=/mount_point/tmp
$ TMPDIR=/mount_point/tmp
$ export TEMP TMPDIR

* C シェル :

$ setenv TEMP /mount_point/tmp
$ setenv TMPDIR /mount_point/tmp

13. 次のコマンドを入力して、環境変数 ORACLE_BASE を設定します。

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ ORACLE_BASE=/u01/app/oracle
$ export ORACLE_BASE

� C シェル :

% setenv ORACLE_BASE /u01/app/oracle
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これらの例では、/u01/app/oracleが、以前作成した Oracle ベース・ディレクトリ
です。

14. 必要に応じて、次の環境変数を設定します。PATH などの環境変数に複数の値を指定す
る必要がある場合は、コロン（:）で値を区切ります。

15. 次のコマンドを入力して、環境変数 ORACLE_HOME および TNS_ADMIN が設定され
ていない状態にします。

$ unset ORACLE_HOME
$ unset TNS_ADMIN

16. 次のコマンドを入力して、環境が正しく設定されていることを確認します。

$ umask
$ env | more

umaskコマンドによって 22、022または 0022の値が表示され、この項で設定する環
境変数の値が正しいことを確認します。

環境変数環境変数環境変数環境変数 対象対象対象対象 設定および記述の例設定および記述の例設定および記述の例設定および記述の例

DBCA_RAW_CONFIG データベースの記憶
域に RAW デバイス

を使用する Oracle
データベース環境

$ORACLE_BASE/oradata/dbname/dbname_raw.conf

RAW デバイス・マッピング・ファイルの位置を指定します。

COBDIR Pro*COBOL /opt/lpp/cobol64/cobol

COBOL がインストールされているシステムのディレクトリを指定

します。

注意注意注意注意 : Pro*COBOL をインストールするには、カスタム・ソフト

ウェア・インストールを選択する必要があります。

PATH Pro*COBOL $COBDIR/bin:$PATH

COBOL コンパイラの実行可能ファイルがあるディレクトリを指定

します。

注意注意注意注意 : 環境変数 ORACLE_HOME が設定されている場合、インストーラ
では、Oracle ホーム・ディレクトリのデフォルトのパスとして、その値が
使用されます、ただし、環境変数 ORACLE_BASE を設定した場合は、こ
の環境変数の設定を解除し、インストーラによって提供されるデフォルト
のパスを選択することをお薦めします。
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 RAC のインストール前の作業のインストール前の作業のインストール前の作業のインストール前の作業

（（（（HP-UX Systems））））

この章では、Oracle Universal Installer を起動する前に完了する必要がある作業について説
明します。この章で説明する作業は、次のとおりです。

� root によるシステムへのログイン

� ハードウェア要件の確認

� ネットワーク要件の確認

� ソフトウェア要件の確認

� 必要な UNIX グループおよびユーザーの作成

� カーネル・パラメータの構成

� 必要なソフトウェア・ディレクトリの選択

� Oracle ベース・ディレクトリの選択または作成

� Oracle CRS とデータベース・ファイルのディスク記憶域の構成

� 自動記憶域管理用のディスクの構成

� RAW 論理ボリュームの構成

� クラスタ・ソフトウェア構成の確認

� 既存の Oracle プロセスの停止

� oracle ユーザーの環境の構成
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root によるシステムへのログインによるシステムへのログインによるシステムへのログインによるシステムへのログイン
Oracle ソフトウェアをインストールする前に、rootユーザーで複数の作業を実行する必要
があります。rootユーザーでログインするには、次の手順のいずれかを実行します。

� ソフトウェアを X Window System ワークステーションまたは X 端末からインストール
する場合は、次の手順に従います。

1. X 端末（xterm）などのローカル端末セッションを開始します。

2. ソフトウェアをローカル・システムにインストールしない場合は、次のコマンドを
入力して、リモート・ホストにローカルの X サーバーで X アプリケーションを表示
させます。

$ xhost +

3. リモート・システムにソフトウェアをインストールする場合は、次のコマンドを入
力して、リモート・システムに接続します。

$ telnet remote_host

4. rootユーザーでログインしていない場合は、次のコマンドを入力してユーザーを
rootに切り替えます。

$ su - root
password:
#

注意注意注意注意 : サイレント・インストールを実行する場合を除き、ソフトウェア
は、X Window System ワークステーション、X 端末、または X サーバー・
ソフトウェアがインストールされた PC またはその他のシステムからイン
ストールする必要があります。

非対話型インストールおよびサイレント・インストールの詳細は、
『Oracle Database インストレーション・ガイド for UNIX Systems』の付録
を参照してください。
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� X サーバー・ソフトウェアがインストールされている PC またはその他のシステムから
ソフトウェアをインストールする場合は、次の手順に従います。

1. X サーバー・ソフトウェアを起動します。

2. リモート・ホストがローカル・システムで X アプリケーションを表示できるように
X サーバー・ソフトウェアのセキュリティを設定します。

3. ソフトウェアをインストールするリモート・システムに接続し、システムで X 端末
（xterm）などの端末セッションを開始します。

4. リモート・システムに rootユーザーでログインしていない場合は、次のコマンド
を入力してユーザーを rootに切り替えます。

$ su - root
password:
#

ハードウェア要件の確認ハードウェア要件の確認ハードウェア要件の確認ハードウェア要件の確認
システムは、次の最小ハードウェア要件を満たしている必要があります。

� 512MB の物理 RAM

� 1GB のスワップ領域（または RAM の 2 倍のサイズを持つ領域）

2GB 以上の RAM を持つシステムのスワップ領域は、RAM のサイズの 1 ～ 2 倍になり
ます。

� /tmpディレクトリに 400MB のディスク領域

� Oracle ソフトウェア用に最大 4GB のディスク領域（インストール・タイプによる）

� Oracle ソフトウェア用に 0.5 ～ 3GB のディスク領域（インストール・タイプによる）

� ファイル・システムの記憶域を使用する事前構成済データベース用に 1.2GB のディスク
領域（任意）

注意注意注意注意 : この手順の詳細は、ご使用の X サーバーのマニュアルを参照して
ください。ご使用の X サーバー・ソフトウェアによっては、異なった順序
で作業を実行する必要があります。

注意注意注意注意 : 自動記憶域管理（Automatic Storage Management: ASM）または
RAW デバイス記憶域を使用するデータベースのディスク領域の要件は、
この章の後半を参照してください。
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ハードウェア要件の確認
自動バックアップを構成する場合は、フラッシュ・リカバリ領域用に追加のディスク領
域（ファイル・システムまたは ASM ディスク・グループ）が必要です。

システムがこれらの要件を満たしていることを確認するには、次の手順に従います。

1. 次のコマンドを入力して、物理 RAM のサイズを確認します。

# /usr/sbin/dmesg | grep "Physical:"

システムに搭載されている物理 RAM のサイズが要件のサイズより少ない場合、次の手
順に進む前にメモリーを増設する必要があります。

2. 次のコマンドを入力して、構成されたスワップ領域のサイズを確認します。

# /usr/sbin/swapinfo -a

追加のスワップ領域を構成する（必要な場合）方法については、ご使用のオペレーティ
ング・システムのマニュアルを参照してください。

3. 次のコマンドを入力して、/tmpディレクトリで使用できるディスク領域の大きさを確
認します。

# bdf /tmp

/tmpディレクトリで使用できるディスク領域が 400MB 未満の場合、次のいずれかの手
順を完了します。

� 必要なディスク領域を確保するために、/tmpディレクトリから不要なファイルを
削除します。

� oracleユーザーの環境設定（後述）の際に、環境変数 TEMP および TMPDIR を設
定します。

� /tmpディレクトリを含むファイル・システムを拡張します。ファイル・システム
の拡張については、必要に応じてシステム管理者に連絡してください。

4. 次のコマンドを入力して、システムの空きディスク領域の大きさを確認します。

# bdf

5. 次のコマンドを入力して、システムのアーキテクチャでソフトウェアを実行できるかど
うかを確認します。

# /bin/getconf KERNEL_BITS

出力される値は、64 になります。

注意注意注意注意 : 前述の出力結果が表示されない場合、このシステムにはソフト
ウェアをインストールできません。
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ネットワーク要件の確認
ネットワーク要件の確認ネットワーク要件の確認ネットワーク要件の確認ネットワーク要件の確認
Oracle Real Application Clusters 環境に必要なネットワーク・ハードウェアおよびインター
ネット・プロトコル（IP）・アドレスがあるかを確認します。

ネットワーク・ハードウェア要件ネットワーク・ハードウェア要件ネットワーク・ハードウェア要件ネットワーク・ハードウェア要件
クラスタ内の各ノードは、次の要件を満たしている必要があります。

� 各ノードには 2 つ以上のネットワーク・アダプタが必要です。パブリック・ネットワー
ク・インタフェース用とプライベート・ネットワーク・インタフェース（インターコネ
クト）用のネットワーク・アダプタです。

� 各ネットワーク用のネットワーク・アダプタに対応付けられているインタフェースの名
前は、すべてのノードで同一である必要があります。

� 信頼性を高めるために、各ノードに冗長パブリック・ネットワーク・アダプタおよび冗
長プライベート・ネットワーク・アダプタを設定できます。

� パブリック・ネットワークの場合、各ネットワーク・アダプタでは TCP/IP がサポート
されている必要があります。

� プライベート・ネットワークでは、Oracle によって次のインターコネクト・プロトコル
およびハードウェアがサポートされます。

– TCP/IP をサポートする高速のネットワーク・アダプタおよびスイッチ（ギガビッ
ト・イーサネット以上を推奨）を使用するユーザー・データグラム・プロトコル

（UDP）。

– HyperFabric アダプタおよびスイッチを使用する Hyper Messaging Protocol
（HMP）

注意注意注意注意 : 次の「オラクル製品 主なシステム要件」のサイトから、データ
ベース製品の情報を参照して、RAC 環境でサポートされるハードウェア
およびネットワークの最新状況を確認してください。

http://www.oracle.co.jp/products/system/index.html

注意注意注意注意 : UDP は RAC 用のデフォルトのインターコネクト・プロトコルで、
TCP は Oracle CRS 用のインターコネクト・プロトコルです。
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ネットワーク要件の確認
IP アドレス要件アドレス要件アドレス要件アドレス要件
インストールを開始する前に、各ノードに対して次の IP アドレスを指定または取得する必
要があります。

� 各パブリック・ネットワーク・インタフェースのドメイン・ネーム・サービス（DNS）
に登録されている IP アドレスと対応するホスト名

� プライマリ・パブリック・ネットワーク・インタフェース用に構成する DNS に登録さ
れている未使用の仮想 IP アドレス 1 つと対応する仮想ホスト名

仮想 IP アドレスは、対応するパブリック・インタフェースと同一のサブネットに存在
する必要があります。インストール後、仮想ホスト名または IP アドレスを使用するよ
うにクライアントを構成できます。ノードに障害がある場合は、ノードの仮想 IP アド
レスが他のノードにフェイルオーバーされます。

� 各プライベート・インタフェースのプライベート IP アドレスおよび任意のホスト名

これらのインタフェースでは、10.*.*.*、192.168.*.* などのプライベート・ネットワーク
IP アドレスの使用をお薦めします。各ノードで /etc/hostsファイルを使用して、プ
ライベート・ホスト名とプライベート IP アドレスを対応させることができます。

たとえば、各ノードに 2 つのパブリック・インタフェースと 2 つのプライベート・インタ
フェースが存在する場合、ノードの 1 つ（rac1）に次のホスト名および IP アドレスを使用
し、その他のノードに、類似したホスト名および IP アドレスを使用します。

ネットワーク要件の確認ネットワーク要件の確認ネットワーク要件の確認ネットワーク要件の確認
各ノードが要件を満たしていることを確認するには、次の手順に従います。

1. 必要に応じて、パブリックおよびプライベート・ネットワーク用のネットワーク・アダ
プタを設置し、パブリックまたはプライベート IP アドレスを使用してこれらを設定し
ます。

2. パブリック・ネットワーク・インタフェースのホスト名および IP アドレスを DNS に登
録します。

ホスト名ホスト名ホスト名ホスト名 種類種類種類種類 IP アドレスアドレスアドレスアドレス 登録先登録先登録先登録先

rac1.mydomain.com パブリック 143.47.43.100 DNS

rac1-2.mydomain.com パブリック 143.46.51.101 DNS

rac1-vip.mydomain.com 仮想 143.46.43.104 DNS

rac1-priv1 プライベート 10.0.0.1 /etc/hosts

rac1-priv2 プライベート 10.0.0.2 /etc/hosts
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ソフトウェア要件の確認
3. 各ノードに対して、1 つの仮想ホスト名および仮想 IP アドレスを DNS に登録します。

4. すべてのノードの /etc/hostsファイルに、すべてのノードの各プライベート・イン
タフェースについて、次のような行を追加します。ここには、プライベート IP アドレ
スおよび対応するプライベート・ホスト名を指定します。

10.0.0.1     rac1-priv1

5. すべてのネットワーク・アダプタについて、インタフェース名および対応する IP アド
レスを確認するには、次のコマンドを入力します。

# /usr/bin/netstat -in

出力結果から、パブリックまたはプライベート・ネットワーク・インタフェースとして
指定する、すべてのネットワーク・アダプタのインタフェース名および IP アドレスを
確認します。

ソフトウェア要件の確認ソフトウェア要件の確認ソフトウェア要件の確認ソフトウェア要件の確認
ソフトウェア要件の確認については、次の項を参照してください。

� 必要なソフトウェアの確認（3-8 ページ）

� 必要なパッチの確認（3-10 ページ）

� 必要なシンボリック・リンクの作成（3-12 ページ）

注意注意注意注意 : Oracle CRS および RAC をインストールする際に、この情報が必
要になります。

注意注意注意注意 : Oracle Universal Installer によって、ご使用のシステムが HP-UX
用に示されている要件を満たしていることを確認する検証が実行されま
す。これらの検証を通過するため、インストーラを起動する前に要件を確
認してください。
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ソフトウェア要件の確認
必要なソフトウェアの確認必要なソフトウェアの確認必要なソフトウェアの確認必要なソフトウェアの確認
インストールする製品に応じて、次のソフトウェアがシステムにインストールされているこ
とを確認してください。表の後に、これらの要件を確認する手順を示します。

インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ
または製品または製品または製品または製品 要件要件要件要件

すべてのインストール オペレーティング・システムのバージョン :

HP-UX 11i（11.11）PA-RISC

Oracle Spatial HP-UX Developer's Toolkit: X11、Motif および Imake:

X11MotifDevKit

注意注意注意注意 : このソフトウェアは、サンプル・プログラムの作成にのみ必要です。

Real Application Clusters � HP ServiceGuard A11.15.00 以上

� HP ServiceGuard Extension for RAC A11.15.00 以上

� HyperFabric ソフトウェア : クラスタ・インターコネクトとして Hyper 
Messaging Protocol を使用する場合に必要です。

� .01 以上

注意注意注意注意 : HP ServiceGuard は、CRS またはデータベース・ファイルに共有論理ボ

リュームを使用する場合にのみ必要です。

Oracle Messaging Gateway IBM WebSphere MQ V5.3、クライアントおよびサーバー :

MQSERIES.MQM-CL-HPUX
MQSERIES.MQM-SERVER

TIBCO Rendezvous 7.2

Pro*C/C++、
Oracle Call Interface、
Oracle C++ Call Interface、
Oracle XML Developer's Kit

（XDK）

HP C/ANSI C コンパイラ（B.11.11.08 以上）:

C-ANSI-C

HP aC++ コンパイラ（A.03.50 以上）:

ACXX

Oracle JDBC/OCI ドライバ Oracle JDBC/OCI ドライバでは、次の任意の Java SDK バージョンを使用できま

す。ただし、これらのドライバは、インストールには必要ありません。

� JNDI 拡張機能を組み込んだ Java SDK 1.3.1.02

� Java SDK 1.2.2.09

注意注意注意注意 : 今回のリリースでは、Java SDK 1.4.2.00 がインストールされます。
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ソフトウェア要件の確認
システムがこれらの要件を満たしていることを確認するには、次の手順に従います。

1. 次のコマンドを入力して、インストールされている HP-UX のバージョンを確認します。

# uname -a
HP-UX hostname B.11.11 U 9000/800 109444686 unlimited-user license

この例の HP-UX 11i のバージョンは、11.11 です。

2. 次のコマンドを入力して、バンドル、製品またはファイル・セットがインストールされ
ているかどうかを確認します。levelには bundle、productまたは filesetのいず
れかを指定します。

# /usr/sbin/swlist -l level | more

Oracle DCE Integration
（Oracle Advanced Security の

一部）または Oracle Net 
Protocol Support for DCE

DCE（B.11.11.10 以上）:

DCE-C-Tools
DCE-CDS-Server
DCE-Core
DCE-CoreAdmin
DCE-CoreTools
DCE-SEC-Server

Oracle Transparent Gateway 
for Sybase

次のいずれかが必要です。

� Sybase Adaptive Server Enterprise V12 または 12.5

� Sybase Open Client V12 または 12.5

Open Client は、Sybase サーバーがローカル・ノードにインストールされてい

ない場合に必要です。

Oracle Transparent Gateway 
for Informix

次のいずれかが必要です。

� Informix Dynamic Server v7.3、7.4 または 9*

� Informix ESQL/C v7.3、7.4 または 9*

ESQL/C は、Informix サーバーがローカル・ノードにインストールされていな

い場合に必要です。

注意注意注意注意 : このバージョンのゲートウェイでは、Informix SE がサポートされません。

Oracle Transparent Gateway 
for Ingres

Ingres II バージョン 2.0、2.5 または 2.6

Oracle Transparent Gateway 
for Teradata

NCR Teradata ODBC Driver v02.04.00.00

インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ
または製品または製品または製品または製品 要件要件要件要件
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ソフトウェア要件の確認
必要なバンドル、製品またはファイル・セットがインストールされていない場合は、そ
れらをインストールする必要があります。製品のインストールについては、ご使用のオ
ペレーティング・システムまたはソフトウェアのドキュメントを参照してください。

必要なパッチの確認必要なパッチの確認必要なパッチの確認必要なパッチの確認
インストールする製品に応じて、次のパッチがシステムにインストールされていることを確
認してください。表の後に、これらの要件を確認する手順を示します。

注意注意注意注意 : 記載されているパッチよりも新しいバージョンのパッチが、シス
テムにインストールされている可能性があります。記載されているパッチ
がインストールされていなくても、そのバージョンのパッチをインストー
ルする前に、これより新しいパッチがインストールされているかどうかど
うかを確認してください。

インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ
または製品または製品または製品または製品 要件要件要件要件

すべてのインストール Quality Pack バンドル :

HP-UX 11i Quality Pack（GOLDQPK11i）（2003 年 6 月以降）:

GOLDAPPS11i
GOLDBASE11i

すべてのインストール HP-UX 11i（（（（11.11）用パッチ）用パッチ）用パッチ）用パッチ :

� PHCO_28123: SAM 累積パッチ

� PHKL_29198: Psets Enablement パッチ、top（1）

� PHNE_28476: STREAMS 累積パッチ

� PHNE_28923: LAN 製品累積パッチ

� PHSS_28871: ld（1）およびリンカー・ツール累積パッチ

� PHSS_28880: HP aC++ -AA ランタイム・ライブラリ（aCC A.03.50）
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ソフトウェア要件の確認
すべてのインストール HP-UX 11i（（（（11.11）の）の）の）の JDK 用パッチ用パッチ用パッチ用パッチ :

� PHCO_26331: mountall 累積パッチ、Dev ID 有効化

� PHCO_29109: Pthread の強化および修正

� PHKL_25468: イベントポート（/dev/poll）疑似ドライバ

� PHKL_25842: スレッド強制終了 

� PHKL_25993: NFS のスレッド nostop、rlimit、Ufalloc 修正

� PHKL_25994: スレッド NOSTOP、Psets サポート、Ufalloc

� PHKL_25995: ufalloc;VxFS3.5;SPP フラグメンテーション

� PHKL_26468: 共有同期パフォーマンスのサポート

� PHKL_28489: copyin EFAULT、LDCD アクセス・タイプ

注意注意注意注意 : JDK 1.4.2 で必要となる追加パッチについては、次の Web サイトを参照してくださ

い。

http://www.hp.com/products1/unix/java/patches/index.html

Real Application 
Clusters

HP-UX 11i（（（（11.11）用パッチ）用パッチ）用パッチ）用パッチ :

PHSS_29096

Pro*C/C++、
Oracle Call Interface、
Oracle C++ Call 
Interface、
Oracle XML 
Developer's Kit（XDK）

HP-UX 11i（（（（11.11）用パッチ）用パッチ）用パッチ）用パッチ :

� PHSS_29484: ANSI C コンパイラ B.11.11.08 累積パッチ

� PHSS_29485: +O4/PBO コンパイラ B.11.11.08 累積パッチ

Oracle DCE Integration
（Oracle Advanced 

Security の一部）また

は Oracle Net Protocol 
Support for DCE

HP-UX 11i（（（（11.11）用パッチ）用パッチ）用パッチ）用パッチ :

� PHSS_28386: HP DCE/9000 1.8 DCE Client IPv6 パッチ

� PHSS_28387: HP DCE/9000 1.8 Server/DevTools 累積パッチ

� PHSS_28388: HP DCE/9000 1.8 Integrated Login 累積パッチ

� PHSS_29669: HP DCE/9000 1.8 DCE Client IPv6 パッチ

Oracle Messaging 
Gateway

WebSphere MQ 用の修正サービス・ディスケット（CSD）:

� WebSphere MQ V5.3 用の CSD05 以上

インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ
または製品または製品または製品または製品 要件要件要件要件
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ソフトウェア要件の確認
システムがこれらの要件を満たしていることを確認するには、次の手順に従います。

1. 次のコマンドを入力して、HP-UX 11i Quality Pack がインストールされているかどうか
を確認します。

# /usr/sbin/swlist -l bundle | grep GOLD

Quality Pack がインストールされていない場合、またはデータが 2003 年 6 月より前で
ある場合は、次の Web サイトから最新の Quality Pack をダウンロードしてインストー
ルします。

http://www.software.hp.com/SUPPORT_PLUS/qpk.html

2. 次のコマンドを入力して、パッチがインストールされているかどうかを確認します。

# /usr/sbin/swlist -l patch | grep PHSS_28880

また、インストールされているすべてのパッチを表示するには、次のコマンドを入力し
ます。

# /usr/sbin/swlist -l patch | more

必要なパッチがインストールされていない場合は、次の Web サイトからパッチをダウ
ンロードしてインストールします。

http://itresourcecenter.hp.com

Web サイトにパッチの最新バージョンが示されている場合は、そのバージョンをダウン
ロードしてインストールします。

3. WebSphere MQ 用の CSD が必要な場合は、次の Web サイトでダウンロードおよびイン
ストール情報を入手します。

http://www.ibm.com/software/integration/mqfamily/support/summary/hpx.html

必要なシンボリック・リンクの作成必要なシンボリック・リンクの作成必要なシンボリック・リンクの作成必要なシンボリック・リンクの作成

ソフトウェアのインストール後に Oracle 製品を正常に再リンクするには、次のコマンドを
入力して、必要な X ライブラリのシンボリック・リンクを /usr/libディレクトリに作成
します。

# cd /usr/lib
# ln -s libX11.3 libX11.sl

注意注意注意注意 : この作業は、Motif 2.1 の開発環境パッケージ
（X11MotifDevKit.MOTIF21-PRG）がインストールされていない場合にの
み必要です。
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必要な UNIX グループおよびユーザーの作成
# ln -s libXIE.2 libXIE.sl
# ln -s libXext.3 libXext.sl
# ln -s libXhp11.3 libXhp11.sl
# ln -s libXi.3 libXi.sl
# ln -s libXm.4 libXm.sl
# ln -s libXp.2 libXp.sl
# ln -s libXt.3 libXt.sl
# ln -s libXtst.2 libXtst.sl

必要な必要な必要な必要な UNIX グループおよびユーザーの作成グループおよびユーザーの作成グループおよびユーザーの作成グループおよびユーザーの作成
システムに Oracle ソフトウェアを初めてインストールする場合や、インストールする製品
によっては、いくつかの UNIX グループと 1 つの UNIX ユーザー・アカウントを作成する必
要があります。

Oracle データベースをインストールするには、次の UNIX グループおよびユーザーが必要で
す。

� OSDBA グループ（dba）

システムに初めて Oracle データベース・ソフトウェアをインストールする場合は、こ
のグループを作成する必要があります。このグループは、データベースの管理権限

（SYSDBA 権限）を持つ UNIX ユーザーです。このグループのデフォルト名は dbaで
す。

デフォルト（dba）以外のグループ名を指定する場合は、カスタム・インストール・タ
イプを選択してソフトウェアをインストールするか、このグループのメンバーではない
ユーザーとしてインストーラを起動する必要があります。この場合、インストーラに
よって、グループ名の指定を求めるプロンプトが表示されます。

� OSOPER グループ（oper）

これは、オプションのグループです。制限付きのデータベース管理権限（SYSOPER 権
限）を別のグループの UNIX ユーザーに付与する場合に、このグループを作成します。
OSDBA グループのメンバーには、デフォルトで SYSOPER 権限もあります。

デフォルト（oper）以外の OSOPER グループを指定する場合は、カスタム・インス
トール・タイプを選択してソフトウェアをインストールするか、operグループのメン
バーではないユーザーとしてインストーラを起動する必要があります。この場合、イン
ストーラによって、グループ名の指定を求めるプロンプトが表示されます。このグルー
プの標準的な名前は operです。

� 権限を付与されていないユーザー

権限を付与されていない新規ユーザーを作成する必要があります。作成したユーザーに
は、インストール後、外部ジョブ（extjob）実行可能ファイルを所有させる必要があ
ります。
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すべてのインストールに必要な UNIX グループおよびユーザーは、次のとおりです。

� Oracle Inventory グループ（oinstall）

システムに初めて Oracle ソフトウェアをインストールする場合は、このグループを作
成する必要があります。このグループの標準的な名前は oinstallです。このグループ
は、システムにインストールされたすべての Oracle ソフトウェアのカタログである
Oracle Inventory を所有します。

� Oracle ソフトウェア所有者ユーザー（oracle）

システムに初めて Oracle ソフトウェアをインストールする場合は、このユーザーを作
成する必要があります。このユーザーは、インストール中にインストールされるすべて
のソフトウェアの所有者です。このユーザーの標準的な名前は oracleです。このユー
ザーのプライマリ・グループは、Oracle Inventory である必要があります。 また、セカ
ンダリ・グループは、OSDBA および OSOPER グループである必要があります。

システムへの Oracle ソフトウェアのすべてのインストールには、単一の Oracle Inventory
グループが必要です。システムへの 2 回目以降の Oracle ソフトウェアのインストールでは、
Oracle ソフトウェアを初めてインストールしたときと同じ Oracle Inventory グループを使用
する必要があります。ただし、個々の環境に対してそれぞれに Oracle ソフトウェア所有者
ユーザー、OSDBA グループおよび OSOPER グループ（oracle、dbaおよび oper以外）
を作成できます。 インストールごとに異なるグループを使用すると、それぞれのグループの
メンバーは、システムのすべてのデータベースではなく、関連するデータベースに対しての
み DBA 権限を持ちます。

次の項では、必要な UNIX ユーザーおよびグループを作成する方法について説明します。

注意注意注意注意 : Oracle ソフトウェアがすでにシステムにインストールされている
場合は、既存の Oracle Inventory グループが、新しい Oracle ソフトウェ
アのインストールに使用する UNIX ユーザーのプライマリ・グループであ
る必要があります。既存の Oracle Inventory グループを確認する方法は、
次の項を参照してください。

参照参照参照参照 : OSDBA グループと OSOPER グループ、および SYSDBA 権限と
SYSOPER 権限の詳細は、『Oracle Database for UNIX Systems 管理者リ
ファレンス』および『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してくださ
い。
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Oracle Inventory グループの作成グループの作成グループの作成グループの作成
Oracle Inventory グループが存在しない場合は、作成する必要があります。次の項では、
Oracle Inventory グループが存在する場合に、そのグループ名を確認する方法について説明
します。また、必要に応じて、Oracle Inventory グループを作成する方法についても説明し
ます。

Oracle Inventory グループの存在の確認グループの存在の確認グループの存在の確認グループの存在の確認
システムに初めて Oracle ソフトウェアをインストールする場合、インストーラによって
oraInst.locファイルが作成されます。このファイルに、Oracle Inventory グループのグ
ループ名および Oracle Inventory ディレクトリのパスが示されます。Oracle Inventory グ
ループの存在を確認するには、次のコマンドを入力します。

# more /var/opt/oracle/oraInst.loc

oraInst.locファイルが存在する場合、このコマンドの出力結果は、次のようになりま
す。

inventory_loc=/u01/app/oracle/oraInventory
inst_group=oinstall

inst_groupパラメータは、Oracle Inventory グループのグループ名（oinstall）を示し
ます。

Oracle Inventory グループの作成グループの作成グループの作成グループの作成
oraInst.locファイルが存在しない場合は、次のコマンドを入力して、Oracle Inventory
グループ（oinstall）を作成します。

# /usr/sbin/groupadd oinstall

注意注意注意注意 : 次の項では、ローカル・ユーザーおよびグループを作成する方法
について説明します。ローカル・ユーザーおよびグループの代替として、
Network Information Service（NIS）などのディレクトリ・サービスに、
適切なユーザーおよびグループを作成することもできます。ディレクト
リ・サービスの使用方法については、システム管理者に連絡するか、ご使
用のオペレーティング・システムのドキュメントを参照してください。
RAC のインストール前の作業（HP-UX Systems） 3-15



必要な UNIX グループおよびユーザーの作成
OSDBA グループの作成グループの作成グループの作成グループの作成
次の場合は、OSDBA グループを作成する必要があります。

� OSDBA グループが存在しない場合（たとえば、システムへ Oracle データベース・ソフ
トウェアを初めてインストールする場合）。

� OSDBA グループが存在するが、新しい Oracle 環境では、データベースの管理権限を別
のグループの UNIX ユーザーに付与する場合。

OSDBA グループが存在しない場合、または新しい OSDBA グループが必要な場合は、次の
コマンドを入力して OSDBA グループを作成します。OSDBA グループを作成する場合、既
存の OSDBA グループですでに使用されていないかぎり、dbaというグループ名を使用しま
す。

# /usr/sbin/groupadd dba

OSOPER グループの作成（任意）グループの作成（任意）グループの作成（任意）グループの作成（任意）
OSOPER グループを作成する必要があるのは、制限付きのデータベース管理権限

（SYSOPER オペレータ権限）を持つ UNIX ユーザーのグループを指定する場合のみです。ほ
とんどの環境では、OSDBA グループを作成するのみで十分です。次の場合に OSOPER グ
ループを使用するには、このグループを作成する必要があります。

� OSOPER グループが存在しない場合（たとえば、システムへ Oracle データベース・ソフ
トウェアを初めてインストールする場合）

� OSOPER グループが存在するが、新しい Oracle 環境で、データベースのオペレータ権限
を別のグループの UNIX ユーザーに付与する場合

新しい OSOPER グループが必要な場合は、次のコマンドを入力して作成します。既存のグ
ループですでに使用されていないかぎり、グループ名には、operというグループ名を使用
します。

# /usr/sbin/groupadd oper

Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの作成ソフトウェア所有者ユーザーの作成ソフトウェア所有者ユーザーの作成ソフトウェア所有者ユーザーの作成
次の場合は、Oracle ソフトウェア所有者ユーザーを作成する必要があります。

� Oracle ソフトウェア所有者ユーザーが存在しない場合（たとえば、システムへ Oracle ソ
フトウェアを初めてインストールする場合）。

� Oracle ソフトウェア所有者ユーザーが存在するが、新しい Oracle データベース環境で
は、別の UNIX ユーザー（異なるグループ・メンバーシップを持つ）を使用して、この
グループにデータベースの管理権限を付与する場合。
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既存の既存の既存の既存の Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの存在の確認ソフトウェア所有者ユーザーの存在の確認ソフトウェア所有者ユーザーの存在の確認ソフトウェア所有者ユーザーの存在の確認
oracleという Oracle ソフトウェア所有者ユーザーが存在するかどうかを確認するには、次
のコマンドを入力します。

# id oracle

oracleユーザーが存在する場合、このコマンドの出力結果は、次のようになります。

uid=440(oracle) gid=200(oinstall) groups=201(dba),202(oper)

ユーザーが存在する場合は、既存ユーザーを使用するか、新しいユーザーを作成するかを決
定します。既存ユーザーを使用する場合は、ユーザーのプライマリ・グループが Oracle 
Inventory グループであり、そのグループが適切な OSDBA および OSOPER グループのメン
バーであることを確認します。 詳細は、次のいずれかの項を参照してください。

� 既存の Oracle ソフトウェア所有者ユーザーを使用し、ユーザーのプライマリ・グループ
が Oracle Inventory グループである場合は、3-18 ページの「権限を付与されていない
ユーザーの作成」を参照してください。

� 既存のユーザーを変更するには、3-18 ページの「既存の Oracle ソフトウェア所有者ユー
ザーの変更」を参照してください。

� 新しいユーザーを作成するには、次の項を参照してください。

Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの新規作成ソフトウェア所有者ユーザーの新規作成ソフトウェア所有者ユーザーの新規作成ソフトウェア所有者ユーザーの新規作成
Oracle ソフトウェア所有者ユーザーが存在しない場合、または新しい Oracle ソフトウェア
所有者ユーザーが必要な場合、次の手順で作成します。既存のユーザーによってすでに使用
されていないかぎり、oracleというユーザー名を使用します。

1. 次のコマンドを入力して、oracleユーザーを作成します。

# /usr/sbin/useradd -g oinstall -G dba[,oper] oracle

このコマンドのオプションは、次のとおりです。

– -gオプションは、プライマリ・グループを指定します。プライマリ・グループは、
oinstallなどの Oracle Inventory グループである必要があります。

– -Gオプションは、セカンダリ・グループを指定します。セカンダリ・グループに
は、OSDBA グループと必要に応じて OSOPER グループ（dbaまたは dba,oper）
を含める必要があります。

注意注意注意注意 : 既存ユーザーを使用および変更する前に、必要に応じてシステム
管理者に連絡してください。
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2. oracleユーザーのパスワードを設定します。

# passwd oracle

3-18 ページの「権限を付与されていないユーザーの作成」に進みます。

既存の既存の既存の既存の Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの変更ソフトウェア所有者ユーザーの変更ソフトウェア所有者ユーザーの変更ソフトウェア所有者ユーザーの変更
oracleユーザーは存在しているが、そのユーザーのプライマリ・グループが oinstallで
ないか、またはそのユーザーが適切な OSDBA または OSOPER グループのメンバーでない
場合は、次のようなコマンドを入力して、そのユーザーを変更できます。このコマンドで
は、-gオプションを使用してプライマリ・グループを指定し、-Gオプションを使用して必
要なセカンダリ・グループを指定します。次に例を示します。

# /usr/sbin/usermod -g oinstall -G dba[,oper] oracle

権限を付与されていないユーザーの作成権限を付与されていないユーザーの作成権限を付与されていないユーザーの作成権限を付与されていないユーザーの作成
権限を付与されていない新規ローカル・ユーザーを作成して、extjob実行可能ファイルを
所有させる必要があります。このユーザーには任意のユーザー名を指定できますが、このマ
ニュアルではユーザー名 extjobを使用します。extjobユーザーを作成するには、すべて
のクラスタ・ノードで次のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/useradd extjob

他のクラスタ・ノードでの同一ユーザーおよびグループの作成他のクラスタ・ノードでの同一ユーザーおよびグループの作成他のクラスタ・ノードでの同一ユーザーおよびグループの作成他のクラスタ・ノードでの同一ユーザーおよびグループの作成

Oracle ソフトウェア所有者ユーザー、Oracle Inventory、OSDBA グループおよび OSOPER
グループは、すべてのクラスタ・ノードに存在し、また同一である必要があります。同一の
ユーザーおよびグループを作成するには、ユーザーおよびグループを作成したノードで割り
当てられたユーザー ID およびグループ ID を確認してから、他のクラスタ・ノードで同じ名
前と ID を持つユーザーおよびグループを作成する必要があります。

注意注意注意注意 : 次の手順は、ローカル・ユーザーおよびグループを使用している
場合にのみ実行する必要があります。NIS などのディレクトリ・サービス
で定義されたユーザーおよびグループを使用している場合、各クラスタ・
ノードのユーザーおよびグループはすでに同一です。
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ユーザーユーザーユーザーユーザー ID およびグループおよびグループおよびグループおよびグループ ID の確認の確認の確認の確認
Oracle ソフトウェア所有者ユーザーのユーザー ID（UID）と、Oracle Inventory グループ、
OSDBA グループおよび OSOPER グループのグループ ID（GID）を確認するには、次の手
順に従います。

1. 次のコマンドを入力します。

# id oracle

このコマンドの出力結果は、次のようになります。

uid=440(oracle) gid=200(oinstall) groups=201(dba),202(oper)

2. 表示された情報から、oracleユーザーの UID および所属するグループの GID を特定
します。

他のクラスタ・ノードでのユーザーおよびグループの作成他のクラスタ・ノードでのユーザーおよびグループの作成他のクラスタ・ノードでのユーザーおよびグループの作成他のクラスタ・ノードでのユーザーおよびグループの作成
他のクラスタ・ノードでユーザーおよびグループを作成するには、各ノードで次の手順を繰
り返します。

1. 次のクラスタ・ノードへ rootでログインします。

2. 次のコマンドを入力して、oinstallおよび dbaグループを作成します。また、必要に
応じて、operグループを作成します。-gオプションを使用して、各グループに正しい
GID を指定します。

# /usr/sbin/groupadd -g 200 oinstall
# /usr/sbin/groupadd -g 201 dba
# /usr/sbin/groupadd -g 202 oper

3. 次のコマンドを入力して、oracleユーザーを作成します。

# /usr/sbin/useradd -u 200 -g oinstall -G dba[,oper] oracle

このコマンドのオプションは、次のとおりです。

– -uオプションは、ユーザー ID を指定します。ユーザー ID は、前の項で特定した
ユーザー ID である必要があります。

注意注意注意注意 : グループがすでに存在している場合は、必要に応じて groupmod
コマンドを使用してそのグループを変更します。このノードのグループ
に、同じグループ ID が使用できない場合、すべてのノードの
/etc/groupファイルを表示し、どのノードでも使用できるグループ ID
を特定します。すべてのノードのグループにその ID を指定する必要があ
ります。
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– -gオプションは、プライマリ・グループを指定します。プライマリ・グループは、
oinstallなどの Oracle Inventory グループである必要があります。

– -Gオプションは、セカンダリ・グループを指定します。セカンダリ・グループに
は、OSDBA グループと必要に応じて OSOPER グループ（dbaまたは dba,oper）
を含める必要があります。

4. oracleユーザーのパスワードを設定します。

# passwd oracle

すべてのクラスタ・ノードでのすべてのクラスタ・ノードでのすべてのクラスタ・ノードでのすべてのクラスタ・ノードでの rsh およびおよびおよびおよび rcp に対するユーザー等価関係に対するユーザー等価関係に対するユーザー等価関係に対するユーザー等価関係
の設定の設定の設定の設定

Oracle Real Application Clusters をインストールして使用する前に、次の手順に従って、す
べてのクラスタ・ノードでユーザー等価関係を設定する必要があります。

1. すべてのクラスタ・ノードの /etc/hosts.equivファイルをテキスト・エディタで編
集し、クラスタ内のすべてのノードに次のようなエントリを追加します。

node1-public oracle
node1-public.domain oracle
node2-public oracle
node2-public.domain oracle
   .
   .
   .

注意注意注意注意 : ユーザーがすでに存在している場合は、必要に応じて usermod コ
マンドを使用してそのユーザーを変更します。このノードの oracleユー
ザーに、同じユーザー ID が使用できない場合、すべてのノードの
/etc/passwdファイルを表示して、どのノードでも使用できるユーザー
ID を特定します。すべてのノードのユーザーにその ID を指定する必要が
あります。

注意注意注意注意 : この項では、Oracle ソフトウェアを他のクラスタ・ノードにコ
ピーする際にインストーラが使用する rcpに対してユーザー等価関係を設
定する方法について説明します。必要に応じて、インストーラが rcpでは
なく scpを使用するようにセキュア・シェル（SSH）のツール群を構成す
ることもできます。scpに対するユーザー等価関係の設定については、
SSH のドキュメントを参照してください。
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この例の意味は、次のとおりです。

� noden_publicは、プライマリ・パブリック・ネットワーク・インタフェースに対
応するホスト名です。

� domainは、システムのドメイン名（mydomain.comなど）です。

2. インストーラを実行するノードで次のコマンドを入力して、最初のノードを含むすべて
のクラスタ・ノードのユーザー等価関係をテストします。

# su oracle
$ remsh nodename1 date
$ remsh nodename2 date
    .
    .
    .
$ exit

各コマンドは、指定したノードの日付設定のみを戻します。パスワードを求めるプロン
プトまたはその他のテキストが表示された場合、そのノードのユーザー等価関係は正し
く設定されていません。この場合は、/etc/hosts.equiv （または
~/oracle/.rhosts）ファイルに正しいエントリがあることを確認します。

OSDBA グループへの権限付与グループへの権限付与グループへの権限付与グループへの権限付与
ソフトウェアのパフォーマンスを向上させるには、次の手順を実行して、OSDBA グループ
にいくつかのシステム権限を付与する必要があります。

1. テキスト・エディタを使用して、/etc/privgroupファイルを開くか、必要に応じて
作成します。

2. OSDBA グループの名前で始まる次の行を追加または編集して、システムが再起動する
たびにこのグループに付与する権限 MLOCK、RTPRIO および RTSCHED を指定しま
す。

dba MLOCK RTPRIO RTSCHED

3. ファイルを保存して、テキスト・エディタを終了します。

4. 次のコマンドを入力して、OSDBA グループに権限を付与します。

# /usr/sbin/setprivgrp -f /etc/privgroup

注意注意注意注意 : クラスタ内のすべてのノードで、oracleユーザーのホーム・
ディレクトリに、同じ形式で .rhostsファイルを作成することもできま
す。
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5. 次のコマンドを入力して、権限が正しく設定されていることを確認します。

# /usr/sbin/getprivgrp dba

6. 他のすべてのクラスタ・ノードでこの手順を繰り返します。

カーネル・パラメータの構成カーネル・パラメータの構成カーネル・パラメータの構成カーネル・パラメータの構成

カーネル・パラメータが、次の表に示されている式、または推奨値以上の値に設定されてい
ることを確認してください。表の後に、値を確認して設定する手順を示します。

注意注意注意注意 : この項には、カーネル・パラメータおよびシェル制限の推奨値の
みを示します。本番データベース・システムでは、これらの値を調整して
システムのパフォーマンスを最適化することをお薦めします。カーネル・
パラメータの調整については、ご使用のオペレーティング・システムのマ
ニュアルを参照してください。

すべてのクラスタ・ノードでカーネル・パラメータを設定する必要があり
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 推奨される式または値推奨される式または値推奨される式または値推奨される式または値

ksi_alloc_max （nproc × 8）

max_thread_proc 256

maxdsiz 1073741824（1GB）

maxdsiz_64bit 2147483648（2GB）

maxssiz 134217728（128MB）

maxssiz_64bit 1073741824（1GB）

maxswapchunks 16384

maxuprc （（nproc × 9）/10）

msgmap （2+msgmni）

msgmni 4096

msgseg 32767

msgtql 4096

ncsize （ninode+vx_ncsize）
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これらのカーネル・パラメータに指定されている現行の値または式を表示し、必要に応じて
変更するには、次の手順に従います。

1. 環境変数 DISPLAY を設定（任意）して、ローカル・システムの表示を指定します。

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ DISPLAY=local_host:0.0 ; export DISPLAY

� C シェル :

$ setenv DISPLAY local_host:0.0

nfile （15 × nproc+2048）

nflocks 4096

ninode （8 × nproc+2048）

nkthread （（（nproc × 7）/4）+16）

nproc 4096

semmap （semmni+2）

semmni 4096

semmns （semmni × 2）

semmnu （nproc-4）

semvmx 32767

shmmax 物理メモリーのサイズ（0X40000000）または 1073741824 のいずれか大きい方

注意注意注意注意 : パフォーマンスの低下を防ぐには、この値が SGA のサイズ以上である必要があり

ます。 クラスタ・インターコネクトとして Hyper Messaging Protocol を使用している場

合、このパラメータの値は 4GB 未満である必要があります。 

shmmni 512

shmseg 120

vps_ceiling 64

注意注意注意注意 : パラメータに対する現行の値が、この表の値より大きい場合、パ
ラメータの値を変更しないでください。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 推奨される式または値推奨される式または値推奨される式または値推奨される式または値
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2. System Administration Manager（SAM）を起動します。

# /usr/sbin/sam

3. 「Kernel Configuration」領域を選択してから、「Configurable Parameters」領域を選択
します。

4. 各パラメータに指定されている値または式を確認し、必要に応じてその値または式を変
更します。

この手順の詳細は、SAM のオンライン・ヘルプを参照してください。

5. SAM を終了します。

静的パラメータに設定されている値を変更した場合は、カーネルを再構築し、システム
を再起動します。

6. システムを再起動した場合は、ログインしてユーザーを rootに切り替えます。

7. 他のすべてのクラスタ・ノードでこの手順を実行します。

必要なソフトウェア・ディレクトリの選択必要なソフトウェア・ディレクトリの選択必要なソフトウェア・ディレクトリの選択必要なソフトウェア・ディレクトリの選択
Oracle ソフトウェアに対して、次の 4 つのディレクトリを選択または作成する必要がありま
す。

� Oracle ベース・ディレクトリ

� Oracle Inventory ディレクトリ

� CRS ホーム・ディレクトリ

� Oracle ホーム・ディレクトリ

次の項では、これらのディレクトリの要件について説明します。

Oracle ベース・ディレクトリベース・ディレクトリベース・ディレクトリベース・ディレクトリ
Oracle ベース・ディレクトリは、Oracle ソフトウェア環境における最上位ディレクトリとし
て機能します。これは、Windows システムでの Oracle ソフトウェアのインストールに使用
される C:¥Oracleディレクトリと同様です。UNIX システムでは、Optimal Flexible 
Architecture（OFA）のガイドラインに従って、Oracle ベース・ディレクトリに次のような
パスを使用します。

/mount_point/app/oracle_sw_owner
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必要なソフトウェア・ディレクトリの選択
この例の意味は、次のとおりです。

� mount_pointは、Oracle ソフトウェアを格納するファイル・システムのマウント・ポ
イント・ディレクトリです。

このマニュアルの例では、マウント・ポイント・ディレクトリに /u01を使用していま
す。ただし、/oracleや /opt/oracleなど、別のマウント・ポイント・ディレクト
リを選択することもできます。

� oracle_sw_ownerは、oracleなどの Oracle ソフトウェア所有者の UNIX ユーザー名
です。

同じ Oracle ベース・ディレクトリを複数の環境に使用したり、環境ごとに別の Oracle ベー
ス・ディレクトリを作成することができます。同じシステムに複数の UNIX ユーザーが
Oracle ソフトウェアをインストールする場合、各ユーザーは別々の Oracle ベース・ディレ
クトリを作成する必要があります。次の例の Oracle ベース・ディレクトリは、すべて同じ
システムに作成できます。

/u01/app/oracle
/u01/app/orauser
/opt/oracle/app/oracle

次の項では、インストールに適切な既存の Oracle ベース・ディレクトリを選択する方法に
ついて説明します。また、必要に応じて、新しい Oracle ベース・ディレクトリを作成する
方法についても説明します。

新しい Oracle ベース・ディレクトリを作成するか、既存の Oracle ベース・ディレクトリを
使用するかにかかわらず、環境変数 ORACLE_BASE を設定して、このディレクトリへのフ
ル・パスを指定する必要があります。

Oracle Inventory ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ
Oracle Inventory ディレクトリ（oraInventory）は、システムにインストールされている
すべてのソフトウェアのインベントリを格納します。このディレクトリは、単一システムの
すべての Oracle ソフトウェア環境に必要で、共有されます。システムに初めて Oracle ソフ
トウェアをインストールする場合、インストーラによって、このディレクトリへのパスの指
定を求めるプロンプトが表示されます。ローカル・ファイル・システムにソフトウェアをイ
ンストールしている場合、次のパスを選択することをお薦めします。

oracle_base/oraInventory

Oracle ベース・ディレクトリがクラスタ・ファイル・システムに存在する場合、すべての
ノードに個別のインベントリが存在できるように、ローカル・ファイル・システムの Oracle 
Inventory ディレクトリのパスを指定する必要があります。

注意注意注意注意 : Oracle ベース・ディレクトリは、ローカル・ファイル・システム
に存在する必要があります。
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必要なソフトウェア・ディレクトリの選択
インストーラによって、指定したディレクトリが作成され、そのディレクトリに適切な所有
者、グループおよび権限が設定されます。自分でこのディレクトリを作成する必要はありま
せん。

CRS ホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリ
CRS ホーム・ディレクトリは、Oracle Cluster Ready Services のソフトウェアをインストー
ルするディレクトリです。CRS は個別のホーム・ディレクトリにインストールする必要があ
ります。インストーラを起動すると、このディレクトリへのパスと識別名の指定を求めるプ
ロンプトが表示されます。ここで指定するディレクトリは、Oracle ベース・ディレクトリの
サブディレクトリである必要があります。CRS ホーム・ディレクトリには、次のようなパス
を指定することをお薦めします。

oracle_base/product/10.1.0/crs

インストーラによって、Oracle ベース・ディレクトリの下に、指定したディレクトリ・パス
が作成されます。さらに、そのディレクトリに適切な所有者、グループおよび権限が設定さ
れます。自分でこのディレクトリを作成する必要はありません。

Oracle ホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリ
Oracle ホーム・ディレクトリは、特定の Oracle 製品のソフトウェアをインストールする
ディレクトリです。個々の Oracle 製品、または同じ Oracle 製品でもリリースが異なる場合
は、別々の Oracle ホーム・ディレクトリにインストールする必要があります。インストー
ラを起動すると、このディレクトリへのパスと識別名の指定を求めるプロンプトが表示され
ます。ここで指定するディレクトリは、Oracle ベース・ディレクトリのサブディレクトリで
ある必要があります。Oracle ホーム・ディレクトリには、次のようなパスを指定することを
お薦めします。

oracle_base/product/10.1.0/db_1

インストーラによって、Oracle ベース・ディレクトリの下に、指定したディレクトリ・パス
が作成されます。さらに、そのディレクトリに適切な所有者、グループおよび権限が設定さ
れます。自分でこのディレクトリを作成する必要はありません。

注意注意注意注意 : このディレクトリは、すべての Oracle ソフトウェア環境の基礎と
なります。定期的にこのディレクトリをバックアップしてください。

システムからすべての Oracle ソフトウェアを完全に削除した場合を除き、
このディレクトリは削除しないでください。
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Oracle ベース・ディレクトリの選択または作成
Oracle ベース・ディレクトリの選択または作成ベース・ディレクトリの選択または作成ベース・ディレクトリの選択または作成ベース・ディレクトリの選択または作成
インストールを開始する前に、既存の Oracle ベース・ディレクトリを選択するか、必要に
応じて新しい Oracle ベース・ディレクトリを作成します。この項の内容は次のとおりです。

� 既存の Oracle ベース・ディレクトリの選択

� 新しい Oracle ベース・ディレクトリの作成

既存の既存の既存の既存の Oracle ベース・ディレクトリの選択ベース・ディレクトリの選択ベース・ディレクトリの選択ベース・ディレクトリの選択
既存の Oracle ベース・ディレクトリが、OFA のガイドラインに準拠したパスを持たない場
合があります。ただし、既存の Oracle Inventory ディレクトリや Oracle ホーム・ディレク
トリを選択する場合に、通常、次の方法で Oracle ベース・ディレクトリを選択できます。

� 既存の Oracle Inventory ディレクトリを選択する場合

すべてのクラスタ・ノードで次のコマンドを入力して、oraInst.locファイルの内容
を表示します。

# more /var/opt/oracle/oraInst.loc

oraInst.locファイルが存在する場合、このコマンドの出力結果は、次のようになり
ます。

inventory_loc=/u01/app/oracle/oraInventory
inst_group=oinstall

inventory_locパラメータが、そのシステムの Oracle Inventory ディレクトリ
（oraInventory）を示しています。通常、oraInventoryディレクトリの親ディレク
トリが、Oracle ベース・ディレクトリです。前述の例では、/u01/app/oracleが
Oracle ベース・ディレクトリです。

� 既存の Oracle ホーム・ディレクトリを選択する場合

すべてのクラスタ・ノードで次のコマンドを入力して、oratabファイルの内容を表示
します。

# more /etc/oratab

oratabファイルが存在する場合は、次のような行が含まれます。

*:/u03/app/oracle/product/10.1.0/db_1:N
*:/opt/orauser/infra_904:N
*:/oracle/9.2.0:N

注意注意注意注意 : Oracle ベース・ディレクトリがすでにシステムに存在する場合で
も、新しい Oracle ベース・ディレクトリを作成できます。
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各行で指定されたディレクトリ・パスが、Oracle ホーム・ディレクトリを示していま
す。使用する Oracle ソフトウェア所有者のユーザー名が末尾に付くディレクトリ・パ
スが、Oracle ベース・ディレクトリに有効なパスです。前述の例で、oracleユーザー
を使用してソフトウェアをインストールする場合は、次のディレクトリのいずれかを選
択できます。

/u03/app/oracle
/oracle

インストールに既存の Oracle ベース・ディレクトリを使用する前に、そのディレクトリが
次の条件を満たしていることを確認します。

� オペレーティング・システムと同じファイル・システムに存在しない。

� 最大 4GB の空きディスク領域。Oracle ベース・ディレクトリが存在するファイル・シス
テムの空きディスク領域を確認するには、次のコマンドを使用します。

# bdf oracle_base_path

既存の Oracle ベース・ディレクトリを使用する場合は、3-29 ページの「Oracle CRS と
データベース・ファイルのディスク記憶域の構成」を参照してください。

この章の後半で oracleユーザーの環境を構成する際に、環境変数 ORACLE_BASE を
設定してここで選択したディレクトリを指定します。

Oracle ベース・ディレクトリがシステムに存在せず、新しい Oracle ベース・ディレク
トリを作成する場合は、次の項を参照してください。

新しい新しい新しい新しい Oracle ベース・ディレクトリの作成ベース・ディレクトリの作成ベース・ディレクトリの作成ベース・ディレクトリの作成
新しい Oracle ベース・ディレクトリを作成する前に、4GB 以上の空きディスク領域を持つ
適切なファイル・システムを選択する必要があります。

適切なファイル・システムを選択するには、次の手順に従います。

1. bdfコマンドを使用して、マウントされた各ファイル・システムの空きディスク領域を
確認します。

2. 表示された情報から、適切な空き領域を持つファイル・システムを選択します。

注意注意注意注意 : 可能な場合は、1 つ目のようなディレクトリ・パス
（/u03/app/oracle）を選択してください。このパスは、OFA のガイド
ラインに準拠しています。

注意注意注意注意 : 選択するファイル・システムは、ローカル・ファイル・システム
に存在する必要があります。
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Oracle CRS とデータベース・ファイルのディスク記憶域の構成
Oracle ベース・ディレクトリへのパスは、すべてのノードで同一である必要がありま
す。

3. 選択したファイル・システムに対するマウント・ポイント・ディレクトリの名前を書き
留めます。

Oracle ベース・ディレクトリを作成し、そのディレクトリに適切な所有者、グループおよび
権限を指定するには、次の手順に従います。

1. 次のコマンドを入力して、選択したマウント・ポイント・ディレクトリに推奨サブディ
レクトリを作成し、そのサブディレクトリに適切な所有者、グループおよび権限を設定
します。

# mkdir -p /mount_point/app/oracle_sw_owner
# chown -R oracle:oinstall /mount_point/app
# chmod -R 775 /mount_point/app

選択したマウント・ポイントが /u01で、Oracle ソフトウェア所有者のユーザー名が
oracleである場合、Oracle ベース・ディレクトリの推奨パスは次のようになります。

/u01/app/oracle

2. 必要に応じて、前の手順で示したコマンドを繰り返し、他のクラスタ・ノードにも同じ
ディレクトリを作成します。

3. この章の後半で oracleユーザーの環境を構成する際に、環境変数 ORACLE_BASE を
設定してこのディレクトリを指定します。

Oracle CRS とデータベース・ファイルのディスク記憶域の構成とデータベース・ファイルのディスク記憶域の構成とデータベース・ファイルのディスク記憶域の構成とデータベース・ファイルのディスク記憶域の構成
この項では、Oracle Cluster Ready Services ファイル、Oracle データベース・ファイル、
Oracle データベースのリカバリ・ファイル（任意）を格納するために使用できる記憶域につ
いて説明します。各ファイル・タイプで使用する格納方法を選択した後、必要な記憶域の構
成方法について次の項を参照してください。

Oracle CRS ファイルの記憶域の選択ファイルの記憶域の選択ファイルの記憶域の選択ファイルの記憶域の選択
Oracle Cluster Ready Services をインストールする前に、Oracle Cluster Registry（100MB）
および CRS 投票ディスク（20MB）に使用する記憶域を選択する必要があります。Oracle イ
ンスタンスを起動する前にこれらのファイルにアクセス可能である必要があるため、自動記
憶域管理を使用してこれらのファイルを格納することはできません。

注意注意注意注意 : 各ファイル・タイプに同一の記憶域を使用する必要はありません。
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Oracle CRS とデータベース・ファイルのディスク記憶域の構成
Oracle CRS ファイルには、ASM を除いて、次の項に示すすべての記憶域を使用できます。

Oracle データベース・ファイルの記憶域の選択データベース・ファイルの記憶域の選択データベース・ファイルの記憶域の選択データベース・ファイルの記憶域の選択
インストール中にデータベースを作成する場合、データベース・ファイル用に次の記憶域の
いずれかを選択する必要があります。

� 自動記憶域管理

� HP ServiceGuard Extensions for RAC and LVM を使用する共有論理ボリューム

� RAW パーティション

Oracle データベース・リカバリ・ファイルの記憶域の計画データベース・リカバリ・ファイルの記憶域の計画データベース・リカバリ・ファイルの記憶域の計画データベース・リカバリ・ファイルの記憶域の計画
また、インストール中の自動バックアップを有効にする場合は、リカバリ・ファイルに自動
記憶域管理（フラッシュ・リカバリ領域）を使用する必要があります。

ディスク記憶域の構成ディスク記憶域の構成ディスク記憶域の構成ディスク記憶域の構成
インストールを開始する前にディスク記憶域を構成する方法については、選択した記憶域に
応じて、次のいずれかの項を参照してください。

� データベース・ファイルまたはリカバリ・ファイルの記憶域に ASM を使用する場合は、
3-31 ページの「自動記憶域管理用のディスクの構成」を参照してください。

� Oracle CRS またはデータベース・ファイルの記憶域に RAW デバイス（パーティション
または論理ボリューム）を使用する場合は、3-37 ページの「RAW 論理ボリュームの構
成」を参照してください。

注意注意注意注意 : HP ServiceGuard を使用していない場合、RAW パーティションを
使用して Oracle CRS ファイルを格納する必要があります。HP 
ServiceGuard を使用せずに、共有 RAW 論理ボリュームを使用して、これ
らのファイルを格納することはできません。

注意注意注意注意 : 次の「オラクル製品 主なシステム要件」のサイトから、データ
ベース製品の情報を参照して RAC 環境でサポートされている記憶域の最
新情報を確認してください。

http://www.oracle.co.jp/products/system/index.html
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自動記憶域管理用のディスクの構成自動記憶域管理用のディスクの構成自動記憶域管理用のディスクの構成自動記憶域管理用のディスクの構成
ここでは、ASM で使用するディスクの構成方法について説明します。ディスクを構成する
前に、必要なディスクの数と空きディスク領域の大きさを判断する必要があります。次の項
では、要件の確認およびディスクの構成方法について説明します。

� ASM の記憶域要件の指定

� 既存の ASM ディスク・グループの使用

� ASM のディスクの構成

ASM の記憶域要件の指定の記憶域要件の指定の記憶域要件の指定の記憶域要件の指定
ASM を使用するための記憶域要件を指定するには、必要なデバイス数およびディスクの空
き領域を確認する必要があります。この作業を実行するには、次の手順に従います。

1. Oracle データベース・ファイル（データ・ファイル）またはリカバリ・ファイル（ある
いはその両方）で ASM を使用するかどうかを決定します。

インストール中に自動バックアップを使用可能にしている場合、フラッシュ・リカバリ
領域に ASM ディスク・グループを指定して、リカバリ・ファイル用の記憶域メカニズ
ムとして ASM を選択できます。インストール時に選択するデータベースの作成方法に
応じて次のいずれかを選択します。

� DBCA を対話型モードで実行するインストール方法を選択した場合（アドバンス
ト・データベース構成オプションを選択した場合など）、データ・ファイルおよび
リカバリ・ファイルに同じ ASM ディスク・グループを使用するか、または各ファ
イル・タイプに別のディスク・グループを使用するかを選択できます。

インストール後に DBCA を使用してデータベースを作成する場合に、同じ選択内
容を使用できます。

注意注意注意注意 : この項ではディスクについて説明していますが、サポートされて
いる NAS ストレージ・デバイスのゼロ埋込みファイルを ASM ディスク・
グループで使用することもできます。ASM ディスク・グループで使用す
るための NAS ベースのファイルの作成および構成方法については、

『Oracle Database インストレーション・ガイド for UNIX Systems』の付録
を参照してください。

注意注意注意注意 : データベース・ファイルおよびリカバリ・ファイルに対して、同
じメカニズムの記憶域を使用する必要はありません。一方でファイル・シ
ステムを使用し、他方で ASM を使用できます。
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� DBCA を非対話型モードで実行するインストール・タイプを選択した場合は、デー
タベース・ファイルとリカバリ・ファイルに同じ ASM ディスク・グループを使用
する必要があります。

2. ASM ディスク・グループに使用する ASM 冗長レベルを選択します。

ASM ディスク・グループに選択した冗長レベルによって、ASM によるディスク・グ
ループ内のファイルのミラーリング方法および必要となるディスク数とディスク領域が
次のようになります。

� 外部冗長

外部冗長ディスク・グループでは、最小で 1 台のディスク・デバイスが必要です。
外部冗長のディスク・グループで有効なディスク領域は、全デバイスのディスク領
域の合計です。

ASM は外部冗長ディスク・グループ内のデータをミラーリングしないため、この
タイプのディスク・グループのディスク・デバイスとしては、RAID のみを使用す
るか、または同様にデバイス独自のデータ保護メカニズムを持つデバイスを使用す
ることをお薦めします。

� 標準冗長

標準冗長ディスク・グループでは、ASM はデフォルトで 2 方向のミラーリングを
使用し、パフォーマンスおよび信頼性を向上させます。標準冗長ディスク・グルー
プでは、最小で 2 台のディスク・デバイス（または 2 つの障害グループ）が必要で
す。標準冗長のディスク・グループで有効なディスク領域は、全デバイスのディス
ク領域の合計の半分です。

ほとんどの使用環境では、標準冗長ディスク・グループの使用をお薦めします。

� 高冗長

高冗長ディスク・グループでは、ASM はデフォルトで 3 方向のミラーリングを使
用してパフォーマンスを向上させ、最高レベルの信頼性を提供します。高冗長ディ
スク・グループでは、最小で 3 台のディスク・デバイス（または 3 つの障害グルー
プ）が必要です。高冗長のディスク・グループで有効なディスク領域は、全デバイ
スのディスク領域の合計の 3 分の 1 です。

高冗長ディスク・グループでは、高レベルのデータ保護が提供されますが、この冗
長レベルの使用を決定する前に、追加するストレージ・デバイスのコストを考慮す
る必要があります。
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3. データ・ファイルおよびリカバリ・ファイルに必要なディスク領域の合計容量を決定し
ます。

次の表を使用して、使用環境に必要なディスクの最小台数およびディスクの最小領域を
決定します。

ASM メタデータ用にディスク領域を追加する必要もあります。次の計算式を使用して、
追加のディスク領域の要件を計算します（単位 : MB）。

 15 +（2 ×ディスクの台数）+（126 × ASM インスタンスの数）

たとえば、高冗長ディスク・グループに 3 台のディスクを使用する 4 ノードの RAC イ
ンストールでは、525MB の追加ディスク領域が必要になります。

（15 +（2 × 3）+（126 × 4））= 525

既存の ASM インスタンスがシステムに存在する場合は、これらの記憶域要件を満たす
ために、既存のディスク・グループを使用することができます。インストール時、必要
に応じて、既存のディスク・グループにディスクを追加できます。

次の項では、既存ディスク・グループの指定方法およびそのディスク・グループが持つ
ディスクの空き領域の確認方法について説明します。

4. 必要な場合は、ASM ディスク・グループのデバイスに障害グループを指定します。

標準または高冗長ディスク・グループを使用する場合は、カスタム障害グループのディ
スク・デバイスを関連付けることによって、ハードウェア障害に対するデータベースの
保護を強化できます。デフォルトでは、各デバイスに独自の障害グループが含まれま
す。ただし、標準冗長ディスク・グループの 2 台のディスク・デバイスが同じ SCSI コ
ントローラに接続されている場合、コントローラに障害が発生すると、ディスク・グ
ループは使用できなくなります。この例でのコントローラは、シングル・ポイント障害
です。

冗長レベル冗長レベル冗長レベル冗長レベル ディスクの最小台数ディスクの最小台数ディスクの最小台数ディスクの最小台数
データ・データ・データ・データ・
ファイルファイルファイルファイル

リカバリ・リカバリ・リカバリ・リカバリ・
ファイルファイルファイルファイル 合計合計合計合計

外部 1 1.15GB 2.3GB 3.45GB

標準 2 2.3GB 4.6GB 6.9GB

高 3 3.45GB 6.9GB 10.35GB

注意注意注意注意 : DBCA を対話型モードで実行するインストール方法を使用する場
合（カスタム・インストール・タイプやアドバンスト・データベース構成
オプションを選択する場合など）にのみ、この手順を実行する必要があり
ます。他のインストール・タイプでは、障害グループを指定できません。
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このタイプの障害を防止するためには、2 つの SCSI コントローラを使用します。各コ
ントローラに 2 台のディスクを接続し、各コントローラに接続されたディスクに障害グ
ループを定義します。この構成では、ディスク・グループが 1 つの SCSI コントローラ
の障害を許容できるようになります。

5. システムに適切なディスク・グループが存在しない場合は、適切なディスク・デバイス
を設置または指定して、新しいディスク・グループを追加します。次のガイドラインに
従って、適切なディスク・デバイスを指定します。

� ASM ディスク・グループのすべてのデバイスは、サイズおよびパフォーマンス特
性が同じである必要があります。

� 単一の物理ディスクにある複数のパーティションを、1 つのディスク・グループの
デバイスとして指定しないでください。ASM は、各ディスク・グループのデバイ
スが、別々の物理ディスク上に存在するとみなします。

� 論理ボリュームを ASM ディスク・グループのデバイスとして指定できますが、こ
れを使用することはお薦めしません。論理ボリューム・マネージャは、物理ディス
ク・アーキテクチャを隠すことができ、これによって ASM による物理デバイス間
の I/O の最適化が行われなくなります。

この作業の実行については、3-36 ページの「ASM のディスクの構成」を参照してくだ
さい。

既存の既存の既存の既存の ASM ディスク・グループの使用ディスク・グループの使用ディスク・グループの使用ディスク・グループの使用
データベース・ファイルまたはリカバリ・ファイルの記憶域として ASM を使用する場合に、
既存の ASM ディスク・グループが存在する場合は、選択したインストール方法に応じて、
次のいずれかを選択します。

� DBCA を対話型モードで実行するインストール方法を選択した場合（アドバンスト・
データベース構成オプションを選択した場合など）、新しいディスク・グループを作成
するか、または既存のディスク・グループを使用するかを選択できます。

インストール後に DBCA を使用してデータベースを作成する場合に、同じ選択内容を
使用できます。

� DBCA を非対話型モードで実行するインストール方法を選択した場合、新しいデータ
ベースには既存のディスク・グループを選択する必要があり、新しいディスク・グルー
プは作成できません。ただし、要件に対して既存ディスク・グループの空き領域が不十
分である場合は、既存ディスク・グループにディスク・デバイスを追加できます。

注意注意注意注意 : カスタム障害グループを定義する場合、標準冗長ディスク・グ
ループでは最小で 2 つの障害グループ、高冗長ディスク・グループでは 3
つの障害グループを指定する必要があります。
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既存の ASM ディスク・グループが存在するかどうか、またはディスク・グループに十分な
ディスク領域があるかどうかを判断するために、Oracle Enterprise Manager Database Grid 
Control または Database Control を使用できます。また、次の手順も使用できます。

1. oratabファイルの内容を表示して、ASM インスタンスがシステムに組み込まれている
かどうかを判断します。

# more /etc/oratab

ASM インスタンスがシステムに組み込まれている場合、oratabファイルには次のよ
うな行が含まれます。

+ASM:oracle_home_path:N

この例では、+ASMは ASM インスタンスのシステム識別子（SID）、
oracle_home_pathは ASM インスタンスが組み込まれている Oracle ホーム・ディレ
クトリです。表記規則により、ASM インスタンスの SID は、プラス（+）記号で始めま
す。

2. 環境変数 ORACLE_SID および ORACLE_HOME を設定して、使用する ASM インスタ
ンスに対して適切な値を指定します。

3. SYSDBA 権限を持つ SYS ユーザーとして ASM インスタンスに接続し、必要に応じてイ
ンスタンスを起動します。

# $ORACLE_HOME/bin/sqlplus "SYS/SYS_password as SYSDBA"
SQL> STARTUP

4. 次のコマンドを入力して、既存のディスク・グループ、それらの冗長レベルおよび各グ
ループでのディスクの空き領域を表示します。

SQL> SELECT NAME,TYPE,TOTAL_MB,FREE_MB FROM V$ASM_DISKGROUP;

5. 出力結果から、適切な冗長レベルが設定されているディスク・グループを特定し、その
ディスク・グループにある空き領域を記録します。

6. 必要に応じて、前述の記憶域要件のリストを満たすために必要な追加のディスク・デバ
イスを設置または指定します。

注意注意注意注意 : 既存ディスク・グループを管理する ASM インスタンスは、異なる
Oracle ホーム・ディレクトリで実行されている可能性があります。

注意注意注意注意 : 既存のディスク・グループにデバイスを追加する場合は、サイズ
およびパフォーマンス特性が、そのディスク・グループ内の既存デバイス
と同じであるデバイスの使用をお薦めします。
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ASM のディスクの構成のディスクの構成のディスクの構成のディスクの構成
ASM で使用するディスクを構成するには、次の手順に従います。

1. 必要に応じて、ASM ディスク・グループに使用する共有ディスクを設置します。

2. 次のコマンドを入力して、ディスクが使用可能であることを確認します。

# /usr/sbin/ioscan -fun -C disk

このコマンドの出力結果は、次のようになります。

Class  I  H/W Path    Driver S/W State   H/W Type     Description
==========================================================================
disk    0  0/0/1/0.6.0 sdisk  CLAIMED     DEVICE       HP   DVD-ROM 6x/32x
                       /dev/dsk/c0t6d0   /dev/rdsk/c0t6d0
disk    1  0/0/1/1.2.0 sdisk  CLAIMED     DEVICE      SEAGATE ST39103LC
                       /dev/dsk/c1t2d0   /dev/rdsk/c1t2d0

このコマンドの出力結果に、システムに接続されている各ディスクの情報が表示されま
す。この情報には、ブロック・デバイス名（/dev/dsk/cxtydz）およびキャラクタ
RAW デバイス名（/dev/rdsk/cxtydz）が含まれます。

このコマンドでデバイス名情報が表示されない場合は、次のコマンドを入力して特別な
デバイス・ファイルをインストールします。

# /usr/sbin/insf -e

3. 次のコマンドを入力して、ディスク・グループに追加する各ディスクが LVM ボリュー
ム・グループの一部ではないことを確認します。

# /sbin/pvdisplay /dev/dsk/cxtydz

このコマンドの出力結果にボリューム・グループ情報が表示される場合、ディスクはそ
のボリューム・グループの一部です。LVM ボリューム・グループの一部ではないディ
スクを選択する必要があります。

4. 次のコマンドを入力して、ディスク・グループに追加する各ディスクに対するキャラク
タ RAW デバイス・ファイルの所有者、グループおよび権限を変更します。

# chown oracle:dba /dev/rdsk/cxtydz
# chmod 660 /dev/rdsk/cxtydz

注意注意注意注意 : 異なるボリューム管理ソフトウェア（VERITAS Volume Manager
など）を使用している場合は、ディスクが使用されていないことを確認す
る方法について、適切なドキュメントを参照してください。
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RAW 論理ボリュームの構成論理ボリュームの構成論理ボリュームの構成論理ボリュームの構成
RAW 論理ボリュームの構成については、次の項を参照してください。

� 「重要な情報の確認」（3-37 ページ）

� 「オペレーティング・システムでの共有ボリューム・グループのアクティブ化の無効化」
（3-39 ページ）

� 「ボリューム・グループの作成」（3-40 ページ）

� 「新しいボリューム・グループでの RAW 論理ボリュームの作成」（3-42 ページ）

� 「ボリューム・グループのエクスポートおよび他のクラスタ・ノードへのインポート」
（3-44 ページ）

� 「すべてのクラスタ・ノードでのボリューム・グループの共有モードでのアクティブ化」
（3-45 ページ）

� 「DBCA RAW デバイス・マッピング・ファイルの作成」（3-45 ページ）

重要な情報の確認重要な情報の確認重要な情報の確認重要な情報の確認
この項では、Oracle CRS およびデータベース・ファイルの記憶域に共有 RAW 論理ボリュー
ムを構成する方法について説明します。また、両方のタイプのファイルに必要な論理ボ
リュームを含む新しい共有ボリューム・グループを作成する手順について説明します。

共有 RAW 論理ボリュームを使用するには、すべてのクラスタ・ノードに HP ServiceGuard 
Extensions for RAC がインストールされている必要があります。HP ServiceGuard 
Extensions for RAC がインストールされていない場合は、共有ディスクの RAW パーティ
ションを使用して Oracle CRS ファイルを格納できます。ただし、この方法は、CRS ファイ
ルに対してのみ使用し、データベース・ファイルの記憶域については ASM などの別の方法
を使用することをお薦めします。

注意注意注意注意 : ASM でマルチ・パス・ディスク・ドライバを使用している場合
は、そのディスクの正しい論理デバイス名に対してのみ権限を設定してく
ださい。

注意注意注意注意 : データベース・ファイルの記憶域に ASM を使用している場合は、
Oracle CRS ファイル用の RAW デバイスのみを作成する必要があります。

ここでは、コマンドラインを使用して論理ボリュームを作成する方法につ
いて説明します。必要に応じて、SAM を使用して同じ作業を実行できま
す。SAM の使用の詳細は、HP-UX のドキュメントを参照してください。
RAC のインストール前の作業（HP-UX Systems） 3-37



RAW 論理ボリュームの構成
次の手順に進む前に、今回のリリースの Oracle Real Application Clusters で共有論理ボ
リュームを使用する場合の重要な情報を含む次のガイドラインを確認します。

� Oracle CRS およびデータベース・ファイルには共有ボリューム・グループを使用する必
要があります。

� Oracle CRS インストール時に、Oracle Cluster Registry および Oracle CRS 投票ディスク
に RAW 論理ボリュームを指定すると、これらの論理ボリュームを含むボリューム・グ
ループを Oracle CRS の起動時にアクティブ化するように、インストール・プロセスに
よって Oracle CRS 起動スクリプトが構成されます。

� Oracle CRS ファイルには、200MB 未満のディスク領域が必要です。ボリューム・グ
ループのディスク領域を効率的に使用するには、CRS ファイルとデータベース・ファイ
ルの両方の論理ボリュームに、同じ共有ボリューム・グループを使用することをお薦め
します。

� RAW 論理ボリュームを使用する既存の Oracle9i リリース 2（9.2）の RAC 環境をアップ
グレードする場合、OCR に既存の SRVM 構成リポジトリ論理ボリュームを使用し、同
じボリューム・グループに、Oracle CRS 投票ディスク用の新しい論理ボリュームを作成
できます。ただし、このボリューム・グループは、Oracle CRS をインストールする前
に、このボリューム・グループを現在アクティブ化している ServiceGuard パッケージ
から削除する必要があります。

� （Oracle CRS ファイルではなく）データベース・ファイルのみを含む新規または既存の
ボリューム・グループをアクティブ化するには、独自の起動スクリプトまたは
ServiceGuard パッケージのいずれかを使用する必要があります。

注意注意注意注意 : Oracle CRS ファイルを格納するボリューム・グループをアクティ
ブ化するために、ServiceGuard パッケージを作成する必要はありません。

参照参照参照参照 : ServiceGuard パッケージからボリューム・グループを削除する方
法については、HP ServiceGuard または HP ServiceGuard Extensions for 
RAC のドキュメントを参照してください。

注意注意注意注意 : データベースをアップグレードする場合は、SYSAUX 表領域に新
しい論理ボリュームを作成する必要もあります。Oracle CRS 投票ディスク
および SYSAUX 論理ボリュームの要件の詳細は、3-42 ページの「新しい
ボリューム・グループでの RAW 論理ボリュームの作成」を参照してくだ
さい。

参照参照参照参照 : RAC の共有ボリューム・グループをアクティブ化する
ServiceGuard パッケージの作成については、HP ServiceGuard のドキュメ
ントを参照してください。
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� インストールを開始する前に、Oracle CRS やデータベース・ファイルに使用するすべて
の共有ボリューム・グループを共有モードでアクティブ化する必要があります。

� RAC で使用しているすべての共有ボリューム・グループ（Oracle CRS ファイルを含む
ボリューム・グループなど）を、パラメータ OPS_VOLUME_GROUP を使用してクラ
スタ構成ファイルに指定する必要があります。

� この項では、基本的なボリューム・グループおよびボリュームを作成する手順について
説明します。ミラー化などを使用してより複雑なボリュームを構成する場合は、HP 
ServiceGuard ドキュメントとともにこの項を参照してください。

オペレーティング・システムでの共有ボリューム・グループのアクティブオペレーティング・システムでの共有ボリューム・グループのアクティブオペレーティング・システムでの共有ボリューム・グループのアクティブオペレーティング・システムでの共有ボリューム・グループのアクティブ
化の無効化化の無効化化の無効化化の無効化

オペレーティング・システムの起動時に、共有ボリューム・グループがアクティブ化されな
いようにするには、次の手順に従って、/etc/lvmrcファイルを編集する必要があります。

1. /etc/lvmrcファイルのバックアップ・コピーを作成します。

# cp /etc/lvmrc /etc/lvmrc_orig

2. テキスト・エディタで /etc/lvmrcファイルを開いて、AUTO_VG_ACTIVATE フラグ
を検索します。

3. 必要に応じて、AUTO_VG_ACTIVATE フラグの値を 0（ゼロ）に変更し、自動ボ
リューム・グループのアクティブ化を無効にします。

AUTO_VG_ACTIVATE=0

4. /etc/lvmrcファイルの custom_vg_activationファンクションを検索します。

5. 次の例に示すように、既存の論理ボリューム・グループが自動的にアクティブ化される
ように、vgchangeコマンドをファンクションに追加します。

custom_vg_activation()
{
        # e.g. /sbin/vgchange -a y -s
        #      parallel_vg_sync "/dev/vg00 /dev/vg01"
        #      parallel_vg_sync "/dev/vg02 /dev/vg03"

        /sbin/vgchange -a y vg00

注意注意注意注意 : RAC 用の新しい共有ボリューム・グループを既存の HP 
ServiceGuard クラスタ上に作成する場合は、Oracle CRS をインストール
する前にそのクラスタを構成および再起動する必要があります。クラスタ
の構成および共有ボリューム・グループの指定については、HP 
ServiceGuard のドキュメントを参照してください。
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        /sbin/vgchange -a y vg01
        /sbin/vgchange -a y vg02

        return 0
}

この例では、vg00、vg01および vg02がシステムの再起動時に自動的にアクティブ化
されるボリューム・グループです。

ボリューム・グループの作成ボリューム・グループの作成ボリューム・グループの作成ボリューム・グループの作成
ボリューム・グループを作成するには、次の手順に従います。

1. 必要に応じて、データベースで使用する共有ディスクを設置します。

2. 次のコマンドを入力して、ディスクが使用可能であることを確認します。

# /sbin/ioscan -fun -C disk

このコマンドの出力結果は、次のようになります。

Class  I  H/W Path    Driver S/W State   H/W Type     Description
==========================================================================
disk    0  0/0/1/0.6.0 sdisk  CLAIMED     DEVICE       HP   DVD-ROM 6x/32x
                       /dev/dsk/c0t6d0   /dev/rdsk/c0t6d0
disk    1  0/0/1/1.2.0 sdisk  CLAIMED     DEVICE      SEAGATE ST39103LC
                       /dev/dsk/c1t2d0   /dev/rdsk/c1t2d0
disk    2  0/0/2/0.2.0 sdisk  CLAIMED     DEVICE       SEAGATE ST118202LC
                       /dev/dsk/c2t2d0   /dev/rdsk/c2t2d0

このコマンドの出力結果に、システムに接続されている各ディスクの情報が表示されま
す。この情報には、ブロック・デバイス名（/dev/dsk/cxtydz）およびキャラクタ
RAW デバイス名（/dev/rdsk/cxtydz）が含まれます。

このコマンドでディスクのデバイス名情報が表示されない場合は、次のコマンドを入力
して特別なデバイス・ファイルをインストールします。

# /usr/sbin/insf -e

3. ボリューム・グループに追加する各ディスクに対して次のコマンドを入力して、ディス
クがボリューム・グループの一部ではないことを確認します。

# /sbin/pvdisplay /dev/dsk/cxtydz

注意注意注意注意 : このファイルには、共有ボリューム・グループは指定しないでく
ださい。Oracle CRS ファイルで使用する共有ボリューム・グループは、
CRS 起動スクリプトによってアクティブ化されます。
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このコマンドの出力結果にボリューム・グループ情報が表示される場合、ディスクはそ
のボリューム・グループの一部です。

4. ボリューム・グループに追加する各ディスクに対して、次のコマンドを入力します。

# /sbin/pvcreate /dev/rdsk/cxtydz

5. 次のコマンドを入力して、/devディレクトリにボリューム・グループのディレクトリ
を作成します。vg_nameには、ボリューム・グループに使用する名前を指定します。

# mkdir /dev/vg_name

6. クラスタの各ノードで次のコマンドを入力して、使用されるデバイスのマイナー番号を
確認します。

# ls -la /dev/*/group

このコマンドの出力結果に、構成されたすべてのボリューム・グループによって使用さ
れるデバイス番号に関する情報が次のように表示されます。

crw-r-----   1 root    sys        64 0x000000 Mar  4  2002 /dev/vg00/group
crw-r--r--   1 root    sys        64 0x010000 Mar  4  2002 /dev/vg01/group

たとえば、64 はボリューム・グループのすべてのデバイスによって使用されるメジャー
番号を示し、0x000000 および 0x010000 は vg00および vg01によって、使用されるそ
れぞれのマイナー番号を示します。マイナー番号の形式は 0xnn0000 です。nn には、00
～（maxvgs カーネル・パラメータから 1 を引いた数）を指定します。maxvgs パラ
メータのデフォルト値は 10 であるため、デフォルトの範囲は 00 ～ 09 になります。

7. クラスタのどのノードにも使用されていない、適切なマイナー番号を特定します。

8. 次のコマンドを入力してボリューム・グループを作成し、アクティブ化します。

# /sbin/mknod /dev/vg_name/group c 64 0xnn0000
# /sbin/vgcreate /dev/vg_name /dev/dsk/cxtydz . . .
# /sbin/vgchange -a y vg_name

この例の意味は、次のとおりです。

� vg_nameは、ボリューム・グループに指定する名前です。

� 0xnn0000は、クラスタのどのノードにも使用されていないマイナー番号です。

� /dev/dsk/cxtydz...は、ボリューム・グループに追加するディスクに対する 1
つ以上のブロック・デバイス名のリストです。
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新しいボリューム・グループでの新しいボリューム・グループでの新しいボリューム・グループでの新しいボリューム・グループでの RAW 論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成
必要な RAW 論理ボリュームを新しいボリューム・グループに作成するには、次の手順に従
います。

1. 作成するデータベースの名前を選択します。

orclなど、アルファベット文字で始まる 4 文字以内の名前を選択する必要があります。

2. 次の表から、作成する必要のある論理ボリュームを確認します。

数数数数
パーティション・パーティション・パーティション・パーティション・
サイズ（サイズ（サイズ（サイズ（MB）））） 用途および論理ボリューム名の例用途および論理ボリューム名の例用途および論理ボリューム名の例用途および論理ボリューム名の例

Oracle データベースのデータベースのデータベースのデータベースの RAW 論理ボリューム論理ボリューム論理ボリューム論理ボリューム

1 500 SYSTEM 表領域 :

dbname_system_raw_500m

1 300 +（インスタ

ンスの数× 250）
SYSAUX 表領域 :

dbname_sysaux_raw_800m

インスタンス
の数

500 UNDOTBSn 表領域（各インスタンスに 1 つの表領域、n はインスタンスの数）:

dbname_undotbsn_raw_500m

1 160 EXAMPLE 表領域 :

dbname_example_raw_160m

1 120 USERS 表領域 :

dbname_users_raw_120m

2 ×インスタ

ンスの数

120 各インスタンスに 2 つのオンライン REDO ログ・ファイル（n はインスタンスの

数、m はログ番号（1 または 2））:

dbname_redon_m_raw_120m

2 110 第 1 および第 2 制御ファイル :

dbname_control[1|2]_raw_110m

1 250 TEMP 表領域 :

dbname_temp_raw_250m

1 5 サーバー・パラメータ・ファイル（SPFILE）:

dbname_spfile_raw_5m

1 5 パスワード・ファイル :

dbname_pwdfile_raw_5m
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3. 次のコマンドを入力して、必要な各論理ボリュームを作成します。

# /sbin/lvcreate -n LVname -L size /dev/VGname

この例の意味は、次のとおりです。

� LVnameは、作成する論理ボリューム名です。

論理ボリュームには、前述の表で示した例の名前を使用することをお薦めします。
論理ボリューム名の例にある変数 dbnameを、手順 1 で選択したデータベースの名
前に置き換えます。

� VGnameは、論理ボリュームを作成するボリューム・グループの名前です。

� sizeは、論理ボリュームのサイズ（MB 単位）です。

次のコマンド例では、データベース testの SYSAUX 表領域に、oracle_vgボリュー
ム・グループの 800MB の論理ボリュームを作成します。

# /sbin/lvcreate -n test_sysaux_800m -L 800 /dev/oracle_vg

4. 作成した論理ボリュームに関連するキャラクタ・デバイス・ファイルの所有者、グルー
プおよび権限を変更します。次に例を示します。

# chown oracle:dba /dev/vg_name/r*
# chmod 755 /dev/vg_name
# chmod 660 /dev/vg_name/r*

Oracle Cluster Ready Services（（（（CRS）の）の）の）の RAW 論理ボリューム論理ボリューム論理ボリューム論理ボリューム

1 100 Oracle Cluster Registry:

ora_ocr_raw_100m

注意注意注意注意 : RAW 論理ボリュームは、クラスタで 1 度のみ作成する必要があります。ク

ラスタに複数のデータベースを作成する場合、すべてのデータベースが同じ
Oracle Cluster Registry を共有します。

Oracle9i リリース 2（9.2）からアップグレードしている場合は、新しい論理ボ

リュームを作成するかわりに SRVM 構成リポジトリに使用した RAW デバイスを

継続して使用できます。

1 20 Oracle CRS 投票ディスク :

ora_vote_raw_20m

注意注意注意注意 : RAW 論理ボリュームは、クラスタで 1 度のみ作成する必要があります。ク

ラスタに複数のデータベースを作成する場合、すべてのデータベースが同じ
Oracle CRS 投票ディスクを共有します。

数数数数
パーティション・パーティション・パーティション・パーティション・
サイズ（サイズ（サイズ（サイズ（MB）））） 用途および論理ボリューム名の例用途および論理ボリューム名の例用途および論理ボリューム名の例用途および論理ボリューム名の例
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5. Oracle Cluster Registry 用の論理ボリュームに関連するキャラクタ・デバイス・ファイ
ルの所有者およびグループを変更します。次に例を示します。

# chown root:dba /dev/vg_name/rora_ocr_raw_100m

ボリューム・グループのエクスポートおよび他のクラスタ・ノードへのイボリューム・グループのエクスポートおよび他のクラスタ・ノードへのイボリューム・グループのエクスポートおよび他のクラスタ・ノードへのイボリューム・グループのエクスポートおよび他のクラスタ・ノードへのイ
ンポートンポートンポートンポート

ボリューム・グループをエクスポートして、それを他のクラスタ・ノードにインポートする
には、次の手順に従います。

1. ボリューム・グループを非アクティブ化します。

# /sbin/vgchange -a n vg_name

2. 次のコマンドを入力して、ボリューム・グループの記述および関連する論理ボリューム
をマップ・ファイルにエクスポートします。

# /sbin/vgexport -v -s -p -m /tmp/vg_name.map /dev/vg_name

3. 次のコマンドを入力して、マップ・ファイルを他のクラスタ・ノードにコピーします。

# rcp /tmp/vg_name.map nodename:/tmp/vg_name.map

4. 他のクラスタ・ノードで次のコマンドを入力して、最初のノードに作成したボリュー
ム・グループをインポートします。

# mkdir /dev/vg_name
# /sbin/mknod /dev/vg_name/group c 64 0xnn0000
# /sbin/vgimport -v -s -m /tmp/vg_name.map /dev/vg_name

5. 他のクラスタ・ノードで次のコマンドを入力して、作成した論理ボリュームに関連する
キャラクタ・デバイス・ファイルの所有者、グループおよび権限を変更します。

# chown oracle:dba /dev/vg_name/r*
# chmod 755 /dev/vg_name
# chmod 660 /dev/vg_name/r*

6. Oracle Cluster Registry 用の論理ボリュームに関連するキャラクタ・デバイス・ファイ
ルの所有者およびグループを変更します。次に例を示します。

# chown root:dba /dev/vg_name/rora_ocr_raw_100m
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すべてのクラスタ・ノードでのボリューム・グループの共有モードでのアすべてのクラスタ・ノードでのボリューム・グループの共有モードでのアすべてのクラスタ・ノードでのボリューム・グループの共有モードでのアすべてのクラスタ・ノードでのボリューム・グループの共有モードでのア
クティブ化クティブ化クティブ化クティブ化

すべてのクラスタ・ノードでボリューム・グループを共有モードでアクティブ化するには、
各ノードに対して次のコマンドを入力します。

# /sbin/vgchange -a s vg_name

DBCA RAW デバイス・マッピング・ファイルの作成デバイス・マッピング・ファイルの作成デバイス・マッピング・ファイルの作成デバイス・マッピング・ファイルの作成

Database Configuration Assistant（DBCA）で各データベース・ファイルに適切な RAW デ
バイスを識別できるようにするには、次の手順に従って、RAW デバイス・マッピング・
ファイルを作成する必要があります。

1. 環境変数 ORACLE_BASE を設定して、以前に選択または作成した Oracle ベース・ディ
レクトリを指定します。

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ ORACLE_BASE=/u01/app/oracle ; export ORACLE_BASE

� C シェル :

$ setenv ORACLE_BASE /u01/app/oracle

2. Oracle ベース・ディレクトリにデータベース・ファイルのサブディレクトリを作成し、
そのサブディレクトリに適切な所有者、グループおよび権限を設定します。

# mkdir -p $ORACLE_BASE/oradata/dbname
# chown -R oracle:oinstall $ORACLE_BASE/oradata
# chmod -R 775 $ORACLE_BASE/oradata

この例では、dbnameは、以前選択したデータベースの名前です。

3. ディレクトリを $ORACLE_BASE/oradata/dbnameディレクトリに変更します。

注意注意注意注意 : Oracle CRS のインストール後、ノードの起動時に CRS 起動スクリ
プトによってこのコマンドが使用され、ボリューム・グループが自動的に
アクティブ化されます。

注意注意注意注意 : データベース・ファイルに RAW 論理ボリュームを使用している
場合にのみ、この手順を実行する必要があります。DBCA の RAW デバイ
ス・マッピング・ファイルには、Oracle CRS ファイル用の RAW 論理ボ
リューム（またはパーティション）は指定しません。
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4. 次のようなコマンドを入力して、RAW デバイス・マッピング・ファイルの作成に使用
するテキスト・ファイルを作成します。

# find /dev/vg_name -user oracle -name 'r*' -print > dbname_raw.conf

5. テキスト・エディタで dbname_raw.confファイルを編集して、次のようなファイル
を作成します。

system=/dev/vg_name/rdbname_system_raw_500m
sysaux=/dev/vg_name/rdbname_sysaux_raw_800m
example=/dev/vg_name/rdbname_example_raw_160m
users=/dev/vg_name/rdbname_users_raw_120m
temp=/dev/vg_name/rdbname_temp_raw_250m
undotbs1=/dev/vg_name/rdbname_undotbs1_raw_500m
undotbs2=/dev/vg_name/rdbname_undotbs2_raw_500m
redo1_1=/dev/vg_name/rdbname_redo1_1_raw_120m
redo1_2=/dev/vg_name/rdbname_redo1_2_raw_120m
redo2_1=/dev/vg_name/rdbname_redo2_1_raw_120m
redo2_2=/dev/vg_name/rdbname_redo2_2_raw_120m
control1=/dev/vg_name/rdbname_control1_raw_110m
control2=/dev/vg_name/rdbname_control2_raw_110m
spfile=/dev/vg_name/rdbname_spfile_raw_5m
pwdfile=/dev/vg_name/rdbname_pwdfile_raw_5m

この例の意味は、次のとおりです。

� vg_nameは、ボリューム・グループの名前です。

� dbnameは、データベースの名前です。

次のガイドラインに従って、ファイルを作成および編集します。

� ファイルの各行は、次の形式である必要があります。

database_object_identifier=logical_volume

このマニュアルで推奨する論理ボリューム名には、このマッピング・ファイルで使
用する必要のあるデータベースのオブジェクト識別子が含まれます。たとえば、次
の論理ボリューム名では、redo1_1がデータベースのオブジェクト識別子です。

/dev/oracle_vg/rac_redo1_1_raw_120m

� シングル・インスタンス・データベースの場合、ファイルは、1 つの自動 UNDO 表
領域データ・ファイル（undotbs1）と 2 つ以上の REDO ログ・ファイル

（redo1_1、redo1_2）を指定する必要があります。

注意注意注意注意 : 次に示すのは、2 インスタンスの RAC クラスタに対するマッピン
グ・ファイルの例です。
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クラスタ・ソフトウェア構成の確認
� RAC データベースの場合、ファイルは、各インスタンスに対して 1 つの自動
UNDO 表領域データ・ファイル（undotbsn）と 2 つの REDO ログ・ファイル

（redon_1、redon_2）を指定する必要があります。

� 2 つ以上の制御ファイル（control1、control2）を指定します。

� 自動 UNDO 管理のかわりに手動 UNDO 管理を使用するには、自動 UNDO 管理表領
域のかわりに単一の RBS 表領域データ・ファイル（rbs）を指定します。

6. ファイルを保存して、指定したファイル名を書き留めます。

7. この章の後半で oracleユーザーの環境を構成する際に、環境変数 DBCA_RAW_CONFIG
を設定してこのファイルへのフル・パスを指定します。

クラスタ・ソフトウェア構成の確認クラスタ・ソフトウェア構成の確認クラスタ・ソフトウェア構成の確認クラスタ・ソフトウェア構成の確認

HP ServiceGuard ソフトウェアが動作していることを確認するには、次の手順に従います。

1. 必要に応じて、クラスタを構成（または再構成）します。

2. HP ServiceGuard が自動的に実行レベル 3 で起動されるように構成されていることを確
認します。

3. 次のコマンドを入力して、HP ServiceGuard が正常に動作していることを確認します。

# /usr/sbin/cmviewcl -v

クラスタが稼働しており、すべてのノードが起動して動作していることを確認します。

4. クラスタが動作していない場合は、次のコマンドを入力してクラスタを稼働させます。

# /usr/sbin/cmruncl

5. 動作していないノードがある場合は、次のコマンドを入力して、それらのノードでクラ
スタ・デーモンを起動します。

# /usr/sbin/cmrunnode nodename1 nodename2...

Hyper Messaging Protocol をクラスタ・インターコネクトとして使用する場合は、次のコマ
ンドを入力して、HyperFabric ソフトウェアが適切に構成されていることを確認します。

# /opt/clic/bin/clic_stat -d NET

注意注意注意注意 : 次の項で説明するクラスタ・ソフトウェアは、Oracle Real 
Application Clusters のインストールには必要ありません。ただし、この
ソフトウェアがインストールされている場合は、Oracle Cluster Ready 
Services（CRS）と統合できます。
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既存の Oracle プロセスの停止
このコマンドの出力結果で、すべてのクラスタ・ノードが「Node Table Entries」セクショ
ンに示されることを確認します。ノードが表示されない場合は、ソフトウェアの構成につい
て HyperFabric のドキュメントを参照してください。

既存の既存の既存の既存の Oracle プロセスの停止プロセスの停止プロセスの停止プロセスの停止

インストール時にデータベースの作成を選択した場合は、ほぼすべてのインストール・タイ
プで、TCP/IP ポート 1521 および IPC キー値 EXTPROC を使用してデフォルトの Oracle 
Net Listener が構成され、起動されます。ただし、既存の Oracle Net Listener プロセスが同
じポートまたはキー値を使用している場合、インストーラでは新しいリスナーを構成するこ
とのみが可能で、起動はできません。新しいリスナー・プロセスがインストール時に起動さ
れるようにするには、インストーラを起動する前に既存のリスナーを停止する必要がありま
す。

既存のリスナー・プロセスが実行されているかどうかを確認し、必要に応じて停止するに
は、次の手順に従います。

1. ユーザーを oracleに切り替えます。

# su - oracle

2. 次のコマンドを入力して、リスナー・プロセスが動作しているかどうかを確認し、その
名前およびリスナー・プロセスがインストールされている Oracle ホーム・ディレクト
リを特定します。

$ ps -ef | grep tnslsnr

このコマンドの出力結果に、システムで実行されている Oracle Net Listener の情報が表
示されます。

... oracle_home1/bin/tnslsnr LISTENER -inherit

この例では、oracle_home1が、リスナーがインストールされている Oracle ホーム・
ディレクトリで、LISTENERがリスナー名です。

注意注意注意注意 : 既存の Oracle ホームに、追加の Oracle Database 10g 製品をイン
ストールする場合は、Oracle ホームで実行されているすべてのプロセスを
停止します。 この作業を実行して、インストーラで特定の実行可能ファイ
ルおよびライブラリを再リンクできるようにする必要があります。
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oracle ユーザーの環境の構成
3. 環境変数 ORACLE_HOME を設定して、リスナーに、適切な Oracle ホーム・ディレク
トリを指定します。

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ ORACLE_HOME=oracle_home1
$ export ORACLE_HOME

� C または tcsh シェル :

$ setenv ORACLE_HOME oracle_home1

4. 次のコマンドを入力して、リスナーで使用されている TCP/IP ポート番号および IPC
キー値を確認します。

$ $ORACLE_HOME/bin/lsnrctl status listenername

5. 次のようなコマンドを入力して、リスナー・プロセスを停止します。

$ $ORACLE_HOME/bin/lsnrctl stop listenername

6. この手順を繰り返して、このシステムおよび他のすべてのクラスタ・ノードで実行され
ているすべてのリスナーを停止します。

oracle ユーザーの環境の構成ユーザーの環境の構成ユーザーの環境の構成ユーザーの環境の構成
インストーラは、oracleアカウントから実行します。ただし、インストーラを起動する前
に、oracleユーザーの環境を構成する必要があります。環境を構成するには、次の設定を
行う必要があります。

� シェル起動ファイルで、デフォルトのファイル・モード作成マスク（umask）を 022 に
設定します。

� 環境変数 DISPLAY および ORACLE_BASE を設定します。

oracleユーザーの環境を設定するには、次の手順に従います。

1. X 端末（xterm）などの端末セッションを新規に開始します。

2. 次のコマンドを入力して、このシステムで X Window アプリケーションが表示可能であ
ることを確認します。

$ xhost +

注意注意注意注意 : リスナーでデフォルト名 LISTENER が使用されている場合は、こ
のコマンドでリスナー名を指定する必要はありません。
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oracle ユーザーの環境の構成
3. ソフトウェアをインストールするシステムにまだログインしていない場合は、oracle
ユーザーでそのシステムにログインします。

4. oracleユーザーでログインしていない場合は、ユーザーを oracleに切り替えます。

$ su - oracle

5. 次のコマンドを入力して、oracleユーザーのデフォルトのシェルを確認します。

$ echo $SHELL

6. テキスト・エディタで oracleユーザーのシェル起動ファイルを開きます。

� Bourne シェル（sh）、Bash シェル（bash）または Korn シェル（ksh）:

$ vi .profile

� C シェル（cshまたは tcsh）

% vi .login

7. 次のように行を入力または編集し、デフォルトのファイル作成マスクの値に 022 を指定
します。

umask 022

8. 環境変数 ORACLE_SID、ORACLE_HOME または ORACLE_BASE がファイルに設定さ
れている場合は、そのファイルから適切な行を削除します。

9. ファイルを保存して、エディタを終了します。

10. シェル起動スクリプトを実行するには、次のいずれかのコマンドを入力します。

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ . ./.profile

� C シェル :

% source ./.login

11. ローカル・システムにソフトウェアをインストールしていない場合は、次のコマンドを
入力して X アプリケーションをローカル・システムに表示します。

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ DISPLAY=local_host:0.0 ; export DISPLAY

� C シェル :

$ setenv DISPLAY local_host:0.0
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oracle ユーザーの環境の構成
この例で、local_hostは、インストーラを表示するために使用するシステム（ご使用
のワークステーションまたは PC）のホスト名または IP アドレスです。

12. /tmpディレクトリの空きディスク領域が 200MB 未満である場合は、空き領域が
200MB 以上のファイル・システムを選択し、環境変数 TEMP および TMPDIR を設定し
てこのファイル・システムの一時ディレクトリを指定します。

a. bdfコマンドを使用して、十分な空き領域を持つ適切なファイル・システムを特定
します。

b. 必要に応じて、次のコマンドを入力し、選択したファイル・システムに一時ディレ
クトリを作成して、そのディレクトリに適切な権限を設定します。

$ su - root
# mkdir /mount_point/tmp
# chmod a+wr /mount_point/tmp
# exit

c. 次のコマンドを入力して、環境変数 TEMP および TMPDIR を設定します。

* Bourne、Bash または Korn シェル :

$ TEMP=/mount_point/tmp
$ TMPDIR=/mount_point/tmp
$ export TEMP TMPDIR

* C シェル :

$ setenv TEMP /mount_point/tmp
$ setenv TMPDIR /mount_point/tmp

13. 次のコマンドを入力して、環境変数 ORACLE_BASE を設定します。

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ ORACLE_BASE=/u01/app/oracle
$ export ORACLE_BASE

� C シェル :

% setenv ORACLE_BASE /u01/app/oracle

これらの例では、/u01/app/oracleが、以前作成した Oracle ベース・ディレクトリ
です。

14. 必要に応じて、次の環境変数を設定します。PATH などの環境変数に複数の値を指定す
る必要がある場合は、コロン（:）で値を区切ります。
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oracle ユーザーの環境の構成
15. 次のコマンドを入力して、環境変数 ORACLE_HOME および TNS_ADMIN が設定され
ていない状態にします。

$ unset ORACLE_HOME
$ unset TNS_ADMIN

16. 次のコマンドを入力して、環境が正しく設定されていることを確認します。

$ umask
$ env | more

umaskコマンドによって 22、022または 0022の値が表示され、この項で設定する環
境変数の値が正しいことを確認します。

環境変数環境変数環境変数環境変数 対象対象対象対象 設定および記述の例設定および記述の例設定および記述の例設定および記述の例

DBCA_RAW_CONFIG データベースの記憶域に RAW デ

バイスを使用する Oracle データ

ベース環境

$ORACLE_BASE/oradata/dbname/dbname_
raw.conf

RAW デバイス・マッピング・ファイルの位置を指定し

ます。

COBDIR Pro*COBOL /opt/lib/cobol

COBOL がインストールされているシステムのディレ

クトリを指定します。

注意注意注意注意 : Pro*COBOL をインストールするには、カスタ

ム・ソフトウェア・インストールを選択する必要があ
ります。

PATH Pro*COBOL $COBDIR/bin:$PATH

COBOL コンパイラの実行可能ファイルがあるディレ

クトリを指定します。

注意注意注意注意 : 環境変数 ORACLE_HOME が設定されている場合、インストーラ
では、Oracle ホーム・ディレクトリのデフォルトのパスとして指定された
値が使用されます、 ただし、環境変数 ORACLE_BASE を設定した場合は、
この環境変数の設定を解除し、インストーラで指定されているデフォルト
のパスを選択することをお薦めします。
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4

 RAC のインストール前の作業のインストール前の作業のインストール前の作業のインストール前の作業

（（（（HP Tru64 UNIX））））

この章では、Oracle Universal Installer を起動して Oracle Real Application Clusters（RAC）
を HP Tru64 UNIX System にインストールする前に実行する必要がある作業について説明し
ます。この章の内容は次のとおりです。

� root によるシステムへのログイン

� ハードウェア要件の確認

� ネットワーク要件の確認

� ソフトウェア要件の確認

� 必要な UNIX グループおよびユーザーの作成

� カーネル・サブシステム属性の構成

� 必要なソフトウェア・ディレクトリの選択

� Oracle ベース・ディレクトリの選択または作成

� Oracle CRS とデータベース・ファイルのディスク記憶域の構成

� Oracle CRS、データベース・ファイル、リカバリ・ファイル用のディレクトリの作成

� 自動記憶域管理用のディスクの構成

� クラスタ・ソフトウェアが動作していることの確認

� 既存の Oracle プロセスの停止

� oracle ユーザーの環境の構成
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root によるシステムへのログイン
root によるシステムへのログインによるシステムへのログインによるシステムへのログインによるシステムへのログイン
Oracle ソフトウェアをインストールする前に、rootユーザーで複数の作業を実行する必要
があります。rootユーザーでログインするには、次の手順のいずれかを実行します。

� ソフトウェアを X Window System ワークステーションまたは X 端末からインストール
する場合は、次の手順に従います。

1. X 端末（xterm）などのローカル端末セッションを開始します。

2. ソフトウェアをローカル・システムにインストールしない場合は、次のコマンドを
入力して、リモート・ホストにローカルの X サーバーで X アプリケーションを表示
させます。

$ xhost +

3. リモート・システムにソフトウェアをインストールする場合は、次のコマンドを入
力して、リモート・システムに接続します。

$ telnet remote_host

4. rootユーザーでログインしていない場合は、次のコマンドを入力してユーザーを
rootに切り替えます。

$ su - root
password:
#

� ソフトウェアを X サーバー・ソフトウェアがインストールされている PC またはその他
のシステムからインストールする場合は、次の手順に従います。

1. X サーバー・ソフトウェアを起動します。

注意注意注意注意 : サイレント・インストールを実行する場合を除き、ソフトウェア
は、X Window System ワークステーション、X 端末、または X サーバー・
ソフトウェアがインストールされた PC またはその他のシステムからイン
ストールする必要があります。

非対話型インストールおよびサイレント・インストールの詳細は、
『Oracle Database インストレーション・ガイド for UNIX Systems』の付録
を参照してください。

注意注意注意注意 : この手順の詳細は、ご使用の X サーバーのマニュアルを参照して
ください。ご使用の X サーバー・ソフトウェアによっては、異なった順序
で作業を実行する必要があります。
4-2 Oracle Real Application Clusters インストレーションおよび構成



ハードウェア要件の確認
2. リモート・ホストがローカル・システムで X アプリケーションを表示できるように
X サーバー・ソフトウェアのセキュリティを設定します。

3. ソフトウェアをインストールするリモート・システムに接続し、システムで X 端末
（xterm）などの端末セッションを開始します。

4. リモート・システムに rootユーザーでログインしていない場合は、次のコマンド
を入力してユーザーを rootに切り替えます。

$ su - root
password:
#

ハードウェア要件の確認ハードウェア要件の確認ハードウェア要件の確認ハードウェア要件の確認
システムは、次の最小ハードウェア要件を満たしている必要があります。

� 512MB の物理 RAM

� 1GB のスワップ領域（または RAM の 2 倍のサイズを持つ領域）

2GB 以上の RAM を持つシステムのスワップ領域は、RAM のサイズの 1 ～ 2 倍になり
ます。

� /tmpディレクトリに 400MB のディスク領域

� Oracle ソフトウェア用に最大 4GB のディスク領域（インストール・タイプによる）

� ファイル・システムの記憶域を使用する事前構成済データベース用に 1.2GB のディスク
領域（任意）

自動バックアップを構成する場合は、フラッシュ・リカバリ領域用に追加のディスク領
域（ファイル・システムまたは ASM ディスク・グループ）が必要です。

システムがこれらの要件を満たしていることを確認するには、次の手順に従います。

1. 次のコマンドを入力して、物理 RAM のサイズを確認します。

# /bin/vmstat -P | grep "Total Physical Memory"

システムに搭載されている物理 RAM のサイズが要件のサイズより少ない場合、次の手
順に進む前にメモリーを増設する必要があります。

注意注意注意注意 : 自動記憶域管理（Automatic Storage Management: ASM）または
RAW デバイス記憶域を使用するデータベースのディスク領域の要件は、
この章の後半を参照してください。
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ネットワーク要件の確認
2. 次のコマンドを入力して、構成されたスワップ領域のサイズを確認します。

# /sbin/swapon -s

追加のスワップ領域を構成する（必要な場合）方法については、ご使用のオペレーティ
ング・システムのマニュアルを参照してください。

3. 次のコマンドを入力して、/tmpディレクトリで使用できるディスク領域の大きさを確
認します。

# df -k /tmp

/tmpディレクトリで使用できるディスク領域が 400MB 未満の場合、次のいずれかの手
順を完了します。

� 必要なディスク領域を確保するために、/tmpディレクトリから不要なファイルを
削除します。

� oracleユーザーの環境設定（後述）の際に、環境変数 TEMP および TMPDIR を設
定します。

� /tmpディレクトリを含むファイル・システムを拡張します。ファイル・システム
の拡張については、必要に応じてシステム管理者に連絡してください。

4. 次のコマンドを入力して、システムの空きディスク領域の大きさを確認します。

# df -k

ネットワーク要件の確認ネットワーク要件の確認ネットワーク要件の確認ネットワーク要件の確認
Oracle Real Application Clusters の実装に必要なネットワーク・ハードウェアおよびイン
ターネット・プロトコル（IP）・アドレスがあるかを確認します。

ネットワーク・ハードウェア要件ネットワーク・ハードウェア要件ネットワーク・ハードウェア要件ネットワーク・ハードウェア要件
クラスタ内の各ノードは、次の要件を満たしている必要があります。

� 各ノードには 2 つ以上のネットワーク・アダプタが必要です。パブリック・ネットワー
ク・インタフェース用とプライベート・ネットワーク・インタフェース（インターコネ
クト）用のネットワーク・アダプタです。

注意注意注意注意 : 次の「オラクル製品 主なシステム要件」のサイトから、データ
ベース製品の情報を参照して、RAC 環境でサポートされるハードウェア
およびネットワークの最新状況を確認してください。

http://www.oracle.co.jp/products/system/index.html
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ネットワーク要件の確認
� 各ネットワーク用のネットワーク・アダプタに対応付けられているインタフェースの名
前は、すべてのノードで同一である必要があります。

� 信頼性を高めるために、各ノードに冗長パブリック・ネットワーク・アダプタおよび冗
長プライベート・ネットワーク・アダプタを設定できます。

� パブリック・ネットワークの場合、各ネットワーク・アダプタでは TCP/IP がサポート
されている必要があります。

� プライベート・ネットワークでは、Oracle によって次のインターコネクト・プロトコル
およびハードウェアがサポートされます。

– Memory Channel アダプタおよびハブを使用する、Reliable Data Gram (RDG)。

– TCP/IP をサポートする高速のネットワーク・アダプタおよびスイッチ（ギガビッ
ト・イーサネット以上を推奨）を使用する RDG またはユーザー・データグラム・
プロトコル（UDP）。

IP アドレス要件アドレス要件アドレス要件アドレス要件
インストールを開始する前に、各ノードに対して次の IP アドレスを指定または取得する必
要があります。

� 各パブリック・ネットワーク・インタフェースのドメイン・ネーム・サービス（DNS）
に登録されている IP アドレスと対応するホスト名

� プライマリ・パブリック・ネットワーク・インタフェース用に構成する DNS に登録さ
れている未使用の仮想 IP アドレス 1 つと対応する仮想ホスト名

仮想 IP アドレスは、対応するパブリック・インタフェースと同一のサブネットに存在
する必要があります。インストール後、仮想ホスト名または IP アドレスを使用するよ
うにクライアントを構成できます。ノードに障害がある場合は、ノードの仮想 IP アド
レスが他のノードにフェイルオーバーされます。

� 各プライベート・インタフェースのプライベート IP アドレスおよび任意のホスト名

これらのインタフェースでは、10.*.*.*、192.168.*.* などのプライベート・ネットワーク
IP アドレスの使用をお薦めします。各ノードで /etc/hostsファイルを使用して、プ
ライベート・ホスト名とプライベート IP アドレスを対応させることができます。

注意注意注意注意 : RDG は RAC 用のデフォルトのインターコネクト・プロトコルで、
TCP は Oracle CRS 用のインターコネクト・プロトコルです。UDP を
RAC のインターコネクト・プロトコルとして使用するには、oracle実行
可能ファイルを再リンクする必要があります。Tru64 UNIX システムにお
ける RAC での UDP の有効化については、『Oracle Database for UNIX 
Systems 管理者リファレンス』を参照してください。
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ネットワーク要件の確認
たとえば、各ノードに 2 つのパブリック・インタフェースと 2 つのプライベート・インタ
フェースが存在する場合、ノードの 1 つ（rac1）に次のホスト名および IP アドレスを使用
し、その他のノードに、類似したホスト名および IP アドレスを使用します。

ネットワーク要件の確認ネットワーク要件の確認ネットワーク要件の確認ネットワーク要件の確認
各ノードが要件を満たしていることを確認するには、次の手順に従います。

1. 必要に応じて、パブリックおよびプライベート・ネットワーク用のネットワーク・アダ
プタを設置し、パブリックまたはプライベート IP アドレスを使用してこれらを設定し
ます。

2. パブリック・ネットワーク・インタフェースのホスト名および IP アドレスを DNS に登
録します。

3. 各ノードに対して、1 つの仮想ホスト名および仮想 IP アドレスを DNS に登録します。

4. すべてのノードの /etc/hostsファイルに、すべてのノードの各プライベート・イン
タフェースについて、次のような行を追加します。ここには、プライベート IP アドレ
スおよび対応するプライベート・ホスト名を指定します。

10.0.0.1     rac1-priv1

5. すべてのネットワーク・アダプタについて、インタフェース名および対応する IP アド
レスを確認するには、次のコマンドを入力します。

# /sbin/ifconfig -a

出力結果から、パブリックまたはプライベート・ネットワーク・インタフェースとして
指定する、すべてのネットワーク・アダプタのインタフェース名および IP アドレスを
確認します。

ホスト名ホスト名ホスト名ホスト名 種類種類種類種類 IP アドレスアドレスアドレスアドレス 登録先登録先登録先登録先

rac1.mydomain.com パブリック 143.47.43.100 DNS

rac1-2.mydomain.com パブリック 143.46.51.101 DNS

rac1-vip.mydomain.com 仮想 143.46.43.104 DNS

rac1-priv1 プライベート 10.0.0.1 /etc/hosts

rac1-priv2 プライベート 10.0.0.2 /etc/hosts

注意注意注意注意 : Oracle CRS および RAC をインストールする際に、この情報が必
要になります。
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ソフトウェア要件の確認
ソフトウェア要件の確認ソフトウェア要件の確認ソフトウェア要件の確認ソフトウェア要件の確認

インストールする製品に応じて、次のソフトウェアがシステムにインストールされているこ
とを確認してください。表の後に、これらの要件を確認する手順を示します。

注意注意注意注意 : Oracle Universal Installer によって、ご使用のシステムが HP 
Tru64 用に示されている要件を満たしていることを確認する検証が実行さ
れます。これらの検証を通過するため、インストーラを起動する前に要件
を確認してください。

インストール・タイプまたはインストール・タイプまたはインストール・タイプまたはインストール・タイプまたは
製品製品製品製品 要件要件要件要件

すべてのインストール オペレーティング・システムのバージョン :

HP Tru64 UNIX V5.1B

Tru64 UNIX システムの Java プラットフォーム（JDK 1.4.2）の Software 
Development Kit（SDK）V1.4.2 

オペレーティング・システムのサブセット :

OSFCMPLRS
OSFLIBA
OSFPGMR
OSFSER
OSFX11

Oracle Real Application 
Clusters

HP TruCluster 5.1B:

TCRBASE
TCRMIGRATE

Oracle DCE Integration
（Oracle Advanced Security の

一部）または Oracle Net 
Protocol Support for DCE

DCE v4.1 以上 :

DCECDS
DECRTS
DCESEC

Oracle Spatial X Window および X/Motif ソフトウェア :

OSFXDEVX
OSFXINCLUDE
OSFXLIBA

注意注意注意注意 : このソフトウェアは、サンプル・プログラムの作成にのみ必要です。
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ソフトウェア要件の確認
システムがこれらの要件を満たしていることを確認するには、次の手順に従います。

1. 次のコマンドを入力して、インストールされている Tru64 UNIX のバージョンを確認し
ます。

# /usr/sbin/sizer -v
Compaq Tru64 UNIX V5.1B (Rev. 2650); Mon Nov  3 10:13:28 PST 200 

この例の Tru64 UNIX のバージョンは、V5.1B です。オペレーティング・システムの
アップグレードについては、ご使用のオペレーティング・システムのマニュアルを参照
してください。

Oracle Messaging Gateway IBM MQSeries V5.1、クライアントおよびサーバー :

MQS_CLIENT
MQS_SERVER

MQSeries classes for Java および MQSeries classes for Java Message Service V5.2.2
（SupportPac MA88）:

MQS_MQJAVA

Pro*C/C++、
Oracle Call Interface、
Oracle C++ Call Interface、
Oracle XML Developer's Kit

（XDK）

Compaq C コンパイラ V6.5-207（DTK）

DTCCMPLR

COMPAQ C++ バージョン 6.5-014:

CXXBASE
CXXLIB
CXXOLD

Oracle JDBC/OCI ドライバ Oracle JDBC/OCI ドライバでは、次の任意の JDK バージョンを使用できます。ただ

し、これらのドライバは、インストールには必要ありません。

� SDK バージョン 1.3.1-5

� SDK バージョン 1.2.2-12

注意注意注意注意 : ソフトウェアをインストールする前に、SDK バージョン 1.4.2 がインストール

済である必要があります。

Oracle Transparent Gateway 
for Sybase

次のいずれかが必要です。

� Sybase Adaptive Server Enterprise V12 または 12.5

� Sybase Open Client V12 または 12.5

Open Client は、Sybase サーバーがローカル・ノードにインストールされていな

い場合に必要です。

インストール・タイプまたはインストール・タイプまたはインストール・タイプまたはインストール・タイプまたは
製品製品製品製品 要件要件要件要件
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ソフトウェア要件の確認
2. 次のコマンドを入力して、Java SDK 1.4.2 がインストールされているかどうかを確認し
ます。

# /usr/sbin/setld -i JAVA142 | more

Java SDK 1.4.2 がインストールされている場合、このコマンドの出力結果に、すべての
インストール済ファイルのパスが表示されます。Java ホーム・ディレクトリのパスを書
き留めておいてください。インストール時に、この値を指定する必要があります。デ
フォルトのパスは、次のとおりです。

/usr/opt/java142

このコマンドによって、不明なサブセットのメッセージが戻される場合、Java SDK 
1.4.2 はインストールされていません。次の Web サイトから、バージョン 1.4.2.01 以上
の Java SDK をダウンロードしてインストールします。

http://www.compaq.com/java/download/index.html

3. 次のいずれかのコマンドを入力して、必要なソフトウェア・サブセットがインストール
されているかどうかを確認します。

� 次のコマンドを入力して、システムにインストールされているすべてのソフトウェ
ア・サブセットのリストを表示します。

# /usr/sbin/setld -i | more

� 次のコマンドを入力して、特定のソフトウェア・サブセットがインストールされて
いるかどうかを確認します。

# /usr/sbin/setld -i | grep subsetname

必要に応じて、必要なソフトウェア・サブセットをインストールします。Compaq C コ
ンパイラ V6.5-207（DTK）が必要な場合は、次の Web サイトからダウンロードできま
す。

http://www.tru64unix.compaq.com/dtk/

4. Oracle Messaging Gateway を使用するために MQSeries classes for Java および
MQSeries classes for Java Message Service（SupportPac MA88）が必要な場合は、次の
Web サイトからダウンロードします。

http://www.ibm.com/software/integration/support/supportpacs/individual/ma88.html
RAC のインストール前の作業（HP Tru64 UNIX） 4-9



必要な UNIX グループおよびユーザーの作成
必要なパッチの確認必要なパッチの確認必要なパッチの確認必要なパッチの確認
インストールする製品に応じて、次のパッチがシステムにインストールされていることを確
認してください。表の後に、これらの要件を確認する手順を示します。

次のコマンドを入力して、必要なパッチ・キットがインストールされているかどうかを確認
します。

# /usr/sbin/dupatch -track -type kit

このコマンドの出力結果に、前述の表で示した必要なパッチ・キットの識別子（またはそれ
以上のパッチ・キット・レベルの識別子）が表示されない場合、次の Web サイトから最新
のパッチ・キットをダウンロードしてインストールします（この Web サイトにアクセスす
るには、登録が必要です）。

http://itrc.hp.com/service/patch/mainPage.do

MQSeries 用の CSD が必要な場合は、次の Web サイトでダウンロードおよびインストール
情報を入手します。

http://www.ibm.com/software/integration/mqfamily/support/summary/dig.html

必要な必要な必要な必要な UNIX グループおよびユーザーの作成グループおよびユーザーの作成グループおよびユーザーの作成グループおよびユーザーの作成
システムに Oracle ソフトウェアを初めてインストールする場合や、インストールする製品
によっては、いくつかの UNIX グループと 1 つの UNIX ユーザー・アカウントを作成する必
要があります。

インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ
または製品または製品または製品または製品 要件要件要件要件

すべてのインストール Tru64 UNIX V5.1B パッチ・キット 2 以上 :

T64V51BB22AS0002-20030415

_OtsMove での AdvFS パニック（メモリー破損の可能性）に対する

HP Tru64 UNIX 5.1B PK2 BL22 の修正 :

T64KIT0020879-V51BB22-E-20031125

Oracle Messaging 
Gateway

MQSeries 用の修正サービス・ディスケット（CSD）:

MQSeries V5.1 用の CSD09 以上
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必要な UNIX グループおよびユーザーの作成
Oracle データベースをインストールするには、次の UNIX グループおよびユーザーが必要で
す。

� OSDBA グループ（dba）

システムに初めて Oracle データベース・ソフトウェアをインストールする場合は、こ
のグループを作成する必要があります。このグループは、データベースの管理権限

（SYSDBA 権限）を持つ UNIX ユーザーです。このグループのデフォルト名は dbaで
す。

デフォルト（dba）以外のグループ名を指定する場合は、カスタム・インストール・タ
イプを選択してソフトウェアをインストールするか、このグループのメンバーではない
ユーザーとしてインストーラを起動する必要があります。この場合、インストーラに
よって、グループ名の指定を求めるプロンプトが表示されます。

� OSOPER グループ（oper）

これは、オプションのグループです。制限付きのデータベース管理権限（SYSOPER 権
限）を別のグループの UNIX ユーザーに付与する場合に、このグループを作成します。
OSDBA グループのメンバーには、デフォルトで SYSOPER 権限もあります。

デフォルト（oper）以外の OSOPER グループを指定する場合は、カスタム・インス
トール・タイプを選択してソフトウェアをインストールするか、operグループのメン
バーではないユーザーとしてインストーラを起動する必要があります。この場合、イン
ストーラによって、グループ名の指定を求めるプロンプトが表示されます。このグルー
プの標準的な名前は operです。

� 権限を付与されていないユーザー（nobody）

権限を付与されていないユーザー（nobody）がシステムに存在することを確認する必
要があります。nobodyユーザーには、インストール後、外部ジョブ（extjob）実行
可能ファイルを所有させる必要があります。

すべてのインストールに必要な UNIX グループおよびユーザーは、次のとおりです。

� Oracle Inventory グループ（oinstall）

システムに初めて Oracle ソフトウェアをインストールする場合は、このグループを作
成する必要があります。このグループの標準的な名前は oinstallです。このグループ
は、システムにインストールされたすべての Oracle ソフトウェアのカタログである
Oracle Inventory を所有します。

注意注意注意注意 : Oracle ソフトウェアがすでにシステムにインストールされている
場合は、既存の Oracle Inventory グループが、新しい Oracle ソフトウェ
アのインストールに使用する UNIX ユーザーのプライマリ・グループであ
る必要があります。既存の Oracle Inventory グループを確認する方法は、
次の項を参照してください。
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必要な UNIX グループおよびユーザーの作成
� Oracle ソフトウェア所有者ユーザー（oracle）

システムに初めて Oracle ソフトウェアをインストールする場合は、このユーザーを作
成する必要があります。このユーザーは、インストール中にインストールされるすべて
のソフトウェアの所有者です。このユーザーの標準的な名前は oracleです。このユー
ザーのプライマリ・グループは、Oracle Inventory である必要があります。また、セカ
ンダリ・グループは、OSDBA および OSOPER グループである必要があります。

システムへの Oracle ソフトウェアのすべてのインストールには、単一の Oracle Inventory
グループが必要です。システムへの 2 回目以降の Oracle ソフトウェアのインストールでは、
Oracle ソフトウェアを初めてインストールしたときと同じ Oracle Inventory グループを使用
する必要があります。ただし、個々の環境に対してそれぞれに Oracle ソフトウェア所有者
ユーザー、OSDBA グループおよび OSOPER グループ（oracle、dbaおよび oper以外）
を作成できます。インストールごとに異なるグループを使用すると、それぞれのグループの
メンバーは、システムのすべてのデータベースではなく、関連するデータベースに対しての
み DBA 権限を持ちます。

次の項では、必要な UNIX ユーザーおよびグループを作成する方法について説明します。

Oracle Inventory グループの作成グループの作成グループの作成グループの作成
Oracle Inventory グループが存在しない場合は、作成する必要があります。次の項では、
Oracle Inventory グループが存在する場合に、そのグループ名を確認する方法について説明
します。また、必要に応じて、Oracle Inventory グループを作成する方法についても説明し
ます。

参照参照参照参照 : OSDBA グループと OSOPER グループ、および SYSDBA 権限と
SYSOPER 権限の詳細は、『Oracle Database for UNIX Systems 管理者リ
ファレンス』および『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してくださ
い。

注意注意注意注意 : 次の項では、ローカル・ユーザーおよびグループを作成する方法
について説明します。ローカル・ユーザーおよびグループの代替として、
Network Information Service（NIS）などのディレクトリ・サービスに、
適切なユーザーおよびグループを作成することもできます。ディレクト
リ・サービスの使用方法については、システム管理者に連絡するか、ご使
用のオペレーティング・システムのドキュメントを参照してください。
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必要な UNIX グループおよびユーザーの作成
Oracle Inventory グループの存在の確認グループの存在の確認グループの存在の確認グループの存在の確認

システムに初めて Oracle ソフトウェアをインストールする場合、インストーラによって
oraInst.locファイルが作成されます。このファイルに、Oracle Inventory グループのグ
ループ名および Oracle Inventory ディレクトリのパスが示されます。Oracle Inventory グ
ループの存在を確認するには、次のコマンドを入力します。

# more /var/opt/oracle/oraInst.loc

oraInst.locファイルが存在する場合、このコマンドの出力結果は、次のようになりま
す。

inventory_loc=/u01/app/oracle/oraInventory
inst_group=oinstall

inst_groupパラメータは、Oracle Inventory グループのグループ名（oinstall）を示し
ます。

Oracle Inventory グループの作成グループの作成グループの作成グループの作成

oraInst.locファイルが存在しない場合は、次のコマンドを入力して、Oracle Inventory
グループ（oinstall）を作成します。

# /usr/sbin/groupadd oinstall

OSDBA グループの作成グループの作成グループの作成グループの作成
次の場合は、OSDBA グループを作成する必要があります。

� OSDBA グループが存在しない場合（たとえば、システムへ Oracle データベース・ソフ
トウェアを初めてインストールする場合）。

� OSDBA グループが存在するが、新しい Oracle 環境では、データベースの管理権限を別
のグループの UNIX ユーザーに付与する場合。

OSDBA グループが存在しない場合、または新しい OSDBA グループが必要な場合は、次の
コマンドを入力して OSDBA グループを作成します。OSDBA グループを作成する場合、既
存の OSDBA グループですでに使用されていないかぎり、dbaというグループ名を使用しま
す。

# /usr/sbin/groupadd dba
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OSOPER グループの作成（任意）グループの作成（任意）グループの作成（任意）グループの作成（任意）
OSOPER グループを作成する必要があるのは、制限付きのデータベース管理権限

（SYSOPER オペレータ権限）を持つ UNIX ユーザーのグループを指定する場合のみです。ほ
とんどの環境では、OSDBA グループを作成するのみで十分です。次の場合に OSOPER グ
ループを使用するには、このグループを作成する必要があります。

� OSOPER グループが存在しない場合（たとえば、システムへ Oracle データベース・ソフ
トウェアを初めてインストールする場合）

� OSOPER グループが存在するが、新しい Oracle 環境で、データベースのオペレータ権限
を別のグループの UNIX ユーザーに付与する場合

新しい OSOPER グループが必要な場合は、次のコマンドを入力して作成します。既存のグ
ループですでに使用されていないかぎり、グループ名には、operというグループ名を使用
します。

# /usr/sbin/groupadd oper

Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの作成ソフトウェア所有者ユーザーの作成ソフトウェア所有者ユーザーの作成ソフトウェア所有者ユーザーの作成
次の場合は、Oracle ソフトウェア所有者ユーザーを作成する必要があります。

� Oracle ソフトウェア所有者ユーザーが存在しない場合（たとえば、システムへ Oracle ソ
フトウェアを初めてインストールする場合）。

� Oracle ソフトウェア所有者ユーザーが存在するが、新しい Oracle データベース環境で
は、別の UNIX ユーザー（異なるグループ・メンバーシップを持つ）を使用して、この
グループにデータベースの管理権限を付与する場合。

既存の既存の既存の既存の Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの存在の確認ソフトウェア所有者ユーザーの存在の確認ソフトウェア所有者ユーザーの存在の確認ソフトウェア所有者ユーザーの存在の確認
oracleという Oracle ソフトウェア所有者ユーザーが存在するかどうかを確認するには、次
のコマンドを入力します。

# id oracle

oracleユーザーが存在する場合、このコマンドの出力結果は、次のようになります。

uid=440(oracle) gid=200(oinstall) groups=201(dba),202(oper)

ユーザーが存在する場合は、既存ユーザーを使用するか、新しいユーザーを作成するかを決
定します。既存ユーザーを使用する場合は、ユーザーのプライマリ・グループが Oracle 
Inventory グループであり、そのグループが適切な OSDBA および OSOPER グループのメン
バーであることを確認します。詳細は、次のいずれかの項を参照してください。
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� 既存の Oracle ソフトウェア所有者ユーザーを使用し、ユーザーのプライマリ・グループ
が Oracle Inventory グループである場合は、「UNIX ユーザー nobody が存在するかどう
かの確認」の 4-16 ページを参照してください。

� 既存のユーザーを変更するには、4-15 ページの「既存の Oracle ソフトウェア所有者ユー
ザーの変更」を参照してください。

� 新しいユーザーを作成するには、次の項を参照してください。

Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの新規作成ソフトウェア所有者ユーザーの新規作成ソフトウェア所有者ユーザーの新規作成ソフトウェア所有者ユーザーの新規作成
Oracle ソフトウェア所有者ユーザーが存在しない場合、または新しい Oracle ソフトウェア
所有者ユーザーが必要な場合、次の手順で作成します。既存のユーザーによってすでに使用
されていないかぎり、oracleというユーザー名を使用します。

1. 次のコマンドを入力して、oracleユーザーを作成します。

# /usr/sbin/useradd -g oinstall -G dba[,oper] oracle

このコマンドのオプションは、次のとおりです。

– -gオプションは、プライマリ・グループを指定します。プライマリ・グループは、
oinstallなどの Oracle Inventory グループである必要があります。

– -Gオプションは、セカンダリ・グループを指定します。セカンダリ・グループに
は、OSDBA グループと必要に応じて OSOPERグループ（dbaまたは dba,oper）を
含める必要があります。

2. oracleユーザーのパスワードを設定します。

# passwd oracle

次の手順に進むには、4-16 ページの「UNIX ユーザー nobody が存在するかどうかの確認」
を参照してください。 

既存の既存の既存の既存の Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの変更ソフトウェア所有者ユーザーの変更ソフトウェア所有者ユーザーの変更ソフトウェア所有者ユーザーの変更
oracleユーザーが存在するが、プライマリ・グループが oinstallではないか、または
ユーザーが適切な OSDBA または OSOPER グループのメンバーではない場合、次の手順に
従ってこれを変更できます。

� 次のコマンドを入力して、-gオプションを使用してプライマリ・グループを指定し、
-Gオプションを使用して、必要なセカンダリ・グループを指定します。

# /usr/sbin/usermod -g oinstall -G dba[,oper] oracle

注意注意注意注意 : 既存ユーザーを使用および変更する前に、必要に応じてシステム
管理者に連絡してください。
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UNIX ユーザーユーザーユーザーユーザー nobody が存在するかどうかの確認が存在するかどうかの確認が存在するかどうかの確認が存在するかどうかの確認
ソフトウェアをインストールする前に、UNIX ユーザー nobodyがシステムに存在すること
を確認します。

1. 次のコマンドを入力して、nobody ユーザーが存在するかどうかを確認します。

# id nobody

このコマンドの出力結果に nobodyユーザーの情報が表示された場合、このユーザーを
作成する必要はありません。

2. nobodyユーザーが存在しない場合は、次のコマンドを入力して作成します。

# /usr/sbin/useradd nobody

3. 他のすべてのクラスタ・ノードでこの手順を繰り返します。

他のクラスタ・ノードでの同一ユーザーおよびグループの作成他のクラスタ・ノードでの同一ユーザーおよびグループの作成他のクラスタ・ノードでの同一ユーザーおよびグループの作成他のクラスタ・ノードでの同一ユーザーおよびグループの作成

Oracle ソフトウェア所有者ユーザー、Oracle Inventory、OSDBA グループおよび OSOPER
グループは、すべてのクラスタ・ノードに存在し、また同一である必要があります。同一の
ユーザーおよびグループを作成するには、ユーザーおよびグループを作成したノードで割り
当てられたユーザー ID およびグループ ID を確認してから、他のクラスタ・ノードで同じ名
前と ID を持つユーザーおよびグループを作成する必要があります。

ユーザーユーザーユーザーユーザー ID およびグループおよびグループおよびグループおよびグループ ID の確認の確認の確認の確認
Oracle ソフトウェア所有者ユーザーのユーザー ID（UID）と、Oracle Inventory グループ、
OSDBA グループおよび OSOPER グループのグループ ID（GID）を確認するには、次の手
順に従います。

1. 次のコマンドを入力します。

# id oracle

このコマンドの出力結果は、次のようになります。

uid=440(oracle) gid=200(oinstall) groups=201(dba),202(oper)

2. 表示された情報から、oracleユーザーの UID および所属するグループの GID を特定
します。

注意注意注意注意 : 次の手順は、ローカル・ユーザーおよびグループを使用している
場合にのみ実行する必要があります。NIS などのディレクトリ・サービス
で定義されたユーザーおよびグループを使用している場合、各クラスタ・
ノードのユーザーおよびグループはすでに同一です。
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他のクラスタ・ノードでのユーザーおよびグループの作成他のクラスタ・ノードでのユーザーおよびグループの作成他のクラスタ・ノードでのユーザーおよびグループの作成他のクラスタ・ノードでのユーザーおよびグループの作成
他のクラスタ・ノードでユーザーおよびグループを作成するには、各ノードで次の手順を繰
り返します。

1. 次のクラスタ・ノードへ rootでログインします。

2. 次のコマンドを入力して、oinstallおよび dbaグループを作成します。また、必要に
応じて、operグループを作成します。-gオプションを使用して、各グループに正しい
GID を指定します。

# /usr/sbin/groupadd -g 200 oinstall
# /usr/sbin/groupadd -g 201 dba
# /usr/sbin/groupadd -g 202 oper

3. 次のコマンドを入力して、oracleユーザーを作成します。

# /usr/sbin/useradd -u 200 -g oinstall -G dba[,oper] oracle

このコマンドのオプションは、次のとおりです。

– -uオプションは、ユーザー ID を指定します。ユーザー ID は、前の項で特定した
ユーザー ID である必要があります。

– -gオプションは、プライマリ・グループを指定します。プライマリ・グループは、
oinstallなどの Oracle Inventory グループである必要があります。

– -Gオプションは、セカンダリ・グループを指定します。セカンダリ・グループに
は、OSDBA グループと必要に応じて OSOPER グループ（dbaまたは dba,oper）
を含める必要があります。

注意注意注意注意 : グループがすでに存在している場合は、必要に応じて groupmod
コマンドを使用してそのグループを変更します。このノードのグループ
に、同じグループ ID が使用できない場合、すべてのノードの
/etc/groupファイルを表示し、どのノードでも使用できるグループ ID
を特定します。すべてのノードのグループにその ID を指定する必要があ
ります。

注意注意注意注意 : ユーザーがすでに存在している場合は、必要に応じて usermod コ
マンドを使用してそのユーザーを変更します。このノードの oracleユー
ザーに、同じユーザー ID が使用できない場合、すべてのノードの
/etc/passwdファイルを表示して、どのノードでも使用できるユーザー
ID を特定します。すべてのノードのユーザーにその ID を指定する必要が
あります。
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4. oracleユーザーのパスワードを設定します。

# passwd oracle

すべてのクラスタ・ノードでのすべてのクラスタ・ノードでのすべてのクラスタ・ノードでのすべてのクラスタ・ノードでの rsh およびおよびおよびおよび rcp に対するユーザー等価関係に対するユーザー等価関係に対するユーザー等価関係に対するユーザー等価関係
の設定の設定の設定の設定

Oracle Real Application Clusters をインストールして使用する前に、次の手順に従って、す
べてのクラスタ・ノードでユーザー等価関係を設定する必要があります。

1. すべてのクラスタ・ノードの /etc/hosts.equivファイルをテキスト・エディタで編
集し、クラスタ内のすべてのノードに次のようなエントリを追加します。

node1-public oracle
node1-public.domain oracle
node2-public oracle
node2-public.domain oracle
   .
   .
   .

この例の意味は、次のとおりです。

� noden_publicは、プライマリ・パブリック・ネットワーク・インタフェースに対
応するホスト名です。

� domainは、システムのドメイン名（mydomain.comなど）です。

注意注意注意注意 : この項では、Oracle ソフトウェアを他のクラスタ・ノードにコ
ピーする際にインストーラが使用する rcpに対してユーザー等価関係を設
定する方法について説明します。必要に応じて、インストーラが rcpでは
なく scpを使用するようにセキュア・シェル（SSH）のツール群を構成す
ることもできます。scpに対するユーザー等価関係の設定については、
SSH のドキュメントを参照してください。

注意注意注意注意 : クラスタ内のすべてのノードで、oracleユーザーのホーム・
ディレクトリに、同じ形式で .rhostsファイルを作成することもできま
す。
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2. インストーラを実行するノードで次のコマンドを入力して、最初のノードを含むすべて
のクラスタ・ノードのユーザー等価関係をテストします。

# su oracle
$ rsh nodename1 date
$ rsh nodename2 date
    .
    .
    .
$ exit

各コマンドは、指定したノードの日付設定のみを戻します。パスワードを求めるプロン
プトまたはその他のテキストが表示された場合、そのノードのユーザー等価関係は正し
く設定されていません。この場合は、/etc/hosts.equiv （または
~/oracle/.rhosts）ファイルに正しいエントリがあることを確認します。

カーネル・サブシステム属性の構成カーネル・サブシステム属性の構成カーネル・サブシステム属性の構成カーネル・サブシステム属性の構成

カーネル・サブシステム属性が、次の表に示されている推奨値以上の値に設定されているこ
とを確認してください。表の後に、値を確認して設定する手順を示します。

注意注意注意注意 : 次の項には、カーネル・サブシステム属性およびシェル制限値の
推奨値のみを示します。本番データベース・システムでは、これらの値を
調整してシステムのパフォーマンスを最適化することをお薦めします。
カーネル・サブシステム属性の調整については、ご使用のオペレーティン
グ・システムのマニュアルを参照してください。

すべてのクラスタ・ノードでカーネル・サブシステム属性およびシェル制
限を設定する必要があります。

サブシステムサブシステムサブシステムサブシステム 属性属性属性属性 推奨値推奨値推奨値推奨値

ipc shm_max 4278190080（4GB - 16MB）

shm_min 1

shm_mni 256

shm_seg 256

ssm_threshold rad_gh_regions[n] または gh_chunks 属性が vm サブシステ

ムに設定されている場合にのみ、この属性を 0（ゼロ）に設

定します。それ以外の場合は、値を変更しないでください。
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これらのカーネル・サブシステム属性に指定されている現行の値を表示し、必要に応じて変
更するには、次の手順に従います。

1. 次のコマンドを入力して、サブシステム属性の現行の値を表示します。

# /sbin/sysconfig -q subsystem

たとえば、次のコマンドを入力して、ipc サブシステムの属性値を表示します。

# /sbin/sysconfig -q ipc

proc per_proc_stack_size 8388608（8 MB）1

max_per_proc_stack_size 33554432（32 MB）1

per_proc_data_size 335544320（320MB）

max_per_proc_data_size 335544320（320MB）

max_per_proc_address_space RAM のサイズまたは 1073741824（1GB）のいずれか大きい

方

per_proc_address_space RAM のサイズまたは 1073741824（1GB）のいずれか大きい

方

vfs fifo_do_adaptive 0

vm new_wire_method 0

rdg msg_size 32768

max_objs 5120

max_async_req 256

max_sessions 500（またはシステムのすべてのデータベースの PROCESSES
初期化パラメータに 20 を加えた値のいずれか大きい方）

rdg_max_auto_msg_wires 0

rdg_auto_msg_wires 0

rt aio_task_max_num 8193
1 このパラメータに対してサポートされている最大値は、512 MB です。

注意注意注意注意 : カーネル・サブシステム属性に対する現行の値が、この表の値よ
り大きい場合、その属性の推奨値が 0（ゼロ）でないかぎり、属性の値を
変更しないでください。

サブシステムサブシステムサブシステムサブシステム 属性属性属性属性 推奨値推奨値推奨値推奨値
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2. 現行の値を変更する必要がある場合は、次の手順に従います。

a. 例として、/etc/sysconfigtabファイルのバックアップ・コピーを作成します。

# cp /etc/sysconfigtab /etc/sysconfigtab.orig

b. テキスト・エディタを使用して次のようなファイルを作成し、変更するサブシステ
ムおよび属性を指定します。

ipc:
     shm_max = 4278190080
     shm_min = 1
     shm_mni = 256
     shm_seg = 128

proc:
     per_proc_stack_size = 8388608
     max_per_proc_stack_size = 33554432
     per_proc_data_size = 201326592
     max_per_proc_data_size = 201326592
     max_per_proc_address_space = 4294967296
     per_proc_address_space = 4294967296

c. 次のコマンドを入力して、/etc/sysconfigtabファイルにサブシステム属性を
追加します。

# /sbin/sysconfigdb -m -f filename

この例では、filenameは、手順 b で作成したファイルの名前です。

d. 次のコマンドを入力して、システムを再起動します。

# /sbin/shutdown -r now

e. システムが再起動したら、ログインしてユーザーを rootに切り替えます。

3. 他のすべてのクラスタ・ノードでこの手順を繰り返します。

必要なソフトウェア・ディレクトリの選択必要なソフトウェア・ディレクトリの選択必要なソフトウェア・ディレクトリの選択必要なソフトウェア・ディレクトリの選択
Oracle ソフトウェアに対して、次の 4 つのディレクトリを選択または作成する必要がありま
す。

� Oracle ベース・ディレクトリ

� Oracle Inventory ディレクトリ

� CRS ホーム・ディレクトリ

� Oracle ホーム・ディレクトリ
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次の項では、これらのディレクトリの要件について説明します。

Oracle ベース・ディレクトリベース・ディレクトリベース・ディレクトリベース・ディレクトリ
Oracle ベース・ディレクトリは、Oracle ソフトウェア環境における最上位ディレクトリとし
て機能します。これは、Windows システムでの Oracle ソフトウェアのインストールに使用
される C:¥Oracleディレクトリと同様です。UNIX システムでは、Optimal Flexible 
Architecture（OFA）のガイドラインに従って、Oracle ベース・ディレクトリに次のような
パスを使用します。

/mount_point/app/oracle_sw_owner

この例の意味は、次のとおりです。

� mount_pointは、Oracle ソフトウェアを格納するファイル・システムのマウント・ポ
イント・ディレクトリです。

このマニュアルの例では、マウント・ポイント・ディレクトリに /u01を使用していま
す。ただし、/oracleや /opt/oracleなど、別のマウント・ポイント・ディレクト
リを選択することもできます。

� oracle_sw_ownerは、oracleなどの Oracle ソフトウェア所有者の UNIX ユーザー名
です。

同じ Oracle ベース・ディレクトリを複数の環境に使用したり、環境ごとに別の Oracle ベー
ス・ディレクトリを作成することができます。同じシステムに複数の UNIX ユーザーが
Oracle ソフトウェアをインストールする場合、各ユーザーは別々の Oracle ベース・ディレ
クトリを作成する必要があります。次の例の Oracle ベース・ディレクトリは、すべて同じ
システムに作成できます。

/u01/app/oracle
/u01/app/orauser
/opt/oracle/app/oracle

次の項では、インストールに適切な既存の Oracle ベース・ディレクトリを選択する方法に
ついて説明します。また、必要に応じて、新しい Oracle ベース・ディレクトリを作成する
方法についても説明します。

新しい Oracle ベース・ディレクトリを作成するか、既存の Oracle ベース・ディレクトリを
使用するかにかかわらず、環境変数 ORACLE_BASE を設定して、このディレクトリへのフ
ル・パスを指定する必要があります。

注意注意注意注意 : Oracle ベース・ディレクトリは、ローカル・ファイル・システム、
またはサポートされているクラスタ・ファイル・システムに配置できま
す。
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Oracle Inventory ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ
Oracle Inventory ディレクトリ（oraInventory）には、システムにインストールされてい
るすべてのソフトウェアのインベントリを格納します。このディレクトリは、単一システム
のすべての Oracle ソフトウェア環境に必要で、共有されます。システムに初めて Oracle ソ
フトウェアをインストールする場合、インストーラによって、このディレクトリへのパスの
指定を求めるプロンプトが表示されます。ローカル・ファイル・システムまたは Tru64 
UNIX のクラスタ・ファイル・システムにソフトウェアをインストールしている場合、次の
パスを選択することをお薦めします。

oracle_base/oraInventory

インストーラによって、指定したディレクトリが作成され、そのディレクトリに適切な所有
者、グループおよび権限が設定されます。自分でこのディレクトリを作成する必要はありま
せん。

CRS ホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリ
CRS ホーム・ディレクトリは、Oracle Cluster Ready Services のソフトウェアをインストー
ルするディレクトリです。CRS は個別のホーム・ディレクトリにインストールする必要があ
ります。インストーラを起動すると、このディレクトリへのパスと識別名の指定を求めるプ
ロンプトが表示されます。ここで指定するディレクトリは、Oracle ベース・ディレクトリの
サブディレクトリである必要があります。CRS ホーム・ディレクトリには、次のようなパス
を指定することをお薦めします。

oracle_base/product/10.1.0/crs

インストーラによって、Oracle ベース・ディレクトリの下に、指定したディレクトリ・パス
が作成されます。さらに、そのディレクトリに適切な所有者、グループおよび権限が設定さ
れます。自分でこのディレクトリを作成する必要はありません。

Oracle ホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリ
Oracle ホーム・ディレクトリは、特定の Oracle 製品のソフトウェアをインストールする
ディレクトリです。個々の Oracle 製品、または同じ Oracle 製品でもリリースが異なる場合
は、別々の Oracle ホーム・ディレクトリにインストールする必要があります。インストー
ラを起動すると、このディレクトリへのパスと識別名の指定を求めるプロンプトが表示され
ます。ここで指定するディレクトリは、Oracle ベース・ディレクトリのサブディレクトリで

注意注意注意注意 : このディレクトリは、すべての Oracle ソフトウェア環境の基礎と
なります。定期的にこのディレクトリをバックアップしてください。

システムからすべての Oracle ソフトウェアを完全に削除した場合を除き、
このディレクトリは削除しないでください。
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ある必要があります。Oracle ホーム・ディレクトリには、次のようなパスを指定することを
お薦めします。

oracle_base/product/10.1.0/db_1

インストーラによって、Oracle ベース・ディレクトリの下に、指定したディレクトリ・パス
が作成されます。さらに、そのディレクトリに適切な所有者、グループおよび権限が設定さ
れます。自分でこのディレクトリを作成する必要はありません。

Oracle ベース・ディレクトリの選択または作成ベース・ディレクトリの選択または作成ベース・ディレクトリの選択または作成ベース・ディレクトリの選択または作成
インストールを開始する前に、既存の Oracle ベース・ディレクトリを選択するか、必要に
応じて新しい Oracle ベース・ディレクトリを作成します。この項の内容は次のとおりです。

� 既存の Oracle ベース・ディレクトリの選択

� 新しい Oracle ベース・ディレクトリの作成

既存の既存の既存の既存の Oracle ベース・ディレクトリの選択ベース・ディレクトリの選択ベース・ディレクトリの選択ベース・ディレクトリの選択
既存の Oracle ベース・ディレクトリが、OFA のガイドラインに準拠したパスを持たない場
合があります。ただし、既存の Oracle Inventory ディレクトリや Oracle ホーム・ディレク
トリを選択する場合に、通常、次の方法で Oracle ベース・ディレクトリを選択できます。

� 既存の Oracle Inventory ディレクトリを選択する場合

すべてのクラスタ・ノードで次のコマンドを入力して、oraInst.locファイルの内容
を表示します。

# more /var/opt/oracle/oraInst.loc

oraInst.locファイルが存在する場合、このコマンドの出力結果は、次のようになり
ます。

inventory_loc=/u01/app/oracle/oraInventory
inst_group=oinstall

inventory_locパラメータが、そのシステムの Oracle Inventory ディレクトリ
（oraInventory）を示しています。通常、oraInventoryディレクトリの親ディレク
トリが、Oracle ベース・ディレクトリです。前述の例では、/u01/app/oracleが
Oracle ベース・ディレクトリです。

注意注意注意注意 : Oracle ベース・ディレクトリがすでにシステムに存在する場合で
も、新しい Oracle ベース・ディレクトリを作成できます。
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� 既存の Oracle ホーム・ディレクトリを選択する場合

すべてのクラスタ・ノードで次のコマンドを入力して、oratabファイルの内容を表示
します。

# more /etc/oratab

oratabファイルが存在する場合は、次のような行が含まれます。

*:/u03/app/oracle/product/10.1.0/db_1:N
*:/opt/orauser/infra_904:N
*:/oracle/9.2.0:N

各行で指定されたディレクトリ・パスが、Oracle ホーム・ディレクトリを示していま
す。使用する Oracle ソフトウェア所有者のユーザー名が末尾に付くディレクトリ・パ
スが、Oracle ベース・ディレクトリに有効なパスです。前述の例で、oracleユーザー
を使用してソフトウェアをインストールする場合は、次のディレクトリのいずれかを選
択できます。

/u03/app/oracle
/oracle

インストールに既存の Oracle ベース・ディレクトリを使用する前に、そのディレクトリが
次の条件を満たしていることを確認します。

� オペレーティング・システムと同じファイル・システムに存在しない。

� すべてのクラスタ・ノードで同一パスを持つか、またはサポートされているクラスタ・
ファイル・システムに存在する。

クラスタ・ファイル・システムを使用していない場合は、別のノードに同一の Oracle
ベース・ディレクトリを作成してください。

� すべてのクラスタ・ノードで同一パスを持つか、またはサポートされているクラスタ・
ファイル・システムに存在する。

クラスタ・ファイル・システムを使用していない場合は、別のノードに同一の Oracle
ベース・ディレクトリを作成してください。

注意注意注意注意 : 可能な場合は、1 つ目のようなディレクトリ・パス
（/u03/app/oracle）を選択してください。このパスは、OFA のガイド
ラインに準拠しています。
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� すべてのクラスタ・ノードで十分な空きディスク領域を持つ（次の表を参照）。

Oracle ベース・ディレクトリが存在するファイル・システムの空きディスク領域を確認
するには、次のコマンドを使用します。

# df -k oracle_base_path

次の手順に進みます。

� Oracle ベース・ディレクトリがシステムに存在せず、新しい Oracle ベース・ディレクト
リを作成する場合は、4-26 ページの「新しい Oracle ベース・ディレクトリの作成」を
参照してください。

� 既存の Oracle ベース・ディレクトリを使用する場合は、4-27 ページの「Oracle CRS と
データベース・ファイルのディスク記憶域の構成」を参照してください。

この章の後半で oracleユーザーの環境を構成する際に、環境変数 ORACLE_BASE を
設定してここで選択したディレクトリを指定します。

新しい新しい新しい新しい Oracle ベース・ディレクトリの作成ベース・ディレクトリの作成ベース・ディレクトリの作成ベース・ディレクトリの作成
新しい Oracle ベース・ディレクトリを作成する前に、次の手順に従って、十分な空きディ
スク領域を持つ適切なファイル・システムを選択する必要があります。

適切なファイル・システムを選択するには、次の手順に従います。

1. df -kコマンドを使用して、マウントされた各ファイル・システムの空きディスク領域
を確認します。

要件要件要件要件 空きディスク領域空きディスク領域空きディスク領域空きディスク領域

Oracle ベース・ディレクトリにソフトウェア・ファイルのみを格納する場合 最大 4GB

Oracle ベース・ディレクトリにソフトウェアおよびデータベースの両方のファイル

を格納する場合（本番データベースにはお薦めしません）

最大 5GB

要件要件要件要件 空きディスク領域空きディスク領域空きディスク領域空きディスク領域

Oracle ベース・ディレクトリにソフトウェア・ファイルのみを格納する場合 最大 4GB

Oracle ベース・ディレクトリにソフトウェアおよびデータベースの両方の

ファイルを格納する場合（本番データベースにはお薦めしません）

最大 5GB
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2. 表示された情報から、適切な空き領域を持つファイル・システムを選択します。

Oracle ベース・ディレクトリへのパスは、すべてのノードで同一である必要がありま
す。

3. 選択したファイル・システムに対するマウント・ポイント・ディレクトリの名前を書き
留めます。

Oracle ベース・ディレクトリを作成し、そのディレクトリに適切な所有者、グループおよび
権限を指定するには、次の手順に従います。

1. 次のコマンドを入力して、選択したマウント・ポイント・ディレクトリに推奨サブディ
レクトリを作成し、そのサブディレクトリに適切な所有者、グループおよび権限を設定
します。

# mkdir -p /mount_point/app/oracle_sw_owner
# chown -R oracle:oinstall /mount_point/app
# chmod -R 775 /mount_point/app

選択したマウント・ポイントが /u01で、Oracle ソフトウェア所有者のユーザー名が
oracleである場合、Oracle ベース・ディレクトリの推奨パスは次のようになります。

/u01/app/oracle

2. 必要に応じて、前の手順で示したコマンドを繰り返し、他のクラスタ・ノードにも同じ
ディレクトリを作成します。

3. この章の後半で oracleユーザーの環境を構成する際に、環境変数 ORACLE_BASEを設
定してこのディレクトリを指定します。

Oracle CRS とデータベース・ファイルのディスク記憶域の構成とデータベース・ファイルのディスク記憶域の構成とデータベース・ファイルのディスク記憶域の構成とデータベース・ファイルのディスク記憶域の構成
この項では、Oracle Cluster Ready Services ファイル、Oracle データベース・ファイル、
Oracle データベースのリカバリ・ファイル（任意）を格納するために使用できる記憶域につ
いて説明します。各ファイル・タイプで使用する格納方法を選択した後、必要な記憶域の構
成方法について次の項を参照してください。

注意注意注意注意 : ファイル・システムには、ローカル・ファイル・システムまたは
サポートされているクラスタ・ファイル・システムを選択できます。

注意注意注意注意 : 各ファイル・タイプに同一の記憶域を使用する必要はありません。
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Oracle CRS ファイルの記憶域の選択ファイルの記憶域の選択ファイルの記憶域の選択ファイルの記憶域の選択
Oracle Cluster Ready Services をインストールする前に、Oracle Cluster Registry（100MB）
および CRS 投票ディスク（20MB）に使用する記憶域を選択する必要があります。Oracle イ
ンスタンスを起動する前にこれらのファイルにアクセス可能である必要があるため、自動記
憶域管理を使用してこれらのファイルを格納することはできません。

Oracle CRS ファイルには、ASM を除いて、次の項に示すすべての記憶域を使用できます。

Oracle データベース・ファイルの記憶域の選択データベース・ファイルの記憶域の選択データベース・ファイルの記憶域の選択データベース・ファイルの記憶域の選択
インストール中にデータベースを作成する場合、データベース・ファイル用に次の記憶域の
いずれかを選択する必要があります。

� TruCluster V5.1B を使用するクラスタ・ファイル・システム

� 自動記憶域管理

� TruCluster V5.1B を使用する Logical Storage Manager

� RAW パーティション

Oracle データベース・リカバリ・ファイルの記憶域の選択データベース・リカバリ・ファイルの記憶域の選択データベース・リカバリ・ファイルの記憶域の選択データベース・リカバリ・ファイルの記憶域の選択
また、インストール中の自動バックアップを有効にする場合は、リカバリ・ファイル（フ
ラッシュ・リカバリ領域）に次のいずれかの記憶域を選択する必要があります。

� TruCluster V5.1B を使用するクラスタ・ファイル・システム

� 自動記憶域管理

リカバリ・ファイルには、データベース・ファイルと同じ記憶域または別の記憶域のどちら
でも選択できます。

ディスク記憶域の構成ディスク記憶域の構成ディスク記憶域の構成ディスク記憶域の構成
インストールを開始する前にディスク記憶域を構成する方法については、選択した記憶域に
応じて、次のいずれかの項を参照してください。

� Oracle CRS、データベース、またはリカバリ・ファイル記憶域にファイル・システムを
使用する場合は、4-29 ページの「Oracle CRS、データベース・ファイル、リカバリ・
ファイル用のディレクトリの作成」を参照してください。

注意注意注意注意 : 次の「オラクル製品 主なシステム要件」のサイトから、データ
ベース製品の情報を参照して RAC 環境でサポートされている記憶域の最
新情報を確認してください。

http://www.oracle.co.jp/products/system/index.html
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� データベース・ファイルまたはリカバリ・ファイルの記憶域に ASM を使用する場合は、
4-33 ページの「自動記憶域管理用のディスクの構成」を参照してください。

Oracle CRS、、、、データベース・ファイル、リカバリ・ファイル用データベース・ファイル、リカバリ・ファイル用データベース・ファイル、リカバリ・ファイル用データベース・ファイル、リカバリ・ファイル用
のディレクトリの作成のディレクトリの作成のディレクトリの作成のディレクトリの作成

Oracle CRS、データベース・ファイルまたはリカバリ・ファイルをファイル・システムに格
納する場合、次のガイドラインに従って格納先を決定します。

Oracle CRS ファイルをファイル・システムに格納するためのガイドラインファイルをファイル・システムに格納するためのガイドラインファイルをファイル・システムに格納するためのガイドラインファイルをファイル・システムに格納するためのガイドライン

インストーラでは、Oracle Cluster Registry（OCR）または Oracle CRS 投票ディスク用のデ
フォルトの格納先は提供されません。ファイル・システムにこれらのファイルを作成する場
合は、次のガイドラインに従って格納先を決定します。

� 共有ファイル・システム（共有ディスク上のクラスタ・ファイル・システムなど）を選
択する必要があります。

� その共有ファイル・システムには、OCR 用に 100MB 以上の空きディスク領域および
CRS 投票ディスク用に 20MB の空きディスク領域が必要です。

� 信頼性を高めるために、可用性の高い記憶域デバイス（ミラー化を実装する RAID デバ
イスなど）のファイル・システムを選択する必要があります。

� 共有ファイル・システムに Oracle Cluster Ready Services ソフトウェアを格納している
場合は、これらのファイルに対して同じファイル・システムを使用できます。

� oracleユーザーには、指定したパスにファイルを作成するための書込み権限が必要で
す。

Oracle データベース・ファイルをファイル・システムに格納するためのガデータベース・ファイルをファイル・システムに格納するためのガデータベース・ファイルをファイル・システムに格納するためのガデータベース・ファイルをファイル・システムに格納するためのガ
イドラインイドラインイドラインイドライン

Oracle データベース・ファイルをファイル・システムに格納する場合、次のガイドラインに
従って格納先を決定します。

注意注意注意注意 : 現在、NAS ストレージは、Fujitsu PRIMECLUSTER およびサポー
トされている NAS デバイスを使用している場合のみサポートされます。

注意注意注意注意 : Oracle9i リリース 2（9.2）からアップグレードしている場合は、
OCR 用の新しいファイルを作成するかわりに SRVM 構成リポジトリに使
用した RAW デバイスまたは共有ファイルを継続して使用できます。
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� 共有ファイル・システム（共有ディスク上のクラスタ・ファイル・システムなど）を選
択する必要があります。

� インストーラによって提供されるデータベース・ファイル・ディレクトリのデフォルト
のパスは、Oracle ベース・ディレクトリのサブディレクトリです。 このパスは、共有
ファイル・システム上の Oracle ベース・ディレクトリを使用している場合にのみ選択
できます。

このデフォルトの位置は、本番データベースにはお薦めしません。

� データベース・ファイルの格納先には、単一のファイル・システムまたは複数のファイ
ル・システムのいずれかを選択できます。

� 単一のファイル・システムを使用する場合は、そのデータベース専用の物理デバイ
スにあるファイル・システムを選択します。

パフォーマンスおよび信頼性を高めるために、RAID デバイスまたは複数の物理デ
バイス上の論理ボリュームを選択し、SAME（すべてをストライピングおよびミ
ラーリングする）方法を実装します。

� 複数のファイル・システムを使用する場合は、そのデータベース専用の単独の物理
デバイス上のファイル・システムを選択します。

この方法によって、物理 I/O を分散させ、別々のデバイスで個々に制御ファイルを
作成して、信頼性を向上できます。また、OFA のガイドラインを完全に実装できま
す。この方法を実装するには、インストール中にアドバンスト・データベース作成
オプションまたはカスタム・インストール・タイプのいずれかを選択する必要があ
ります。

� インストール時に事前構成済データベースを作成する場合、選択するファイル・システ
ムには 1.2GB 以上の空きディスク領域が必要です。

本番データベースでは、作成するデータベースの用途に応じて、ディスク領域の要件を
見積もる必要があります。

� 最適なパフォーマンスを得るため、データベース専用に使用される物理デバイスに存在
するファイル・システムを選択する必要があります。

� oracleユーザーには、指定したパスにファイルを作成するための書込み権限が必要で
す。

注意注意注意注意 : 現在、NAS ストレージは、Fujitsu PRIMECLUSTER およびサポー
トされている NAS デバイスを使用している場合のみサポートされます。
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Oracle リカバリ・ファイルをファイル・システムに格納するためのガイドリカバリ・ファイルをファイル・システムに格納するためのガイドリカバリ・ファイルをファイル・システムに格納するためのガイドリカバリ・ファイルをファイル・システムに格納するためのガイド
ラインラインラインライン

Oracle リカバリ・ファイルをファイル・システムに格納する場合は、次のガイドラインに
従って格納先を決定します。

� ディスク障害が発生した場合にデータベース・ファイルとリカバリ・ファイルの両方が
使用不可能にならないように、リカバリ・ファイルは、データベース・ファイルとは別
の物理ディスク上のファイル・システムに格納します。

� 共有ファイル・システム（共有ディスク上のクラスタ・ファイル・システムなど）を選
択する必要があります。

� 選択するファイル・システムには、2GB 以上の空きディスク領域が必要です。

ディスク領域要件は、フラッシュ・リカバリ領域に対して設定
（DB_RECOVERY_FILE_DEST_SIZE初期化パラメータで指定）された、デフォルトの
ディスク割当て制限です。

カスタム・インストール・タイプまたはアドバンスト・データベース構成オプションを
選択すると、ディスク割当て制限に、異なる値を指定できます。データベースを作成し
た後、Oracle Enterprise Manager の Grid Control または Database Control を使用して、
別の値を指定することもできます。

フラッシュ・リカバリ領域のサイズ指定については、『Oracle Database バックアップお
よびリカバリ基礎』を参照してください。

� インストーラによって提供されるデータベース・ファイル・ディレクトリのデフォルト
のパスは、Oracle ベース・ディレクトリのサブディレクトリです。 このパスは、共有
ファイル・システム上の Oracle ベース・ディレクトリを使用している場合にのみ選択
できます。

このデフォルトの位置は、本番データベースにはお薦めしません。

注意注意注意注意 : インストール中に自動バックアップを有効にする場合にのみ、リ
カバリ・ファイルの場所を選択する必要があります。

注意注意注意注意 : いずれかまたは両方のファイル・タイプに標準または高冗長レベ
ルの ASM ディスク・グループを使用する方法もあります。

注意注意注意注意 : 現在、NAS ストレージは、Fujitsu PRIMECLUSTER およびサポー
トされている NAS デバイスを使用している場合のみサポートされます。
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� oracleユーザーには、指定したパスにファイルを作成するための書込み権限が必要で
す。

必要なディレクトリの作成必要なディレクトリの作成必要なディレクトリの作成必要なディレクトリの作成

Oracle ベース・ディレクトリに、別々のファイル・システム上の Oracle CRS ファイル、
データベース・ファイルまたはリカバリ・ファイル用のディレクトリを作成するには、次の
手順に従います。

1. 必要に応じて、各ノードで使用する共有ファイル・システムを構成し、マウントしま
す。

2. df -kコマンドを使用して、マウントされた各ファイル・システムの空きディスク領域
を確認します。

3. 表示された情報から、使用するファイル・システムを選択します。

複数のファイル・タイプに対して同じファイル・システムを使用している場合は、各タ
イプに対するディスク領域要件を追加して、ディスク領域要件の合計を判断します。

4. 選択したファイル・システムに対するマウント・ポイント・ディレクトリの名前を書き
留めます。

注意注意注意注意 : この手順は、別々のファイル・システムにある Oracle CRS ファイ
ル、データベース・ファイル、またはリカバリ・ファイルを、Oracle ベー
ス・ディレクトリに格納する場合にのみ実行する必要があります。

注意注意注意注意 : ノードの再起動時、自動的にマウントされるように、ファイル・
システムが構成されていることを確認してください。

ファイル・タイプファイル・タイプファイル・タイプファイル・タイプ ファイル・システムの要件ファイル・システムの要件ファイル・システムの要件ファイル・システムの要件

CRS ファイル 120MB 以上の空き領域を持つ単一のファイル・システムを選択します。

データ・ファイル 次のいずれかを選択します。

� 1.2GB 以上の空き領域を持つ単一のファイル・システム

� 合計 1.2GB 以上の空き領域を持つ複数のファイル・システム

リカバリ・ファイル 2GB 以上の空き領域を持つ単一のファイル・システムを選択します。
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5. 次のコマンドを入力して各マウント・ポイント・ディレクトリに推奨サブディレクトリ
を作成し、そのサブディレクトリに適切な所有者、グループおよび権限を設定します。

� CRS ファイル・ディレクトリ :

# mkdir /mount_point/oracrs
# chown oracle:oinstall /mount_point/oracrs
# chmod 775 /mount_point/oracrs

� データベース・ファイル・ディレクトリ :

# mkdir /mount_point/oradata
# chown oracle:oinstall /mount_point/oradata
# chmod 775 /mount_point/oradata

� リカバリ・ファイル・ディレクトリ（フラッシュ・リカバリ領域）:

# mkdir /mount_point/flash_recovery_area
# chown oracle:oinstall /mount_point/flash_recovery_area
# chmod 775 /mount_point/flash_recovery_area

6. 記憶域に ASM を使用する場合は、「自動記憶域管理用のディスクの構成」を参照してく
ださい。

それ以外の場合は、4-40 ページの「クラスタ・ソフトウェアが動作していることの確
認」を参照してください。

自動記憶域管理用のディスクの構成自動記憶域管理用のディスクの構成自動記憶域管理用のディスクの構成自動記憶域管理用のディスクの構成
ここでは、ASM で使用するディスクの構成方法について説明します。ディスクを構成する
前に、必要なディスクの数と空きディスク領域の大きさを判断する必要があります。次の項
では、要件の確認およびディスクの構成方法について説明します。

� ASM の記憶域要件の指定

� 既存の ASM ディスク・グループの使用

� 既存の ASM ディスク・グループの使用

注意注意注意注意 : この項ではディスクについて説明していますが、サポートされて
いる NAS ストレージ・デバイスのゼロ埋込みファイルを ASM ディスク・
グループで使用することもできます。ASM ディスク・グループで使用す
るための NAS ベースのファイルの作成および構成方法については、

『Oracle Database インストレーション・ガイド for UNIX Systems』の付録
を参照してください。
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ASM の記憶域要件の指定の記憶域要件の指定の記憶域要件の指定の記憶域要件の指定
ASM を使用するための記憶域要件を指定するには、必要なデバイス数およびディスクの空
き領域を確認する必要があります。この作業を実行するには、次の手順に従います。

1. Oracle データベース・ファイル（データ・ファイル）またはリカバリ・ファイル（ある
いはその両方）に ASM を使用するかどうかを決定します。

インストール中に自動バックアップを使用可能にしている場合、フラッシュ・リカバリ
領域に ASM ディスク・グループを指定して、リカバリ・ファイル用の記憶域メカニズ
ムとして ASM を選択できます。インストール時に選択するデータベースの作成方法に
応じて次のいずれかを選択します。

� DBCA を対話型モードで実行するインストール方法を選択した場合（アドバンス
ト・データベース構成オプションを選択した場合など）、データ・ファイルおよび
リカバリ・ファイルに同じ ASM ディスク・グループを使用するか、または各ファ
イル・タイプに別のディスク・グループを使用するかを選択できます。

インストール後に DBCA を使用してデータベースを作成する場合に、同じ選択内
容を使用できます。

� DBCA を非対話型モードで実行するインストール・タイプを選択した場合は、デー
タベース・ファイルおよびリカバリ・ファイルに同じ ASM ディスク・グループを
使用する必要があります。

2. ASM ディスク・グループに使用する ASM 冗長レベルを選択します。

ASM ディスク・グループに選択した冗長レベルによって、ASM によるディスク・グ
ループ内のファイルのミラーリング方法および必要となるディスク数とディスク領域が
次のようになります。

� 外部冗長

外部冗長ディスク・グループでは、最小で 1 台のディスク・デバイスが必要です。
外部冗長のディスク・グループで有効なディスク領域は、全デバイスのディスク領
域の合計です。

ASM は外部冗長ディスク・グループ内のデータをミラーリングしないため、この
タイプのディスク・グループのディスク・デバイスとしては、RAID のみを使用す
るか、または同様にデバイス独自のデータ保護メカニズムを持つデバイスを使用す
ることをお薦めします。

注意注意注意注意 : データベース・ファイルおよびリカバリ・ファイルに対して、同
じメカニズムの記憶域を使用する必要はありません。一方でファイル・シ
ステムを使用し、他方で ASM を使用できます。

自動バックアップを有効にすることを選択し、使用可能なクラスタ・ファ
イル・システムがない場合は、リカバリ・ファイルの記憶域に ASM を使
用する必要があります。
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� 標準冗長

標準冗長ディスク・グループでは、ASM はデフォルトで 2 方向のミラーリングを
使用し、パフォーマンスおよび信頼性を向上させます。標準冗長ディスク・グルー
プでは、最小で 2 台のディスク・デバイス（または 2 つの障害グループ）が必要で
す。標準冗長のディスク・グループで有効なディスク領域は、全デバイスのディス
ク領域の合計の半分です。

ほとんどの使用環境では、標準冗長ディスク・グループの使用をお薦めします。

� 高冗長

高冗長ディスク・グループでは、ASM はデフォルトで 3 方向のミラーリングを使
用してパフォーマンスを向上させ、最高レベルの信頼性を提供します。高冗長ディ
スク・グループでは、最小で 3 台のディスク・デバイス（または 3 つの障害グルー
プ）が必要です。高冗長のディスク・グループで有効なディスク領域は、全デバイ
スのディスク領域の合計の 3 分の 1 です。

高冗長ディスク・グループでは、高レベルのデータ保護が提供されますが、この冗
長レベルの使用を決定する前に、追加するストレージ・デバイスのコストを考慮す
る必要があります。

3. データ・ファイルおよびリカバリ・ファイルに必要なディスク領域の合計容量を決定し
ます。

次の表を使用して、インストールに必要なディスクの最小台数およびディスクの最小領
域を決定します。

ASM メタデータ用にディスク領域を追加する必要もあります。次の計算式を使用して、
追加のディスク領域の要件を計算します（単位 : MB）。

15 +（2 ×ディスクの台数）+（126 × ASM インスタンスの数）

たとえば、高冗長ディスク・グループに 3 台のディスクを使用する 4 ノードの RAC 環
境では、525MB の追加ディスク領域が必要になります。

（15 + （2 × 3）+（126 × 4））= 525

冗長レベル冗長レベル冗長レベル冗長レベル ディスクの最小台数ディスクの最小台数ディスクの最小台数ディスクの最小台数
データ・ファデータ・ファデータ・ファデータ・ファ
イルイルイルイル

リカバリ・リカバリ・リカバリ・リカバリ・
ファイルファイルファイルファイル 合計合計合計合計

外部 1 1.15GB 2.3GB 3.45GB

標準 2 2.3GB 4.6GB 6.9GB

高 3 3.45GB 6.9GB 10.35GB
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既存の ASM インスタンスがシステムに存在する場合は、これらの記憶域要件を満たす
ために、既存のディスク・グループを使用することができます。インストール時、必要
に応じて、既存のディスク・グループにディスクを追加できます。

次の項では、既存ディスク・グループの指定方法およびそのディスク・グループが持つ
ディスクの空き領域の確認方法について説明します。

4. 必要な場合は、ASM ディスク・グループのデバイスに障害グループを指定します。

標準または高冗長ディスク・グループを使用する場合は、カスタム障害グループのディ
スク・デバイスを関連付けることによって、ハードウェア障害に対するデータベースの
保護を強化できます。デフォルトでは、各デバイスに独自の障害グループが含まれま
す。ただし、標準冗長ディスク・グループの 2 台のディスク・デバイスが同じ SCSI コ
ントローラに接続されている場合、コントローラに障害が発生すると、ディスク・グ
ループは使用できなくなります。この例でのコントローラは、シングル・ポイント障害
です。

このタイプの障害を防止するためには、2 つの SCSI コントローラを使用します。各コ
ントローラに 2 台のディスクを接続し、各コントローラに接続されたディスクに障害グ
ループを定義します。この構成では、ディスク・グループが 1 つの SCSI コントローラ
の障害を許容できるようになります。

5. システムに適切なディスク・グループが存在しない場合は、適切なディスク・デバイス
を設置または指定して、新しいディスク・グループを追加します。次のガイドラインに
従って、適切なディスク・デバイスを指定します。

� ASM ディスク・グループのすべてのデバイスは、サイズおよびパフォーマンス特
性が同じである必要があります。

� 単一の物理ディスクにある複数のパーティションを、1 つのディスク・グループの
デバイスとして指定しないでください。ASM は、各ディスク・グループのデバイ
スが、別々の物理ディスク上に存在するとみなします。

注意注意注意注意 : DBCA を対話型モードで実行するインストール方法を使用する場
合（カスタム・インストール・タイプやアドバンスト・データベース構成
オプションを選択する場合など）にのみ、この手順を実行する必要があり
ます。他のインストール・タイプでは、障害グループを指定できません。

注意注意注意注意 : カスタム障害グループを定義する場合、標準冗長ディスク・グ
ループでは最小で 2 つの障害グループ、高冗長ディスク・グループでは 3
つの障害グループを指定する必要があります。
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� 論理ボリュームを ASM ディスク・グループのデバイスとして指定できますが、こ
れを使用することはお薦めしません。論理ボリューム・マネージャは、物理ディス
ク・アーキテクチャを隠すことができ、これによって ASM による物理デバイス間
の I/O の最適化が行われなくなります。

この作業の実行については、4-33 ページの「自動記憶域管理用のディスクの構成」を参
照してください。

既存の既存の既存の既存の ASM ディスク・グループの使用ディスク・グループの使用ディスク・グループの使用ディスク・グループの使用
データベース・ファイルまたはリカバリ・ファイルの記憶域として ASM を使用する場合に、
既存の ASM ディスク・グループが存在する場合は、選択したインストール方法に応じて、
次のいずれかを選択します。

� DBCA を対話型モードで実行するインストール方法を選択した場合（アドバンスト・
データベース構成オプションを選択した場合など）、新しいディスク・グループを作成
するか、または既存のディスク・グループを使用するかを選択できます。

インストール後に DBCA を使用してデータベースを作成する場合に、同じ選択内容を
使用できます。

� DBCA を非対話型モードで実行するインストール方法を選択した場合、新しいデータ
ベースには既存のディスク・グループを選択する必要があり、新しいディスク・グルー
プは作成できません。ただし、要件に対して既存ディスク・グループの空き領域が不十
分である場合は、既存ディスク・グループにディスク・デバイスを追加できます。

既存の ASM ディスク・グループが存在するかどうか、またはディスク・グループに十分な
ディスク領域があるかどうかを判断するために、Oracle Enterprise Manager の Grid Control
または Database Control を使用できます。また、次の手順も使用できます。

1. oratabファイルの内容を表示して、ASM インスタンスがシステムに組み込まれている
かどうかを判断します。

# more /etc/oratab

ASM インスタンスがシステムに組み込まれている場合、oratabファイルには次のよ
うな行が含まれます。

+ASM:oracle_home_path:N

この例では、+ASMは ASM インスタンスのシステム識別子（SID）、
oracle_home_pathは ASM インスタンスが組み込まれている Oracle ホーム・ディレ
クトリです。表記規則により、ASM インスタンスの SID は、プラス（+）記号で始めま
す。

注意注意注意注意 : 既存ディスク・グループを管理する ASM インスタンスは、異なる
Oracle ホーム・ディレクトリで実行されている可能性があります。
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2. 環境変数 ORACLE_SIDおよび ORACLE_HOMEを設定して、使用する ASM インスタンス
に対して適切な値を指定します。

3. SYSDBA権限を持つ SYSユーザーとして ASM インスタンスに接続し、必要に応じてイ
ンスタンスを起動します。

# $ORACLE_HOME/bin/sqlplus "SYS/SYS_password as SYSDBA"
SQL> STARTUP

4. 次のコマンドを入力して、既存のディスク・グループ、それらの冗長レベルおよび各グ
ループでのディスクの空き領域を表示します。

SQL> SELECT NAME,TYPE,TOTAL_MB,FREE_MB FROM V$ASM_DISKGROUP;

5. 出力結果から、適切な冗長レベルが設定されているディスク・グループを特定し、その
ディスク・グループにある空き領域を記録します。

6. 必要に応じて、前述の記憶域要件のリストを満たすために必要な追加のディスク・デバ
イスを設置または指定します。

ASM のディスクの構成のディスクの構成のディスクの構成のディスクの構成
Tru64 UNIX において ASM で使用するディスクを構成するには、次の手順に従います。

1. 必要に応じて、ディスク・グループに使用する共有ディスクを設置し、システムを再起
動します。

2. 次のコマンドを入力して、ディスクが使用可能であることを確認します。

# file /dev/rdisk/dsk*c

このコマンドの出力結果は、次のようになります。

/dev/rdisk/dsk0c:       character special (19/38) SCSI #1 "RZ1CB-CA" disk #2
           (SCSI ID #1) (SCSI LUN #0)
/dev/rdisk/dsk10c:   character special (19/218) SCSI #2 "RZ1DB-CS" disk #4
           (SCSI ID #2) (SCSI LUN #0)
/dev/rdisk/dsk11c:   character special (19/234) SCSI #2 "RZ1DB-CS" disk #5
           (SCSI ID #3) (SCSI LUN #0)
/dev/rdisk/dsk12c:   character special (19/250) SCSI #2 "RZ1DB-CS" disk #6
           (SCSI ID #4) (SCSI LUN #0) 

注意注意注意注意 : 既存のディスク・グループにデバイスを追加する場合は、サイズ
およびパフォーマンス特性が、そのディスク・グループ内の既存デバイス
と同じであるデバイスの使用をお薦めします。
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このコマンドの出力結果に、システムに接続されている各ディスクの情報が表示されま
す。この情報には、ディスク全体を表すパーティション cのキャラクタ RAW デバイス
名（/dev/rdisk/dsknc）が含まれます。

3. ディスク・グループに追加するディスク・デバイスのデバイス名をリストから選択しま
す。

4. 次のコマンドを入力して、追加するディスクが使用されていないことを確認します。

# /sbin/disklabel dskn

このコマンドの出力結果に、ディスク上のパーティションの情報が表示され、それらの
パーティションが使用されているかどうかを確認できます。

5. 次のコマンドを入力して、選択したデバイスが AdvFS ドメインで使用されていないこ
とを確認します。

# ls /etc/fdmns/*/*

このコマンドの出力結果に、AdvFS ドメインに含まれるデバイスの情報が次の形式で表
示され、ドメインおよび各ドメインに関連するディスクを特定できます。

/etc/fdmns/domain_name/dsknp

この例では、domain_nameはドメイン名、nはディスクの番号、pはパーティション
文字です。

6. 次のコマンドを入力して、デバイスが UFS ファイル・システムとしてマウントされてい
ないことを確認します。

# /sbin/mount

出力結果に表示されたデバイスは、ASM ディスク・グループに追加できません。

7. 次のコマンドを入力して、選択したデバイスが Tru64 UNIX Logical Storage Manager
（LSM）ディスク・グループに使用されていないことを確認します。

# /sbin/voldisk list

DISK 名と GROUP 名を持たないディスク、および状態が unknown のディスクは、
LSM ディスクではありません。

8. 次のコマンドを入力して、ディスク・グループに追加する各ディスクに対するキャラク
タ RAW デバイス・ファイルの所有者、グループおよび権限を変更します。

# chown oracle:dba /dev/rdisk/rdsknc
# chmod 660 /dev/rdisk/rdsknc

この例では、デバイス名に、ディスク全体を表すパーティション cを指定しています。
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クラスタ・ソフトウェアが動作していることの確認クラスタ・ソフトウェアが動作していることの確認クラスタ・ソフトウェアが動作していることの確認クラスタ・ソフトウェアが動作していることの確認

次のコマンドを入力して、TruCluster ソフトウェアが動作していることを確認します。

# /usr/sbin/clu_get_info

正しい数のノードが構成されており、すべてのクラスタ・ノードが起動していることを確認
します。

必要に応じて、クラスタのトラブルシューティングについて、TruCluster のドキュメントを
参照してください。

既存の既存の既存の既存の Oracle プロセスの停止プロセスの停止プロセスの停止プロセスの停止

インストール時にデータベースの作成を選択した場合は、ほぼすべてのインストール・タイ
プで、TCP/IP ポート 1521 および IPC キー値 EXTPROC を使用してデフォルトの Oracle 
Net Listener が構成され、起動されます。ただし、既存の Oracle Net Listener プロセスが同
じポートまたはキー値を使用している場合、インストーラでは新しいリスナーを構成するこ
とのみが可能で、起動はできません。新しいリスナー・プロセスがインストール時に起動さ
れるようにするには、インストーラを起動する前に既存のリスナーを停止する必要がありま
す。

注意注意注意注意 : ASM でマルチ・パス・ディスク・ドライバを使用している場合
は、そのディスクの正しい論理デバイス名に対してのみ権限を設定してく
ださい。

注意注意注意注意 : 次の項で説明するクラスタ・ソフトウェアは、Oracle Real 
Application Clusters のインストールには必要ありません。ただし、この
ソフトウェアがインストールされている場合は、Oracle Cluster Ready 
Services（CRS）と統合できます。

注意注意注意注意 : 既存の Oracle ホームに、追加の Oracle Database 10g 製品をイン
ストールする場合は、Oracle ホームで実行されているすべてのプロセスを
停止します。この作業を実行して、インストーラで特定の実行可能ファイ
ルおよびライブラリを再リンクできるようにする必要があります。
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既存のリスナー・プロセスが実行されているかどうかを確認し、必要に応じて停止するに
は、次の手順に従います。

1. ユーザーを oracleに切り替えます。

# su - oracle

2. 次のコマンドを入力して、リスナー・プロセスが動作しているかどうかを確認し、その
名前およびリスナー・プロセスが組み込まれている Oracle ホーム・ディレクトリを特
定します。

$ ps -ef | grep tnslsnr

このコマンドの出力結果に、システムで実行されている Oracle Net Listener の情報が表
示されます。

... oracle_home1/bin/tnslsnr LISTENER -inherit

この例では、oracle_home1が、リスナーがインストールされている Oracle ホーム・
ディレクトリで、LISTENERがリスナー名です。

3. 環境変数 ORACLE_HOME を設定して、リスナーに適切な Oracle ホーム・ディレクト
リを指定します。

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ ORACLE_HOME=oracle_home1
$ export ORACLE_HOME

� C または tcsh シェル :

$ setenv ORACLE_HOME oracle_home1

4. 次のコマンドを入力して、リスナーで使用されている TCP/IP ポート番号および IPC
キー値を確認します。

$ $ORACLE_HOME/bin/lsnrctl status listenername

注意注意注意注意 : Oracle Net Listener が実行されていない場合、続行するには、4-42
ページの「oracle ユーザーの環境の構成」の項を参照してください。

注意注意注意注意 : リスナーにデフォルト名 LISTENER を使用している場合は、この
コマンドでリスナー名を指定する必要はありません。
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5. 次のようなコマンドを入力して、リスナー・プロセスを停止します。

$ $ORACLE_HOME/bin/lsnrctl stop listenername

6. この手順を繰り返して、このシステムおよび他のすべてのクラスタ・ノードで実行され
ているすべてのリスナーを停止します。

oracle ユーザーの環境の構成ユーザーの環境の構成ユーザーの環境の構成ユーザーの環境の構成
インストーラは、oracleアカウントから実行します。ただし、インストーラを起動する前
に、oracleユーザーの環境を構成する必要があります。環境を構成するには、次の設定を
行う必要があります。

� シェル起動ファイルで、デフォルトのファイル・モード作成マスク（umask）を 022 に
設定します。

� 環境変数 DISPLAY および ORACLE_BASE を設定します。

oracleユーザーの環境を設定するには、次の手順に従います。

1. X 端末（xterm）などの端末セッションを新規に開始します。

2. 次のコマンドを入力して、このシステムで X Window アプリケーションが表示可能であ
ることを確認します。

$ xhost +

3. ソフトウェアをインストールするシステムにまだログインしていない場合は、oracle
ユーザーでそのシステムにログインします。

4. oracleユーザーでログインしていない場合は、ユーザーを oracleに切り替えます。

$ su - oracle

5. 次のコマンドを入力して、oracleユーザーのデフォルトのシェルを確認します。

$ echo $SHELL

6. テキスト・エディタで oracleユーザーのシェル起動ファイルを開きます。

� Bourne シェル（sh）、Bash シェル（bash）または Korn シェル（ksh）:

$ vi .profile

� C シェル（cshまたは tcsh）

% vi .login
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7. 次のように行を入力または編集し、デフォルトのファイル作成マスクの値に 022 を指定
します。

umask 022

8. 環境変数 ORACLE_SID、ORACLE_HOME または ORACLE_BASE がファイルに設定さ
れている場合は、そのファイルから適切な行を削除します。

9. ファイルを保存して、エディタを終了します。

10. シェル起動スクリプトを実行するには、次のいずれかのコマンドを入力します。

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ . ./.profile

� C シェル :

% source ./.login

11. ローカル・システムにソフトウェアをインストールしていない場合は、次のコマンドを
入力して X アプリケーションをローカル・システムに表示します。

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ DISPLAY=local_host:0.0 ; export DISPLAY

� C シェル :

$ setenv DISPLAY local_host:0.0

この例で、local_hostは、インストーラを表示するために使用するシステム（ご使用
のワークステーションまたは PC）のホスト名または IP アドレスです。

12. /tmpディレクトリの空きディスク領域が 400MB 未満である場合は、空き領域が
400MB 以上のファイル・システムを選択し、環境変数 TEMP および TMPDIR を設定し
てこのファイル・システムの一時ディレクトリを指定します。

a. df -kコマンドを使用して、十分な空き領域を持つ適切なファイル・システムを選
択します。

b. 必要に応じて、次のコマンドを入力し、選択したファイル・システムに一時ディレ
クトリを作成して、そのディレクトリに適切な権限を設定します。

$ su - root
# mkdir /mount_point/tmp
# chmod a+wr /mount_point/tmp
# exit
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c. 次のコマンドを入力して、環境変数 TEMP および TMPDIR を設定します。

* Bourne、Bash または Korn シェル :

$ TEMP=/mount_point/tmp
$ TMPDIR=/mount_point/tmp
$ export TEMP TMPDIR

* C シェル :

$ setenv TEMP /mount_point/tmp
$ setenv TMPDIR /mount_point/tmp

13. 次のコマンドを入力して、環境変数 ORACLE_BASE を設定します。

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ ORACLE_BASE=/u01/app/oracle
$ export ORACLE_BASE

� C シェル :

% setenv ORACLE_BASE /u01/app/oracle

これらの例では、/u01/app/oracleが、以前作成した Oracle ベース・ディレクトリ
です。

14. データベースの記憶域に RAW デバイスを使用している場合、次のように環境変数
DBCA_RAW_CONFIGを設定し、RAW デバイス・マッピング・ファイルへのフルパスを
指定してください。

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ DBCA_RAW_CONFIG=$ORACLE_BASE/oradata/dbname/dbname_raw.conf
$ export DBCA_RAW_CONFIG

� C シェル :

% setenv DBCA_RAW_CONFIG=$ORACLE_BASE/oradata/dbname/dbname_raw.conf

15. 次のコマンドを入力して、環境変数 ORACLE_HOMEおよび TNS_ADMINが設定されてい
ない状態にします。

$ unset ORACLE_HOME
$ unset TNS_ADMIN
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16. 次のコマンドを入力して、環境が正しく設定されていることを確認します。

$ umask
$ env | more

umaskコマンドによって 22、022または 0022の値が表示され、この項で設定する環
境変数の値が正しいことを確認します。

注意注意注意注意 : 環境変数 ORACLE_HOME が設定されている場合、インストーラ
では、Oracle ホーム・ディレクトリのデフォルトのパスとして、その値が
使用されます、 ただし、環境変数 ORACLE_BASE を設定した場合は、環
境変数 ORACLE_HOME の設定を解除し、インストーラによって提供され
るデフォルトのパスを選択することをお薦めします。
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 RAC のインストール前の作業のインストール前の作業のインストール前の作業のインストール前の作業

（（（（Linux-Based Systems））））

この章では、Oracle Universal Installer を起動する前に完了する必要があるタスクについて
説明します。この章で説明するタスクは、次のとおりです。

� root によるシステムへのログイン

� ハードウェア要件の確認

� ネットワーク要件の確認

� ソフトウェア要件の確認

� 必要な UNIX グループおよびユーザーの作成

� カーネル・パラメータおよびシェル制限の構成

� 必要なソフトウェア・ディレクトリの選択

� Oracle ベース・ディレクトリの選択または作成

� Oracle CRS とデータベース・ファイルのディスク記憶域の構成

� Oracle CRS、データベース・ファイル、リカバリ・ファイル用のディレクトリの作成

� 自動記憶域管理用のディスクの構成

� RAW パーティションの構成

� 必要なソフトウェアが動作していることの確認

� 既存の Oracle プロセスの停止

� oracle ユーザーの環境の構成
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root によるシステムへのログインによるシステムへのログインによるシステムへのログインによるシステムへのログイン
Oracle ソフトウェアをインストールする前に、rootユーザーで複数の作業を実行する必要
があります。rootユーザーでログインするには、次の手順のいずれかを実行します。

� ソフトウェアを X Window System ワークステーションまたは X 端末からインストール
する場合は、次の手順に従います。

1. X 端末（xterm）などのローカル端末セッションを開始します。

2. ソフトウェアをローカル・システムにインストールしない場合は、次のコマンドを
入力して、リモート・ホストにローカルの X サーバーで X アプリケーションを表示
させます。

$ xhost +

3. リモート・システムにソフトウェアをインストールする場合は、次のコマンドを入
力して、リモート・システムに接続します。

$ telnet remote_host

4. rootユーザーでログインしていない場合は、次のコマンドを入力してユーザーを
rootに切り替えます。

$ su - root
password:
#

� X サーバー・ソフトウェアがインストールされている PC またはその他のシステムから
ソフトウェアをインストールする場合は、次の手順に従います。

1. X サーバー・ソフトウェアを起動します。

注意注意注意注意 : サイレント・インストールを実行する場合を除き、ソフトウェア
は、X Window System ワークステーション、X 端末、または X サーバー・
ソフトウェアがインストールされた PC またはその他のシステムからイン
ストールする必要があります。

非対話型インストールおよびサイレント・インストールの詳細は、
『Oracle Database インストレーション・ガイド for UNIX Systems』の付録
を参照してください。

注意注意注意注意 : この手順の詳細は、ご使用の X サーバーのマニュアルを参照して
ください。ご使用の X サーバー・ソフトウェアによっては、異なった順序
で作業を実行する必要があります。
5-2 Oracle Real Application Clusters インストレーションおよび構成



ハードウェア要件の確認
2. リモート・ホストがローカル・システムで X アプリケーションを表示できるように
X サーバー・ソフトウェアのセキュリティを設定します。

3. ソフトウェアをインストールするリモート・システムに接続し、システムで X 端末
（xterm）などの端末セッションを開始します。

4. リモート・システムに rootユーザーでログインしていない場合は、次のコマンド
を入力してユーザーを rootに切り替えます。

$ su - root
password:
#

ハードウェア要件の確認ハードウェア要件の確認ハードウェア要件の確認ハードウェア要件の確認
システムは、次の最小ハードウェア要件を満たしている必要があります。

� 512MB の物理 RAM

� 1GB のスワップ領域（または RAM の 2 倍のサイズを持つ領域）

2GB 以上の RAM を持つシステムのスワップ領域は、RAM のサイズの 1 ～ 2 倍になり
ます。

� /tmpディレクトリに 400MB のディスク領域

� Oracle ソフトウェア用に最大 4GB のディスク領域（インストール・タイプによる）

� ファイル・システムの記憶域を使用する事前構成済データベース用に 1.2GB のディスク
領域（任意）

自動バックアップを構成する場合は、フラッシュ・リカバリ領域用に追加のディスク領
域（ファイル・システムまたは ASM ディスク・グループ）が必要です。

システムがこれらの要件を満たしていることを確認するには、次の手順に従います。

1. 次のコマンドを入力して、物理 RAM のサイズを確認します。

# grep MemTotal /proc/meminfo

システムに搭載されている物理 RAM のサイズが要件のサイズより少ない場合、次の手
順に進む前にメモリーを増設する必要があります。

注意注意注意注意 : 自動記憶域管理（Automatic Storage Management: ASM）または
RAW デバイス記憶域を使用するデータベースのディスク領域の要件は、
この章の後半を参照してください。
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ハードウェア要件の確認
2. 次のコマンドを入力して、構成されたスワップ領域のサイズを確認します。

# grep SwapTotal /proc/meminfo

追加のスワップ領域を構成する（必要な場合）方法については、ご使用のオペレーティ
ング・システムのマニュアルを参照してください。

3. 次のコマンドを入力して、/tmpディレクトリで使用できるディスク領域の大きさを確
認します。

# df -k /tmp

/tmpディレクトリで使用できるディスク領域が 400MB 未満の場合、次のいずれかの手
順を完了します。

� 必要なディスク領域を確保するために、/tmpディレクトリから不要なファイルを
削除します。

� oracleユーザーの環境設定（後述）の際に、環境変数 TEMP および TMPDIR を設
定します。

� /tmpディレクトリを含むファイル・システムを拡張します。ファイル・システム
の拡張については、必要に応じてシステム管理者に連絡してください。

4. 次のコマンドを入力して、システムの空きディスク領域の大きさを確認します。

# df -k

5. 次のコマンドを入力して、システムのアーキテクチャでソフトウェアを実行できるかど
うかを確認します。

# grep "model name" /proc/cpuinfo

このコマンドの出力結果に、プロセッサのタイプが表示されます。プロセッサのアーキ
テクチャが、インストールする Oracle ソフトウェアのリリースに一致することを確認
してください。

注意注意注意注意 : 前述の出力結果が表示されない場合、このシステムにはソフト
ウェアをインストールできません。
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ネットワーク要件の確認
ネットワーク要件の確認ネットワーク要件の確認ネットワーク要件の確認ネットワーク要件の確認
Oracle Real Application Clusters 環境に必要なネットワーク・ハードウェアおよびインター
ネット・プロトコル（IP）・アドレスがあるかを確認します。

ネットワーク・ハードウェア要件ネットワーク・ハードウェア要件ネットワーク・ハードウェア要件ネットワーク・ハードウェア要件
クラスタ内の各ノードは、次の要件を満たしている必要があります。

� 各ノードには 2 つ以上のネットワーク・アダプタが必要です。パブリック・ネットワー
ク・インタフェース用とプライベート・ネットワーク・インタフェース（インターコネ
クト）用のネットワーク・アダプタです。

� 各ネットワーク用のネットワーク・アダプタに対応付けられているインタフェースの名
前は、すべてのノードで同一である必要があります。

� 信頼性を高めるために、各ノードに冗長パブリック・ネットワーク・アダプタおよび冗
長プライベート・ネットワーク・アダプタを設定できます。

� パブリック・ネットワークでは、各ネットワーク・アダプタは TCP/IP をサポートする
必要があります。

� プライベート・ネットワークでは、インターコネクトに TCP/IP をサポートする高速
ネットワーク・アダプタおよびスイッチ（ギガビット・イーサネット以上）を使用し
て、ユーザー・データグラム・プロトコル（UDP）がサポートされている必要がありま
す。

IP アドレス要件アドレス要件アドレス要件アドレス要件
インストールを開始する前に、各ノードに対して次の IP アドレスを指定または取得する必
要があります。

� 各パブリック・ネットワーク・インタフェースのドメイン・ネーム・サービス（DNS）
に登録されている IP アドレスと対応するホスト名

� プライマリ・パブリック・ネットワーク・インタフェース用に構成する DNS に登録さ
れている未使用の仮想 IP アドレス 1 つと対応する仮想ホスト名

注意注意注意注意 : 次の「オラクル製品 主なシステム要件」のサイトから、データ
ベース製品の情報を参照して、RAC 環境でサポートされるハードウェア
およびネットワークの最新状況を確認してください。

http://www.oracle.co.jp/products/system/index.html

注意注意注意注意 : UDP は RAC 用のデフォルトのインターコネクト・プロトコルで、
TCP は Oracle CRS 用のインターコネクト・プロトコルです。
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仮想 IP アドレスは、対応するパブリック・インタフェースと同一のサブネットに存在
する必要があります。インストール後、仮想ホスト名または IP アドレスを使用するよ
うにクライアントを構成できます。ノードに障害がある場合は、ノードの仮想 IP アド
レスが他のノードにフェイルオーバーされます。

� 各プライベート・インタフェースのプライベート IP アドレスおよび任意のホスト名

これらのインタフェースでは、10.*.*.*、192.168.*.* などのプライベート・ネットワーク
IP アドレスの使用をお薦めします。各ノードで /etc/hostsファイルを使用して、プ
ライベート・ホスト名とプライベート IP アドレスを対応させることができます。

たとえば、各ノードに 2 つのパブリック・インタフェースと 2 つのプライベート・インタ
フェースが存在する場合、ノードの 1 つ（rac1）に次のホスト名および IP アドレスを使用
し、その他のノードに、類似したホスト名および IP アドレスを使用します。

ネットワーク要件の確認ネットワーク要件の確認ネットワーク要件の確認ネットワーク要件の確認
各ノードが要件を満たしていることを確認するには、次の手順に従います。

1. 必要に応じて、パブリックおよびプライベート・ネットワーク用のネットワーク・アダ
プタを設置し、パブリックまたはプライベート IP アドレスを使用してこれらを設定し
ます。

2. パブリック・ネットワーク・インタフェースのホスト名および IP アドレスを DNS に登
録します。

3. 各ノードに対して、1 つの仮想ホスト名および仮想 IP アドレスを DNS に登録します。

4. すべてのノードの /etc/hostsファイルに、すべてのノードの各プライベート・イン
タフェースについて、次のような行を追加します。ここには、プライベート IP アドレ
スおよび対応するプライベート・ホスト名を指定します。

10.0.0.1     rac1-priv1

ホスト名ホスト名ホスト名ホスト名 種類種類種類種類 IP アドレスアドレスアドレスアドレス 登録先登録先登録先登録先

rac1.mydomain.com パブリック 143.47.43.100 DNS

rac1-2.mydomain.com パブリック 143.46.51.101 DNS

rac1-vip.mydomain.com 仮想 143.46.43.104 DNS

rac1-priv1 プライベート 10.0.0.1 /etc/hosts

rac1-priv2 プライベート 10.0.0.2 /etc/hosts
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ソフトウェア要件の確認
5. すべてのネットワーク・アダプタについて、インタフェース名および対応する IP アド
レスを確認するには、次のコマンドを入力します。

# /sbin/ifconfig

出力結果から、パブリックまたはプライベート・ネットワーク・インタフェースとして
指定する、すべてのネットワーク・アダプタのインタフェース名および IP アドレスを
確認します。

ソフトウェア要件の確認ソフトウェア要件の確認ソフトウェア要件の確認ソフトウェア要件の確認
ソフトウェア要件の確認については、次の項を参照してください。

� 必要なソフトウェアの確認

� 必要なパッチの確認

必要なソフトウェアの確認必要なソフトウェアの確認必要なソフトウェアの確認必要なソフトウェアの確認
インストールする製品に応じて、次のソフトウェアがシステムにインストールされているこ
とを確認してください。表の後に、これらの要件を確認する手順を示します。

注意注意注意注意 : Oracle CRS および RAC をインストールする際に、この情報が必
要になります。

注意注意注意注意 : Oracle Universal Installer によって、ご使用のシステムが Linux 用
に示されている要件を満たしていることを確認する検証が実行されます。
これらの検証を通過するため、インストーラを起動する前に要件を確認し
てください。
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ソフトウェア要件の確認
インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ
または製品または製品または製品または製品 要件要件要件要件

すべてのインストール 次のいずれかのオペレーティング・システムのバージョンが必要です。

� Red Hat Enterprise Linux AS/ES 2.1 または 3（x86）

� UnitedLinux 1.0、サービス・パック 3 以上（x86）

次のバージョン以上のパッケージをインストールする必要があります。

すべてのディストリビューションすべてのディストリビューションすべてのディストリビューションすべてのディストリビューション :

make-3.79
binutils-2.11.90.0.8-12

Red Hat Enterprise Linux 2.1（（（（x86））））:

gcc-2.96.108.1
openmotif-2.1.30-11

Red Hat Enterprise Linux 3:

gcc-3.2.3-2
compat-db-4.0.14.5
compat-gcc-7.3-2.96.122
compat-gcc-c++-7.3-2.96.122
compat-libstdc++-7.3-2.96.122
compat-libstdc++-devel-7.3-2.96.122
openmotif21-2.1.30-8
setarch-1.3-1

UnitedLinux 1.0（（（（x86））））:

gcc-3.2.2-38
openmotif-2.2.2-124

Oracle Spatial X Window System 開発パッケージ :

� Red Hat:

XFree86
XFree86-devel

� UnitedLinux:

xf86
xdevel

注意注意注意注意 : このソフトウェアは、サンプル・プログラムの作成にのみ必要です。

Oracle Messaging Gateway IBM WebSphere MQ V5.3、クライアントおよびサーバー :

MQSeriesClient
MQSeriesServer
MQSeriesRuntime
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ソフトウェア要件の確認
システムがこれらの要件を満たしていることを確認するには、次の手順に従います。

1. 次のコマンドを入力して、Linux のディストリビューションおよびバージョンを確認し
ます。

# cat /etc/issue

2. UnitedLinux 1.0 システムの場合のみ、次のコマンドを入力して、サービス・パック 3
がインストールされているかどうかを確認します。

# uname -r
2.4.21-138-default

このコマンドの出力結果に、カーネルのバージョン（2.4.21-138）およびタイプ
（default）が表示されます。カーネルのバージョンが 2.4.21-138 未満の場合は、サービ
ス・パック 3 の入手およびインストールについて UnitedLinux のベンダーに連絡してく
ださい。

Pro*C/C++、
Oracle Call Interface、
Oracle C++ Call Interface、
Oracle XML Developer's Kit
（XDK）

これらの製品では、ディストリビューション用に前述した Gnu gcc のバージョンの使

用がサポートされています。

注意注意注意注意 : Intel C++ Compiler v7.1.0.28 以上もサポートされています。ただし、インストー

ルには必要ありません。

Oracle JDBC/OCI ドライバ Oracle JDBC/OCI ドライバでは、次の任意の SDK バージョンを使用できます。ただ

し、このドライバは、インストールには必要ありません。

� JNDI 拡張機能を組み込んだ Sun JDK 1.3.1_09

注意注意注意注意 : 今回のリリースでは、JDK 1.4.2 がインストールされます。

Real Application Clusters Oracle Cluster File System（OCFS）バージョン 1.0.9-12 以上 :

注意注意注意注意 : OCFS は、データベース・ファイル用にクラスタ・ファイル・システムを使用す

る場合のみ必要です。データベース・ファイル記憶域に自動記憶域管理または RAW
デバイスを使用する場合は、OCFS をインストールする必要はありません。

ocfs-support
ocfs-tools
ocfs-kernel_version

注意注意注意注意 : 前述の表に示したディストリビューションおよびバージョンのみ
がサポートされます。他のバージョンの Linux にソフトウェアをインス
トールしないでください。

インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ
または製品または製品または製品または製品 要件要件要件要件
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ソフトウェア要件の確認
3. 次のコマンドを入力して、必要なパッケージがインストールされているかどうかを確認
します。

# rpm -q package_name

パッケージがインストールされていない場合は、Linux の配布メディアからインストー
ルします。

4. 次のコマンドを入力して、OCFS がインストールされているかどうかを確認します。

# rpm -qa | grep ocfs

必要なパッチの確認必要なパッチの確認必要なパッチの確認必要なパッチの確認
インストールする製品に応じて、次のパッチがシステムにインストールされていることを確
認してください。表の後に、これらの要件を確認する手順を示します。

注意注意注意注意 : 次のパッチが更新されている場合は、最新のバージョンをインス
トールしてください。

インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ
または製品または製品または製品または製品 要件要件要件要件

すべてのインストール Red Hat Enterprise Linux 2.1（x86）エラータ :

� RHSA-2003:195-06
セキュリティの脆弱性に対応する更新版のカーネル

� RHSA-2003:022-09
リゾルバの脆弱性に対応する更新版の glibc パッケージ

Oracle Messaging 
Gateway

WebSphere MQ 用の修正サービス・ディスケット（CSD）:

WebSphere MQ V5.3 用の CSD05 以上
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必要な UNIX グループおよびユーザーの作成
システムがこれらの要件を満たしていることを確認するには、次の手順に従います。

1. Red Hat Enterprise Linux 2.1 システムの場合のみ、次の手順に従います。

a. 次のコマンドを入力して、カーネル更新パッチ RHSA-2003:195-06 以上がインス
トールされているかどうかを確認します。

# uname -r
2.4.9-e.25

このコマンドの出力結果に、カーネルのバージョン（2.4.9）およびエラータ・レ
ベル（e.25）が表示されます。エラータ・レベルが 25 未満の場合、最新のカーネ
ル更新パッチをインストールします。カーネル更新パッチ RHSA-2003:195-06 につ
いては、次の Web サイトを参照してください。

https://rhn.redhat.com/errata/RHSA-2003-195.html

b. 次のコマンドを入力して、パッチ RHSA-2003:022-09 がインストールされているか
どうかを確認します。

# rpm -q glibc
glibc-2.2.4-31

表示されたバージョンが 2.2.4-31 未満の場合、次の Web サイトでパッチ
RHSA-2003:022-09 の情報を入手します。

https://rhn.redhat.com/errata/RHSA-2003-022.html

2. WebSphere MQ 用の CSD が必要な場合は、次の Web サイトでダウンロードおよびイン
ストール情報を入手します。

http://www.ibm.com/software/integration/mqfamily/support/summary/lin.html

必要な必要な必要な必要な UNIX グループおよびユーザーの作成グループおよびユーザーの作成グループおよびユーザーの作成グループおよびユーザーの作成
システムに Oracle ソフトウェアを初めてインストールする場合や、インストールする製品
によっては、いくつかの UNIX グループと 1 つの UNIX ユーザー・アカウントを作成する必
要があります。

Oracle データベースをインストールするには、次の UNIX グループおよびユーザーが必要で
す。

� OSDBA グループ（dba）

システムに初めて Oracle データベース・ソフトウェアをインストールする場合は、こ
のグループを作成する必要があります。このグループは、データベースの管理権限

（SYSDBA 権限）を持つ UNIX ユーザーです。このグループのデフォルト名は dbaで
す。
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必要な UNIX グループおよびユーザーの作成
デフォルト（dba）以外のグループ名を指定する場合は、カスタム・インストール・タ
イプを選択してソフトウェアをインストールするか、このグループのメンバーではない
ユーザーとしてインストーラを起動する必要があります。この場合、インストーラに
よって、グループ名の指定を求めるプロンプトが表示されます。

� OSOPER グループ（oper）

これは、オプションのグループです。制限付きのデータベース管理権限（SYSOPER 権
限）を別のグループの UNIX ユーザーに付与する場合に、このグループを作成します。
OSDBA グループのメンバーには、デフォルトで SYSOPER 権限もあります。

デフォルト（oper）以外の OSOPER グループを指定する場合は、カスタム・インス
トール・タイプを選択してソフトウェアをインストールするか、operグループのメン
バーではないユーザーとしてインストーラを起動する必要があります。この場合、イン
ストーラによって、グループ名の指定を求めるプロンプトが表示されます。このグルー
プの標準的な名前は operです。

� 権限を付与されていないユーザー（nobody）

権限を付与されていないユーザー（nobody）がシステムに存在することを確認する必
要があります。nobodyユーザーには、インストール後、外部ジョブ（extjob）実行
可能ファイルを所有させる必要があります。

すべてのインストールに必要な UNIX グループおよびユーザーは、次のとおりです。

� Oracle Inventory グループ（oinstall）

システムに初めて Oracle ソフトウェアをインストールする場合は、このグループを作
成する必要があります。このグループの標準的な名前は oinstallです。このグループ
は、システムにインストールされたすべての Oracle ソフトウェアのカタログである
Oracle Inventory を所有します。

� Oracle ソフトウェア所有者ユーザー（oracle）

システムに初めて Oracle ソフトウェアをインストールする場合は、このユーザーを作
成する必要があります。このユーザーは、インストール中にインストールされるすべて
のソフトウェアの所有者です。このユーザーの標準的な名前は oracleです。このユー
ザーのプライマリ・グループは、Oracle Inventory である必要があります。また、セカ
ンダリ・グループは、OSDBA および OSOPER グループである必要があります。

注意注意注意注意 : Oracle ソフトウェアがすでにシステムにインストールされている
場合は、既存の Oracle Inventory グループが、新しい Oracle ソフトウェ
アのインストールに使用する UNIX ユーザーのプライマリ・グループであ
る必要があります。既存の Oracle Inventory グループを確認する方法は、
次の項を参照してください。
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必要な UNIX グループおよびユーザーの作成
システムへの Oracle ソフトウェアのすべてのインストールには、単一の Oracle Inventory
グループが必要です。システムへの 2 回目以降の Oracle ソフトウェアのインストールでは、
Oracle ソフトウェアを初めてインストールしたときと同じ Oracle Inventory グループを使用
する必要があります。ただし、個々の環境に対してそれぞれに Oracle ソフトウェア所有者
ユーザー、OSDBA グループおよび OSOPER グループ（oracle、dbaおよび oper以外）
を作成できます。環境ごとに異なるグループを使用すると、それぞれのグループのメンバー
は、システムのすべてのデータベースではなく、関連するデータベースに対してのみ DBA
権限を持ちます。

次の項では、必要な UNIX ユーザーおよびグループを作成する方法について説明します。

Oracle Inventory グループの作成グループの作成グループの作成グループの作成
Oracle Inventory グループが存在しない場合は、作成する必要があります。次の項では、
Oracle Inventory グループが存在する場合に、そのグループ名を確認する方法について説明
します。また、必要に応じて、Oracle Inventory グループを作成する方法についても説明し
ます。

Oracle Inventory グループの存在の確認グループの存在の確認グループの存在の確認グループの存在の確認
システムに初めて Oracle ソフトウェアをインストールする場合、インストーラによって
oraInst.locファイルが作成されます。このファイルに、Oracle Inventory グループのグ
ループ名および Oracle Inventory ディレクトリのパスが示されます。Oracle Inventory グ
ループの存在を確認するには、次のコマンドを入力します。

# more /etc/oraInst.loc

oraInst.locファイルが存在する場合、このコマンドの出力結果は、次のようになりま
す。

inventory_loc=/u01/app/oracle/oraInventory
inst_group=oinstall

参照参照参照参照 : OSDBA グループと OSOPER グループ、および SYSDBA 権限と
SYSOPER 権限の詳細は、『Oracle Database for UNIX Systems 管理者リ
ファレンス』および『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してくださ
い。

注意注意注意注意 : 次の項では、ローカル・ユーザーおよびグループを作成する方法
について説明します。ローカル・ユーザーおよびグループの代替として、
Network Information Service（NIS）などのディレクトリ・サービスに、
適切なユーザーおよびグループを作成することもできます。ディレクト
リ・サービスの使用方法については、システム管理者に連絡するか、ご使
用のオペレーティング・システムのドキュメントを参照してください。
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inst_groupパラメータは、Oracle Inventory グループのグループ名（oinstall）を示し
ます。

Oracle Inventory グループの作成グループの作成グループの作成グループの作成
oraInst.locファイルが存在しない場合は、次のコマンドを入力して、Oracle Inventory
グループ（oinstall）を作成します。

# /usr/sbin/groupadd oinstall

OSDBA グループの作成グループの作成グループの作成グループの作成
次の場合は、OSDBA グループを作成する必要があります。

� OSDBA グループが存在しない場合（たとえば、システムへ Oracle データベース・ソフ
トウェアを初めてインストールする場合）。

� OSDBA グループが存在するが、新しい Oracle 環境では、データベースの管理権限を別
のグループの UNIX ユーザーに付与する場合。

OSDBA グループが存在しない場合、または新しい OSDBA グループが必要な場合は、次の
コマンドを入力して OSDBA グループを作成します。OSDBA グループを作成する場合、既
存の OSDBA グループですでに使用されていないかぎり、dbaというグループ名を使用しま
す。

# /usr/sbin/groupadd dba

OSOPER グループの作成（任意）グループの作成（任意）グループの作成（任意）グループの作成（任意）
OSOPER グループを作成する必要があるのは、制限付きのデータベース管理権限

（SYSOPER オペレータ権限）を持つ UNIX ユーザーのグループを指定する場合のみです。ほ
とんどの環境では、OSDBA グループを作成するのみで十分です。次の場合に OSOPER グ
ループを使用するには、このグループを作成する必要があります。

� OSOPER グループが存在しない場合（たとえば、システムへ Oracle データベース・ソフ
トウェアを初めてインストールする場合）

� OSOPER グループが存在するが、新しい Oracle 環境で、データベースのオペレータ権限
を別のグループの UNIX ユーザーに付与する場合

新しい OSOPER グループが必要な場合は、次のコマンドを入力して作成します。既存のグ
ループですでに使用されていないかぎり、グループ名には、operというグループ名を使用
します。

# /usr/sbin/groupadd oper
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Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの作成ソフトウェア所有者ユーザーの作成ソフトウェア所有者ユーザーの作成ソフトウェア所有者ユーザーの作成
次の場合は、Oracle ソフトウェア所有者ユーザーを作成する必要があります。

� Oracle ソフトウェア所有者ユーザーが存在しない場合（たとえば、システムへ Oracle ソ
フトウェアを初めてインストールする場合）。

� Oracle ソフトウェア所有者ユーザーが存在するが、新しい Oracle データベースの使用環
境では、別の UNIX ユーザー（異なるグループ・メンバーシップを持つ）を使用して、
このグループにデータベースの管理権限を付与する場合。

既存の既存の既存の既存の Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの存在の確認ソフトウェア所有者ユーザーの存在の確認ソフトウェア所有者ユーザーの存在の確認ソフトウェア所有者ユーザーの存在の確認
oracleという Oracle ソフトウェア所有者ユーザーが存在するかどうかを確認するには、次
のコマンドを入力します。

# id oracle

oracleユーザーが存在する場合、このコマンドの出力結果は、次のようになります。

uid=440(oracle) gid=200(oinstall) groups=201(dba),202(oper)

ユーザーが存在する場合は、既存ユーザーを使用するか、新しいユーザーを作成するかを決
定します。既存ユーザーを使用する場合は、ユーザーのプライマリ・グループが Oracle 
Inventory グループであり、そのグループが適切な OSDBA および OSOPER グループのメン
バーであることを確認します。詳細は、次のいずれかの項を参照してください。

� 既存の Oracle ソフトウェア所有者ユーザーを使用し、ユーザーのプライマリ・グループ
が Oracle Inventory グループである場合は、5-16 ページの「UNIX ユーザー nobody が
存在するかどうかの確認」を参照してください。

� 既存のユーザーを変更するには、5-16 ページの「既存の Oracle ソフトウェア所有者ユー
ザーの変更」を参照してください。

� 新しいユーザーを作成するには、次の項を参照してください。

Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの新規作成ソフトウェア所有者ユーザーの新規作成ソフトウェア所有者ユーザーの新規作成ソフトウェア所有者ユーザーの新規作成
Oracle ソフトウェア所有者ユーザーが存在しない場合、または新しい Oracle ソフトウェア
所有者ユーザーが必要な場合、次の手順で作成します。既存のユーザーによってすでに使用
されていないかぎり、oracleというユーザー名を使用します。

1. 次のコマンドを入力して、oracleユーザーを作成します。

# /usr/sbin/useradd -g oinstall -G dba[,oper] oracle

注意注意注意注意 : 既存ユーザーを使用および変更する前に、必要に応じてシステム
管理者に連絡してください。
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このコマンドのオプションは、次のとおりです。

– -gオプションは、プライマリ・グループを指定します。プライマリ・グループは、
oinstallなどの Oracle Inventory グループである必要があります。

– -Gオプションは、セカンダリ・グループを指定します。セカンダリ・グループに
は、OSDBA グループと必要に応じて OSOPER グループ（dbaまたは dba,oper）
を含める必要があります。

2. oracleユーザーのパスワードを設定します。

# passwd oracle

次の手順に進むには、5-16 ページの「UNIX ユーザー nobody が存在するかどうかの確認」
を参照してください。

既存の既存の既存の既存の Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの変更ソフトウェア所有者ユーザーの変更ソフトウェア所有者ユーザーの変更ソフトウェア所有者ユーザーの変更
oracleユーザーは存在しているが、そのユーザーのプライマリ・グループが oinstallで
ないか、またはそのユーザーが適切な OSDBA または OSOPER グループのメンバーでない
場合は、次のようなコマンドを入力して、そのユーザーを変更できます。このコマンドで
は、-g オプションを使用してプライマリ・グループを指定し、-G オプションを使用して必
要なセカンダリ・グループを指定します。

# /usr/sbin/usermod -g oinstall -G dba[,oper] oracle

UNIX ユーザーユーザーユーザーユーザー nobody が存在するかどうかの確認が存在するかどうかの確認が存在するかどうかの確認が存在するかどうかの確認
ソフトウェアをインストールする前に、UNIX ユーザー nobodyがシステムに存在すること
を確認します。

1. 次のコマンドを入力して、nobody ユーザーが存在するかどうかを確認します。

# id nobody

このコマンドの出力結果に nobodyユーザーの情報が表示された場合、このユーザーを
作成する必要はありません。

2. nobodyユーザーが存在しない場合は、次のコマンドを入力して作成します。

# /usr/sbin/useradd nobody

3. 他のすべてのクラスタ・ノードでこの手順を繰り返します。
5-16 Oracle Real Application Clusters インストレーションおよび構成



必要な UNIX グループおよびユーザーの作成
他のクラスタ・ノードでの同一ユーザーおよびグループの作成他のクラスタ・ノードでの同一ユーザーおよびグループの作成他のクラスタ・ノードでの同一ユーザーおよびグループの作成他のクラスタ・ノードでの同一ユーザーおよびグループの作成

Oracle ソフトウェア所有者ユーザー、Oracle Inventory、OSDBA グループおよび OSOPER
グループは、すべてのクラスタ・ノードに存在し、また同一である必要があります。同一の
ユーザーおよびグループを作成するには、ユーザーおよびグループを作成したノードで割り
当てられたユーザー ID およびグループ ID を確認してから、他のクラスタ・ノードで同じ名
前と ID を持つユーザーおよびグループを作成する必要があります。

ユーザーユーザーユーザーユーザー ID およびグループおよびグループおよびグループおよびグループ ID の確認の確認の確認の確認
Oracle ソフトウェア所有者ユーザーのユーザー ID（UID）と、Oracle Inventory グループ、
OSDBA グループおよび OSOPER グループのグループ ID（GID）を確認するには、次の手
順に従います。

1. 次のコマンドを入力します。

# id oracle

このコマンドの出力結果は、次のようになります。

uid=440(oracle) gid=200(oinstall) groups=201(dba),202(oper)

2. 表示された情報から、oracleユーザーの UID および所属するグループの GID を特定
します。

他のクラスタ・ノードでのユーザーおよびグループの作成他のクラスタ・ノードでのユーザーおよびグループの作成他のクラスタ・ノードでのユーザーおよびグループの作成他のクラスタ・ノードでのユーザーおよびグループの作成
他のクラスタ・ノードでユーザーおよびグループを作成するには、各ノードで次の手順を繰
り返します。

1. 次のクラスタ・ノードへ rootでログインします。

2. 次のコマンドを入力して、oinstallおよび dbaグループを作成します。また、必要に
応じて、operグループを作成します。-gオプションを使用して、各グループに正しい
GID を指定します。

# /usr/sbin/groupadd -g 200 oinstall
# /usr/sbin/groupadd -g 201 dba
# /usr/sbin/groupadd -g 202 oper

注意注意注意注意 : 次の手順は、ローカル・ユーザーおよびグループを使用している
場合にのみ実行する必要があります。NIS などのディレクトリ・サービス
で定義されたユーザーおよびグループを使用している場合、各クラスタ・
ノードのユーザーおよびグループはすでに同一です。
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3. 次のコマンドを入力して、oracleユーザーを作成します。

# /usr/sbin/useradd -u 200 -g oinstall -G dba[,oper] oracle

このコマンドのオプションは、次のとおりです。

– -uオプションは、ユーザー ID を指定します。ユーザー ID は、前の項で特定した
ユーザー ID である必要があります。

– -gオプションは、プライマリ・グループを指定します。プライマリ・グループは、
oinstallなどの Oracle Inventory グループである必要があります。

– -Gオプションは、セカンダリ・グループを指定します。セカンダリ・グループに
は、OSDBA グループと必要に応じて OSOPER グループ（dbaまたは dba,oper）
を含める必要があります。

4. oracleユーザーのパスワードを設定します。

# passwd oracle

すべてのクラスタ・ノードでのすべてのクラスタ・ノードでのすべてのクラスタ・ノードでのすべてのクラスタ・ノードでの SSH の構成の構成の構成の構成
Oracle Real Application Clusters をインストールして使用する前に、すべてのクラスタ・
ノードで oracleユーザー用のセキュア・シェル（SSH）を構成する必要があります。イン
ストーラは、インストール中に sshおよび scpコマンドを使用して、他のクラスタ・ノー
ドに対してリモート・コマンドを実行し、そのクラスタ・ノードにファイルをコピーしま
す。これらのコマンドを使用する際にパスワードを求めるプロンプトが表示されないよう
に、SSH を構成する必要があります。

注意注意注意注意 : グループがすでに存在している場合は、必要に応じて groupmod
コマンドを使用してそのグループを変更します。このノードのグループ
に、同じグループ ID が使用できない場合、すべてのノードの
/etc/groupファイルを表示し、どのノードでも使用できるグループ ID
を特定します。すべてのノードのグループにその ID を指定する必要があ
ります。

注意注意注意注意 : ユーザーがすでに存在している場合は、必要に応じて usermod コ
マンドを使用してそのユーザーを変更します。このノードの oracleユー
ザーに、同じユーザー ID が使用できない場合、すべてのノードの
/etc/passwdファイルを表示して、どのノードでも使用できるユーザー
ID を特定します。すべてのノードのユーザーにその ID を指定する必要が
あります。
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SSH を構成するには、各クラスタ・ノードに対して次の手順を実行します。

1. oracleユーザーとしてログインします。

2. 必要に応じて、oracleユーザーのホーム・ディレクトリに .sshディレクトリを作成
して適切な権限を設定します。

$ mkdir ~/.ssh
$ chmod 755 ~/.ssh

3. 次のコマンドを入力してバージョン 2 の SSH プロトコル用の RSA 鍵を生成します。

$ /usr/bin/ssh-keygen -t rsa

プロンプトで、次の手順を実行します。

� 鍵ファイルの位置をデフォルトのまま指定します。

� oracleユーザーのパスワードとは異なるパス・フレーズを入力して確認します。

このコマンドによって、公開鍵が ~/.ssh/id_rsa.pubファイルに、秘密鍵が
~/.ssh/id_rsaファイルに書き込まれます。秘密鍵は、他のユーザーには配布しない
でください。

4. 次のコマンドを入力してバージョン 2 の SSH プロトコル用の DSA 鍵を生成します。

$ /usr/bin/ssh-keygen -t dsa

プロンプトで、次の手順を実行します。

� 鍵ファイルの位置をデフォルトのまま指定します。

� oracleユーザーのパスワードとは異なるパス・フレーズを入力および確認します。

このコマンドによって、~/.ssh/id_dsa.pubファイルに公開鍵が書き込まれ、
~/.ssh/id_dsaファイルに秘密鍵が書き込まれます。秘密鍵は、他のユーザーには配
布しないでください。

5. ~/.ssh/id_rsa.pubおよび ~/.ssh/id_dsa.pubファイルの内容をこのノードの
~/.ssh/authorized_keysファイルおよび他のすべてのクラスタ・ノードの同じ
ファイルにコピーします。

注意注意注意注意 : この項では、OpenSSH バージョン 3 の構成方法について説明しま
す。SSH が使用できない場合、インストーラは、かわりに rshおよび
rcpを使用しようとします。ただし、ほとんどの Linux システムでは、デ
フォルトではこれらのサービスを使用できません。
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6. すべてのクラスタ・ノードの ~/.ssh/authorized_keysファイルに対する権限を変
更します。

$ chmod 644 ~/.ssh/authorized_keys

この時点では、sshを使用して、他のノードにログインまたは他のノードでコマンドを実行
する場合、DSA 鍵の作成時に指定したパス・フレーズの入力を求めるプロンプトが表示され
ます。

パス・フレーズを求めるプロンプトが表示されることなく sshおよび scpコマンドをイン
ストーラで使用できるようにするには、次の手順に従います。

1. ソフトウェアをインストールするシステムでは、oracleユーザーとしてログインしま
す。

2. 次のコマンドを入力します。

$ exec /usr/bin/ssh-agent $SHELL
$ /usr/bin/ssh-add

3. プロンプトで、生成した各鍵に対するパス・フレーズを入力します。

SSH が適切に構成されていれば、パスワードまたはパス・フレーズを求めるプロンプト
は表示されることなく sshや scpコマンドを使用できます。

4. SSH 構成をテストするには、同じ端末セッションから次のコマンドを入力して、各クラ
スタ・ノードの構成をテストします。

$ ssh nodename1 date
$ ssh nodename2 date
    .
    .

これらのコマンドによって、各ノードに設定された日付が表示されます。パスワードま
たはパス・フレーズを求めるノードがある場合、そのノードの
~/.ssh/authorized_keysファイルに適切な公開鍵が含まれているかを確認します。

注意注意注意注意 : 各ノードの ~/.ssh/authorized_keysファイルには、すべての
クラスタ・ノードで生成した ~/.ssh/id_rsa.pubおよび
~/.ssh/id_dsa.pubファイルのすべての内容が含まれている必要があ
ります。
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5. インストーラは、このセッションから実行する必要があることに注意してください。別
の端末セッションからインストーラを起動するには、手順 2 および手順 3 を繰り返す必
要があります。

カーネル・パラメータおよびシェル制限の構成カーネル・パラメータおよびシェル制限の構成カーネル・パラメータおよびシェル制限の構成カーネル・パラメータおよびシェル制限の構成

システムのカーネル・パラメータおよびシェル制限の構成については、次の項を参照してく
ださい。

� 「カーネル・パラメータの構成」（5-21 ページ）

� 「oracle ユーザーのシェル制限の設定」（5-23 ページ）

カーネル・パラメータの構成カーネル・パラメータの構成カーネル・パラメータの構成カーネル・パラメータの構成
カーネル・パラメータが、次の表に示されている推奨値以上の値に設定されていることを確
認してください。表の後に、値を確認して設定する手順を示します。

注意注意注意注意 : 特定のシステムからのノードの接続に初めて SSH を使用した場
合、ホストの信頼性が確立されていないというメッセージが表示されるこ
とがあります。プロンプトで yesを入力して、次に進みます。再度、この
システムからこのノードに接続したときには、このメッセージは表示され
なくなります。

注意注意注意注意 : 次の項では、カーネル・パラメータおよびシェル制限の推奨値の
みを示します。本番データベース・システムでは、これらの値を調整して
システムのパフォーマンスを最適化することをお薦めします。カーネル・
パラメータの調整については、ご使用のオペレーティング・システムのマ
ニュアルを参照してください。

すべてのクラスタ・ノードでカーネル・パラメータおよびシェル制限を設
定する必要があります。

パラメータパラメータパラメータパラメータ  値値値値 ファイルファイルファイルファイル

semmsl
semmns
semopm
semmni

250
32000
100
128

/proc/sys/kernel/sem

shmall 2097152 /proc/sys/kernel/shmall
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これらのカーネル・パラメータに指定されている現行の値を表示し、必要に応じて変更する
には、次の手順に従います。

1. 次に示すコマンドを入力して、カーネル・パラメータの現行の値を表示します。

2. いずれかのカーネル・パラメータの値が推奨値と異なる場合は、次の手順を実行しま
す。

a. テキスト・エディタを使用して /etc/sysctl.confファイルを作成または編集
し、次のような行を追加または編集します。

shmmax 物理メモリー
の半分のサイ
ズ

/proc/sys/kernel/shmmax

shmmni 4096 /proc/sys/kernel/shmmni

file-max 65536 /proc/sys/fs/file-max

ip_local_port_range 1024 ～ 65000 /proc/sys/net/ipv4/ip_local_port_range

注意注意注意注意 : パラメータに対する現行の値が、この表の値より大きい場合、パ
ラメータの値を変更しないでください。

注意注意注意注意 : 現行の値を書き留め、変更が必要な値がわかるようにしておいて
ください。

パラメータパラメータパラメータパラメータ コマンドコマンドコマンドコマンド

semmsl、semmns、
semopm および semmni

# /sbin/sysctl -a | grep sem

このコマンドの出力結果には、セマフォ・パラメータの値が semmsl、semmns、
semopm および semmni の順に表示されます。

shmall、shmmax および
shmmni

# /sbin/sysctl -a | grep shm

file-max # /sbin/sysctl -a | grep file-max

ip_local_port_range # /sbin/sysctl -a | grep ip_local_port_range

このコマンドの出力結果には、ポート番号の範囲が表示されます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ  値値値値 ファイルファイルファイルファイル
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kernel.shmall = 2097152
kernel.shmmax = 2147483648
kernel.shmmni = 4096
kernel.sem = 250 32000 100 128
fs.file-max = 65536
net.ipv4.ip_local_port_range = 1024 65000

/etc/sysctl.confファイルで指定することによって、システムを再起動しても
値が保持されます。

b. 次のコマンドを入力して、カーネル・パラメータの現行の値を変更します。

# /sbin/sysctl -p

このコマンドの出力結果で、値が正しいことを確認します。値が正しくない場合、
/etc/sysctl.confファイルを編集して、このコマンドを再度入力します。

c. UnitedLinux の場合のみ、次のコマンドを入力して、システムの再起動時に
/etc/sysctl.confファイルが読み込まれるようにします。

# /sbin/chkconfig boot.sysctl on

3. 他のすべてのクラスタ・ノードでこの手順を繰り返します。

oracle ユーザーのシェル制限の設定ユーザーのシェル制限の設定ユーザーのシェル制限の設定ユーザーのシェル制限の設定
ソフトウェアのパフォーマンスを向上させるには、oracleユーザーに対する次のシェル制
限を増やす必要があります。

シェル制限を増やすには、次の手順に従います。

1. /etc/security/limits.confファイルに次の行を追加します。

*               soft    nproc   2047
*               hard    nproc   16384

注意注意注意注意 : 変更が必要なカーネル・パラメータ値の行のみを含めてください。
セマフォ・パラメータ（kernel.sem）は、4 つすべての値を指定する必
要があります。ただし、現行の値のいずれかが推奨値より大きい場合、そ
の大きい方の値を指定してください。

シェル制限シェル制限シェル制限シェル制限 limits.conf 内の項目内の項目内の項目内の項目 ハード制限ハード制限ハード制限ハード制限

オープン・ファイル記述子の最大数 nofile 65536

ユーザー 1 人当たりに使用可能なプロセスの最大数 nproc 16384
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*               soft    nofile  1024
*               hard    nofile  65536

2. /etc/pam.d/loginファイルに次の行が存在しない場合、追加します。

session    required     /lib/security/pam_limits.so

3. oracleユーザーのデフォルトのシェルに応じて、デフォルトのシェルの起動ファイル
を次のように変更します。

� Bourne、Bash または Korn シェルには、/etc/profileファイル（UnitedLinux シ
ステムの場合は /etc/profile.localファイル）に次の行を追加します。

if [ $USER = "oracle" ]; then
        if [ $SHELL = "/bin/ksh" ]; then
              ulimit -p 16384
              ulimit -n 65536
        else
              ulimit -u 16384 -n 65536
        fi
fi

� C または tcsh シェルには、/etc/csh.loginファイル（UnitedLinux システムの場
合は /etc/csh.login.localファイル）に次の行を追加します。

if ( $USER == "oracle" ) then
        limit maxproc 16384
        limit descriptors 65536
endif

4. 他のすべてのクラスタ・ノードでこの手順を繰り返します。

必要なソフトウェア・ディレクトリの選択必要なソフトウェア・ディレクトリの選択必要なソフトウェア・ディレクトリの選択必要なソフトウェア・ディレクトリの選択
Oracle ソフトウェアに対して、次の 4 つのディレクトリを選択または作成する必要がありま
す。

� Oracle ベース・ディレクトリ

� Oracle Inventory ディレクトリ

� CRS ホーム・ディレクトリ

� Oracle ホーム・ディレクトリ

次の項では、これらのディレクトリの要件について説明します。
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Oracle ベース・ディレクトリベース・ディレクトリベース・ディレクトリベース・ディレクトリ
Oracle ベース・ディレクトリは、Oracle ソフトウェア環境における最上位ディレクトリとし
て機能します。これは、Windows システムでの Oracle ソフトウェアのインストールに使用
される C:\Oracleディレクトリと同様です。UNIX システムでは、Optimal Flexible 
Architecture（OFA）のガイドラインに従って、Oracle ベース・ディレクトリに次のような
パスを使用します。

/mount_point/app/oracle_sw_owner

この例の意味は、次のとおりです。

� mount_pointは、Oracle ソフトウェアを格納するファイル・システムのマウント・ポ
イント・ディレクトリです。

このマニュアルの例では、マウント・ポイント・ディレクトリに /u01を使用していま
す。ただし、/oracleや /opt/oracleなど、別のマウント・ポイント・ディレクト
リを選択することもできます。

� oracle_sw_ownerは、oracleなどの Oracle ソフトウェア所有者の UNIX ユーザー名
です。

同じ Oracle ベース・ディレクトリを複数の環境に使用したり、環境ごとに別の Oracle ベー
ス・ディレクトリを作成することができます。同じシステムに複数の UNIX ユーザーが
Oracle ソフトウェアをインストールする場合、各ユーザーは別々の Oracle ベース・ディレ
クトリを作成する必要があります。次の例の Oracle ベース・ディレクトリは、すべて同じ
システムに作成できます。

/u01/app/oracle
/u01/app/orauser
/opt/oracle/app/oracle

次の項では、インストールに適切な既存の Oracle ベース・ディレクトリを選択する方法に
ついて説明します。また、必要に応じて、新しい Oracle ベース・ディレクトリを作成する
方法についても説明します。

新しい Oracle ベース・ディレクトリを作成するか、既存の Oracle ベース・ディレクトリを
使用するかにかかわらず、環境変数 ORACLE_BASE を設定して、このディレクトリへのフ
ル・パスを指定する必要があります。

注意注意注意注意 : Oracle ベース・ディレクトリは、ローカル・ファイル・システム
またはサポートされている NAS デバイスの NFS ファイル・システムに配
置できます。Oracle ベース・ディレクトリは、バージョン 1 の OCFS ファ
イル・システムには作成しないでください。
RAC のインストール前の作業（Linux-Based Systems） 5-25



必要なソフトウェア・ディレクトリの選択
Oracle Inventory ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ
Oracle Inventory ディレクトリ（oraInventory）には、システムにインストールされてい
るすべてのソフトウェアのインベントリを格納します。このディレクトリは、単一システム
のすべての Oracle ソフトウェア環境に必要で、共有されます。システムに初めて Oracle ソ
フトウェアをインストールする場合、インストーラによって、このディレクトリへのパスの
指定を求めるプロンプトが表示されます。ローカル・ファイル・システムにソフトウェアを
インストールしている場合、次のパスを選択することをお薦めします。

oracle_base/oraInventory

インストーラによって、指定したディレクトリが作成され、そのディレクトリに適切な所有
者、グループおよび権限が設定されます。自分でこのディレクトリを作成する必要はありま
せん。

CRS ホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリ
CRS ホーム・ディレクトリは、Oracle Cluster Ready Services のソフトウェアをインストー
ルするディレクトリです。CRS は個別のホーム・ディレクトリにインストールする必要があ
ります。インストーラを起動すると、このディレクトリへのパスと識別名の指定を求めるプ
ロンプトが表示されます。ここで指定するディレクトリは、Oracle ベース・ディレクトリの
サブディレクトリである必要があります。CRS ホーム・ディレクトリには、次のようなパス
を指定することをお薦めします。

oracle_base/product/10.1.0/crs

インストーラによって、Oracle ベース・ディレクトリの下に、指定したディレクトリ・パス
が作成されます。さらに、そのディレクトリに適切な所有者、グループおよび権限が設定さ
れます。自分でこのディレクトリを作成する必要はありません。

Oracle ホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリ
Oracle ホーム・ディレクトリは、特定の Oracle 製品のソフトウェアをインストールする
ディレクトリです。個々の Oracle 製品、または同じ Oracle 製品でもリリースが異なる場合
は、別々の Oracle ホーム・ディレクトリにインストールする必要があります。インストー
ラを起動すると、このディレクトリへのパスと識別名の指定を求めるプロンプトが表示され
ます。ここで指定するディレクトリは、Oracle ベース・ディレクトリのサブディレクトリで
ある必要があります。Oracle ホーム・ディレクトリには、次のようなパスを指定することを
お薦めします。

oracle_base/product/10.1.0/db_1

注意注意注意注意 : このディレクトリは、すべての Oracle ソフトウェア環境の基礎と
なります。定期的にこのディレクトリをバックアップしてください。

システムからすべての Oracle ソフトウェアを完全に削除した場合を除き、
このディレクトリは削除しないでください。
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インストーラによって、Oracle ベース・ディレクトリの下に、指定したディレクトリ・パス
が作成されます。さらに、そのディレクトリに適切な所有者、グループおよび権限が設定さ
れます。自分でこのディレクトリを作成する必要はありません。

Oracle ベース・ディレクトリの選択または作成ベース・ディレクトリの選択または作成ベース・ディレクトリの選択または作成ベース・ディレクトリの選択または作成
インストールを開始する前に、既存の Oracle ベース・ディレクトリを選択するか、必要に
応じて新しい Oracle ベース・ディレクトリを作成します。この項の内容は次のとおりです。

� 既存の Oracle ベース・ディレクトリの選択

� 新しい Oracle ベース・ディレクトリの作成

既存の既存の既存の既存の Oracle ベース・ディレクトリの選択ベース・ディレクトリの選択ベース・ディレクトリの選択ベース・ディレクトリの選択
既存の Oracle ベース・ディレクトリが、OFA のガイドラインに準拠したパスを持たない場
合があります。ただし、既存の Oracle Inventory ディレクトリや Oracle ホーム・ディレク
トリを選択する場合に、通常、次の方法で Oracle ベース・ディレクトリを選択できます。

� 既存の Oracle Inventory ディレクトリを選択する場合

すべてのクラスタ・ノードで次のコマンドを入力して、oraInst.locファイルの内容
を表示します。

# more /etc/oraInst.loc

oraInst.locファイルが存在する場合、このコマンドの出力結果は、次のようになり
ます。

inventory_loc=/u01/app/oracle/oraInventory
inst_group=oinstall

inventory_locパラメータが、そのシステムの Oracle Inventory ディレクトリ
（oraInventory）を示しています。通常、oraInventoryディレクトリの親ディレク
トリが、Oracle ベース・ディレクトリです。前述の例では、/u01/app/oracleが
Oracle ベース・ディレクトリです。

� 既存の Oracle ホーム・ディレクトリを選択する場合

すべてのクラスタ・ノードで次のコマンドを入力して、oratabファイルの内容を表示
します。

# more /etc/oratab

注意注意注意注意 : Oracle ベース・ディレクトリがすでにシステムに存在する場合で
も、新しい Oracle ベース・ディレクトリを作成できます。
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oratabファイルが存在する場合は、次のような行が含まれます。

*:/u03/app/oracle/product/10.1.0/db_1:N
*:/opt/orauser/infra_904:N
*:/oracle/9.2.0:N

各行で指定されたディレクトリ・パスが、Oracle ホーム・ディレクトリを示していま
す。使用する Oracle ソフトウェア所有者のユーザー名が末尾に付くディレクトリ・パ
スが、Oracle ベース・ディレクトリに有効なパスです。前述の例で、oracleユーザー
を使用してソフトウェアをインストールする場合は、次のディレクトリのいずれかを選
択できます。

/u03/app/oracle
/oracle

インストールに既存の Oracle ベース・ディレクトリを使用する前に、そのディレクトリが
次の条件を満たしていることを確認します。

� オペレーティング・システムと同じファイル・システムに存在しない。

� すべてのクラスタ・ノードで同一パスを持つか、またはサポートされている NAS デバ
イスの NFS ファイル・システムに存在する。

NFS ファイル・システムを使用していない場合は、他のノードに同一の Oracle ベース・
ディレクトリを作成してください。

� すべてのクラスタ・ノードで十分な空きディスク領域を持つ（次の表を参照）。

Oracle ベース・ディレクトリが存在するファイル・システムの空きディスク領域を確認
するには、次のコマンドを使用します。

# df -k oracle_base_path

注意注意注意注意 : 可能な場合は、1 つ目のようなディレクトリ・パス
（/u03/app/oracle）を選択してください。このパスは、OFA のガイド
ラインに準拠しています。

要件要件要件要件 空きディスク領域空きディスク領域空きディスク領域空きディスク領域

Oracle ベース・ディレクトリにソフトウェア・ファイルのみを格納する場合 最大 4GB

Oracle ベース・ディレクトリにソフトウェアおよびデータベースの両方のファ

イルを格納する場合（本番データベースにはお薦めしません）

最大 5GB
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次の手順に進みます。

� Oracle ベース・ディレクトリがシステムに存在せず、新しい Oracle ベース・ディレクト
リを作成する場合は、5-29 ページの「新しい Oracle ベース・ディレクトリの作成」を
参照してください。

� 既存の Oracle ベース・ディレクトリを使用する場合は、5-30 ページの「Oracle CRS と
データベース・ファイルのディスク記憶域の構成」を参照してください。

この章の後半で oracleユーザーの環境を構成する際に、環境変数 ORACLE_BASE を
設定してここで選択したディレクトリを指定します。

新しい新しい新しい新しい Oracle ベース・ディレクトリの作成ベース・ディレクトリの作成ベース・ディレクトリの作成ベース・ディレクトリの作成
新しい Oracle ベース・ディレクトリを作成する前に、次の手順に従って、十分な空きディ
スク領域を持つ適切なファイル・システムを選択する必要があります。

適切なファイル・システムを選択するには、次の手順に従います。

1. df -kコマンドを使用して、マウントされた各ファイル・システムの空きディスク領域
を確認します。

2. 表示された情報から、適切な空き領域を持つファイル・システムを選択します。

Oracle ベース・ディレクトリへのパスは、すべてのノードで同一である必要がありま
す。

3. 選択したファイル・システムに対するマウント・ポイント・ディレクトリの名前を書き
留めます。

要件要件要件要件 空きディスク領域空きディスク領域空きディスク領域空きディスク領域

Oracle ベース・ディレクトリにソフトウェア・ファイルのみを格納する場合 最大 4GB

Oracle ベース・ディレクトリにソフトウェアおよびデータベースの両方のファイルを

格納する場合（本番データベースにはお薦めしません）

最大 5GB

注意注意注意注意 : ファイル・システムには、ローカル・ファイル・システムまたは
サポートされている NAS デバイスの NFS ファイル・システムを選択でき
ます。OCFS ファイル・システムに Oracle ベース・ディレクトリを作成し
ないでください。
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Oracle ベース・ディレクトリを作成し、そのディレクトリに適切な所有者、グループおよび
権限を指定するには、次の手順に従います。

1. 次のコマンドを入力して、選択したマウント・ポイント・ディレクトリに推奨サブディ
レクトリを作成し、そのサブディレクトリに適切な所有者、グループおよび権限を設定
します。

# mkdir -p /mount_point/app/oracle_sw_owner
# chown -R oracle:oinstall /mount_point/app
# chmod -R 775 /mount_point/app

選択したマウント・ポイントが /u01で、Oracle ソフトウェア所有者のユーザー名が
oracleである場合、Oracle ベース・ディレクトリの推奨パスは次のようになります。

/u01/app/oracle

2. 必要に応じて、前の手順で示したコマンドを繰り返し、他のクラスタ・ノードにも同じ
ディレクトリを作成します。

3. この章の後半で oracleユーザーの環境を構成する際に、環境変数 ORACLE_BASE を
設定してこのディレクトリを指定します。

Oracle CRS とデータベース・ファイルのディスク記憶域の構成とデータベース・ファイルのディスク記憶域の構成とデータベース・ファイルのディスク記憶域の構成とデータベース・ファイルのディスク記憶域の構成
この項では、Oracle Cluster Ready Services ファイル、Oracle データベース・ファイル、
Oracle データベースのリカバリ・ファイル（任意）を格納するために使用できる記憶域につ
いて説明します。各ファイル・タイプで使用する格納方法を選択した後、必要な記憶域の構
成方法について次の項を参照してください。

Oracle CRS ファイルの記憶域の選択ファイルの記憶域の選択ファイルの記憶域の選択ファイルの記憶域の選択
Oracle Cluster Ready Services をインストールする前に、Oracle Cluster Registry（100MB）
および CRS 投票ディスク（20MB）に使用する記憶域を選択する必要があります。Oracle イ
ンスタンスを起動する前にこれらのファイルにアクセス可能である必要があるため、自動記
憶域管理を使用してこれらのファイルを格納することはできません。

Oracle CRS ファイルには、ASM を除いて、次の項に示すすべての記憶域を使用できます。

Oracle データベース・ファイルの記憶域の選択データベース・ファイルの記憶域の選択データベース・ファイルの記憶域の選択データベース・ファイルの記憶域の選択
インストール中にデータベースを作成する場合、データベース・ファイル用に次の記憶域の
いずれかを選択する必要があります。

� ファイル・システム

注意注意注意注意 : 各ファイル・タイプに同一の記憶域を使用する必要はありません。
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� 自動記憶域管理

� RAW デバイス

� Linux 用の OCFS を使用するクラスタ・ファイル・システム

� 自動記憶域管理

� サポートされている NAS デバイスの NFS ファイル・システム

� RAW パーティション

Oracle データベース・リカバリ・ファイルの記憶域の選択データベース・リカバリ・ファイルの記憶域の選択データベース・リカバリ・ファイルの記憶域の選択データベース・リカバリ・ファイルの記憶域の選択
また、インストール中の自動バックアップを有効にする場合は、リカバリ・ファイル（フ
ラッシュ・リカバリ領域）に次のいずれかの記憶域を選択する必要があります。

� Linux 用の OCFS を使用するクラスタ・ファイル・システム

� 自動記憶域管理

� サポートされている NAS デバイスの NFS ファイル・システム

リカバリ・ファイルには、データベース・ファイルと同じ記憶域または別の記憶域のどちら
でも選択できます。

ディスク記憶域の構成ディスク記憶域の構成ディスク記憶域の構成ディスク記憶域の構成
インストールを開始する前にディスク記憶域を構成する方法については、選択した記憶域に
応じて、次のいずれかの項を参照してください。

� Oracle CRS、データベース・ファイル、またはリカバリ・ファイルの記憶域にファイ
ル・システムを使用する場合は、5-32 ページの「Oracle CRS、データベース・ファイ
ル、リカバリ・ファイル用のディレクトリの作成」を参照してください。

� データベース・ファイルまたはリカバリ・ファイルの記憶域に ASM を使用する場合は、
5-36 ページの「自動記憶域管理用のディスクの構成」を参照してください。

� Oracle CRS またはデータベース・ファイルの記憶域に RAW デバイス（パーティション
または論理ボリューム）を使用する場合は、5-48 ページの「RAW パーティションの構
成」を参照してください。

注意注意注意注意 : 次の「オラクル製品 主なシステム要件」のサイトから、データ
ベース製品の情報を参照して RAC 環境でサポートされている記憶域の最
新情報を確認してください。

http://www.oracle.co.jp/products/system/index.html
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Oracle CRS、、、、データベース・ファイル、リカバリ・ファイル用データベース・ファイル、リカバリ・ファイル用データベース・ファイル、リカバリ・ファイル用データベース・ファイル、リカバリ・ファイル用
のディレクトリの作成のディレクトリの作成のディレクトリの作成のディレクトリの作成

Oracle CRS、データベース・ファイルまたはリカバリ・ファイルをファイル・システムに格
納する場合、次のガイドラインに従って格納先を決定します。

Oracle CRS ファイルをファイル・システムに格納するためのガイドラインファイルをファイル・システムに格納するためのガイドラインファイルをファイル・システムに格納するためのガイドラインファイルをファイル・システムに格納するためのガイドライン
インストーラでは、Oracle Cluster Registry（OCR）または Oracle CRS 投票ディスク用のデ
フォルトの格納先は提供されません。ファイル・システムにこれらのファイルを作成する場
合は、次のガイドラインに従って格納先を決定します。

� 共有ファイル・システム（共有ディスクのクラスタ・ファイル・システム、サポートさ
れる NAS デバイスの NFS ファイル・システムなど）を選択する必要があります。

� その共有ファイル・システムには、OCR 用に 100MB 以上の空きディスク領域および
CRS 投票ディスク用に 20MB の空きディスク領域が必要です。

� 信頼性を高めるために、可用性の高い記憶域デバイス（ミラー化を実装する RAID デバ
イスなど）のファイル・システムを選択する必要があります。

� 共有ファイル・システムに Oracle Cluster Ready Services ソフトウェアを格納している
場合は、これらのファイルに対して同じファイル・システムを使用できます。

� oracleユーザーには、指定したパスにファイルを作成するための書込み権限が必要で
す。

Oracle データベース・ファイルをファイル・システムに格納するためのガデータベース・ファイルをファイル・システムに格納するためのガデータベース・ファイルをファイル・システムに格納するためのガデータベース・ファイルをファイル・システムに格納するためのガ
イドラインイドラインイドラインイドライン

Oracle データベース・ファイルをファイル・システムに格納する場合、次のガイドラインに
従って格納先を決定します。

� 共有ファイル・システム（共有ディスクのクラスタ・ファイル・システム、サポートさ
れる NAS デバイスの NFS ファイル・システムなど）を選択する必要があります。

� インストーラによって提供されるデータベース・ファイル・ディレクトリのデフォルト
のパスは、Oracle ベース・ディレクトリのサブディレクトリです。 このパスは、共有
ファイル・システム上の Oracle ベース・ディレクトリを使用している場合にのみ選択
できます。

このデフォルトの位置は、本番データベースにはお薦めしません。

注意注意注意注意 : Oracle9i リリース 2（9.2）からアップグレードしている場合は、
OCR 用の新しいファイルを作成するかわりに SRVM 構成リポジトリに使
用した RAW デバイスまたは共有ファイルを継続して使用できます。
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� データベース・ファイルの格納先には、単一のファイル・システムまたは複数のファイ
ル・システムのいずれかを選択できます。

� 単一のファイル・システムを使用する場合は、そのデータベース専用の物理デバイ
スにあるファイル・システムを選択します。

パフォーマンスおよび信頼性を高めるために、RAID デバイスまたは複数の物理デ
バイス上の論理ボリュームを選択し、SAME（すべてをストライピングおよびミ
ラーリングする）方法を実装します。

� 複数のファイル・システムを使用する場合は、そのデータベース専用の単独の物理
デバイス上のファイル・システムを選択します。

この方法によって、物理 I/O を分散させ、別々のデバイスで個々に制御ファイルを
作成して、信頼性を向上できます。また、OFA のガイドラインを完全に実装できま
す。この方法を実装するには、インストール中にアドバンスト・データベース作成
オプションまたはカスタム・インストール・タイプのいずれかを選択する必要があ
ります。

� インストール時に事前構成済データベースを作成する場合、選択するファイル・システ
ムには 1.2GB 以上の空きディスク領域が必要です。

本番データベースでは、作成するデータベースの用途に応じて、ディスク領域の要件を
見積もる必要があります。

� 最適なパフォーマンスを得るため、データベース専用に使用される物理デバイスに存在
するファイル・システムを選択する必要があります。

� oracleユーザーには、指定したパスにファイルを作成するための書込み権限が必要で
す。

Oracle リカバリ・ファイルをファイル・システムに格納するためのガイドリカバリ・ファイルをファイル・システムに格納するためのガイドリカバリ・ファイルをファイル・システムに格納するためのガイドリカバリ・ファイルをファイル・システムに格納するためのガイド
ラインラインラインライン

Oracle リカバリ・ファイルをファイル・システムに格納する場合は、次のガイドラインに
従って格納先を決定します。

� ディスク障害が発生した場合にデータベース・ファイルとリカバリ・ファイルの両方が
使用不可能にならないように、リカバリ・ファイルは、データベース・ファイルとは別
の物理ディスク上のファイル・システムに格納します。

注意注意注意注意 : インストール中に自動バックアップを有効にする場合にのみ、リ
カバリ・ファイルの場所を選択する必要があります。
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� 共有ファイル・システム（共有ディスクのクラスタ・ファイル・システム、サポートさ
れる NAS デバイスの NFS ファイル・システムなど）を選択する必要があります。

� 選択するファイル・システムには、2GB 以上の空きディスク領域が必要です。

ディスク領域要件は、フラッシュ・リカバリ領域に対して設定
（DB_RECOVERY_FILE_DEST_SIZE 初期化パラメータで指定）された、デフォルトの
ディスク割当て制限です。

カスタム・インストール・タイプまたはアドバンスト・データベース構成オプションを
選択すると、ディスク割当て制限に、異なる値を指定できます。データベースを作成し
た後、Oracle Enterprise Manager の Grid Control または Database Control を使用して、
別の値を指定することもできます。

フラッシュ・リカバリ領域のサイズ指定については、『Oracle Database バックアップお
よびリカバリ基礎』を参照してください。

� インストーラによって提供されるデータベース・ファイル・ディレクトリのデフォルト
のパスは、Oracle ベース・ディレクトリのサブディレクトリです。 このパスは、共有
ファイル・システム上の Oracle ベース・ディレクトリを使用している場合にのみ選択
できます。

このデフォルトの場所は、本番データベースにはお薦めしません。

� oracleユーザーには、指定したパスにファイルを作成するための書込み権限が必要で
す。

必要なディレクトリの作成必要なディレクトリの作成必要なディレクトリの作成必要なディレクトリの作成

Oracle ベース・ディレクトリに、別々のファイル・システム上の Oracle CRS ファイル、
データベース・ファイルまたはリカバリ・ファイル用のディレクトリを作成するには、次の
手順に従います。

1. 必要に応じて、各ノードで使用する共有ファイル・システムを構成し、マウントしま
す。

注意注意注意注意 : いずれかまたは両方のファイル・タイプに標準または高冗長レベ
ルの ASM ディスク・グループを使用する方法もあります。

注意注意注意注意 : この手順は、別々のファイル・システムにある Oracle CRS ファイ
ル、データベース・ファイル、またはリカバリ・ファイルを、Oracle ベー
ス・ディレクトリに格納する場合にのみ実行する必要があります。
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2. df -kコマンドを使用して、マウントされた各ファイル・システムの空きディスク領域
を確認します。

3. 表示された情報から、使用するファイル・システムを選択します。

複数のファイル・タイプに対して同じファイル・システムを使用している場合は、各タ
イプに対するディスク領域要件を追加して、ディスク領域要件の合計を判断します。

4. 選択したファイル・システムに対するマウント・ポイント・ディレクトリの名前を書き
留めます。

5. 次のコマンドを入力して各マウント・ポイント・ディレクトリに推奨サブディレクトリ
を作成し、そのサブディレクトリに適切な所有者、グループおよび権限を設定します。

� CRS ファイル・ディレクトリ :

# mkdir /mount_point/oracrs
# chown oracle:oinstall /mount_point/oracrs
# chmod 775 /mount_point/oracrs

� データベース・ファイル・ディレクトリ :

# mkdir /mount_point/oradata
# chown oracle:oinstall /mount_point/oradata
# chmod 775 /mount_point/oradata

� リカバリ・ファイル・ディレクトリ（フラッシュ・リカバリ領域）:

# mkdir /mount_point/flash_recovery_area
# chown oracle:oinstall /mount_point/flash_recovery_area
# chmod 775 /mount_point/flash_recovery_area

注意注意注意注意 : ノードの再起動時、自動的にマウントされるように、ファイル・
システムが構成されていることを確認してください。

ファイル・タイプファイル・タイプファイル・タイプファイル・タイプ ファイル・システムの要件ファイル・システムの要件ファイル・システムの要件ファイル・システムの要件

CRS ファイル 120MB 以上の空き領域を持つ単一のファイル・システムを選択しま

す。

データ・ファイル 次のいずれかを選択します。

� 1.2GB 以上の空き領域を持つ単一のファイル・システム

� 合計 1.2GB 以上の空き領域を持つ複数のファイル・システム

リカバリ・ファイ
ル

2GB 以上の空き領域を持つ単一のファイル・システムを選択します。
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6. また、記憶域に ASM または RAW デバイスを使用する場合は、次のいずれかの項を参
照してください。

� 自動記憶域管理用のディスクの構成

� RAW パーティションの構成

その他の場合は、5-54 ページの「必要なソフトウェアが動作していることの確認」を参
照してください。

自動記憶域管理用のディスクの構成自動記憶域管理用のディスクの構成自動記憶域管理用のディスクの構成自動記憶域管理用のディスクの構成
ここでは、ASM で使用するディスクの構成方法について説明します。ディスクを構成する
前に、必要なディスクの数と空きディスク領域の大きさを判断する必要があります。次の項
では、要件の確認およびディスクの構成方法について説明します。

� ASM の記憶域要件の指定

� 既存の ASM ディスク・グループの使用

� ASM のディスクの構成

ASM の記憶域要件の指定の記憶域要件の指定の記憶域要件の指定の記憶域要件の指定
ASM を使用するための記憶域要件を指定するには、必要なデバイス数およびディスクの空
き領域を確認する必要があります。このタスクを実行するには、次の手順に従います。

1. Oracle データベース・ファイル（データ・ファイル）またはリカバリ・ファイル（ある
いはその両方）に ASM を使用するかどうかを決定します。

注意注意注意注意 : この項ではディスクについて説明していますが、サポートされて
いる NAS ストレージ・デバイスのゼロ埋込みファイルを ASM ディスク・
グループで使用することもできます。ASM ディスク・グループで使用す
るための NAS ベースのファイルの作成および構成方法については、

『Oracle Database インストレーション・ガイド for UNIX Systems』の付録
を参照してください。

注意注意注意注意 : データベース・ファイルおよびリカバリ・ファイルに対して、同
じメカニズムの記憶域を使用する必要はありません。一方でファイル・シ
ステムを使用し、他方で ASM を使用できます。

自動バックアップを有効にすることを選択し、使用可能なクラスタ・ファ
イル・システムがない場合は、リカバリ・ファイルの記憶域に ASM を使
用する必要があります。
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インストール中に自動バックアップを使用可能にしている場合、フラッシュ・リカバリ
領域に ASM ディスク・グループを指定して、リカバリ・ファイル用の記憶域メカニズ
ムとして ASM を選択できます。インストール時に選択するデータベースの作成方法に
応じて次のいずれかを選択します。

� DBCA を対話型モードで実行するインストール方法を選択した場合（アドバンス
ト・データベース構成オプションを選択した場合など）、データ・ファイルおよび
リカバリ・ファイルに同じ ASM ディスク・グループを使用するか、または各ファ
イル・タイプに別のディスク・グループを使用するかを選択できます。

インストール後に DBCA を使用してデータベースを作成する場合に、同じ選択内
容を使用できます。

� DBCA を非対話型モードで実行するインストール・タイプを選択した場合は、デー
タベース・ファイルとリカバリ・ファイルに同じ ASM ディスク・グループを使用
する必要があります。

2. ASM ディスク・グループに使用する ASM 冗長レベルを選択します。

ASM ディスク・グループに選択した冗長レベルによって、ASM によるディスク・グ
ループ内のファイルのミラーリング方法および必要となるディスク数とディスク領域が
次のようになります。

� 外部冗長

外部冗長ディスク・グループでは、最小で 1 台のディスク・デバイスが必要です。
外部冗長のディスク・グループで有効なディスク領域は、全デバイスのディスク領
域の合計です。

ASM は外部冗長ディスク・グループ内のデータをミラーリングしないため、この
タイプのディスク・グループのディスク・デバイスとしては、RAID のみを使用す
るか、または同様にデバイス独自のデータ保護メカニズムを持つデバイスを使用す
ることをお薦めします。

� 標準冗長

標準冗長ディスク・グループでは、ASM はデフォルトで 2 方向のミラーリングを
使用し、パフォーマンスおよび信頼性を向上させます。標準冗長ディスク・グルー
プでは、最小で 2 台のディスク・デバイス（または 2 つの障害グループ）が必要で
す。標準冗長のディスク・グループで有効なディスク領域は、全デバイスのディス
ク領域の合計の半分です。

ほとんどの使用環境では、標準冗長ディスク・グループの使用をお薦めします。

� 高冗長

高冗長ディスク・グループでは、ASM はデフォルトで 3 方向のミラーリングを使
用してパフォーマンスを向上させ、最高レベルの信頼性を提供します。高冗長ディ
スク・グループでは、最小で 3 台のディスク・デバイス（または 3 つの障害グルー
プ）が必要です。高冗長のディスク・グループで有効なディスク領域は、全デバイ
スのディスク領域の合計の 3 分の 1 です。
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高冗長ディスク・グループでは、高レベルのデータ保護が提供されますが、この冗
長レベルの使用を決定する前に、追加するストレージ・デバイスのコストを考慮す
る必要があります。

3. データ・ファイルおよびリカバリ・ファイルに必要なディスク領域の合計容量を決定し
ます。

次の表を使用して、使用環境に必要なディスクの最小台数およびディスクの最小領域を
決定します。

ASM メタデータ用にディスク領域を追加する必要もあります。次の計算式を使用して、
追加のディスク領域の要件を計算します（単位 : MB）。

15 +（2 ×ディスクの台数）+（126 × ASM インスタンスの数）

たとえば、高冗長ディスク・グループに 3 台のディスクを使用する 4 ノードの RAC 環
境では、525MB の追加ディスク領域が必要になります。

（15 +（2 × 3） +（126 × 4））= 525

既存の ASM インスタンスがシステムに存在する場合は、これらの記憶域要件を満たす
ために、既存のディスク・グループを使用することができます。インストール時、必要
に応じて、既存のディスク・グループにディスクを追加できます。

次の項では、既存ディスク・グループの指定方法およびそのディスク・グループが持つ
ディスクの空き領域の確認方法について説明します。

4. 必要な場合は、ASM ディスク・グループのデバイスに障害グループを指定します。

標準または高冗長ディスク・グループを使用する場合は、カスタム障害グループのディ
スク・デバイスを関連付けることによって、ハードウェア障害に対するデータベースの
保護を強化できます。デフォルトでは、各デバイスに独自の障害グループが含まれま
す。ただし、標準冗長ディスク・グループの 2 台のディスク・デバイスが同じ SCSI コ
ントローラに接続されている場合、コントローラに障害が発生すると、ディスク・グ

冗長レベル冗長レベル冗長レベル冗長レベル ディスクの最小台数ディスクの最小台数ディスクの最小台数ディスクの最小台数
データ・ファデータ・ファデータ・ファデータ・ファ
イルイルイルイル

リカバリ・リカバリ・リカバリ・リカバリ・
ファイルファイルファイルファイル 合計合計合計合計

外部 1 1.15GB 2.3GB 3.45GB

標準 2 2.3GB 4.6GB 6.9GB

高 3 3.45GB 6.9GB 10.35GB

注意注意注意注意 : DBCA を対話型モードで実行するインストール方法を使用する場
合（カスタム・インストール・タイプやアドバンスト・データベース構成
オプションを選択する場合など）にのみ、この手順を実行する必要があり
ます。他のインストール・タイプでは、障害グループを指定できません。
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ループは使用できなくなります。この例でのコントローラは、シングル・ポイント障害
です。

このタイプの障害を防止するためには、2 つの SCSI コントローラを使用します。各コ
ントローラに 2 台のディスクを接続し、各コントローラに接続されたディスクに障害グ
ループを定義します。この構成では、ディスク・グループが 1 つの SCSI コントローラ
の障害を許容できるようになります。

5. システムに適切なディスク・グループが存在しない場合は、適切なディスク・デバイス
を設置または指定して、新しいディスク・グループを追加します。次のガイドラインに
従って、適切なディスク・デバイスを指定します。

� ASM ディスク・グループのすべてのデバイスは、サイズおよびパフォーマンス特
性が同じである必要があります。

� 単一の物理ディスクにある複数のパーティションを、1 つのディスク・グループの
デバイスとして指定しないでください。ASM は、各ディスク・グループのデバイ
スが、別々の物理ディスク上に存在するとみなします。

� 論理ボリュームを ASM ディスク・グループのデバイスとして指定できますが、こ
れを使用することはお薦めしません。論理ボリューム・マネージャは、物理ディス
ク・アーキテクチャを隠すことができ、これによって ASM による物理デバイス間
の I/O の最適化が行われなくなります。

この作業の実行については、5-36 ページの「自動記憶域管理用のディスクの構成」を参
照してください。

既存の既存の既存の既存の ASM ディスク・グループの使用ディスク・グループの使用ディスク・グループの使用ディスク・グループの使用
データベース・ファイルまたはリカバリ・ファイルの記憶域として ASM を使用する場合に、
既存の ASM ディスク・グループが存在する場合は、選択したインストール方法に応じて、
次のいずれかを選択します。

� DBCA を対話型モードで実行するインストール方法を選択した場合（アドバンスト・
データベース構成オプションを選択した場合など）、新しいディスク・グループを作成
するか、または既存のディスク・グループを使用するかを選択できます。

インストール後に DBCA を使用してデータベースを作成する場合に、同じ選択内容を
使用できます。

� DBCA を非対話型モードで実行するインストール方法を選択した場合、新しいデータ
ベースには既存のディスク・グループを選択する必要があり、新しいディスク・グルー

注意注意注意注意 : カスタム障害グループを定義する場合、標準冗長ディスク・グ
ループでは最小で 2 つの障害グループ、高冗長ディスク・グループでは 3
つの障害グループを指定する必要があります。
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プは作成できません。ただし、要件に対して既存ディスク・グループの空き領域が不十
分である場合は、既存ディスク・グループにディスク・デバイスを追加できます。

既存の ASM ディスク・グループが存在するかどうか、またはディスク・グループに十分な
ディスク領域があるかどうかを判断するために、Oracle Enterprise Manager Database Grid 
Control または Database Control を使用できます。また、次の手順も使用できます。

1. oratabファイルの内容を表示して、ASM インスタンスがシステムに組み込まれている
かどうかを判断します。

# more /etc/oratab

ASM インスタンスがシステムに組み込まれている場合、oratabファイルには次のよ
うな行が含まれます。

+ASM:oracle_home_path:N

この例では、+ASMは ASM インスタンスのシステム識別子（SID）、
oracle_home_pathは ASM インスタンスが組み込まれている Oracle ホーム・ディレ
クトリです。表記規則により、ASM インスタンスの SID は、プラス（+）記号で始めま
す。

2. 環境変数 ORACLE_SID および ORACLE_HOME を設定して、使用する ASM インスタ
ンスに対して適切な値を指定します。

3. SYSDBA 権限を持つ SYS ユーザーとして ASM インスタンスに接続し、必要に応じてイ
ンスタンスを起動します。

# $ORACLE_HOME/bin/sqlplus "SYS/SYS_password as SYSDBA"
SQL> STARTUP

4. 次のコマンドを入力して、既存のディスク・グループ、それらの冗長レベルおよび各グ
ループでのディスクの空き領域を表示します。

SQL> SELECT NAME,TYPE,TOTAL_MB,FREE_MB FROM V$ASM_DISKGROUP;

5. 出力結果から、適切な冗長レベルが設定されているディスク・グループを特定し、その
ディスク・グループにある空き領域を記録します。

6. 必要に応じて、前述の記憶域要件のリストを満たすために必要な追加のディスク・デバ
イスを設置または指定します。

注意注意注意注意 : 既存ディスク・グループを管理する ASM インスタンスは、異なる
Oracle ホーム・ディレクトリで実行されている可能性があります。
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ASM のディスクの構成のディスクの構成のディスクの構成のディスクの構成
Oracle には、記憶域の管理に ASM を使用するデータベースの I/O パフォーマンスを向上さ
せるために使用可能な ASM ライブラリ・ドライバが用意されています。データベース記憶
域に ASM を使用する場合は、ASM ライブラリ・ドライバおよび関連ユーティリティをイン
ストールして ASM ディスク・グループに含めるデバイスの構成に使用することをお薦めし
ます。ASM ライブラリ・ドライバを使用しない場合は、RAW デバイスに対して使用する各
ディスク・デバイスをバインドする必要があります。ここでは、これら両方の場合のディス
クの構成方法について説明します。

� ASM ライブラリ・ドライバを使用した ASM のディスクの構成

� RAW デバイスを使用した ASM のディスクの構成

ASM ライブラリ・ドライバを使用したライブラリ・ドライバを使用したライブラリ・ドライバを使用したライブラリ・ドライバを使用した ASM のディスクの構成のディスクの構成のディスクの構成のディスクの構成
ASM ライブラリ・ドライバを使用して ASM デバイスを構成するには、次の作業を行いま
す。

ASM ライブラリ・ドライバ・ソフトウェアのインストールおよび構成ライブラリ・ドライバ・ソフトウェアのインストールおよび構成ライブラリ・ドライバ・ソフトウェアのインストールおよび構成ライブラリ・ドライバ・ソフトウェアのインストールおよび構成

ASM ライブラリ・ドライバおよびユーティリティをインストールし、構成するには、次の
手順に従います。

1. ユーザーを rootユーザーに切り替えます。

# su -

2. 次のコマンドを入力して、システムのカーネル・バージョンおよびアーキテクチャを判
別します。

# uname -rm

3. ソフトウェアをハードディスクからインストールしない場合、Oracle Database 10g 付属
CD-ROM または Oracle Database 10g DVD-ROM をドライブに挿入します。

ディスクが自動的にマウントされない場合は、『Oracle Database インストレーション・
ガイド for UNIX Systems』の Linux のディスクのマウントに関する項を参照してくだ
さい。

4. ディレクトリを、ご使用の Linux ディストリビューションおよびアーキテクチャ用の
ASM ライブラリ・ドライバ・パッケージを含むディレクトリに変更します。

$ cd directory_path/RPMS/distribution

注意注意注意注意 : 既存のディスク・グループにデバイスを追加する場合は、サイズ
およびパフォーマンス特性が、そのディスク・グループ内の既存デバイス
と同じであるデバイスの使用をお薦めします。
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この例では、distributionは使用している Linux のディストリビューションで、
directory_pathは次のいずれかです。

� CD-ROM のマウント・ポイントのディレクトリ・パス

� DVD-ROM 上の Oracle Database 10g 付属 CD のインストール・ディレクトリ
（companion）

� ハードディスク上の Disk1ディレクトリのパス

5. 次のコマンドを入力して、パッケージをインストールします。

# rpm -Uvh oracleasm-support-1.0.0-1.arch.rpm oracleasmlib-1.0.0-1.arch.rpm 
# rpm -Uvh oracleasm-kernel_version-1.0.0-1.arch.rpm

この例では、archはシステム・アーキテクチャのタイプで、kernel_versionは使用
しているカーネルのバージョンです。たとえば、i686 アーキテクチャを持つシステムで
Red Hat Enterprise Linux AS 2.1 のエンタープライズ・カーネルを使用している場合は、
次のコマンドを入力します。

# rpm -Uvh oracleasm-support-1.0.0-1.i686.rpm oracleasmlib-1.0.0-1.i686.rpm 
# rpm -Uvh oracleasm-2.4.9-e-enterprise-1.0.0-1.i686.rpm

6. 次のコマンドを入力して、このインストールに使用している Oracle ソフトウェア所有
者ユーザーの UID（通常 oracle）および OSDBA グループの GID（通常 dba）を判別
します。

# id oracle

7. 次のコマンドを入力して、oracleasm初期化スクリプトを、configureオプションを
指定して実行します。

# /etc/init.d/oracleasm configure

8. スクリプトで表示されるプロンプトへの応答で、次の情報を入力します。

スクリプトによって、次の作業が実行されます。

� /etc/sysconfig/oracleasm構成ファイルの作成

プロンプトプロンプトプロンプトプロンプト 推奨される応答推奨される応答推奨される応答推奨される応答

Default UID to own the driver interface: Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの UID（oracle）を

指定します。

Default GID to own the driver interface: OSDBA グループの GID（dba）を指定します。

Start Oracle ASM Library driver on boot (y/n): システムの起動時に Oracle ASM ライブラリ・ドライバを

起動するために、yを入力します。
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� /dev/oracleasmマウント・ポイントの作成

� oracleasmカーネル・モジュールのロード

� ASM ライブラリ・ドライバのファイル・システムのマウント

9. RAC のインストール先のすべてのクラスタ・ノードでこの手順を繰り返します。

ASM ライブラリ・ドライバを使用するためのディスク・デバイスの構成ライブラリ・ドライバを使用するためのディスク・デバイスの構成ライブラリ・ドライバを使用するためのディスク・デバイスの構成ライブラリ・ドライバを使用するためのディスク・デバイスの構成

ASM ディスク・グループで使用するディスク・デバイスを構成するには、次の手順を実行
します。

1. 必要に応じて、ディスク・グループに使用する共有ディスクを設置し、システムを再起
動します。

2. 次のコマンドを入力して、使用するディスクのデバイス名を確認します。

# /sbin/fdisk -l

デバイス名は、ディスク・タイプによって異なることがあります。

ディスク・グループにデバイスを含めるには、ドライブ・デバイス名またはパーティ
ション・デバイス名のいずれかを指定します。

注意注意注意注意 : ASM ライブラリ・ドライバのファイル・システムは、通常のファ
イル・システムではありません。ASM ドライバと通信する ASM ライブラ
リでのみ使用されます。

ディスク・タイプディスク・タイプディスク・タイプディスク・タイプ デバイス名の形式デバイス名の形式デバイス名の形式デバイス名の形式 説明説明説明説明

IDE ディスク /dev/hdxn この例で、xは、IDE ディスクを識別する文字です。また、nは、パーティ

ションの番号です。たとえば、/dev/hdaは、第 1 IDE バスの第 1 ディス

クです。

SCSI ディスク /dev/sdxn この例で、xは、SCSI ディスクを識別する文字です。また、nは、パー

ティションの番号です。たとえば、/dev/sdaは、第 1 SCSI バスの第 1
ディスクです。

RAID ディスク /dev/rd/cxdypz
/dev/ida/cxdypz

RAID コントローラによって、RAID デバイスのデバイス名が異なることが

あります。この例で、xは、コントローラを識別する数字です。また、y
は、ディスクを識別する数字で、zは、パーティションを識別する数字で

す。たとえば、/dev/ida/c0d1は、第 1 コントローラの第 2 論理ドライ

ブです。
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3. fdiskまたは partedのいずれかを使用して、使用するディスク・デバイスに、単一の
ディスク全体パーティションを作成します。

4. 次のコマンドを入力して、ディスクを ASM ディスクとしてマークします。

/etc/init.d/oracleasm createdisk disk1 /dev/sdb1

この例では、disk1はディスクに割り当てる名前です。

5. ディスクを他のクラスタ・ノードで使用可能にするには、各ノードで rootとして次の
コマンドを入力します。

# /etc/init.d/oracleasm scandisks

このコマンドによって、ASM ディスクとしてマークされているノードに接続されてい
る共有ディスクが識別されます。

ASM ライブラリ・ドライバおよびディスクの管理ライブラリ・ドライバおよびディスクの管理ライブラリ・ドライバおよびディスクの管理ライブラリ・ドライバおよびディスクの管理

ASM ライブラリ・ドライバおよびディスクを管理するには、次に示す様々なオプションと
ともに oracleasm初期化スクリプトを使用します。

注意注意注意注意 : 使用する各ディスクに、単一のディスク全体パーティションを作
成することをお薦めします。

注意注意注意注意 : ASM でマルチ・パス・ディスク・ドライバを使用している場合
は、そのディスクに正しい論理デバイス名を指定してください。

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

configure 必要に応じて、configureオプションを使用して ASM ライブラリ・ドライバを再構成します。

# /etc/init.d/oracleasm configure

enable
disable

disableおよび enableオプションを使用して、システムの起動時の ASM ライブラリ・ドライ

バの動作を変更します。enableオプションを使用すると、システムの起動時に ASM ライブラ

リ・ドライバがロードされます。

# /etc/init.d/oracleasm enable

start
stop
restart

start、stopおよび restartオプションを使用して、システムを起動せずに ASM ライブラ

リ・ドライバをロードまたはアンロードします。

# /etc/init.d/oracleasm restart
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RAW デバイスを使用したデバイスを使用したデバイスを使用したデバイスを使用した ASM のディスクの構成のディスクの構成のディスクの構成のディスクの構成

RAW デバイスを使用して ASM のディスクを構成するには、次の手順に従います。

1. 必要に応じて、ディスク・グループに使用する共有ディスクを設置し、システムを再起
動します。

2. 次のコマンドを入力して、使用するディスクのデバイス名を確認します。

# /sbin/fdisk -l

デバイス名は、ディスク・タイプによって異なることがあります。

createdisk creatediskオプションを使用して、ASM ライブラリ・ドライバで使用するディスク・デバイス

をマークし、名前を付けます。

# /etc/init.d/oracleasm createdisk diskname devicename

deletedisk deletediskオプションを使用して、名前付きのディスク・デバイスのマークを外します。

# /etc/init.d/oracleasm deletedisk diskname

注意注意注意注意 : このコマンドを使用して、ASM ディスク・グループで使用されているディスクのマークは

外さないでください。このディスクは、ASM ディスク・グループから削除した後でマークを外す

必要があります。

querydisk querydiskオプションを使用して、ディスク・デバイスまたはディスク名が ASM ライブラリ・

ドライバで使用されているかどうかを確認します。

# /etc/init.d/oracleasm querydisk {diskname | devicename}

listdisks listdisksオプションを使用して、マークされた ASM ライブラリ・ドライバ・ディスクのディ

スク名を表示します。

# /etc/init.d/oracleasm listsdisks

scandisks scandisksオプションを使用すると、別のノードで ASM ライブラリ・ドライバ・ディスクとし

てマークされている共有ディスクを、クラスタ・ノードで識別できます。

# /etc/init.d/oracleasm scandisks

注意注意注意注意 : パフォーマンスを向上させ、より簡単に管理を行うには、ASM
ディスクの構成に、RAW デバイスではなく ASM ライブラリ・ドライバ
を使用することをお薦めします。

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明
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ディスク・グループにデバイスを含めるには、ドライブ・デバイス名またはパーティ
ション・デバイス名のいずれかを指定します。

3. fdiskまたは partedのいずれかを使用して、使用するディスク・デバイスに、単一の
ディスク全体パーティションを作成します。

4. Red Hat Linux では、次の手順を実行して、ディスク・デバイスを RAW デバイスにバ
インドします。

a. 次のコマンドを入力して、すでに他のデバイスにバインドされている RAW デバイ
スを確認します。

# /usr/sbin/raw -qa

RAW デバイスのデバイス名は、/dev/raw/rawnという形式で、nが、RAW デバ
イスを識別する番号です。

b. テキスト・エディタで /etc/sysconfig/rawdevicesファイルを開いて、ディ
スク・グループに含めるデバイスごとに次のような行を追加します。

/dev/raw/raw1 /dev/sdb1

ディスク・タイプディスク・タイプディスク・タイプディスク・タイプ デバイス名の形式デバイス名の形式デバイス名の形式デバイス名の形式 説明説明説明説明

IDE ディスク /dev/hdxn この例で、xは、IDE ディスクを識別する文字です。また、nは、パーティ

ションの番号です。たとえば、/dev/hdaは、第 1 IDE バスの第 1 ディス

クです。

SCSI ディスク /dev/sdxn この例で、xは、SCSI ディスクを識別する文字です。また、nは、パー

ティションの番号です。たとえば、/dev/sdaは、第 1 SCSI バスの第 1
ディスクです。

RAID ディスク /dev/rd/cxdypz
/dev/ida/cxdypz

RAID コントローラによって、RAID デバイスのデバイス名が異なることが

あります。この例で、xは、コントローラを識別する数字です。また、y
は、ディスクを識別する数字で、zは、パーティションを識別する数字で

す。たとえば、/dev/ida/c0d1は、第 1 コントローラの第 2 論理ドライ

ブです。

注意注意注意注意 : 使用する各ディスクに、単一のディスク全体パーティションを作
成することをお薦めします。

注意注意注意注意 : ASM でのマルチ・パス・ディスク・ドライバを使用している場合
は、そのディスクに正しい論理デバイス名を指定してください。
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ディスク・デバイスごとに、未使用の RAW デバイスを指定します。

c. rawdevicesファイルで指定した RAW デバイスごとに次のコマンドを入力して、
デバイス・ファイルに所有者、グループおよび権限を設定します。

# chown oracle:dba /dev/raw/rawn
# chmod 660 /dev/raw/rawn

d. 次のコマンドを入力して、パーティションを RAW デバイスにバインドします。

# /sbin/service rawdevices restart

rawdevicesファイルを編集することによって、システムを再起動したときに、シ
ステムがパーティションを RAW デバイスにバインドします。

5. UnitedLinux では、次の手順を実行して、ディスク・デバイスを RAW デバイスにバイ
ンドします。

a. 次のコマンドを入力して、すでに他のデバイスにバインドされている RAW デバイ
スを確認します。

# /usr/sbin/raw -qa

RAW デバイスのデバイス名は、/dev/raw/rawnという形式で、nが、RAW デバ
イスを識別する番号です。

b. テキスト・エディタで /etc/rawファイルを開いて、ディスク・グループに含める
デバイスごとに次のような行を追加します。

raw1:sdb1

ディスク・デバイスごとに、未使用の RAW デバイスを指定します。

c. /etc/rawファイルで指定した RAW デバイスごとに次のコマンドを入力して、デ
バイス・ファイルに所有者、グループおよび権限を設定します。

# chown oracle:dba /dev/raw/rawn
# chmod 660 /dev/raw/rawn

d. 次のコマンドを入力して、ディスク・デバイスを RAW デバイスにバインドしま
す。

# /etc/init.d/raw

注意注意注意注意 : ASM でマルチ・パス・ディスク・ドライバを使用している場合
は、そのディスクに正しい論理デバイス名を指定してください。
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/etc/rawファイルを編集することによって、システムの再起動時に、パーティ
ションが RAW デバイスにバインドされます。

e. システムの再起動時に RAW デバイスがバインドされるようにするには、次のコマ
ンドを入力します。

# /sbin/chkconfig raw on

RAW パーティションの構成パーティションの構成パーティションの構成パーティションの構成
RAW パーティションの構成については、次の項を参照してください。

� 「重要な情報の確認」（5-48 ページ）

� 「RAW パーティションの作成」（5-49 ページ）

� 「パーティションの RAW デバイスへのバインド」（5-51 ページ）

� 「DBCA RAW デバイス・マッピング・ファイルの作成」（5-52 ページ）

重要な情報の確認重要な情報の確認重要な情報の確認重要な情報の確認
この項では、Oracle CRS およびデータベース・ファイルの記憶域のために RAW パーティ
ションを作成する手順について説明します。Red Hat Enterprise Linux 3 および UnitedLinux 
1.0 では Logical Volume Manager（LVM）が提供されますが、この LVM はクラスタ・ア
ウェアではありません。このため、Oracle では、CRS ファイルまたはデータベース・ファイ
ルに対して RAC での論理ボリュームの使用はサポートされていません。

注意注意注意注意 : データベース・ファイルの記憶域に ASM を使用している場合は、
Oracle CRS ファイル用の RAW デバイスのみを作成する必要があります。
ただし、Oracle CRS ファイルの格納には、RAW デバイスではなくその
ファイル・システムを使用することをお薦めします。

注意注意注意注意 : RAW デバイスに対する論理ボリュームの使用は、シングル・イン
スタンスのデータベースでのみサポートされています。RAC データベー
スではサポートされていません。

参照参照参照参照 : 手順 1 および 2 の実行の詳細は、オペレーティング・システムの
ドキュメントまたは lvmのマニュアル・ページを参照してください。
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RAW パーティションの作成パーティションの作成パーティションの作成パーティションの作成
必要な RAW パーティションを作成するには、次の手順に従います。

1. 必要に応じて、データベースに使用する共有ディスクを設置し、システムを再起動しま
す。

2. 次のコマンドを入力して、データベースで使用するディスクのデバイス名を確認しま
す。

# /sbin/fdisk -l

デバイス名は、ディスク・タイプによって異なることがあります。

追加した新しいデバイスまたは以前にパーティション化された（パーティション化され
ていない空き領域を持つ）デバイスに、必要な RAW パーティションを作成できます。
パーティション化されていない空き領域を持つデバイスを特定するには、既存のパー
ティションの最初および最後のシリンダ数を調べて、デバイスに未使用のシリンダが含
まれているかどうか確認します。

3. 次のコマンドを入力して、デバイスに新しく RAW パーティションを作成します。

# /sbin/fdisk devicename

パーティションの作成では、次のガイドラインに従います。

� pコマンドを使用して、デバイスのパーティション表を表示します。

注意注意注意注意 : 1 つのデバイスで作成できるパーティションの数が制限されている
ため、必要な RAW パーティションを複数のデバイスで作成する必要があ
る場合があります。

ディスク・タイプディスク・タイプディスク・タイプディスク・タイプ デバイス名の形式デバイス名の形式デバイス名の形式デバイス名の形式 説明説明説明説明

IDE ディスク /dev/hdxn この例で、xは、IDE ディスクを識別する文字です。また、nは、パーティ

ションの番号です。たとえば、/dev/hdaは、第 1 IDE バスの第 1 ディス

クです。

SCSI ディスク /dev/sdxn この例で、xは、SCSI ディスクを識別する文字です。また、nは、パー

ティションの番号です。たとえば、/dev/sdaは、第 1 SCSI バスの第 1
ディスクです。

RAID ディスク /dev/rd/cxdypz
/dev/ida/cxdypz

RAID コントローラによって、RAID デバイスのデバイス名が異なることが

あります。この例で、xは、コントローラを識別する数字です。また、y
は、ディスクを識別する数字で、zは、パーティションを識別する数字で

す。たとえば、/dev/ida/c0d1は、第 1 コントローラの第 2 論理ドライ

ブです。
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� nコマンドを使用して、新しいパーティションを作成します。

� このデバイスに必要なすべてのパーティションを作成した後に、wコマンドを使用
して、変更されたパーティション表をデバイスに書き込みます。

� パーティションの作成方法の詳細は、fdiskのマニュアル・ページを参照してくだ
さい。

次の表に、作成する必要があるパーティションの数、サイズおよび用途を示します。

数数数数
パーティション・パーティション・パーティション・パーティション・
サイズ（サイズ（サイズ（サイズ（MB）））） 用途用途用途用途

Oracle データベースのデータベースのデータベースのデータベースの RAW パーティションパーティションパーティションパーティション

1 500 SYSTEM 表領域

1 300 +（インスタ

ンスの数× 250）
SYSAUX 表領域

インスタンスの数 500 UNDOTBSn 表領域（各インスタンスに 1 つの表領域）

1 160 EXAMPLE 表領域

1 120 USERS 表領域

2 ×インスタンスの

数

120 各インスタンスに 2 つのオンライン REDO ログ・ファイル

2 110 第 1 および第 2 制御ファイル

1 250 TEMP 表領域

1 5 サーバー・パラメータ・ファイル（SPFILE）

1 5 パスワード・ファイル

Oracle Cluster Ready Services（（（（CRS）の）の）の）の RAW 論理ボリューム論理ボリューム論理ボリューム論理ボリューム

1 100 Oracle Cluster Registry

注意注意注意注意 : RAW パーティションは、クラスタで 1 度のみ作成する必要がありま

す。クラスタに複数のデータベースを作成する場合、すべてのデータベー
スが同じ Oracle Cluster Registry を共有します。

Oracle9i リリース 2（9.2）からアップグレードしている場合は、新しい

RAW デバイスを作成するかわりに SRVM 構成リポジトリに使用した RAW
デバイスを継続して使用できます。

1 20 Oracle CRS 投票ディスク

注意注意注意注意 : RAW パーティションは、クラスタで 1 度のみ作成する必要がありま

す。クラスタに複数のデータベースを作成する場合、すべてのデータベー
スが同じ Oracle CRS 投票ディスクを共有します。
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パーティションのパーティションのパーティションのパーティションの RAW デバイスへのバインドデバイスへのバインドデバイスへのバインドデバイスへのバインド
必要なパーティションを作成した後、パーティションを RAW デバイスにバインドする必要
があります。ただし、どの RAW デバイスがすでに他のデバイスにバインドされているかを
初めに確認する必要があります。この作業を実行するために使用する手順は、ご使用のディ
ストリビューションによって異なります。

� Red Hat:

1. 次のコマンドを入力して、すでに他のデバイスにバインドされている RAW デバイ
スを確認します。

# /usr/sbin/raw -qa

RAW デバイスのデバイス名は、/dev/raw/rawnという形式で、nが、RAW デバ
イスを識別する番号です。

2. テキスト・エディタで /etc/sysconfig/rawdevicesファイルを開いて、作成
したパーティションごとに次のような行を追加します。

/dev/raw/raw1 /dev/sdb1

パーティションごとに、未使用の RAW デバイスを指定します。

3. Oracle Cluster Registry 用に作成した RAW デバイスの場合は、次のコマンドを入
力して、デバイス・ファイルに所有者、グループおよび権限を設定します。

# chown root:dba /dev/dev/rawn
# chmod 640 /dev/raw/rawn

4. rawdevicesファイルに指定したその他の RAW デバイスごとに次のコマンドを入
力して、デバイス・ファイルに所有者、グループおよび権限を設定します。

# chown oracle:oinstall /dev/dev/rawn
# chmod 660 /dev/raw/rawn

5. 次のコマンドを入力して、パーティションを RAW デバイスにバインドします。

# /sbin/service rawdevices restart

rawdevicesファイルを編集することによって、システムを再起動したときに、シ
ステムがパーティションを RAW デバイスにバインドします。

注意注意注意注意 : 自動 UNDO 管理を使用せずに手動で UNDO 管理を行う場合は、
UNDOTBSn RAW デバイスのかわりに 500MB 以上のサイズの単一の RBS
表領域 RAW デバイスを作成します。
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� UnitedLinux:

1. 次のコマンドを入力して、すでに他のデバイスにバインドされている RAW デバイ
スを確認します。

# /usr/sbin/raw -qa

RAW デバイスのデバイス名は、/dev/raw/rawnという形式で、nが、RAW デバ
イスを識別する番号です。

2. テキスト・エディタで /etc/rawファイルを開き、次のような行を追加して各パー
ティションを未使用の RAW デバイスと関連付けます。

raw1:sdb1

3. Oracle Cluster Registry 用に作成した RAW デバイスの場合は、次のコマンドを入
力して、デバイス・ファイルに所有者、グループおよび権限を設定します。

# chown root:dba /dev/dev/rawn
# chmod 640 /dev/raw/rawn

4. /etc/rawファイルで指定した他の RAW デバイスごとに次のコマンドを入力し
て、デバイス・ファイルに所有者、グループおよび権限を設定します。

# chown oracle:dba /dev/raw/rawn
# chmod 660 /dev/raw/rawn

5. 次のコマンドを入力して、パーティションを RAW デバイスにバインドします。

# /etc/init.d/raw

6. システムの再起動時に RAW デバイスがバインドされるようにするには、次のコマ
ンドを入力します。

# /sbin/chkconfig raw on

DBCA RAW デバイス・マッピング・ファイルの作成デバイス・マッピング・ファイルの作成デバイス・マッピング・ファイルの作成デバイス・マッピング・ファイルの作成

Database Configuration Assistant（DBCA）で各データベース・ファイルに適切な RAW
パーティションを識別できるようにするには、次の手順に従って、RAW デバイス・マッピ
ング・ファイルを作成する必要があります。

注意注意注意注意 : データベース・ファイルに RAW デバイスを使用している場合に
のみ、この手順を実行する必要があります。DBCA の RAW デバイス・
マッピング・ファイルには、Oracle CRS ファイル用の RAW デバイスは指
定しません。
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1. 環境変数 ORACLE_BASE を設定して、以前に選択または作成した Oracle ベース・ディ
レクトリを指定します。

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ ORACLE_BASE=/u01/app/oracle ; export ORACLE_BASE

� C シェル :

$ setenv ORACLE_BASE /u01/app/oracle

2. Oracle ベース・ディレクトリにデータベース・ファイルのサブディレクトリを作成し、
そのサブディレクトリに適切な所有者、グループおよび権限を設定します。

# mkdir -p $ORACLE_BASE/oradata/dbname
# chown -R oracle:oinstall $ORACLE_BASE/oradata
# chmod -R 775 $ORACLE_BASE/oradata

この例では、dbnameは、以前選択したデータベースの名前です。

3. ディレクトリを $ORACLE_BASE/oradata/dbnameディレクトリに変更します。

4. テキスト・エディタで dbname_raw.confファイルを編集して、次のようなファイル
を作成します。

system=/dev/raw/raw1
sysaux=/dev/raw/raw2
example=/dev/raw/raw3
users=/dev/raw/raw4
temp=/dev/raw/raw5
undotbs1=/dev/raw/raw6
undotbs2=/dev/raw/raw7
redo1_1=/dev/raw/raw8
redo1_2=/dev/raw/raw9
redo2_1=/dev/raw/raw10
redo2_2=/dev/raw/raw11
control1=/dev/raw/raw12
control2=/dev/raw/raw13
spfile=/dev/raw/raw14
pwdfile=/dev/raw/raw15

注意注意注意注意 : 次に示すのは、2 インスタンスの RAC クラスタに対するマッピン
グ・ファイルの例です。
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次のガイドラインに従って、ファイルを作成および編集します。

� ファイルの各行は、次の形式である必要があります。

database_object_identifier=raw_device_path

� シングル・インスタンスのデータベースの場合、ファイルは、1 つの自動 UNDO 表
領域データ・ファイル（undotbs1）と 2 つ以上の REDO ログ・ファイル

（redo1_1、redo1_2）を指定する必要があります。

� RAC データベースの場合、ファイルは、各インスタンスに対して 1 つの自動
UNDO 表領域データ・ファイル（undotbsn）と 2 つの REDO ログ・ファイル

（redon_1、redon_2）を指定する必要があります。

� 2 つ以上の制御ファイル（control1、control2）を指定します。

� 自動 UNDO 管理のかわりに手動 UNDO 管理を使用するには、自動 UNDO 管理表領
域のかわりに単一の RBS 表領域データ・ファイル（rbs）を指定します。

5. ファイルを保存して、指定したファイル名を書き留めます。

6. この章の後半で oracleユーザーの環境を構成する際に、環境変数 DBCA_RAW_CONFIG
を設定してこのファイルへのフル・パスを指定します。

必要なソフトウェアが動作していることの確認必要なソフトウェアが動作していることの確認必要なソフトウェアが動作していることの確認必要なソフトウェアが動作していることの確認
Oracle Real Application Clusters をインストールする前に、hangcheck-timer モジュールが
正常にロードされ、構成されていることを確認します。Linux に Oracle Cluster File System
を使用する場合は、Oracle Cluster File System が正常に構成されているかどうかも確認する
必要があります。次の項では、これらの作業を実行する方法について説明します。

hangcheck-timer モジュールの構成の確認モジュールの構成の確認モジュールの構成の確認モジュールの構成の確認
hangcheck-timerモジュールによって、RAC ノードの信頼性に影響しデータベースを破
損させる可能性がある、オペレーティング・システムの長時間のハングについて、Linux
カーネルが監視されます。ハングが発生すると、モジュールによって数秒後にノードが再起
動されます。

注意注意注意注意 : hangcheck-timer モジュールを除いて、次の項で説明するクラス
タ・ソフトウェアは、Oracle Real Application Clusters のインストールに
は必要ありません。ただし、このソフトウェアがインストールされている
場合は、Oracle Cluster Ready Services（CRS）と統合できます。
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hangcheck_tickおよび hangcheck_marginパラメータを使用してモジュールの動作を
制御できます。次に例を示します。

� hangcheck_tickパラメータで、hangcheck-timerによってノードのハングが
チェックされる頻度（秒単位）を定義します。デフォルトの値は 60 秒です。

� hangcheck_marginパラメータで、タイマーがカーネルからの応答を待機する期間
（秒単位）を定義します。デフォルトの値は 180 秒です。

カーネルが hangcheck_tickおよび hangcheck_marginパラメータの合計値内で応答で
きなかった場合、hangcheck-timerモジュールによってシステムが再起動されます。デ
フォルトの値を使用すると、カーネルが 240 秒以内に応答できなかった場合、ノードが再起
動されます。

hangcheck-timerモジュールがすべてのノードで動作していることを確認するには、次の
手順に従います。

1. 各ノードで次のコマンドを入力して、ロードされているカーネル・モジュールを確認し
ます。

# /sbin/lsmod

2. hangcheck-timerモジュールがどのノードにも表示されない場合は、次のコマンドを
入力してノードでモジュールを起動します。

# /sbin/insmod hangcheck-timer hangcheck_tick=30 hangcheck_margin=180

3. システムが再起動されるたびにモジュールがロードされるようにするには、ローカル・
システムの起動ファイルに前述の手順に示したコマンドが含まれているかどうかを確認
し、必要であればそのコマンドを追加します。

� Red Hat:

Red Hat Enterprise Linux システムの場合は、このコマンドを
/etc/rc.d/rc.localファイルに追加します。

� UnitedLinux

UnitedLinux システムの場合は、このコマンドを /etc/init.d/boot.local
ファイルに追加します。
RAC のインストール前の作業（Linux-Based Systems） 5-55



既存の Oracle プロセスの停止
OCFS の構成の確認の構成の確認の構成の確認の構成の確認
データベース・ファイルに Oracle Cluster File System を使用する場合は、次の手順に従っ
て、Oracle Cluster File System が正常に構成されているかどうかを確認します。

1. 次のコマンドを入力して、OCFS が実行レベル 2、3 および 5 で起動されるように構成さ
れているかどうかを確認します。

# /usr/sbin/chkconfig --list ocfs

2. 使用する OCFS ファイル・システムがマウントされ、/etc/fstabファイルに指定され
ているかどうかを確認します。

既存の既存の既存の既存の Oracle プロセスの停止プロセスの停止プロセスの停止プロセスの停止

インストール時にデータベースの作成を選択した場合は、ほぼすべてのインストール・タイ
プで、TCP/IP ポート 1521 および IPC キー値 EXTPROC を使用してデフォルトの Oracle 
Net Listener が構成され、起動されます。ただし、既存の Oracle Net Listener プロセスが同
じポートまたはキー値を使用している場合、インストーラでは新しいリスナーを構成するこ
とのみが可能で、起動はできません。新しいリスナー・プロセスがインストール時に起動さ
れるようにするには、インストーラを起動する前に既存のリスナーを停止する必要がありま
す。

既存のリスナー・プロセスが実行されているかどうかを確認し、必要に応じて停止するに
は、次の手順に従います。

1. ユーザーを oracleに切り替えます。

# su - oracle

注意注意注意注意 : OCFS の構成の詳細は、キットに付属のドキュメントを参照して
ください。

注意注意注意注意 : 既存の Oracle ホームに、追加の Oracle Database 10g 製品をイン
ストールする場合は、Oracle ホームで実行されているすべてのプロセスを
停止します。この作業を実行して、インストーラで特定の実行可能ファイ
ルおよびライブラリを再リンクできるようにする必要があります。
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2. 次のコマンドを入力して、リスナー・プロセスが動作しているかどうかを確認し、その
名前およびリスナー・プロセスが組み込まれている Oracle ホーム・ディレクトリを特
定します。

$ ps -ef | grep tnslsnr

このコマンドの出力結果に、システムで実行されている Oracle Net Listener の情報が表
示されます。

... oracle_home1/bin/tnslsnr LISTENER -inherit

この例では、oracle_home1が、リスナーが組み込まれている Oracle ホーム・ディレ
クトリで、LISTENERがリスナー名です。

3. 環境変数 ORACLE_HOME を設定して、リスナーに適切な Oracle ホーム・ディレクト
リを指定します。

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ ORACLE_HOME=oracle_home1
$ export ORACLE_HOME

� C または tcsh シェル :

$ setenv ORACLE_HOME oracle_home1

4. 次のコマンドを入力して、リスナーで使用されている TCP/IP ポート番号および IPC
キー値を確認します。

$ $ORACLE_HOME/bin/lsnrctl status listenername

5. 次のコマンドを入力して、リスナー・プロセスを停止します。

$ $ORACLE_HOME/bin/lsnrctl stop listenername

6. この手順を繰り返して、このシステムおよび他のすべてのクラスタ・ノードで実行され
ているすべてのリスナーを停止します。

注意注意注意注意 : リスナーにデフォルト名 LISTENER を使用している場合は、この
コマンドでリスナー名を指定する必要はありません。
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oracle ユーザーの環境の構成ユーザーの環境の構成ユーザーの環境の構成ユーザーの環境の構成
インストーラは、oracleアカウントから実行します。ただし、インストーラを起動する前
に、oracleユーザーの環境を構成する必要があります。環境を構成するには、次の設定を
行う必要があります。

� シェル起動ファイルで、デフォルトのファイル・モード作成マスク（umask）を 022 に
設定します。

� 環境変数 DISPLAY および ORACLE_BASE を設定します。

oracleユーザーの環境を設定するには、次の手順に従います。

1. X 端末（xterm）などの端末セッションを新規に開始します。

2. 次のコマンドを入力して、このシステムで X Window アプリケーションが表示可能であ
ることを確認します。

$ xhost +

3. ソフトウェアをインストールするシステムにまだログインしていない場合は、oracle
ユーザーでそのシステムにログインします。

4. oracleユーザーでログインしていない場合は、ユーザーを oracleに切り替えます。

$ su - oracle

5. 次のコマンドを入力して、oracleユーザーのデフォルトのシェルを確認します。

$ echo $SHELL

6. テキスト・エディタで oracleユーザーのシェル起動ファイルを開きます。

� Bourne シェル（sh）、Bash シェル（bash）または Korn シェル（ksh）:

$ vi .profile

� C シェル（cshまたは tcsh）

% vi .login

7. 次のように行を入力または編集し、デフォルトのファイル作成マスクの値に 022 を指定
します。

umask 022

注意注意注意注意 : Red Hat Linux で、.bash_profileは、Bash シェル・ユーザー
の起動ファイルです。
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8. 環境変数 ORACLE_SID、ORACLE_HOME または ORACLE_BASE がファイルに設定さ
れている場合は、そのファイルから適切な行を削除します。

9. ファイルを保存して、エディタを終了します。

10. シェル起動スクリプトを実行するには、次のいずれかのコマンドを入力します。

� Red Hat Linux の Bash シェル

$ . ./.bash_profile

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ . ./.profile

� C シェル :

% source ./.login

11. ローカル・システムにソフトウェアをインストールしていない場合は、次のコマンドを
入力して X アプリケーションをローカル・システムに表示します。

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ DISPLAY=local_host:0.0 ; export DISPLAY

� C シェル :

$ setenv DISPLAY local_host:0.0

この例で、local_hostは、インストーラを表示するために使用するシステム（ご使用
のワークステーションまたは PC）のホスト名または IP アドレスです。

12. /tmpディレクトリの空きディスク領域が 200MB 未満である場合は、空き領域が
200MB 以上のファイル・システムを選択し、環境変数 TEMP および TMPDIR を設定し
てこのファイル・システムの一時ディレクトリを指定します。

a. df -kコマンドを使用して、十分な空き領域を持つ適切なファイル・システムを選
択します。

b. 必要に応じて、次のコマンドを入力し、選択したファイル・システムに一時ディレ
クトリを作成して、そのディレクトリに適切な権限を設定します。

$ su - root
# mkdir /mount_point/tmp
# chmod a+wr /mount_point/tmp
# exit
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c. 次のコマンドを入力して、環境変数 TEMP および TMPDIR を設定します。

* Bourne、Bash または Korn シェル :

$ TEMP=/mount_point/tmp
$ TMPDIR=/mount_point/tmp
$ export TEMP TMPDIR

* C シェル :

$ setenv TEMP /mount_point/tmp
$ setenv TMPDIR /mount_point/tmp

13. 次のコマンドを入力して、環境変数 ORACLE_BASE を設定します。

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ ORACLE_BASE=/u01/app/oracle
$ export ORACLE_BASE

� C シェル :

% setenv ORACLE_BASE /u01/app/oracle

これらの例では、/u01/app/oracleが、以前作成した Oracle ベース・ディレクトリ
です。

14. 必要に応じて、次の環境変数を設定します。PATH などの環境変数に複数の値を指定す
る必要がある場合は、コロン（:）で値を区切ります。

環境変数環境変数環境変数環境変数 対象対象対象対象 設定および記述の例設定および記述の例設定および記述の例設定および記述の例

DBCA_RAW_CONFIG データベースの記
憶域に RAW デバ

イスを使用する
Oracle データベー

ス環境

$ORACLE_BASE/oradata/dbname/dbname_raw.conf

RAW デバイス・マッピング・ファイルの位置を指定します。

COBDIR Pro*COBOL /opt/lib/cobol

COBOL がインストールされているシステムのディレクトリを指定しま

す。

注意注意注意注意 : Pro*COBOL をインストールするには、カスタム・ソフトウェ

ア・インストールを選択する必要があります。

PATH Pro*COBOL $COBDIR/bin:$PATH

COBOL コンパイラの実行可能ファイルがあるディレクトリを指定しま

す。
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15. 次のコマンドを入力して、環境変数 ORACLE_HOME および TNS_ADMIN が設定され
ていない状態にします。

$ unset ORACLE_HOME
$ unset TNS_ADMIN

16. 次のコマンドを入力して、環境が正しく設定されていることを確認します。

$ umask
$ env | more

umaskコマンドによって 22、022または 0022の値が表示され、この項で設定する環
境変数の値が正しいことを確認します。

注意注意注意注意 : 環境変数 ORACLE_HOME が設定されている場合、インストーラ
では、Oracle ホーム・ディレクトリのデフォルトのパスとして、その値が
使用されます、ただし、環境変数 ORACLE_BASE を設定した場合は、こ
の環境変数の設定を解除し、インストーラによって提供されるデフォルト
のパスを選択することをお薦めします。
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Real Application Clusters のインストールのインストールのインストールのインストール

前の作業（前の作業（前の作業（前の作業（Solaris Operating System:
SPARC 64-Bit））））

この章では、Oracle Universal Installer を起動する前に完了する必要がある作業について説
明します。この章で説明する作業は、次のとおりです。

� root によるシステムへのログイン

� ハードウェア要件の確認

� ネットワーク要件の確認

� ソフトウェア要件の確認

� 必要な UNIX グループおよびユーザーの作成

� カーネル・パラメータの構成

� 必要なソフトウェア・ディレクトリの選択

� Oracle ベース・ディレクトリの選択または作成

� Oracle CRS とデータベース・ファイルのディスク記憶域の構成

� Oracle CRS、データベース・ファイル、リカバリ・ファイル用のディレクトリの作成

� 自動記憶域管理用のディスクの構成

� RAW 論理ボリュームの構成

� クラスタ・ソフトウェアの構成および動作の確認

� 既存の Oracle プロセスの停止

� oracle ユーザーの環境の構成
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root によるシステムへのログインによるシステムへのログインによるシステムへのログインによるシステムへのログイン
Oracle ソフトウェアをインストールする前に、rootユーザーで複数の作業を実行する必要
があります。rootユーザーでログインするには、次の手順のいずれかを実行します。

� ソフトウェアを X Window System ワークステーションまたは X 端末からインストール
する場合は、次の手順に従います。

1. X 端末（xterm）などのローカル端末セッションを開始します。

2. ソフトウェアをローカル・システムにインストールしない場合は、次のコマンドを
入力して、リモート・ホストにローカルの X サーバーで X アプリケーションを表示
させます。

$ xhost +

3. リモート・システムにソフトウェアをインストールする場合は、次のコマンドを入
力して、リモート・システムに接続します。

$ telnet remote_host

4. rootユーザーでログインしていない場合は、次のコマンドを入力してユーザーを
rootに切り替えます。

$ su - root
password:
#

� ソフトウェアを X サーバー・ソフトウェアがインストールされている PC またはその他
のシステムからインストールする場合は、次の手順に従います。

1. X サーバー・ソフトウェアを起動します。

注意注意注意注意 : サイレント・インストールを実行する場合を除き、ソフトウェア
は、X Window System ワークステーション、X 端末、または X サーバー・
ソフトウェアがインストールされた PC またはその他のシステムからイン
ストールする必要があります。

非対話型インストールおよびサイレント・インストールの詳細は、
『Oracle Database インストレーション・ガイド for UNIX Systems』の付録
を参照してください。

注意注意注意注意 : この手順の詳細は、ご使用の X サーバーのマニュアルを参照して
ください。ご使用の X サーバー・ソフトウェアによっては、異なった順序
で作業を実行する必要があります。
6-2 Oracle Real Application Clusters インストレーションおよび構成



ハードウェア要件の確認
2. リモート・ホストがローカル・システムで X アプリケーションを表示できるように
X サーバー・ソフトウェアのセキュリティを設定します。

3. ソフトウェアをインストールするリモート・システムに接続し、システムで X 端末
（xterm）などの端末セッションを開始します。

4. リモート・システムに rootユーザーでログインしていない場合は、次のコマンド
を入力してユーザーを rootに切り替えます。

$ su - root
password:
#

ハードウェア要件の確認ハードウェア要件の確認ハードウェア要件の確認ハードウェア要件の確認
システムは、次の最小ハードウェア要件を満たしている必要があります。

� 512MB の物理 RAM

� 1GB のスワップ領域（または RAM の 2 倍のサイズを持つ領域）

2GB 以上の RAM を持つシステムのスワップ領域は、RAM のサイズの 1 ～ 2 倍になり
ます。

� /tmpディレクトリに 400MB のディスク領域

� Oracle ソフトウェア用に最大 4GB のディスク領域（インストール・タイプによる）

� ファイル・システムの記憶域を使用する事前構成済データベース用に 1.2GB のディスク
領域（任意）

自動バックアップを構成する場合は、フラッシュ・リカバリ領域用に追加のディスク領
域（ファイル・システムまたは ASM ディスク・グループ）が必要です。

システムがこれらの要件を満たしていることを確認するには、次の手順に従います。

1. 次のコマンドを入力して、物理 RAM のサイズを確認します。

# /usr/sbin/prtconf | grep "Memory size"

システムに搭載されている物理 RAM のサイズが要件のサイズより少ない場合、次の手
順に進む前にメモリーを増設する必要があります。

注意注意注意注意 : 自動記憶域管理（Automatic Storage Management: ASM）または
RAW デバイス記憶域を使用するデータベースのディスク領域の要件は、
この章の後半を参照してください。
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2. 次のコマンドを入力して、構成されたスワップ領域のサイズを確認します。

# /usr/sbin/swap -s

追加のスワップ領域を構成する（必要な場合）方法については、ご使用のオペレーティ
ング・システムのマニュアルを参照してください。

3. 次のコマンドを入力して、/tmpディレクトリで使用できるディスク領域の大きさを確
認します。

# df -k /tmp

/tmpディレクトリで使用できるディスク領域が 400MB 未満の場合、次のいずれかの手
順を完了します。

� 必要なディスク領域を確保するために、/tmpディレクトリから不要なファイルを
削除します。

� oracleユーザーの環境設定（後述）の際に、環境変数 TEMP および TMPDIR を設
定します。

� /tmpディレクトリを含むファイル・システムを拡張します。ファイル・システム
の拡張については、必要に応じてシステム管理者に連絡してください。

4. 次のコマンドを入力して、システムの空きディスク領域の大きさを確認します。

# df -k

5. 次のコマンドを入力して、システムのアーキテクチャでソフトウェアを実行できるかど
うかを確認します。

# /bin/isainfo -kv

このコマンドの出力結果は、次のようになります。

64-bit sparcv9 kernel modules

注意注意注意注意 : 前述の出力結果が表示されない場合、このシステムにはソフト
ウェアをインストールできません。
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ネットワーク要件の確認ネットワーク要件の確認ネットワーク要件の確認ネットワーク要件の確認
Oracle Real Application Clusters 環境に必要なネットワーク・ハードウェアおよびインター
ネット・プロトコル（IP）・アドレスがあるかを確認します。

ネットワーク・ハードウェア要件ネットワーク・ハードウェア要件ネットワーク・ハードウェア要件ネットワーク・ハードウェア要件
クラスタ内の各ノードは、次の要件を満たしている必要があります。

� 各ノードには 2 つ以上のネットワーク・アダプタが必要です。パブリック・ネットワー
ク・インタフェース用とプライベート・ネットワーク・インタフェース（インターコネ
クト）用のネットワーク・アダプタです。

� 各ネットワーク用のネットワーク・アダプタに対応付けられているインタフェースの名
前は、すべてのノードで同一である必要があります。

� 信頼性を高めるために、各ノードに冗長パブリック・ネットワーク・アダプタおよび冗
長プライベート・ネットワーク・アダプタを設定できます。

� パブリック・ネットワークの場合、各ネットワーク・アダプタでは TCP/IP がサポート
されている必要があります。

� プライベート・ネットワークでは、インターコネクトに TCP/IP をサポートする高速
ネットワーク・アダプタおよびスイッチ（ギガビット・イーサネット以上）を使用し
て、ユーザー・データグラム・プロトコル（UDP）がサポートされている必要がありま
す。

� プライベート・ネットワークでは、Oracle によって次のインターコネクト・プロトコル
およびハードウェアがサポートされます。

– TCP/IP をサポートする高速のネットワーク・アダプタおよびスイッチ（ギガビッ
ト・イーサネット以上を推奨）を使用するユーザー・データグラム・プロトコル

（UDP）。

注意注意注意注意 : 次の「オラクル製品 主なシステム要件」のサイトから、データ
ベース製品の情報を参照して、RAC 環境でサポートされるハードウェア
およびネットワークの最新状況を確認してください。

http://www.oracle.co.jp/products/system/index.html

注意注意注意注意 : UDP は RAC 用のデフォルトのインターコネクト・プロトコルで、
TCP は Oracle CRS 用のインターコネクト・プロトコルです。

トークン・リングはインターコネクトではサポートされません。
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ネットワーク要件の確認
– HyperFabric アダプタおよびスイッチを使用する Hyper Messaging Protocol
（HMP）

� プライベート・ネットワークでは、Oracle によって次のインターコネクト・プロトコル
およびハードウェアがサポートされます。

– TCP/IP をサポートする高速のネットワーク・アダプタおよびスイッチ（ギガビッ
ト・イーサネット以上を推奨）を使用するユーザー・データグラム・プロトコル

（UDP）。

– PCI-SCI（Peripheral Component Interconnect-Scalable Coherent Interface）アダプ
タおよび SCI スイッチを使用するリモート共有メモリー（RMS）

� プライベート・ネットワークでは、Oracle によって次のインターコネクト・プロトコル
およびハードウェアがサポートされます。

– Memory Channel アダプタおよびハブを使用する、Reliable Data Gram (RDG)。

– TCP/IP をサポートする高速のネットワーク・アダプタおよびスイッチ（ギガビッ
ト・イーサネット以上を推奨）を使用する RDG またはユーザー・データグラム・
プロトコル（UDP）。

注意注意注意注意 : UDP は RAC 用のデフォルトのインターコネクト・プロトコルで、
TCP は Oracle CRS 用のインターコネクト・プロトコルです。

注意注意注意注意 : UDP は RAC 用のデフォルトのインターコネクト・プロトコルで、
TCP は Oracle CRS 用のインターコネクト・プロトコルです。

注意注意注意注意 : RDG は RAC 用のデフォルトのインターコネクト・プロトコルで、
TCP は Oracle CRS 用のインターコネクト・プロトコルです。UDP を
RAC のインターコネクト・プロトコルとして使用するには、oracle実行
可能ファイルを再リンクする必要があります。詳細は、『Oracle Database 
for UNIX Systems 管理者リファレンス』を参照してください。
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ネットワーク要件の確認
IP アドレス要件アドレス要件アドレス要件アドレス要件
インストールを開始する前に、各ノードに対して次の IP アドレスを指定または取得する必
要があります。

� 各パブリック・ネットワーク・インタフェースのドメイン・ネーム・サービス（DNS）
に登録されている IP アドレスと対応するホスト名

� プライマリ・パブリック・ネットワーク・インタフェース用に構成する DNS に登録さ
れている未使用の仮想 IP アドレス 1 つと対応する仮想ホスト名

仮想 IP アドレスは、対応するパブリック・インタフェースと同一のサブネットに存在
する必要があります。インストール後、仮想ホスト名または IP アドレスを使用するよ
うにクライアントを構成できます。ノードに障害がある場合は、ノードの仮想 IP アド
レスが他のノードにフェイルオーバーされます。

� 各プライベート・インタフェースのプライベート IP アドレスおよび任意のホスト名

これらのインタフェースでは、10.*.*.*、192.168.*.* などのプライベート・ネットワーク
IP アドレスの使用をお薦めします。各ノードで /etc/hostsファイルを使用して、プ
ライベート・ホスト名とプライベート IP アドレスを対応させることができます。

たとえば、各ノードに 2 つのパブリック・インタフェースと 2 つのプライベート・インタ
フェースが存在する場合、ノードの 1 つ（rac1）に次のホスト名および IP アドレスを使用
し、その他のノードに、類似したホスト名および IP アドレスを使用します。

ネットワーク要件の確認ネットワーク要件の確認ネットワーク要件の確認ネットワーク要件の確認
各ノードが要件を満たしていることを確認するには、次の手順に従います。

1. 必要に応じて、パブリックおよびプライベート・ネットワーク用のネットワーク・アダ
プタを設置し、パブリックまたはプライベート IP アドレスを使用してこれらを設定し
ます。

2. パブリック・ネットワーク・インタフェースのホスト名および IP アドレスを DNS に登
録します。

ホスト名ホスト名ホスト名ホスト名 種類種類種類種類 IP アドレスアドレスアドレスアドレス 登録先登録先登録先登録先

rac1.mydomain.com パブリック 143.47.43.100 DNS

rac1-2.mydomain.com パブリック 143.46.51.101 DNS

rac1-vip.mydomain.com 仮想 143.46.43.104 DNS

rac1-priv1 プライベート 10.0.0.1 /etc/hosts

rac1-priv2 プライベート 10.0.0.2 /etc/hosts
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3. 各ノードに対して、1 つの仮想ホスト名および仮想 IP アドレスを DNS に登録します。

4. すべてのノードの /etc/hostsファイルに、すべてのノードの各プライベート・イン
タフェースについて、次のような行を追加します。ここには、プライベート IP アドレ
スおよび対応するプライベート・ホスト名を指定します。

10.0.0.1     rac1-priv1

5. すべてのネットワーク・アダプタについて、インタフェース名および対応する IP アド
レスを確認するには、次のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/ifconfig -a

出力結果から、パブリックまたはプライベート・ネットワーク・インタフェースとして
指定する、すべてのネットワーク・アダプタのインタフェース名および IP アドレスを
確認します。

ソフトウェア要件の確認ソフトウェア要件の確認ソフトウェア要件の確認ソフトウェア要件の確認
ソフトウェア要件の確認については、次の項を参照してください。

� 必要なソフトウェアの確認（6-9 ページ）

� 必要なパッチの確認（6-11 ページ）

注意注意注意注意 : Oracle CRS および RAC をインストールする際に、この情報が必
要になります。

注意注意注意注意 : Oracle Universal Installer によって、システムがご使用のプラット
フォーム用に示されている要件を満たしていることを確認する検証が実行
されます。これらの検証を通過するため、インストーラを起動する前に要
件を確認してください。
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必要なソフトウェアの確認必要なソフトウェアの確認必要なソフトウェアの確認必要なソフトウェアの確認
インストールする製品に応じて、次のソフトウェアがシステムにインストールされているこ
とを確認してください。表の後に、これらの要件を確認する手順を示します。

インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ
または製品または製品または製品または製品 要件要件要件要件

すべてのインストール オペレーティング・システムのバージョン :

Solaris 8 または Solaris 9（64-bit）

オペレーティング・システムのパッケージ :

SUNWarc
SUNWbtool
SUNWhea
SUNWlibm
SUNWlibms
SUNWsprot
SUNWsprox
SUNWtoo
SUNWi1of
SUNWi1cs
SUNWi15cs
SUNWxwfnt

注意注意注意注意 : ロケールによっては、Java 用の追加フォント・パッケージ

が必要となる場合があります。詳細は、次の Web サイトを参照し

てください。

http://java.sun.com/j2se/1.4.2/font-requirements.html

Oracle Spatial Motif RunTime Kit:

SUNWmfrun

注意注意注意注意 : このソフトウェアは、サンプル・プログラムの作成にのみ

必要です。

Real Application Clusters Sun Cluster 3.1

Oracle Messaging Gateway IBM WebSphere MQ V5.3、クライアントおよびサーバー :

mqm

TIBCO Rendezvous 7.2
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ソフトウェア要件の確認
Pro*C/C++、
Oracle Call Interface、
Oracle C++ Call Interface、
Oracle XML Developer's Kit
（XDK）

Sun ONE Studio 8（C および C++ 5.5）

Oracle JDBC/OCI ドライバ Oracle JDBC/OCI ドライバでは、次の任意の JDK バージョンを使

用できます。ただし、これらのドライバは、インストールには必
要ありません。

� Sun Java 2 SDK Standard Edition 1.3.1_10 および JNDI 拡張機

能

� Sun Java 2 SDK Standard Edition 1.2.2_17 および JNDI 拡張機

能

注意注意注意注意 : 今回のリリースでは、JDK 1.4.2_01 がインストールされま

す。

Oracle Transparent Gateway 
for Sybase

次のいずれかが必要です。

� Sybase Adaptive Server Enterprise V12 または 12.5

� Sybase Open Client V12 または 12.5

Open Client は、Sybase サーバーがローカル・ノードにイン

ストールされていない場合に必要です。

Oracle Transparent Gateway 
for Informix

次のいずれかが必要です。

� Informix Dynamic Server v7.3、7.4 または 9*

� Informix ESQL/C v7.3、7.4 または 9*

ESQL/C は、Informix サーバーがローカル・ノードにインス

トールされていない場合に必要です。

注意注意注意注意 : このバージョンのゲートウェイでは、Informix SE がサポー

トされません。

Oracle Transparent Gateway 
for Ingres

Ingres II バージョン 2.0、2.5 または 2.6

Oracle Transparent Gateway 
for Teradata

NCR Teradata ODBC Driver v02.04.00.00

インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ
または製品または製品または製品または製品 要件要件要件要件
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ソフトウェア要件の確認
システムがこれらの要件を満たしていることを確認するには、次の手順に従います。

1. 次のコマンドを入力して、インストールされている Solaris のバージョンを確認します。

# uname -r

ご使用のオペレーティング・システムのバージョンが Solaris 8（5.8）より前の場合は、
オペレーティング・システムをこのレベルまでアップグレードしてください。

2. 次のコマンドを入力して、必要なパッケージがインストールされているかどうかを確認
します。

# pkginfo -i SUNWarc SUNWbtool SUNWhea SUNWlibm SUNWlibms SUNWsprot \ 
SUNWsprox SUNWtoo SUNWi1of SUNWi1cs SUNWi15cs SUNWxwfnt

パッケージがインストールされていない場合は、インストールします。パッケージのイ
ンストールについては、ご使用のオペレーティング・システムまたはソフトウェアのド
キュメントを参照してください。

必要なパッチの確認必要なパッチの確認必要なパッチの確認必要なパッチの確認
インストールする製品に応じて、次のパッチがシステムにインストールされていることを確
認してください。表の後に、これらの要件を確認する手順を示します。

注意注意注意注意 : 次の表に示すパッチのバージョンは、最下位バージョンです。同
じパッチのより上位のバージョンもサポートされています。
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ソフトウェア要件の確認
インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ
または製品または製品または製品または製品 要件要件要件要件

すべてのインストール Solaris 8 用パッチ用パッチ用パッチ用パッチ :

J2SE Solaris 8 パッチ・クラスタに含まれるすべてのパッチが必要です。

� 108528-23 SunOS 5.8: カーネル更新パッチ

� 108652-66 X11 6.4.1: Xsun パッチ

� 108773-18 SunOS 5.8: IIIM および X 入出力メソッドのパッチ

� 108921-16 CDE 1.4: dtwm パッチ

� 108940-53 Motif 1.2.7 および 2.1.1: Solaris 8 用ランタイム・ライブ

ラリのパッチ

� 108987-13 SunOS 5.8: patchadd および patchrm 用パッチ

� 108989-02 /usr/kernel/sys/acctctl および /.../exacctsys パッチ

� 108993-19 SunOS 5.8: LDAP2 client、libc、... ライブラリ・パッチ

� 109147-24 SunOS 5.8: リンカー・パッチ

� 110386-03 SunOS 5.8: RBAC 機能パッチ

� 111023-02 SunOS 5.8: /kernel/fs/mntfs および ... sparcv9/mntfs

� 111111-03 SunOS 5.8: /usr/bin/nawk パッチ

� 111308-03 SunOS 5.8: /usr/lib/libmtmalloc.so.1 パッチ

� 111310-01 SunOS 5.8: /usr/lib/libdhcpagent.so.1 パッチ

� 112396-02 SunOS 5.8: /usr/bin/fgrep パッチ

次のパッチも必要です。

� 111721-04 SunOS 5.8: Math Library（libm）パッチ

� 112003-03 SunOS 5.8: Unable to load fontset ... iso-1 or iso-15

� 112138-01 SunOS 5.8: usr/bin/domainname パッチ

すべてのインストール Solaris 9 用パッチ用パッチ用パッチ用パッチ :

� 112233-11 SunOS 5.9: カーネル・パッチ

� 111722-04 SunOS 5.9: Math Library（libm）パッチ
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システムがこれらの要件を満たしていることを確認するには、次の手順に従います。

1. 次のコマンドを入力して、オペレーティング・システムのパッチがインストールされて
いるかどうかを確認します。

# /usr/sbin/patchadd -p | grep patch_number

オペレーティング・システムのパッチがインストールされていない場合は、次の Web
サイトからパッチをダウンロードしてインストールします。

http://sunsolve.sun.com

2. WebSphere MQ 用の CSD が必要な場合は、次の Web サイトでダウンロードおよびイン
ストール情報を入手します。

http://www.ibm.com/software/integration/mqfamily/support/summary/sun.html

Pro*C/C++、
Oracle Call Interface、
Oracle C++ Call 
Interface、
Oracle XML 
Developer's Kit（XDK）

Solaris 8 およびおよびおよびおよび Solaris 9 用パッチ用パッチ用パッチ用パッチ :

� 112758-02 dbx 7.1: S1S8CC デバッガ用パッチ

� 112760-05 C 5.5: S1S8CC C コンパイラ用パッチ

� 112763-06 Compiler Common S1S8CC: S1S8CC C C++ F77 F95 用

パッチ

� 113817-03 C++ 5.5: S1S8CC C++ コンパイラ用パッチ

� 113820-02 Compiler Common 7.1: S1S8CC 数学ライブラリ用パッ

チ

� 113823-03 ILD 4.1: S1S8CC 増分リンカー用パッチ

Real Application 
Clusters

Solaris 8 用用用用 Sun Cluster パッチパッチパッチパッチ :

� 111488-08 Sun Cluster 3.0/3.1: メディエータ・パッチ

� 113800-06 Sun Cluster 3.1: Core/Sys Admin Patch

次のパッチを入手するには、Sun 社の窓口にお問い合わせください。

114492-02、115058-03、115062-02、115064-01、115066-01、115070-01、
115072-01、 115076-01、115078-01、115080-01、115082-01、115084-01、
115086-01、115089-01 

Solaris 9 用用用用 Sun Cluster パッチパッチパッチパッチ :

113801 Sun Cluster 3.1: Core/Sys Admin Patch

Oracle Messaging 
Gateway

WebSphere MQ 用の修正サービス・ディスケット（CSD）:

WebSphere MQ V5.3 用の CSD06 以上

インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ
または製品または製品または製品または製品 要件要件要件要件
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必要な UNIX グループおよびユーザーの作成
必要な必要な必要な必要な UNIX グループおよびユーザーの作成グループおよびユーザーの作成グループおよびユーザーの作成グループおよびユーザーの作成
システムに Oracle ソフトウェアを初めてインストールする場合や、インストールする製品
によっては、いくつかの UNIX グループと 1 つの UNIX ユーザー・アカウントを作成する必
要があります。

Oracle データベースをインストールするには、次の UNIX グループおよびユーザーが必要で
す。

� OSDBA グループ（dba）

システムに初めて Oracle データベース・ソフトウェアをインストールする場合は、こ
のグループを作成する必要があります。このグループは、データベースの管理権限

（SYSDBA 権限）を持つ UNIX ユーザーです。このグループのデフォルト名は dbaで
す。

デフォルト（dba）以外のグループ名を指定する場合は、カスタム・インストール・タ
イプを選択してソフトウェアをインストールするか、このグループのメンバーではない
ユーザーとしてインストーラを起動する必要があります。この場合、インストーラに
よって、グループ名の指定を求めるプロンプトが表示されます。

� OSOPER グループ（oper）

これは、オプションのグループです。制限付きのデータベース管理権限（SYSOPER 権
限）を別のグループの UNIX ユーザーに付与する場合に、このグループを作成します。
OSDBA グループのメンバーには、デフォルトで SYSOPER 権限もあります。

デフォルト（oper）以外の OSOPER グループを指定する場合は、カスタム・インス
トール・タイプを選択してソフトウェアをインストールするか、operグループのメン
バーではないユーザーとしてインストーラを起動する必要があります。この場合、イン
ストーラによって、グループ名の指定を求めるプロンプトが表示されます。このグルー
プの標準的な名前は operです。

� 権限を付与されていないユーザー（nobody）

権限を付与されていないユーザー（nobody）がシステムに存在することを確認する必
要があります。nobodyユーザーには、インストール後、外部ジョブ（extjob）実行
可能ファイルを所有させる必要があります。

すべてのインストールに必要な UNIX グループおよびユーザーは、次のとおりです。

� Oracle Inventory グループ（oinstall）

システムに初めて Oracle ソフトウェアをインストールする場合は、このグループを作
成する必要があります。このグループの標準的な名前は oinstallです。このグループ
は、システムにインストールされたすべての Oracle ソフトウェアのカタログである
Oracle Inventory を所有します。
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� Oracle ソフトウェア所有者ユーザー（oracle）

システムに初めて Oracle ソフトウェアをインストールする場合は、このユーザーを作
成する必要があります。このユーザーは、インストール中にインストールされるすべて
のソフトウェアの所有者です。このユーザーの標準的な名前は oracleです。このユー
ザーのプライマリ・グループは、Oracle Inventory である必要があります。また、セカ
ンダリ・グループは、OSDBA および OSOPER グループである必要があります。

システムへの Oracle ソフトウェアのすべてのインストールには、単一の Oracle Inventory
グループが必要です。システムへの 2 回目以降の Oracle ソフトウェアのインストールでは、
Oracle ソフトウェアを初めてインストールしたときと同じ Oracle Inventory グループを使用
する必要があります。ただし、個々の環境に対してそれぞれに Oracle ソフトウェア所有者
ユーザー、OSDBA グループおよび OSOPER グループ（oracle、dbaおよび oper以外）
を作成できます。環境ごとに異なるグループを使用すると、それぞれのグループのメンバー
は、システムのすべてのデータベースではなく、関連するデータベースに対してのみ DBA
権限を持ちます。

次の項では、必要な UNIX ユーザーおよびグループを作成する方法について説明します。

注意注意注意注意 : Oracle ソフトウェアがすでにシステムにインストールされている
場合は、既存の Oracle Inventory グループが、新しい Oracle ソフトウェ
アのインストールに使用する UNIX ユーザーのプライマリ・グループであ
る必要があります。既存の Oracle Inventory グループを確認する方法は、
次の項を参照してください。

参照参照参照参照 : OSDBA グループと OSOPER グループ、および SYSDBA 権限と
SYSOPER 権限の詳細は、『Oracle Database for UNIX Systems 管理者リ
ファレンス』および『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してくださ
い。

注意注意注意注意 : 次の項では、ローカル・ユーザーおよびグループを作成する方法
について説明します。ローカル・ユーザーおよびグループの代替として、
Network Information Service（NIS）などのディレクトリ・サービスに、
適切なユーザーおよびグループを作成することもできます。ディレクト
リ・サービスの使用方法については、システム管理者に連絡するか、ご使
用のオペレーティング・システムのドキュメントを参照してください。
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Oracle Inventory グループの作成グループの作成グループの作成グループの作成
Oracle Inventory グループが存在しない場合は、作成する必要があります。次の項では、
Oracle Inventory グループが存在する場合に、そのグループ名を確認する方法について説明
します。また、必要に応じて、Oracle Inventory グループを作成する方法についても説明し
ます。

Oracle Inventory グループの存在の確認グループの存在の確認グループの存在の確認グループの存在の確認
システムに初めて Oracle ソフトウェアをインストールする場合、インストーラによって
oraInst.locファイルが作成されます。このファイルに、Oracle Inventory グループのグ
ループ名および Oracle Inventory ディレクトリのパスが示されます。Oracle Inventory グ
ループの存在を確認するには、次のコマンドを入力します。

# more /var/opt/oracle/oraInst.loc

oraInst.locファイルが存在する場合、このコマンドの出力結果は、次のようになりま
す。

inventory_loc=/u01/app/oracle/oraInventory
inst_group=oinstall

inst_groupパラメータは、Oracle Inventory グループのグループ名（oinstall）を示し
ます。

Oracle Inventory グループの作成グループの作成グループの作成グループの作成
oraInst.locファイルが存在しない場合は、次のコマンドを入力して、Oracle Inventory
グループ（oinstall）を作成します。

# /usr/sbin/groupadd oinstall

OSDBA グループの作成グループの作成グループの作成グループの作成
次の場合は、OSDBA グループを作成する必要があります。

� OSDBA グループが存在しない場合（たとえば、システムへ Oracle データベース・ソフ
トウェアを初めてインストールする場合）。

� OSDBA グループが存在するが、新しい Oracle 環境では、データベースの管理権限を別
のグループの UNIX ユーザーに付与する場合。

OSDBA グループが存在しない場合、または新しい OSDBA グループが必要な場合は、次の
コマンドを入力して OSDBA グループを作成します。OSDBA グループを作成する場合、既
存のグループですでに使用されていないかぎり、dbaというグループ名を使用します。

# /usr/sbin/groupadd dba
6-16 Oracle Real Application Clusters インストレーションおよび構成



必要な UNIX グループおよびユーザーの作成
OSOPER グループの作成（任意）グループの作成（任意）グループの作成（任意）グループの作成（任意）
OSOPER グループを作成する必要があるのは、制限付きのデータベース管理権限

（SYSOPER オペレータ権限）を持つ UNIX ユーザーのグループを指定する場合のみです。ほ
とんどの環境では、OSDBA グループを作成するのみで十分です。次の場合に OSOPER グ
ループを使用するには、このグループを作成する必要があります。

� OSOPER グループが存在しない場合（たとえば、システムへ Oracle データベース・ソフ
トウェアを初めてインストールする場合）

� OSOPER グループが存在するが、新しい Oracle 環境で、データベースのオペレータ権限
を別のグループの UNIX ユーザーに付与する場合

新しい OSOPER グループが必要な場合は、次のコマンドを入力して作成します。OSOPER
グループを作成する場合、既存のグループですでに使用されていないかぎり、operという
グループ名を使用します。

# /usr/sbin/groupadd oper

Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの作成ソフトウェア所有者ユーザーの作成ソフトウェア所有者ユーザーの作成ソフトウェア所有者ユーザーの作成
次の場合は、Oracle ソフトウェア所有者ユーザーを作成する必要があります。

� Oracle ソフトウェア所有者ユーザーが存在しない場合（たとえば、システムへ Oracle ソ
フトウェアを初めてインストールする場合）。

� Oracle ソフトウェア所有者ユーザーが存在するが、新しい Oracle データベース環境で
は、別の UNIX ユーザー（異なるグループ・メンバーシップを持つ）を使用して、この
グループにデータベースの管理権限を付与する場合。

既存の既存の既存の既存の Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの存在の確認ソフトウェア所有者ユーザーの存在の確認ソフトウェア所有者ユーザーの存在の確認ソフトウェア所有者ユーザーの存在の確認
oracleという Oracle ソフトウェア所有者ユーザーが存在するかどうかを確認するには、次
のコマンドを入力します。

# id -a oracle

oracleユーザーが存在する場合、このコマンドの出力結果は、次のようになります。

uid=440(oracle) gid=200(oinstall) groups=201(dba),202(oper)

ユーザーが存在する場合は、既存ユーザーを使用するか、新しいユーザーを作成するかを決
定します。既存ユーザーを使用する場合は、ユーザーのプライマリ・グループが Oracle 
Inventory グループであり、そのグループが適切な OSDBA および OSOPER グループのメン
バーであることを確認します。詳細は、次のいずれかの項を参照してください。
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� 既存の Oracle ソフトウェア所有者ユーザーを使用し、ユーザーのプライマリ・グループ
が Oracle Inventory グループである場合は、6-19 ページの「UNIX ユーザー nobody が
存在するかどうかの確認」を参照してください。

� 既存のユーザーを変更するには、6-18 ページの「既存の Oracle ソフトウェア所有者ユー
ザーの変更」を参照してください。

� 新しいユーザーを作成するには、次の項を参照してください。

Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの新規作成ソフトウェア所有者ユーザーの新規作成ソフトウェア所有者ユーザーの新規作成ソフトウェア所有者ユーザーの新規作成
Oracle ソフトウェア所有者ユーザーが存在しない場合、または新しい Oracle ソフトウェア
所有者ユーザーが必要な場合、次の手順で作成します。既存のユーザーによってすでに使用
されていないかぎり、oracleというユーザー名を使用します。

1. 次のコマンドを入力して、oracleユーザーを作成します。

# /usr/sbin/useradd -g oinstall -G dba[,oper] oracle

このコマンドのオプションは、次のとおりです。

– -gオプションは、プライマリ・グループを指定します。プライマリ・グループは、
oinstallなどの Oracle Inventory グループである必要があります。

– -Gオプションは、セカンダリ・グループを指定します。セカンダリ・グループに
は、OSDBA グループと必要に応じて OSOPER グループ（dbaまたは dba,oper）
を含める必要があります。

2. oracleユーザーのパスワードを設定します。

# passwd oracle

6-19 ページの「UNIX ユーザー nobody が存在するかどうかの確認」に進みます。

既存の既存の既存の既存の Oracle ソフトウェア所有者ユーザーの変更ソフトウェア所有者ユーザーの変更ソフトウェア所有者ユーザーの変更ソフトウェア所有者ユーザーの変更
oracleユーザーは存在するが、そのユーザーのプライマリ・グループが oinstallでない
か、またはそのユーザーが適切な OSDBA または OSOPER グループのメンバーでない場合
は、次のコマンドを入力して、そのユーザーを変更できます。このコマンドでは、-gオプ
ションを使用してプライマリ・グループを指定し、-Gオプションを使用して必要なセカン
ダリ・グループを指定します。

# /usr/sbin/usermod -g oinstall -G dba[,oper] oracle

注意注意注意注意 : 既存ユーザーを使用および変更する前に、必要に応じてシステム
管理者に連絡してください。
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UNIX ユーザーユーザーユーザーユーザー nobody が存在するかどうかの確認が存在するかどうかの確認が存在するかどうかの確認が存在するかどうかの確認
ソフトウェアをインストールする前に、UNIX ユーザー nobodyがシステムに存在すること
を確認します。

1. 次のコマンドを入力して、nobody ユーザーが存在するかどうかを確認します。

# id nobody

このコマンドの出力結果に nobodyユーザーの情報が表示された場合、このユーザーを
作成する必要はありません。

2. nobodyユーザーが存在しない場合は、次のコマンドを入力して作成します。

# /usr/sbin/useradd nobody

3. 他のすべてのクラスタ・ノードでこの手順を繰り返します。

他のクラスタ・ノードでの同一ユーザーおよびグループの作成他のクラスタ・ノードでの同一ユーザーおよびグループの作成他のクラスタ・ノードでの同一ユーザーおよびグループの作成他のクラスタ・ノードでの同一ユーザーおよびグループの作成

Oracle ソフトウェア所有者ユーザー、Oracle Inventory、OSDBA グループおよび OSOPER
グループは、すべてのクラスタ・ノードに存在し、また同一である必要があります。同一の
ユーザーおよびグループを作成するには、ユーザーおよびグループを作成したノードで割り
当てられたユーザー ID およびグループ ID を確認してから、他のクラスタ・ノードで同じ名
前と ID を持つユーザーおよびグループを作成する必要があります。

ユーザーユーザーユーザーユーザー ID およびグループおよびグループおよびグループおよびグループ ID の確認の確認の確認の確認
Oracle ソフトウェア所有者ユーザーのユーザー ID（UID）と、Oracle Inventory グループ、
OSDBA グループおよび OSOPER グループのグループ ID（GID）を確認するには、次の手
順に従います。

1. 次のコマンドを入力します。

# id -a oracle

このコマンドの出力結果は、次のようになります。

uid=440(oracle) gid=200(oinstall) groups=201(dba),202(oper)

注意注意注意注意 : 次の手順は、ローカル・ユーザーおよびグループを使用している
場合にのみ実行する必要があります。NIS などのディレクトリ・サービス
で定義されたユーザーおよびグループを使用している場合、各クラスタ・
ノードのユーザーおよびグループはすでに同一です。
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2. 表示された情報から、oracleユーザーの UID および所属するグループの GID を特定
します。

他のクラスタ・ノードでのユーザーおよびグループの作成他のクラスタ・ノードでのユーザーおよびグループの作成他のクラスタ・ノードでのユーザーおよびグループの作成他のクラスタ・ノードでのユーザーおよびグループの作成
他のクラスタ・ノードでユーザーおよびグループを作成するには、各ノードで次の手順を繰
り返します。

1. 次のクラスタ・ノードへ rootでログインします。

2. 次のコマンドを入力して、oinstallおよび dbaグループを作成します。また、必要に
応じて、operグループを作成します。-gオプションを使用して、各グループに正しい
GID を指定します。

# /usr/sbin/groupadd -g 200 oinstall
# /usr/sbin/groupadd -g 201 dba
# /usr/sbin/groupadd -g 202 oper

3. 次のコマンドを入力して、oracleユーザーを作成します。

# /usr/sbin/useradd -u 200 -g oinstall -G dba[,oper] oracle

このコマンドのオプションは、次のとおりです。

– -uオプションは、ユーザー ID を指定します。ユーザー ID は、前の項で特定した
ユーザー ID である必要があります。

– -gオプションは、プライマリ・グループを指定します。プライマリ・グループは、
oinstallなどの Oracle Inventory グループである必要があります。

– -Gオプションは、セカンダリ・グループを指定します。セカンダリ・グループに
は、OSDBA グループと必要に応じて OSOPER グループ（dbaまたは dba,oper）
を含める必要があります。

注意注意注意注意 : グループがすでに存在している場合は、必要に応じて groupmod
コマンドを使用してそのグループを変更します。このノードのグループ
に、同じグループ ID が使用できない場合、すべてのノードの
/etc/groupファイルを表示し、どのノードでも使用できるグループ ID
を特定します。すべてのノードのグループにその ID を指定する必要があ
ります。
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4. oracleユーザーのパスワードを設定します。

# passwd oracle

すべてのクラスタ・ノードでのすべてのクラスタ・ノードでのすべてのクラスタ・ノードでのすべてのクラスタ・ノードでの SSH の構成の構成の構成の構成
Oracle Real Application Clusters をインストールして使用する前に、すべてのクラスタ・
ノードで oracleユーザー用のセキュア・シェル（SSH）を構成する必要があります。イン
ストーラは、インストール中に sshおよび scpコマンドを使用して、他のクラスタ・ノー
ドに対してリモート・コマンドを実行し、そのクラスタ・ノードにファイルをコピーしま
す。これらのコマンドを使用する際にパスワードを求めるプロンプトが表示されないよう
に、SSH を構成する必要があります。

SSH を構成するには、各クラスタ・ノードに対して次の手順を実行します。

1. oracleユーザーとしてログインします。

2. 必要に応じて、oracleユーザーのホーム・ディレクトリに .sshディレクトリを作成
して適切な権限を設定します。

$ mkdir ~/.ssh
$ chmod 755 ~/.ssh

3. 次のコマンドを入力してバージョン 2 の SSH プロトコル用の RSA 鍵を生成します。

$ /usr/bin/ssh-keygen -t rsa

プロンプトで、次の手順を実行します。

� 鍵ファイルには、デフォルトの位置を使用します。

� oracleユーザーのパスワードとは異なるパス・フレーズを入力して確認します。

注意注意注意注意 : ユーザーがすでに存在している場合は、必要に応じて usermod コ
マンドを使用してそのユーザーを変更します。このノードの oracleユー
ザーに、同じユーザー ID が使用できない場合、すべてのノードの
/etc/passwdファイルを表示して、どのノードでも使用できるユーザー
ID を特定します。すべてのノードのユーザーにその ID を指定する必要が
あります。

注意注意注意注意 : この項では、OpenSSH バージョン 3 の構成方法について説明しま
す。SSH が使用できない場合、インストーラは、かわりに rshおよび
rcpを使用しようとします。
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このコマンドによって、公開鍵が ~/.ssh/id_rsa.pubファイルに、秘密鍵が
~/.ssh/id_rsaファイルに書き込まれます。秘密鍵は、他のユーザーには配布しない
でください。

4. 次のコマンドを入力してバージョン 2 の SSH プロトコル用の DSA 鍵を生成します。

$ /usr/bin/ssh-keygen -t dsa

プロンプトで、次の手順を実行します。

� 鍵ファイルの位置をデフォルトのまま指定します。

� oracleユーザーのパスワードとは異なるパス・フレーズを入力して確認します。

このコマンドによって、公開鍵が ~/.ssh/id_dsa.pubファイルに、秘密鍵が
~/.ssh/id_dsaファイルに書き込まれます。秘密鍵は、他のユーザーには配布しない
でください。

5. ~/.ssh/id_rsa.pubおよび ~/.ssh/id_dsa.pubファイルの内容をこのノードの
~/.ssh/authorized_keysファイルおよび他のすべてのクラスタ・ノードの同じ
ファイルにコピーします。

6. すべてのクラスタ・ノードの ~/.ssh/authorized_keysファイルに対する権限を変
更します。

$ chmod 644 ~/.ssh/authorized_keys

この時点では、sshを使用して、他のノードにログインまたは他のノードでコマンドを実行
する場合、DSA 鍵の作成時に指定したパス・フレーズの入力を求めるプロンプトが表示され
ます。

パス・フレーズを求めるプロンプトが表示されることなく sshおよび scpコマンドをイン
ストーラで使用できるようにするには、次の手順に従います。

1. ソフトウェアをインストールするシステムでは、oracleユーザーとしてログインしま
す。

2. 次のコマンドを入力します。

$ exec /usr/bin/ssh-agent $SHELL
$ /usr/bin/ssh-add

注意注意注意注意 : 各ノードの ~/.ssh/authorized_keysファイルには、すべての
クラスタ・ノードで生成した ~/.ssh/id_rsa.pubおよび
~/.ssh/id_dsa.pubファイルのすべての内容が含まれている必要があ
ります。
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3. プロンプトで、生成した各鍵に対するパス・フレーズを入力します。

SSH が適切に構成されていれば、パスワードまたはパス・フレーズを求めるプロンプト
は表示されることなく sshや scpコマンドを使用できます。

4. SSH 構成をテストするには、同じ端末セッションから次のコマンドを入力して、各クラ
スタ・ノードの構成をテストします。

$ ssh nodename1 date
$ ssh nodename2 date
    .
    .

これらのコマンドによって、各ノードに設定された日付が表示されます。パスワードま
たはパス・フレーズを求めるノードがある場合、そのノードの
~/.ssh/authorized_keysファイルに適切な公開鍵が含まれているかを確認します。

5. インストーラは、このセッションから実行する必要があることに注意してください。別
の端末セッションからインストーラを起動するには、手順 2 および手順 3 を繰り返す必
要があります。

すべてのクラスタ・ノードでのすべてのクラスタ・ノードでのすべてのクラスタ・ノードでのすべてのクラスタ・ノードでの rsh およびおよびおよびおよび rcp に対するユーザー等価関係に対するユーザー等価関係に対するユーザー等価関係に対するユーザー等価関係
の設定の設定の設定の設定

Oracle Real Application Clusters をインストールして使用する前に、次の手順に従って、す
べてのクラスタ・ノードでユーザー等価関係を設定する必要があります。

注意注意注意注意 : 特定のシステムからのノードの接続に初めて SSH を使用した場
合、ホストの信頼性が確立されていないというメッセージが表示されるこ
とがあります。プロンプトで yesを入力して、次に進みます。再度、この
システムからこのノードに接続したときには、このメッセージは表示され
なくなります。

注意注意注意注意 : この項では、Oracle ソフトウェアを他のクラスタ・ノードにコ
ピーする際にインストーラが使用する rcpに対してユーザー等価関係を設
定する方法について説明します。必要に応じて、インストーラが rcpでは
なく scpを使用するようにセキュア・シェル（SSH）のツール群を構成す
ることもできます。scpに対するユーザー等価関係の設定については、
SSH のドキュメントを参照してください。
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1. すべてのクラスタ・ノードの /etc/hosts.equivファイルをテキスト・エディタで編
集し、クラスタ内のすべてのノードに次のようなエントリを追加します。

node1-public oracle
node1-public.domain oracle
node2-public oracle
node2-public.domain oracle
   .
   .
   .

この例の意味は、次のとおりです。

� noden_publicは、プライマリ・パブリック・ネットワーク・インタフェースに対
応するホスト名です。

� domainは、システムのドメイン名（mydomain.comなど）です。

2. インストーラを実行するノードで次のコマンドを入力して、最初のノードを含むすべて
のクラスタ・ノードのユーザー等価関係をテストします。

# su oracle
$ rsh nodename1 date
$ rsh nodename2 date
    .
    .
    .
$ exit

各コマンドは、指定したノードの日付設定のみを戻します。パスワードを求めるプロン
プトまたはその他のテキストが表示された場合、そのノードのユーザー等価関係は正し
く設定されていません。この場合は、/etc/hosts.equiv （または
~/oracle/.rhosts）ファイルに正しいエントリがあることを確認します。

注意注意注意注意 : クラスタ内のすべてのノードで、oracleユーザーのホーム・
ディレクトリに、同じ形式で .rhostsファイルを作成することもできま
す。
6-24 Oracle Real Application Clusters インストレーションおよび構成



カーネル・パラメータの構成
カーネル・パラメータの構成カーネル・パラメータの構成カーネル・パラメータの構成カーネル・パラメータの構成

カーネル・パラメータが、次の表に示されている推奨値以上の値に設定されていることを確
認してください。表の後に、値を確認して設定する手順を示します。

注意注意注意注意 : 次の項には、カーネル・パラメータおよびシェル制限の推奨値の
みを示します。本番データベース・システムでは、これらの値を調整して
システムのパフォーマンスを最適化することをお薦めします。カーネル・
パラメータの調整については、ご使用のオペレーティング・システムのマ
ニュアルを参照してください。

すべてのクラスタ・ノードでカーネル・パラメータおよびシェル制限を設
定する必要があります。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 推奨値推奨値推奨値推奨値

noexec_user_stack1 1

semsys:seminfo_semmni 100

semsys:seminfo_semmns 1024

semsys:seminfo_semmsl 256

semsys:seminfo_semvmx 32767

shmsys:shminfo_shmmax 4294967295

shmsys:shminfo_shmmin1

1 このパラメータは、Solaris 9 で廃止されました。

1

shmsys:shminfo_shmmni 100

shmsys:shminfo_shmseg1 10

注意注意注意注意 : パラメータに対する現行の値が、この表の値より大きい場合、パ
ラメータの値を変更しないでください。
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これらのカーネル・パラメータに指定されている現行の値を表示し、必要に応じて変更する
には、次の手順に従います。

1. 次のコマンドを入力して、これらのパラメータの現行の値を表示します。

# grep noexec_user_stac /etc/system
# /usr/sbin/sysdef | grep SEM
# /usr/sbin/sysdef | grep SHM

2. 現行の値を変更する必要がある場合は、次の手順に従います。

a. /etc/systemファイルのバックアップ・コピーを作成します。たとえば、次のよ
うに入力します。

# cp /etc/system /etc/system.orig

b. テキスト・エディタで /etc/systemファイルを開いて、必要に応じて、次の行を
追加します（ファイルにこれらの行がすでに存在する場合は、編集します）。

set noexec_user_stack=1
set semsys:seminfo_semmni=100
set semsys:seminfo_semmns=1024
set semsys:seminfo_semmsl=256
set semsys:seminfo_semvmx=32767
set shmsys:shminfo_shmmax=4294967295
set shmsys:shminfo_shmmin=1
set shmsys:shminfo_shmmni=100
set shmsys:shminfo_shmseg=10

c. 次のコマンドを入力して、システムを再起動します。

# /usr/sbin/reboot

d. システムが再起動したら、ログインしてユーザーを rootに切り替えます。

3. 他のすべてのクラスタ・ノードでこの手順を繰り返します。
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必要なソフトウェア・ディレクトリの選択
必要なソフトウェア・ディレクトリの選択必要なソフトウェア・ディレクトリの選択必要なソフトウェア・ディレクトリの選択必要なソフトウェア・ディレクトリの選択
Oracle ソフトウェアに対して、次の 4 つのディレクトリを選択または作成する必要がありま
す。

� Oracle ベース・ディレクトリ

� Oracle Inventory ディレクトリ

� CRS ホーム・ディレクトリ

� Oracle ホーム・ディレクトリ

次の項では、これらのディレクトリの要件について説明します。

Oracle ベース・ディレクトリベース・ディレクトリベース・ディレクトリベース・ディレクトリ
Oracle ベース・ディレクトリは、Oracle ソフトウェア環境における最上位ディレクトリとし
て機能します。これは、Windows システムでの Oracle ソフトウェアのインストールに使用
される C:\Oracleディレクトリと同様です。UNIX システムでは、Optimal Flexible 
Architecture（OFA）のガイドラインに従って、Oracle ベース・ディレクトリに次のような
パスを使用します。

/mount_point/app/oracle_sw_owner

� mount_pointは、Oracle ソフトウェアを格納するファイル・システムのマウント・ポ
イント・ディレクトリです。

このマニュアルの例では、マウント・ポイント・ディレクトリに /u01を使用していま
す。ただし、/oracleや /opt/oracleなど、別のマウント・ポイント・ディレクト
リを選択することもできます。

� oracle_sw_ownerは、oracleなどの Oracle ソフトウェア所有者の UNIX ユーザー名
です。

同じ Oracle ベース・ディレクトリを複数の環境に使用したり、環境ごとに別の Oracle ベー
ス・ディレクトリを作成することができます。同じシステムに複数の UNIX ユーザーが
Oracle ソフトウェアをインストールする場合、各ユーザーは別々の Oracle ベース・ディレ
クトリを作成する必要があります。次の例の Oracle ベース・ディレクトリは、すべて同じ
システムに作成できます。

/u01/app/oracle
/u01/app/orauser
/opt/oracle/app/oracle
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次の項では、インストールに適切な既存の Oracle ベース・ディレクトリを選択する方法に
ついて説明します。また、必要に応じて、新しい Oracle ベース・ディレクトリを作成する
方法についても説明します。

新しい Oracle ベース・ディレクトリを作成するか、既存の Oracle ベース・ディレクトリを
使用するかにかかわらず、環境変数 ORACLE_BASE を設定して、このディレクトリへのフ
ル・パスを指定する必要があります。

Oracle Inventory ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ
Oracle Inventory ディレクトリ（oraInventory）には、システムにインストールされてい
るすべてのソフトウェアのインベントリを格納します。このディレクトリは、単一システム
のすべての Oracle ソフトウェア環境に必要で、共有されます。システムに初めて Oracle ソ
フトウェアをインストールする場合、インストーラによって、このディレクトリへのパスの
指定を求めるプロンプトが表示されます。その際は、次のパスを選択することをお薦めしま
す。

oracle_base/oraInventory

Oracle ベース・ディレクトリがクラスタ・ファイル・システムに存在する場合、すべての
ノードに個別のインベントリが存在できるように、ローカル・ファイル・システムの Oracle 
Inventory ディレクトリのパスを指定する必要があります。

インストーラによって、指定したディレクトリが作成され、そのディレクトリに適切な所有
者、グループおよび権限が設定されます。自分でこのディレクトリを作成する必要はありま
せん。

注意注意注意注意 : Oracle ベース・ディレクトリは、ローカル・ファイル・システム、
サポートされるクラスタ・ファイル・システム、またはサポートされてい
る NAS デバイスの NFS ファイル・システムに配置できます。

注意注意注意注意 : このディレクトリは、すべての Oracle ソフトウェア環境の基礎と
なります。定期的にこのディレクトリをバックアップしてください。

システムからすべての Oracle ソフトウェアを完全に削除した場合を除き、
このディレクトリは削除しないでください。
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CRS ホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリ
CRS ホーム・ディレクトリは、Oracle Cluster Ready Services のソフトウェアをインストー
ルするディレクトリです。CRS は個別のホーム・ディレクトリにインストールする必要があ
ります。インストーラを起動すると、このディレクトリへのパスと識別名の指定を求めるプ
ロンプトが表示されます。ここで指定するディレクトリは、Oracle ベース・ディレクトリの
サブディレクトリである必要があります。CRS ホーム・ディレクトリには、次のようなパス
を指定することをお薦めします。

oracle_base/product/10.1.0/crs

インストーラによって、Oracle ベース・ディレクトリの下に、指定したディレクトリ・パス
が作成されます。さらに、そのディレクトリに適切な所有者、グループおよび権限が設定さ
れます。自分でこのディレクトリを作成する必要はありません。

Oracle ホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリ
Oracle ホーム・ディレクトリは、特定の Oracle 製品のソフトウェアをインストールする
ディレクトリです。個々の Oracle 製品、または同じ Oracle 製品でもリリースが異なる場合
は、別々の Oracle ホーム・ディレクトリにインストールする必要があります。インストー
ラを起動すると、このディレクトリへのパスと識別名の指定を求めるプロンプトが表示され
ます。ここで指定するディレクトリは、Oracle ベース・ディレクトリのサブディレクトリで
ある必要があります。Oracle ホーム・ディレクトリには、次のようなパスを指定することを
お薦めします。

oracle_base/product/10.1.0/db_1

インストーラによって、Oracle ベース・ディレクトリの下に、指定したディレクトリ・パス
が作成されます。さらに、そのディレクトリに適切な所有者、グループおよび権限が設定さ
れます。自分でこのディレクトリを作成する必要はありません。

Oracle ベース・ディレクトリの選択または作成ベース・ディレクトリの選択または作成ベース・ディレクトリの選択または作成ベース・ディレクトリの選択または作成
インストールを開始する前に、既存の Oracle ベース・ディレクトリを選択するか、必要に
応じて新しい Oracle ベース・ディレクトリを作成します。この項の内容は次のとおりです。

� 既存の Oracle ベース・ディレクトリの選択（6-30 ページ）

� 新しい Oracle ベース・ディレクトリの作成（6-32 ページ）

注意注意注意注意 : Oracle ベース・ディレクトリがすでにシステムに存在する場合で
も、新しい Oracle ベース・ディレクトリを作成できます。
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既存の既存の既存の既存の Oracle ベース・ディレクトリの選択ベース・ディレクトリの選択ベース・ディレクトリの選択ベース・ディレクトリの選択
既存の Oracle ベース・ディレクトリが、OFA のガイドラインに準拠したパスを持たない場
合があります。ただし、既存の Oracle Inventory ディレクトリや Oracle ホーム・ディレク
トリを選択する場合に、通常、次の方法で Oracle ベース・ディレクトリを選択できます。

� 既存の Oracle Inventory ディレクトリを選択する場合

すべてのクラスタ・ノードで次のコマンドを入力して、oraInst.locファイルの内容
を表示します。

# more /var/opt/oracle/oraInst.loc

oraInst.locファイルが存在する場合、このコマンドの出力結果は、次のようになり
ます。

inventory_loc=/u01/app/oracle/oraInventory
inst_group=oinstall

inventory_locパラメータが、そのシステムの Oracle Inventory ディレクトリ
（oraInventory）を示しています。通常、oraInventoryディレクトリの親ディレク
トリが、Oracle ベース・ディレクトリです。前述の例では、/u01/app/oracleが
Oracle ベース・ディレクトリです。

� 既存の Oracle ホーム・ディレクトリを選択する場合

すべてのクラスタ・ノードで次のコマンドを入力して、oratabファイルの内容を表示
します。

# more /var/opt/oracle/oratab

oratabファイルが存在する場合は、次のような行が含まれます。

*:/u03/app/oracle/product/10.1.0/db_1:N
*:/opt/orauser/infra_904:N
*:/oracle/9.2.0:N

各行で指定されたディレクトリ・パスが、Oracle ホーム・ディレクトリを示していま
す。使用する Oracle ソフトウェア所有者のユーザー名が末尾に付くディレクトリ・パ
スが、Oracle ベース・ディレクトリに有効なパスです。前述の例で、oracleユーザー
を使用してソフトウェアをインストールする場合は、次のディレクトリのいずれかを選
択できます。

/u03/app/oracle
/oracle

注意注意注意注意 : 可能な場合は、1 つ目のようなディレクトリ・パス
（/u03/app/oracle）を選択してください。このパスは、OFA のガイド
ラインに準拠しています。
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インストールに既存の Oracle ベース・ディレクトリを使用する前に、そのディレクトリが
次の条件を満たしていることを確認します。

� オペレーティング・システムと同じファイル・システムに存在しない。

� すべてのクラスタ・ノードで同一パスを持つか、またはサポートされているクラスタ・
ファイル・システムに存在する。

クラスタ・ファイル・システムを使用していない場合は、別のノードに同一の Oracle
ベース・ディレクトリを作成してください。

� すべてのクラスタ・ノードで同一パスを持つか、またはサポートされているクラスタ・
ファイル・システムに存在する。

クラスタ・ファイル・システムを使用していない場合は、別のノードに同一の Oracle
ベース・ディレクトリを作成してください。

� 最大 4GB の空きディスク領域がある。

� すべてのクラスタ・ノードで十分な空きディスク領域を持つ（次の表を参照）。

Oracle ベース・ディレクトリが存在するファイル・システムの空きディスク領域を確認
するには、次のコマンドを使用します。

# df -k oracle_base_path

次の手順に進みます。

� Oracle ベース・ディレクトリがシステムに存在せず、新しい Oracle ベース・ディレクト
リを作成する場合は、6-32 ページの「新しい Oracle ベース・ディレクトリの作成」を
参照してください。

� 既存の Oracle ベース・ディレクトリを使用する場合は、6-33 ページの「Oracle CRS と
データベース・ファイルのディスク記憶域の構成」を参照してください。

この章の後半で oracleユーザーの環境を構成する際に、環境変数 ORACLE_BASE を
設定してここで選択したディレクトリを指定します。

要件要件要件要件 空きディスク領域空きディスク領域空きディスク領域空きディスク領域

Oracle ベース・ディレクトリにソフトウェア・ファイ

ルのみを格納する場合

最大 4GB

Oracle ベース・ディレクトリにソフトウェアおよび

データベースの両方のファイルを格納する場合（本番
データベースにはお薦めしません）

最大 5GB（プラットフォームによ

り異なる）
Real Application Clusters のインストール前の作業（Solaris Operating System: SPARC 64-Bit） 6-31



Oracle ベース・ディレクトリの選択または作成
新しい新しい新しい新しい Oracle ベース・ディレクトリの作成ベース・ディレクトリの作成ベース・ディレクトリの作成ベース・ディレクトリの作成
新しい Oracle ベース・ディレクトリを作成する前に、4GB 以上の空きディスク領域を持つ
適切なファイル・システムを選択する必要があります。

新しい Oracle ベース・ディレクトリを作成する前に、次の手順に従って、十分な空きディ
スク領域を持つ適切なファイル・システムを選択する必要があります。

適切なファイル・システムを選択するには、次の手順に従います。

1. df -kコマンドを使用して、マウントされた各ファイル・システムの空きディスク領域
を確認します。

2. 表示された情報から、適切な空き領域を持つファイル・システムを選択します。

Oracle ベース・ディレクトリへのパスは、すべてのノードで同一である必要がありま
す。

3. 選択したファイル・システムに対するマウント・ポイント・ディレクトリの名前を書き
留めます。

Oracle ベース・ディレクトリを作成し、そのディレクトリに適切な所有者、グループおよび
権限を指定するには、次の手順に従います。

1. 次のコマンドを入力して、選択したマウント・ポイント・ディレクトリに推奨サブディ
レクトリを作成し、そのサブディレクトリに適切な所有者、グループおよび権限を設定
します。

# mkdir -p /mount_point/app/oracle_sw_owner
# chown -R oracle:oinstall /mount_point/app
# chmod -R 775 /mount_point/app

要件要件要件要件 空きディスク領域空きディスク領域空きディスク領域空きディスク領域

Oracle ベース・ディレクトリにソフトウェア・ファイ

ルのみを格納する場合

最大 4GB

Oracle ベース・ディレクトリにソフトウェアおよび

データベースの両方のファイルを格納する場合（本番
データベースにはお薦めしません）

最大 5GB（プラットフォームにより異

なる）

注意注意注意注意 : ファイル・システムには、ローカル・ファイル・システム、サ
ポートされているクラスタ・ファイル・システム、またはサポートされて
いる NAS デバイスの NFS ファイル・システムを選択できます。
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選択したマウント・ポイントが /u01で、Oracle ソフトウェア所有者のユーザー名が
oracleである場合、Oracle ベース・ディレクトリの推奨パスは次のようになります。

/u01/app/oracle

2. 必要に応じて、前の手順で示したコマンドを繰り返し、他のクラスタ・ノードにも同じ
ディレクトリを作成します。

3. この章の後半で oracleユーザーの環境を構成する際に、環境変数 ORACLE_BASE を
設定してこのディレクトリを指定します。

Oracle CRS とデータベース・ファイルのディスク記憶域の構成とデータベース・ファイルのディスク記憶域の構成とデータベース・ファイルのディスク記憶域の構成とデータベース・ファイルのディスク記憶域の構成
この項では、Oracle Cluster Ready Services ファイル、Oracle データベース・ファイル、
Oracle データベースのリカバリ・ファイル（任意）を格納するために使用できる記憶域につ
いて説明します。各ファイル・タイプで使用する格納方法を選択した後、必要な記憶域の構
成方法について次の項を参照してください。

Oracle Cluster Ready Services をインストールする前に、Oracle Cluster Registry（100MB）
および CRS 投票ディスク（20MB）に使用する記憶域を選択する必要があります。Oracle イ
ンスタンスを起動する前にこれらのファイルにアクセス可能である必要があるため、自動記
憶域管理を使用してこれらのファイルを格納することはできません。

Oracle CRS ファイルには、ASM を除いて、次の項に示すすべての記憶域を使用できます。

Oracle CRS ファイルの記憶域の選択ファイルの記憶域の選択ファイルの記憶域の選択ファイルの記憶域の選択
インストール中にデータベースを作成する場合、データベース・ファイル用に次の記憶域の
いずれかを選択する必要があります。

� サポートされるクラスタ・ファイル・システム

� 自動記憶域管理

� Fujitsu PRIMECLUSTER を使用する NFS ファイル・システムおよびサポートされている
NAS デバイス

� 共有論理ボリューム

� RAW パーティション

注意注意注意注意 : 各ファイル・タイプに同一の記憶域を使用する必要はありません。
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Sun Cluster での考慮事項での考慮事項での考慮事項での考慮事項 : VERITAS Volume Manager の使用の使用の使用の使用
自動記憶域管理（Automatic Storage Management: ASM）を使用しない場合は、VERITAS 
Volume Manager を使用してボリュームを作成し、そのボリュームに対するアクセス権およ
び所有権を oracleなどの適切なユーザーに変更する必要があります。また、ディスク上の
すべてのボリュームが、各ノードで同じ名前と権限を持っていることを確認します。
VERITAS Volume Manager の詳細は、次の URL を参照してください。

http://www.veritas.com

RAW デバイスの親ディレクトリが rootによって所有されており、このディレクトリに対
して root以外のユーザーの書込み権限がないことを確認します。

Sun Cluster のプライベート・ホスト名のプライベート・ホスト名のプライベート・ホスト名のプライベート・ホスト名
CRS のインストール時、「クラスタ構成」画面で、クラスタ内のノードのインターコネクト
に使用するプライベート名の入力が求められます。Sun Cluster に CRS がインストールされ
ると、この画面で指定したプライベート名が、Sun Cluster によって割り当てられるプライ
ベート・ホスト名になります。

Sun Cluster は、クラスタの最初のインストール時に、デフォルトのプライベート・ホスト
名を割り当てます。デフォルトのプライベート・ホスト名の形式は、
clusternodenodeid-privです。たとえば、ノード ID 1 の場合、デフォルトのプライ
ベート・ホスト名は clusternode1-privです。ノード ID 2 の場合、デフォルトのプライ
ベート・ホスト名は clusternode2-privです。

ホストのデータベースにプライベート・ホスト名を格納しないでください。nsswitchユー
ティリティ（nsswitch.conf(4)を参照）では、プライベート・ホスト名に対するすべて
のホスト名の検索が実行されます。プライベート・ホスト名は、次のコマンドを実行して表
示できます。

$ /usr/cluster/bin/scconf -p

注意注意注意注意 : 次の「オラクル製品 主なシステム要件」のサイトから、データ
ベース製品の情報を参照して RAC 環境でサポートされている記憶域の最
新情報を確認してください。

http://www.oracle.co.jp/products/system/index.html
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Oracle データベース・リカバリ・ファイルの記憶域の選択データベース・リカバリ・ファイルの記憶域の選択データベース・リカバリ・ファイルの記憶域の選択データベース・リカバリ・ファイルの記憶域の選択
また、インストール中の自動バックアップを有効にする場合は、リカバリ・ファイル（フ
ラッシュ・リカバリ領域）に次のいずれかの記憶域を選択する必要があります。

� サポートされるクラスタ・ファイル・システム

� 自動記憶域管理

� Fujitsu PRIMECLUSTER を使用する NFS ファイル・システムおよびサポートされている
NAS デバイス

リカバリ・ファイルには、データベース・ファイルと同じ記憶域または別の記憶域のどちら
でも選択できます。

ディスク記憶域の構成ディスク記憶域の構成ディスク記憶域の構成ディスク記憶域の構成
インストールを開始する前にディスク記憶域を構成する方法については、選択した記憶域に
応じて、次のいずれかの項を参照してください。

� Oracle CRS、データベース・ファイル、またはリカバリ・ファイルの記憶域にファイ
ル・システムを使用する場合は、6-35 ページの「Oracle CRS、データベース・ファイ
ル、リカバリ・ファイル用のディレクトリの作成」を参照してください。

� データベース・ファイルまたはリカバリ・ファイルの記憶域に ASM を使用する場合は、
6-40 ページの「自動記憶域管理用のディスクの構成」を参照してください。

� Oracle CRS またはデータベース・ファイルの記憶域に RAW デバイス（パーティション
または論理ボリューム）を使用する場合は、6-46 ページの「RAW 論理ボリュームの構
成」を参照してください。

Oracle CRS、、、、データベース・ファイル、リカバリ・ファイル用データベース・ファイル、リカバリ・ファイル用データベース・ファイル、リカバリ・ファイル用データベース・ファイル、リカバリ・ファイル用
のディレクトリの作成のディレクトリの作成のディレクトリの作成のディレクトリの作成

Oracle CRS、データベース・ファイルまたはリカバリ・ファイルをファイル・システムに格
納する場合、次のガイドラインに従って格納先を決定します。

Oracle CRS ファイルをファイル・システムに格納するためのガイドラインファイルをファイル・システムに格納するためのガイドラインファイルをファイル・システムに格納するためのガイドラインファイルをファイル・システムに格納するためのガイドライン
インストーラでは、Oracle Cluster Registry（OCR）または Oracle CRS 投票ディスク用のデ
フォルトの格納先は提供されません。ファイル・システムにこれらのファイルを作成する場
合は、次のガイドラインに従って格納先を決定します。

� 共有ファイル・システム（共有ディスクのクラスタ・ファイル・システム、サポートさ
れる NAS デバイスの NFS ファイル・システムなど）を選択する必要があります。
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� その共有ファイル・システムには、OCR 用に 100MB 以上の空きディスク領域および
CRS 投票ディスク用に 20MB の空きディスク領域が必要です。

� 信頼性を高めるために、可用性の高い記憶域デバイス（ミラー化を実装する RAID デバ
イスなど）のファイル・システムを選択する必要があります。

� 共有ファイル・システムに Oracle Cluster Ready Services ソフトウェアを格納している
場合は、これらのファイルに対して同じファイル・システムを使用できます。

� oracleユーザーには、指定したパスにファイルを作成するための書込み権限が必要で
す。

Oracle データベース・ファイルをファイル・システムに格納するためのガデータベース・ファイルをファイル・システムに格納するためのガデータベース・ファイルをファイル・システムに格納するためのガデータベース・ファイルをファイル・システムに格納するためのガ
イドラインイドラインイドラインイドライン

Oracle データベース・ファイルをファイル・システムに格納する場合、次のガイドラインに
従って格納先を決定します。

� 共有ファイル・システム（共有ディスクのクラスタ・ファイル・システム、サポートさ
れる NAS デバイスの NFS ファイル・システムなど）を選択する必要があります。

� インストーラによって提供されるデータベース・ファイル・ディレクトリのデフォルト
のパスは、Oracle ベース・ディレクトリのサブディレクトリです。 このパスは、共有
ファイル・システム上の Oracle ベース・ディレクトリを使用している場合にのみ選択
できます。

このデフォルトの位置は、本番データベースにはお薦めしません。

注意注意注意注意 : 現在、NAS ストレージは、Fujitsu PRIMECLUSTER およびサポー
トされている NAS デバイスを使用している場合のみサポートされます。

注意注意注意注意 : Oracle9i リリース 2（9.2）からアップグレードしている場合は、
OCR 用の新しいファイルを作成するかわりに SRVM 構成リポジトリに使
用した RAW デバイスまたは共有ファイルを継続して使用できます。

注意注意注意注意 : 現在、NAS ストレージは、Fujitsu PRIMECLUSTER およびサポー
トされている NAS デバイスを使用している場合のみサポートされます。
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� データベース・ファイルの格納先には、単一のファイル・システムまたは複数のファイ
ル・システムのいずれかを選択できます。

� 単一のファイル・システムを使用する場合は、そのデータベース専用の物理デバイ
スにあるファイル・システムを選択します。

パフォーマンスおよび信頼性を高めるために、RAID デバイスまたは複数の物理デ
バイス上の論理ボリュームを選択し、SAME（すべてをストライピングおよびミ
ラーリングする）方法を実装します。

� 複数のファイル・システムを使用する場合は、そのデータベース専用の単独の物理
デバイス上のファイル・システムを選択します。

この方法によって、物理 I/O を分散させ、別々のデバイスで個々に制御ファイルを
作成して、信頼性を向上できます。また、OFA のガイドラインを完全に実装できま
す。この方法を実装するには、インストール中にアドバンスト・データベース作成
オプションまたはカスタム・インストール・タイプのいずれかを選択する必要があ
ります。

� インストール時に事前構成済データベースを作成する場合、選択するファイル・システ
ムには 1.2GB 以上の空きディスク領域が必要です。

本番データベースでは、作成するデータベースの用途に応じて、ディスク領域の要件を
見積もる必要があります。

� 最適なパフォーマンスを得るため、データベース専用に使用される物理デバイスに存在
するファイル・システムを選択する必要があります。

� oracleユーザーには、指定したパスにファイルを作成するための書込み権限が必要で
す。

Oracle リカバリ・ファイルをファイル・システムに格納するためのガイドリカバリ・ファイルをファイル・システムに格納するためのガイドリカバリ・ファイルをファイル・システムに格納するためのガイドリカバリ・ファイルをファイル・システムに格納するためのガイド
ラインラインラインライン

Oracle リカバリ・ファイルをファイル・システムに格納する場合は、次のガイドラインに
従って格納先を決定します。

� ディスク障害が発生した場合にデータベース・ファイルとリカバリ・ファイルの両方が
使用不可能にならないように、リカバリ・ファイルは、データベース・ファイルとは別
の物理ディスク上のファイル・システムに格納します。

注意注意注意注意 : インストール中に自動バックアップを有効にする場合にのみ、リ
カバリ・ファイルの場所を選択する必要があります。

注意注意注意注意 : いずれかまたは両方のファイル・タイプに標準または高冗長レベ
ルの ASM ディスク・グループを使用する方法もあります。
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� 共有ファイル・システム（共有ディスクのクラスタ・ファイル・システム、サポートさ
れる NAS デバイスの NFS ファイル・システムなど）を選択する必要があります。

� 選択するファイル・システムには、2GB 以上の空きディスク領域が必要です。

ディスク領域要件は、フラッシュ・リカバリ領域に対して設定
（DB_RECOVERY_FILE_DEST_SIZE 初期化パラメータで指定）された、デフォルトの
ディスク割当て制限です。

カスタム・インストール・タイプまたはアドバンスト・データベース構成オプションを
選択すると、ディスク割当て制限に、異なる値を指定できます。データベースを作成し
た後、Oracle Enterprise Manager の Grid Control または Database Control を使用して、
別の値を指定することもできます。

フラッシュ・リカバリ領域のサイズ指定については、『Oracle Database バックアップお
よびリカバリ基礎』を参照してください。

� インストーラによって提供されるデータベース・ファイル・ディレクトリのデフォルト
のパスは、Oracle ベース・ディレクトリのサブディレクトリです。 このパスは、共有
ファイル・システム上の Oracle ベース・ディレクトリを使用している場合にのみ選択
できます。

このデフォルトの位置は、本番データベースにはお薦めしません。

� oracleユーザーには、指定したパスにファイルを作成するための書込み権限が必要で
す。

必要なディレクトリの作成必要なディレクトリの作成必要なディレクトリの作成必要なディレクトリの作成

Oracle ベース・ディレクトリに、別々のファイル・システム上の Oracle CRS ファイル、
データベース・ファイルまたはリカバリ・ファイル用のディレクトリを作成するには、次の
手順に従います。

1. 必要に応じて、各ノードで使用する共有ファイル・システムを構成し、マウントしま
す。

注意注意注意注意 : 現在、NAS ストレージは、Fujitsu PRIMECLUSTER およびサポー
トされている NAS デバイスを使用している場合のみサポートされます。

注意注意注意注意 : この手順は、別々のファイル・システムにある Oracle CRS ファイ
ル、データベース・ファイル、またはリカバリ・ファイルを、Oracle ベー
ス・ディレクトリに格納する場合にのみ実行する必要があります。
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2. df -kコマンドを使用して、マウントされた各ファイル・システムの空きディスク領域
を確認します。

3. 表示された情報から、使用するファイル・システムを選択します。

複数のファイル・タイプに対して同じファイル・システムを使用している場合は、各タ
イプに対するディスク領域要件を追加して、ディスク領域要件の合計を判断します。

4. 選択したファイル・システムに対するマウント・ポイント・ディレクトリの名前を書き
留めます。

5. 次のコマンドを入力して各マウント・ポイント・ディレクトリに推奨サブディレクトリ
を作成し、そのサブディレクトリに適切な所有者、グループおよび権限を設定します。

� CRS ファイル・ディレクトリ :

# mkdir /mount_point/oracrs
# chown oracle:oinstall /mount_point/oracrs
# chmod 775 /mount_point/oracrs

� データベース・ファイル・ディレクトリ :

# mkdir /mount_point/oradata
# chown oracle:oinstall /mount_point/oradata
# chmod 775 /mount_point/oradata

� リカバリ・ファイル・ディレクトリ（フラッシュ・リカバリ領域）:

# mkdir /mount_point/flash_recovery_area
# chown oracle:oinstall /mount_point/flash_recovery_area
# chmod 775 /mount_point/flash_recovery_area

注意注意注意注意 : ノードの再起動時、自動的にマウントされるように、ファイル・
システムが構成されていることを確認してください。

ファイル・タイプファイル・タイプファイル・タイプファイル・タイプ ファイル・システムの要件ファイル・システムの要件ファイル・システムの要件ファイル・システムの要件

CRS ファイル 120MB 以上の空き領域を持つ単一のファイル・システムを選択しま

す。

データ・ファイル 次のいずれかを選択します。

� 1.2GB 以上の空き領域を持つ単一のファイル・システム

� 合計 1.2GB 以上の空き領域を持つ複数のファイル・システム

リカバリ・ファイ
ル

2GB 以上の空き領域を持つ単一のファイル・システムを選択します。
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6. また、記憶域に ASM または RAW デバイスを使用する場合は、次のいずれかの項を参
照してください。

� 「自動記憶域管理用のディスクの構成」（6-40 ページ）

� 「RAW 論理ボリュームの構成」（6-46 ページ）

その他の場合は、6-54 ページの「クラスタ・ソフトウェアの構成および動作の確認」を
参照してください。

自動記憶域管理用のディスクの構成自動記憶域管理用のディスクの構成自動記憶域管理用のディスクの構成自動記憶域管理用のディスクの構成
ここでは、ASM で使用するディスクの構成方法について説明します。ディスクを構成する
前に、必要なディスクの数と空きディスク領域の大きさを判断する必要があります。次の項
では、各プラット・フォームでの要件の確認およびディスクの構成方法について説明しま
す。

� ASM の記憶域要件の指定（6-40 ページ）

� 既存の ASM ディスク・グループの使用（6-43 ページ）

� ASM のディスクの構成（6-45 ページ）

ASM の記憶域要件の指定の記憶域要件の指定の記憶域要件の指定の記憶域要件の指定
ASM を使用するための記憶域要件を指定するには、必要なデバイス数およびディスクの空
き領域を確認する必要があります。この作業を実行するには、次の手順に従います。

1. Oracle データベース・ファイル（データ・ファイル）またはリカバリ・ファイル（ある
いはその両方）に ASM を使用するかどうかを決定します。

注意注意注意注意 : この項ではディスクについて説明していますが、サポートされて
いる NAS ストレージ・デバイスのゼロ埋込みファイルを ASM ディスク・
グループで使用することもできます。ASM ディスク・グループで使用す
るための NAS ベースのファイルの作成および構成方法については、

『Oracle Database インストレーション・ガイド for UNIX Systems』の付録
を参照してください。

注意注意注意注意 : データベース・ファイルおよびリカバリ・ファイルに対して、同
じメカニズムの記憶域を使用する必要はありません。一方でファイル・シ
ステムを使用し、他方で ASM を使用できます。

自動バックアップを有効にすることを選択し、使用可能なクラスタ・ファ
イル・システムがない場合は、リカバリ・ファイルの記憶域に ASM を使
用する必要があります。
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インストール中に自動バックアップを使用可能にしている場合、フラッシュ・リカバリ
領域に ASM ディスク・グループを指定して、リカバリ・ファイル用の記憶域メカニズ
ムとして ASM を選択できます。インストール時に選択するデータベースの作成方法に
応じて次のいずれかを選択します。

� DBCA を対話型モードで実行するインストール方法を選択した場合（アドバンス
ト・データベース構成オプションを選択した場合など）、データ・ファイルおよび
リカバリ・ファイルに同じ ASM ディスク・グループを使用するか、または各ファ
イル・タイプに別のディスク・グループを使用するかを選択できます。

インストール後に DBCA を使用してデータベースを作成する場合に、同じ選択内
容を使用できます。

� DBCA を非対話型モードで実行するインストール・タイプを選択した場合は、デー
タベース・ファイルとリカバリ・ファイルに同じ ASM ディスク・グループを使用
する必要があります。

2. ASM ディスク・グループに使用する ASM 冗長レベルを選択します。

ASM ディスク・グループに選択した冗長レベルによって、ASM によるディスク・グ
ループ内のファイルのミラーリング方法および必要となるディスク数とディスク領域が
次のようになります。

� 外部冗長

外部冗長ディスク・グループでは、最小で 1 台のディスク・デバイスが必要です。
外部冗長のディスク・グループで有効なディスク領域は、全デバイスのディスク領
域の合計です。

ASM は外部冗長ディスク・グループ内のデータをミラーリングしないため、この
タイプのディスク・グループのディスク・デバイスとしては、RAID のみを使用す
るか、または同様にデバイス独自のデータ保護メカニズムを持つデバイスを使用す
ることをお薦めします。

� 標準冗長

標準冗長ディスク・グループでは、ASM はデフォルトで 2 方向のミラーリングを
使用し、パフォーマンスおよび信頼性を向上させます。標準冗長ディスク・グルー
プでは、最小で 2 台のディスク・デバイス（または 2 つの障害グループ）が必要で
す。標準冗長のディスク・グループで有効なディスク領域は、全デバイスのディス
ク領域の合計の半分です。

ほとんどのインストールで、標準冗長ディスク・グループの使用をお薦めします。

� 高冗長

高冗長ディスク・グループでは、ASM はデフォルトで 3 方向のミラーリングを使
用してパフォーマンスを向上させ、最高レベルの信頼性を提供します。高冗長ディ
スク・グループでは、最小で 3 台のディスク・デバイス（または 3 つの障害グルー
プ）が必要です。高冗長のディスク・グループで有効なディスク領域は、全デバイ
スのディスク領域の合計の 3 分の 1 です。
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高冗長ディスク・グループでは、高レベルのデータ保護が提供されますが、この冗
長レベルの使用を決定する前に、追加するストレージ・デバイスのコストを考慮す
る必要があります。

3. データ・ファイルおよびリカバリ・ファイルに必要なディスク領域の合計容量を決定し
ます。

次の表を使用して、使用環境に必要なディスクの最小台数およびディスクの最小領域を
決定します。

ASM メタデータ用にディスク領域を追加する必要もあります。次の計算式を使用して、
追加のディスク領域の要件を計算します（単位 : MB）。

15 +（2 ×ディスクの台数）+（126 × ASM インスタンスの数）

たとえば、高冗長ディスク・グループに 3 台のディスクを使用する 4 ノードの RAC 環
境では、525MB の追加ディスク領域が必要になります。

（15 +（2 × 3）+（126 × 4））= 525

既存の ASM インスタンスがシステムに存在する場合は、これらの記憶域要件を満たす
ために、既存のディスク・グループを使用することができます。インストール時、必要
に応じて、既存のディスク・グループにディスクを追加できます。

次の項では、既存ディスク・グループの指定方法およびそのディスク・グループが持つ
ディスクの空き領域の確認方法について説明します。

4. 必要な場合は、ASM ディスク・グループのデバイスに障害グループを指定します。

標準または高冗長ディスク・グループを使用する場合は、カスタム障害グループのディ
スク・デバイスを関連付けることによって、ハードウェア障害に対するデータベースの
保護を強化できます。デフォルトでは、各デバイスに独自の障害グループが含まれま
す。ただし、標準冗長ディスク・グループの 2 台のディスク・デバイスが同じ SCSI コ
ントローラに接続されている場合、コントローラに障害が発生すると、ディスク・グ

冗長レベル冗長レベル冗長レベル冗長レベル ディスクの最小台数ディスクの最小台数ディスクの最小台数ディスクの最小台数
データ・ファデータ・ファデータ・ファデータ・ファ
イルイルイルイル

リカバリ・リカバリ・リカバリ・リカバリ・
ファイルファイルファイルファイル 合計合計合計合計

外部 1 1.15GB 2.3GB 3.45GB

標準 2 2.3GB 4.6GB 6.9GB

高 3 3.45GB 6.9GB 10.35GB

注意注意注意注意 : DBCA を対話型モードで実行するインストール方法を使用する場
合（カスタム・インストール・タイプやアドバンスト・データベース構成
オプションを選択する場合など）にのみ、この手順を実行する必要があり
ます。他のインストール・タイプでは、障害グループを指定できません。
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ループは使用できなくなります。この例でのコントローラは、シングル・ポイント障害
です。

このタイプの障害を防止するためには、2 つの SCSI コントローラを使用します。各コ
ントローラに 2 台のディスクを接続し、各コントローラに接続されたディスクに障害グ
ループを定義します。この構成では、ディスク・グループが 1 つの SCSI コントローラ
の障害を許容できるようになります。

5. システムに適切なディスク・グループが存在しない場合は、適切なディスク・デバイス
を設置または指定して、新しいディスク・グループを追加します。次のガイドラインに
従って、適切なディスク・デバイスを指定します。

� ASM ディスク・グループのすべてのデバイスは、サイズおよびパフォーマンス特
性が同じである必要があります。

� 単一の物理ディスクにある複数のパーティションを、1 つのディスク・グループの
デバイスとして指定しないでください。ASM は、各ディスク・グループのデバイ
スが、別々の物理ディスク上に存在するとみなします。

� 論理ボリュームを ASM ディスク・グループのデバイスとして指定できますが、こ
れを使用することはお薦めしません。論理ボリューム・マネージャは、物理ディス
ク・アーキテクチャを隠すことができ、これによって ASM による物理デバイス間
の I/O の最適化が行われなくなります。

この作業の実行については、6-45 ページの「ASM のディスクの構成」を参照してくだ
さい。

既存の既存の既存の既存の ASM ディスク・グループの使用ディスク・グループの使用ディスク・グループの使用ディスク・グループの使用
データベース・ファイルまたはリカバリ・ファイルの記憶域として ASM を使用する場合に、
既存の ASM ディスク・グループが存在する場合は、選択したインストール方法に応じて、
次のいずれかを選択します。

� DBCA を対話型モードで実行するインストール方法を選択した場合（アドバンスト・
データベース構成オプションを選択した場合など）、新しいディスク・グループを作成
するか、または既存のディスク・グループを使用するかを選択できます。

インストール後に DBCA を使用してデータベースを作成する場合に、同じ選択内容を
使用できます。

注意注意注意注意 : カスタム障害グループを定義する場合、標準冗長ディスク・グ
ループでは最小で 2 つの障害グループ、高冗長ディスク・グループでは 3
つの障害グループを指定する必要があります。
Real Application Clusters のインストール前の作業（Solaris Operating System: SPARC 64-Bit） 6-43



自動記憶域管理用のディスクの構成
� DBCA を非対話型モードで実行するインストール方法を選択した場合、新しいデータ
ベースには既存のディスク・グループを選択する必要があり、新しいディスク・グルー
プは作成できません。ただし、要件に対して既存ディスク・グループの空き領域が不十
分である場合は、既存ディスク・グループにディスク・デバイスを追加できます。

既存の ASM ディスク・グループが存在するかどうか、またはディスク・グループに十分な
ディスク領域があるかどうかを判断するために、Oracle Enterprise Manager の Grid Control
または Database Control を使用できます。また、次の手順も使用できます。

1. oratabファイルの内容を表示して、ASM インスタンスがシステムに組み込まれている
かどうかを判断します。

# more /var/opt/oracle/oratab

ASM インスタンスがシステムに組み込まれている場合、oratabファイルには次のよ
うな行が含まれます。

+ASM:oracle_home_path:N

この例では、+ASMは ASM インスタンスのシステム識別子（SID）、
oracle_home_pathは ASM インスタンスが組み込まれている Oracle ホーム・ディレ
クトリです。表記規則により、ASM インスタンスの SID は、プラス（+）記号で始めま
す。

2. 環境変数 ORACLE_SID および ORACLE_HOME を設定して、使用する ASM インスタ
ンスに対して適切な値を指定します。

3. SYSDBA 権限を持つ SYS ユーザーとして ASM インスタンスに接続し、必要に応じてイ
ンスタンスを起動します。

# $ORACLE_HOME/bin/sqlplus "SYS/SYS_password as SYSDBA"
SQL> STARTUP

4. 次のコマンドを入力して、既存のディスク・グループ、それらの冗長レベルおよび各グ
ループでのディスクの空き領域を表示します。

SQL> SELECT NAME,TYPE,TOTAL_MB,FREE_MB FROM V$ASM_DISKGROUP;

5. 出力結果から、適切な冗長レベルが設定されているディスク・グループを特定し、その
ディスク・グループにある空き領域を記録します。

6. 必要に応じて、前述の記憶域要件のリストを満たすために必要な追加のディスク・デバ
イスを設置または指定します。

注意注意注意注意 : 既存ディスク・グループを管理する ASM インスタンスは、異なる
Oracle ホーム・ディレクトリで実行されている可能性があります。
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ASM のディスクの構成のディスクの構成のディスクの構成のディスクの構成
ASM で使用するディスクを構成するには、次の手順に従います。

1. 必要に応じて、ディスク・グループに使用する共有ディスクを設置し、システムを再起
動します。

2. 次のコマンドを入力して、ディスクが使用可能であることを確認します。

# /usr/sbin/format

このコマンドの出力結果は、次のようになります。

AVAILABLE DISK SELECTIONS:
       0. c0t0d0 <ST34321A cyl 8892 alt 2 hd 15 sec 63>
          /pci@1f,0/pci@1,1/ide@3/dad@0,0
       1. c1t5d0 <SUN9.0G cyl 4924 alt 2 hd 27 sec 133>
          /pci@1f,0/pci@1/scsi@1/sd@5,0

このコマンドの出力結果に、システムに接続されている各ディスクの情報が表示されま
す。この情報には、デバイス名（cxtydz）が含まれます。

3. ディスク・グループに追加するディスク・デバイス用のデバイス名をリストから選択
し、[Ctrl] キーを押しながら [D] キーを押して formatユーティリティを終了します。

4. 次のコマンドを入力して、選択したデバイスがファイル・システムとしてマウントされ
ていないことを確認します。

# df -k

このコマンドの出力結果に、ファイル・システムとしてマウントされているディスク・
デバイスのパーティション（スライス）情報が表示されます。スライスのデバイス名で
は、ディスク・デバイス名の後にスライス番号が続きます。たとえば、cxtydzsnとい
うデバイス名では、snがスライス番号です。スライス 6（s6）は、ディスク全体を表
します。マウントされたパーティションとして表示されないディスク・デバイスを選択
する必要があります。

注意注意注意注意 : 既存のディスク・グループにデバイスを追加する場合は、サイズ
およびパフォーマンス特性が、そのディスク・グループ内の既存デバイス
と同じであるデバイスの使用をお薦めします。
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5. 次のコマンドを入力して、選択したデバイスが論理ボリューム・マネージャ（LVM）の
ディスク・グループの一部ではないことを確認します。

# vxdiskconfig
# /usr/sbin/vxdisk list

このコマンドの出力結果に、ディスク・デバイスに対応するディスク・グループの情報
が表示される場合、ディスクはそのディスク・グループの一部です。ディスク・グルー
プの一部ではないディスクを選択する必要があります。

6. 次のコマンドを入力して、ディスク・グループに追加する各ディスクに対するキャラク
タ RAW デバイス・ファイルの所有者、グループおよび権限を変更します。

# chown oracle:dba /dev/rdsk/cxtydzs6
# chmod 660 /dev/rdsk/cxtydzs6

この例では、デバイス名に、ディスク全体を表すスライス 6 を指定しています。

RAW 論理ボリュームの構成論理ボリュームの構成論理ボリュームの構成論理ボリュームの構成
RAW 論理ボリュームまたは RAW パーティションの構成については、次の項を参照してく
ださい。

� 「共有ディスク・グループの作成」（6-47 ページ）

� 「新しいディスク・グループでの RAW 論理ボリュームの作成」（6-49 ページ）

� 「ディスク・グループのデポートおよび他のクラスタ・ノードへのインポート」（6-51
ページ）

� 「DBCA RAW デバイス・マッピング・ファイルの作成」（6-52 ページ）

注意注意注意注意 : 次のコマンドによって、VERITAS Volume Manager ディスクの情
報が表示されます。異なる LVM を使用する場合、LVM が管理している
ディスク・デバイスを確認する方法については、適切なドキュメントを参
照してください。

注意注意注意注意 : ASM でマルチ・パス・ディスク・ドライバを使用している場合
は、そのディスクの正しい論理デバイス名に対してのみ権限を設定してく
ださい。
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共有ディスク・グループの作成共有ディスク・グループの作成共有ディスク・グループの作成共有ディスク・グループの作成

共有ディスク・グループを作成するには、次の手順に従います。

1. 必要に応じて、ディスク・グループに使用する共有ディスクを設置し、システムを再起
動します。

2. 次のコマンドを入力して、ディスクが使用可能であることを確認します。

# /usr/sbin/format

このコマンドの出力結果は、次のようになります。

AVAILABLE DISK SELECTIONS:
       0. c0t0d0 <ST34321A cyl 8892 alt 2 hd 15 sec 63>
          /pci@1f,0/pci@1,1/ide@3/dad@0,0
       1. c1t5d0 <SUN9.0G cyl 4924 alt 2 hd 27 sec 133>
          /pci@1f,0/pci@1/scsi@1/sd@5,0

このコマンドの出力結果に、システムに接続されている各ディスクの情報が表示されま
す。この情報には、デバイス名（cxtydz）が含まれます。

3. ディスク・グループに追加するディスク・デバイス用のデバイス名をリストから選択
し、[Ctrl] キーを押しながら [D] キーを押して formatユーティリティを終了します。

4. 次のコマンドを入力して、選択したデバイスがファイル・システムとしてマウントされ
ていないことを確認します。

# df -k

注意注意注意注意 : データベース・ファイルの記憶域に ASM を使用している場合は、
Oracle CRS ファイル用の RAW デバイスのみを作成する必要があります。
ただし、Oracle CRS ファイルの格納には、RAW デバイスではなくクラス
タ・ファイル・システムを使用することをお薦めします。

注意注意注意注意 : この項では、Sun Cluster 3.1 と VERITAS Cluster Volume Manager
（CVM）を使用した RAW 論理ボリュームの構成方法について説明します。

Oracle CRS およびデータベース・ファイル用の論理ボリュームの作成でサ
ポートされる他の製品については、日本オラクル ホームページの「オラク
ル製品 主なシステム要件」を参照してください。

http://www.oracle.co.jp/products/system/index.html
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このコマンドの出力結果に、ファイル・システムとしてマウントされているディスク・
デバイスのパーティション（スライス）情報が表示されます。スライスのデバイス名で
は、ディスク・デバイス名の後にスライス番号が続きます。たとえば、cxtydzsnとい
うデバイス名では、snがスライス番号です。スライス 2（s2）は、ディスク全体を表
します。マウントされたパーティションとして表示されないディスクを選択する必要が
あります。

5. 次のコマンドを入力して、選択したデバイスがディスク・グループの一部ではないこと
を確認します。

# /usr/sbin/vxdiskconfig
# /usr/sbin/vxdisk list

vxdisk listコマンドは、ディスク・グループに構成されているディスク・デバイス
を特定します。STATUS 列にオンラインと示されている場合も、ディスクが初期化さ
れ、VxVM によって制御されていることを示します。STATUS 列にエラーが示されてい
る場合、ディスクが初期化されていないことを示します。

既存のディスク・グループの一部ではないディスク・デバイスを選択する必要がありま
す。

6. 使用するディスク・デバイスが初期化されていない場合は、次のコマンドを入力して各
ディスクを初期化します。

# /usr/sbin/vxdiskadd cxtydz

7. 共有ディスク・グループを作成するには、次のコマンドを入力して、グループに追加す
るすべてのディスクを指定します。

# /usr/sbin/vxdg -s init diskgroup diskname=devicename ...

この例の意味は、次のとおりです。

� -sは、共有ディスク・グループを作成することを示します。

� diskgroupは、作成するディスク・グループ名（oradgなど）です。

� disknameは、ディスクに割り当てる管理名（orad01など）です。

� devicenameは、デバイス名（c1t0d0など）です。

注意注意注意注意 : 次のコマンドによって、VERITAS Volume Manager ディスクの情
報が表示されます。異なる LVM を使用する場合、LVM が管理している
ディスク・デバイスを確認する方法については、適切なドキュメントを参
照してください。
6-48 Oracle Real Application Clusters インストレーションおよび構成



RAW 論理ボリュームの構成
新しいディスク・グループでの新しいディスク・グループでの新しいディスク・グループでの新しいディスク・グループでの RAW 論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成
必要な RAW 論理ボリュームを新しいディスク・グループに作成するには、次の手順に従い
ます。

1. 作成するデータベースの名前を選択します。

orclなど、アルファベット文字で始まる 4 文字以内の名前を選択する必要があります。

2. 次の表から、作成する必要のある論理ボリュームを確認します。

数数数数
パーティション・パーティション・パーティション・パーティション・
サイズ（サイズ（サイズ（サイズ（MB）））） 用途および論理ボリューム名の例用途および論理ボリューム名の例用途および論理ボリューム名の例用途および論理ボリューム名の例

Oracle データベースのデータベースのデータベースのデータベースの RAW 論理ボリューム論理ボリューム論理ボリューム論理ボリューム

1 500 SYSTEM 表領域 :

dbname_system_raw_500m

1 300 +（インスタ

ンスの数× 250）
SYSAUX 表領域 :

dbname_sysaux_raw_800m

インスタンスの
数

500 UNDOTBSn 表領域（各インスタンスに 1 つの表領域、

n はインスタンスの数）:

dbname_undotbsn_raw_500m

1 160 EXAMPLE 表領域 :

dbname_example_raw_160m

1 120 USERS 表領域 :

dbname_users_raw_120m

2 ×インスタン

スの数

120 各インスタンスに 2 つのオンライン REDO ログ・ファ

イル（n はインスタンスの数、m はログ番号（1 または

2））:

dbname_redon_m_raw_120m

2 110 第 1 および第 2 制御ファイル :

dbname_control[1|2]_raw_110m

1 250 TEMP 表領域 :

dbname_temp_raw_250m

1 5 サーバー・パラメータ・ファイル（SPFILE）:

dbname_spfile_raw_5m
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3. 次のコマンドを入力して、Oracle Cluster Registry 用の論理ボリュームを作成します。

# /usr/sbin/vxassist -g diskgroup make ora_ocr_raw_100m 100m user=root \
 group=dba mode=660

この例では、diskgroupは、以前に作成したディスク・グループ名（oradgなど）で
す。

4. 次のコマンドを入力して、他に必要な論理ボリュームを作成します。

# /usr/sbin/vxassist -g diskgroup make volume size user=oracle \
 group=dba mode=660

1 5 パスワード・ファイル :

dbname_pwdfile_raw_5m

Oracle Cluster Ready Services（（（（CRS）の）の）の）の RAW 論理ボリューム論理ボリューム論理ボリューム論理ボリューム

1 100 Oracle クラスタ・レジストリ :

ora_ocr_raw_100m

注意注意注意注意 : RAW 論理ボリュームは、クラスタで 1 度のみ作

成する必要があります。クラスタに複数のデータベー
スを作成する場合、すべてのデータベースが同じ
Oracle Cluster Registry を共有します。

Oracle9i リリース 2（9.2）からアップグレードしてい

る場合は、新しい論理ボリュームを作成するかわりに
SRVM 構成リポジトリに使用した RAW デバイスを継

続して使用できます。

1 20 Oracle クラスタウェア投票ディスク :

ora_vote_raw_20m

注意注意注意注意 : RAW 論理ボリュームは、クラスタで 1 度のみ作

成する必要があります。クラスタに複数のデータベー
スを作成する場合、すべてのデータベースが同じ
Oracle クラスタウェア投票ディスクを共有します。

注意注意注意注意 : この例は、基本的な論理ボリュームを作成する方法です。 ストライ
プ化またはミラー化、あるいはその両方を使用するより複雑な論理ボ
リュームを作成する方法については、VERITAS Volume Manager のドキュ
メントを参照してください。

数数数数
パーティション・パーティション・パーティション・パーティション・
サイズ（サイズ（サイズ（サイズ（MB）））） 用途および論理ボリューム名の例用途および論理ボリューム名の例用途および論理ボリューム名の例用途および論理ボリューム名の例
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この例の意味は、次のとおりです。

� diskgroupは、以前に作成したディスク・グループ名（oradgなど）です。

� volumeは、作成する論理ボリューム名です。

論理ボリュームには、前述の表で示した例の名前を使用することをお薦めします。
論理ボリューム名の例にある変数 dbnameを、手順 1 で選択したデータベースの名
前に置き換えます。

� sizeは、論理ボリュームのサイズ（たとえば、500mは 500MB を表す）です。

� user=oracle group=dba mode=660は、ボリュームの所有者と権限を指定しま
す。userおよび groupには、Oracle ソフトウェア所有者ユーザーおよび OSDBA
グループ（通常は oracleおよび dba）を指定します。

次のコマンド例では、データベース testの SYSAUX 表領域に、oradgディスク・グ
ループの 800MB の論理ボリュームを作成します。

# /usr/sbin/vxassist -g oradb make test_sysaux_800m 800m \
user=oracle group=dba mode=660

ディスク・グループのデポートおよび他のクラスタ・ノードへのインポートディスク・グループのデポートおよび他のクラスタ・ノードへのインポートディスク・グループのデポートおよび他のクラスタ・ノードへのインポートディスク・グループのデポートおよび他のクラスタ・ノードへのインポート
ディスク・グループをデポートして、それを他のクラスタ・ノードにインポートするには、
次の手順に従います。

1. ディスク・グループをデポートします。

# /usr/sbin/vxdg deport diskgroup

2. 各クラスタ・ノードにログインして、次の手順を実行します。

a. 次のコマンドを入力して、VxVM にディスク構成を確認させます。

# /usr/sbin/vxdctl enable

b. 共有ディスク・グループをインポートします。

# /usr/sbin/vxdg -s import diskgroup

c. すべての論理ボリュームを起動します。

# /usr/sbin/vxvol startall
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DBCA RAW デバイス・マッピング・ファイルの作成デバイス・マッピング・ファイルの作成デバイス・マッピング・ファイルの作成デバイス・マッピング・ファイルの作成

Database Configuration Assistant（DBCA）で各データベース・ファイルに適切な RAW デ
バイスを識別できるようにするには、次の手順に従って、RAW デバイス・マッピング・
ファイルを作成する必要があります。

1. 環境変数 ORACLE_BASE を設定して、以前に選択または作成した Oracle ベース・ディ
レクトリを指定します。

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ ORACLE_BASE=/u01/app/oracle ; export ORACLE_BASE

� C シェル :

$ setenv ORACLE_BASE /u01/app/oracle

2. Oracle ベース・ディレクトリにデータベース・ファイルのサブディレクトリを作成し、
そのサブディレクトリに適切な所有者、グループおよび権限を設定します。

# mkdir -p $ORACLE_BASE/oradata/dbname
# chown -R oracle:oinstall $ORACLE_BASE/oradata
# chmod -R 775 $ORACLE_BASE/oradata

この例では、dbnameは、以前選択したデータベースの名前です。

3. ディレクトリを $ORACLE_BASE/oradata/dbnameディレクトリに変更します。

4. 次のコマンドを入力して、RAW デバイス・マッピング・ファイルの作成に使用するテ
キスト・ファイルを作成します。

# find /dev/vx/rdsk/diskgroup -user oracle -name dbname* \
-print > dbname_raw.conf

注意注意注意注意 : データベース・ファイルに RAW デバイスを使用している場合に
のみ、この手順を実行する必要があります。DBCA の RAW デバイス・
マッピング・ファイルには、Oracle CRS ファイル用の RAW デバイスは指
定しません。
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5. テキスト・エディタで dbname_raw.confファイルを編集して、次のようなファイル
を作成します。

system=/dev/vx/rdsk/diskgroup/dbname_system_raw_500m
sysaux=/dev/vx/rdsk/diskgroup/dbname_sysaux_raw_800m
example=/dev/vx/rdsk/diskgroup/dbname_example_raw_160m
users=/dev/vx/rdsk/diskgroup/dbname_users_raw_120m
temp=/dev/vx/rdsk/diskgroup/dbname_temp_raw_250m
undotbs1=/dev/vx/rdsk/diskgroup/dbname_undotbs1_raw_500m
undotbs2=/dev/vx/rdsk/diskgroup/dbname_undotbs2_raw_500m
redo1_1=/dev/vx/rdsk/diskgroup/dbname_redo1_1_raw_120m
redo1_2=/dev/vx/rdsk/diskgroup/dbname_redo1_2_raw_120m
redo2_1=/dev/vx/rdsk/diskgroup/dbname_redo2_1_raw_120m
redo2_2=/dev/vx/rdsk/diskgroup/dbname_redo2_2_raw_120m
control1=/dev/vx/rdsk/diskgroup/dbname_control1_raw_110m
control2=/dev/vx/rdsk/diskgroup/dbname_control2_raw_110m
spfile=/dev/vx/rdsk/diskgroup/dbname_spfile_raw_5m
pwdfile=/dev/vx/rdsk/diskgroup/dbname_pwdfile_raw_5m

この例の意味は、次のとおりです。

� diskgroupは、ボリューム・グループの名前です

� dbnameは、データベースの名前です。

次のガイドラインに従って、ファイルを作成および編集します。

� ファイルの各行は、次の形式である必要があります。

database_object_identifier=logical_volume

このマニュアルで推奨する論理ボリューム名には、このマッピング・ファイルで使
用する必要のあるデータベースのオブジェクト識別子が含まれます。たとえば、次
の論理ボリューム名では、redo1_1がデータベースのオブジェクト識別子です。

/dev/vx/rdsk/oradg/rac_redo1_1_raw_120m

� シングル・インスタンスのデータベースの場合、ファイルは、1 つの自動 UNDO 表
領域データ・ファイル（undotbs1）と 2 つ以上の REDO ログ・ファイル

（redo1_1、redo1_2）を指定する必要があります。

� RAC データベースの場合、ファイルは、各インスタンスに対して 1 つの自動
UNDO 表領域データ・ファイル（undotbsn）と 2 つの REDO ログ・ファイル

（redon_1、redon_2）を指定する必要があります。

注意注意注意注意 : 次に示すのは、2 インスタンスの RAC クラスタに対するマッピン
グ・ファイルの例です。
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� 2 つ以上の制御ファイル（control1、control2）を指定します。

� 自動 UNDO 管理のかわりに手動 UNDO 管理を使用するには、自動 UNDO 管理表領
域のかわりに単一の RBS 表領域データ・ファイル（rbs）を指定します。

6. ファイルを保存して、指定したファイル名を書き留めます。

7. この章の後半で oracleユーザーの環境を構成する際に、環境変数 DBCA_RAW_CONFIG
を設定してこのファイルへのフル・パスを指定します。

クラスタ・ソフトウェアの構成および動作の確認クラスタ・ソフトウェアの構成および動作の確認クラスタ・ソフトウェアの構成および動作の確認クラスタ・ソフトウェアの構成および動作の確認

Sun Cluster ソフトウェアが構成され、動作していることを確認するには、次の手順に従い
ます。

1. /etc/opt/SUNWcluster/conf/clustername.ora_cdbファイルの
oracle.dba.gidパラメータによって、以前に作成した OSDBA グループ（通常は
dba）のグループ ID が指定されていることを確認してください。

2. いずれかのクラスタ・ノードで次のコマンドを入力して、Sun Cluster ソフトウェアが
動作していることを確認します。

# /usr/cluster/bin/scstat -n

3. このコマンドの出力結果に、クラスタのすべてのノードが表示されない場合は、すべて
のクラスタ・ノードが起動されているかどうか確認してください。

クラスタのトラブルシューティングの詳細は、Sun Cluster のドキュメントを参照して
ください。

注意注意注意注意 : この項で説明するクラスタ・ソフトウェアは、Oracle Real 
Application Clusters のインストールには必要ありません。ただし、この
ソフトウェアがインストールされている場合は、Oracle Cluster Ready 
Services（CRS）と統合できます。

注意注意注意注意 : クラスタ名（clustername）は、
/etc/opt/SUNWcluster/conf/default_clusternameファイルに定
義されます。
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既存の既存の既存の既存の Oracle プロセスの停止プロセスの停止プロセスの停止プロセスの停止

インストール時にデータベースの作成を選択した場合は、ほぼすべてのインストール・タイ
プで、TCP/IP ポート 1521 および IPC キー値 EXTPROC を使用してデフォルトの Oracle 
Net Listener が構成され、起動されます。ただし、既存の Oracle Net Listener プロセスが同
じポートまたはキー値を使用している場合、インストーラでは新しいリスナーを構成するこ
とのみが可能で、起動はできません。新しいリスナー・プロセスがインストール時に起動さ
れるようにするには、インストーラを起動する前に既存のリスナーを停止する必要がありま
す。

既存のリスナー・プロセスが実行されているかどうかを確認し、必要に応じて停止するに
は、次の手順に従います。

1. ユーザーを oracleに切り替えます。

# su - oracle

2. 次のコマンドを入力して、リスナー・プロセスが動作しているかどうかを確認し、その
名前およびリスナー・プロセスが組み込まれている Oracle ホーム・ディレクトリを特
定します。

$ ps -ef | grep tnslsnr

このコマンドの出力結果に、システムで実行されている Oracle Net Listener の情報が表
示されます。

... oracle_home1/bin/tnslsnr LISTENER -inherit

この例では、oracle_home1が、リスナーが組み込まれている Oracle ホーム・ディレ
クトリで、LISTENERがリスナー名です。

3. 環境変数 ORACLE_HOME を設定して、リスナーに適切な Oracle ホーム・ディレクト
リを指定します。

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ ORACLE_HOME=oracle_home1
$ export ORACLE_HOME

� C または tcsh シェル :

$ setenv ORACLE_HOME oracle_home1

注意注意注意注意 : 既存の Oracle ホームに、追加の Oracle Database 10g 製品をイン
ストールする場合は、Oracle ホームで実行されているすべてのプロセスを
停止します。この作業を実行して、インストーラで特定の実行可能ファイ
ルおよびライブラリを再リンクできるようにする必要があります。
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4. 次のコマンドを入力して、リスナーで使用されている TCP/IP ポート番号および IPC
キー値を確認します。

$ $ORACLE_HOME/bin/lsnrctl status listenername

5. 次のコマンドを入力して、リスナー・プロセスを停止します。

$ $ORACLE_HOME/bin/lsnrctl stop listenername

6. この手順を繰り返して、このシステムおよび他のすべてのクラスタ・ノードで実行され
ているすべてのリスナーを停止します。

oracle ユーザーの環境の構成ユーザーの環境の構成ユーザーの環境の構成ユーザーの環境の構成
インストーラは、oracleアカウントから実行します。ただし、インストーラを起動する前
に、oracleユーザーの環境を構成する必要があります。環境を構成するには、次の設定を
行う必要があります。

� シェル起動ファイルで、デフォルトのファイル・モード作成マスク（umask）を 022 に
設定します。

� 環境変数 DISPLAY および ORACLE_BASE を設定します。

oracleユーザーの環境を設定するには、次の手順に従います。

1. X 端末（xterm）などの端末セッションを新規に開始します。

2. 次のコマンドを入力して、このシステムで X Window アプリケーションが表示可能であ
ることを確認します。

$ xhost +

3. ソフトウェアをインストールするシステムにまだログインしていない場合は、oracle
ユーザーでそのシステムにログインします。

4. oracleユーザーでログインしていない場合は、ユーザーを oracleに切り替えます。

$ su - oracle

5. 次のコマンドを入力して、oracleユーザーのデフォルトのシェルを確認します。

$ echo $SHELL

注意注意注意注意 : リスナーにデフォルト名 LISTENER を使用している場合は、この
コマンドでリスナー名を指定する必要はありません。
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6. テキスト・エディタで oracleユーザーのシェル起動ファイルを開きます。

� Bourne シェル（sh）、Bash シェル（bash）または Korn シェル（ksh）:

$ vi .profile

� C シェル（cshまたは tcsh）

% vi .login

7. 次のように行を入力または編集し、デフォルトのファイル作成マスクの値に 022 を指定
します。

umask 022

8. 環境変数 ORACLE_SID、ORACLE_HOME または ORACLE_BASE がファイルに設定さ
れている場合は、そのファイルから適切な行を削除します。

9. ファイルを保存して、エディタを終了します。

10. シェル起動スクリプトを実行するには、次のいずれかのコマンドを入力します。

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ . ./.profile

� C シェル :

% source ./.login

11. ローカル・システムにソフトウェアをインストールしていない場合は、次のコマンドを
入力して X アプリケーションをローカル・システムに表示します。

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ DISPLAY=local_host:0.0 ; export DISPLAY

� C シェル :

$ setenv DISPLAY local_host:0.0

この例で、local_hostは、インストーラを表示するために使用するシステム（ご使用
のワークステーションまたは PC）のホスト名または IP アドレスです。

12. /tmpディレクトリの空きディスク領域が 200MB 未満である場合は、空き領域が
200MB 以上のファイル・システムを選択し、環境変数 TEMP および TMPDIR を設定し
てこのファイル・システムの一時ディレクトリを指定します。

a. df -kコマンドを使用して、十分な空き領域を持つ適切なファイル・システムを選
択します。
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b. 必要に応じて、次のコマンドを入力し、選択したファイル・システムに一時ディレ
クトリを作成して、そのディレクトリに適切な権限を設定します。

$ su - root
# mkdir /mount_point/tmp
# chmod a+wr /mount_point/tmp
# exit

c. 次のコマンドを入力して、環境変数 TEMP および TMPDIR を設定します。

* Bourne、Bash または Korn シェル :

$ TEMP=/mount_point/tmp
$ TMPDIR=/mount_point/tmp
$ export TEMP TMPDIR

* C シェル :

$ setenv TEMP /mount_point/tmp
$ setenv TMPDIR /mount_point/tmp

13. 次のコマンドを入力して、環境変数 ORACLE_BASE を設定します。

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ ORACLE_BASE=/u01/app/oracle
$ export ORACLE_BASE

� C シェル :

% setenv ORACLE_BASE /u01/app/oracle

これらの例では、/u01/app/oracleが、以前作成した Oracle ベース・ディレクトリ
です。

14. 必要に応じて、次の環境変数を設定します。PATH などの環境変数に複数の値を指定す
る必要がある場合は、コロン（:）で値を区切ります。

環境変数環境変数環境変数環境変数 対象対象対象対象 設定および記述の例設定および記述の例設定および記述の例設定および記述の例

DBCA_RAW_CONFIG データベースの記
憶域に RAW デバ

イスを使用する
Oracle データベー

ス環境

$ORACLE_BASE/oradata/dbname/dbname_raw.conf

RAW デバイス・マッピング・ファイルの位置を指定しま

す。
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15. 次のコマンドを入力して、環境変数 ORACLE_HOME および TNS_ADMIN が設定され
ていない状態にします。

$ unset ORACLE_HOME
$ unset TNS_ADMIN

16. 次のコマンドを入力して、環境が正しく設定されていることを確認します。

$ umask
$ env | more

umaskコマンドによって 22、022または 0022の値が表示され、この項で設定する環
境変数の値が正しいことを確認します。

COBDIR Pro*COBOL /opt/lib/cobol

COBOL がインストールされているシステムのディレクト

リを指定します。

注意注意注意注意 : Pro*COBOL をインストールするには、カスタム・

ソフトウェア・インストールを選択する必要があります。

PATH Pro*COBOL $COBDIR/bin:$PATH

COBOL コンパイラの実行可能ファイルがあるディレクト

リを指定します。

注意注意注意注意 : 環境変数 ORACLE_HOME が設定されている場合、インストーラ
では、Oracle ホーム・ディレクトリのデフォルトのパスとして、その値が
使用されます、ただし、環境変数 ORACLE_BASE を設定した場合は、こ
の環境変数の設定を解除し、インストーラによって提供されるデフォルト
のパスを選択することをお薦めします。

環境変数環境変数環境変数環境変数 対象対象対象対象 設定および記述の例設定および記述の例設定および記述の例設定および記述の例
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第第第第 III 部部部部

 CRS とととと Oracle Database 10g およびおよびおよびおよび RAC のののの

インストール、インストール、インストール、インストール、RAC データベースの作成、データベースの作成、データベースの作成、データベースの作成、
およびインストール後の作業の実行およびインストール後の作業の実行およびインストール後の作業の実行およびインストール後の作業の実行

第 III 部では、Cluster Ready Services（CRS）のインストール、Oracle Database 10g および
Real Application Clusters（RAC）のインストールの方法に関する 2 つのフェーズについて
説明します。また、RAC データベースの作成方法およびインストール後の作業についても
説明します。第 III 部の内容は次のとおりです。

� 第 7 章「Cluster Ready Services のインストール」

� 第 8 章「Oracle Database 10g および Real Application Clusters のインストール」

� 第 9 章「Database Configuration Assistant を使用した RAC データベースの作成」

� 第 10 章「Real Application Clusters のインストール後の手順」





Cluster Ready Services のインスト
7

Cluster Ready Services のインストールのインストールのインストールのインストール

この章では、インストール手順の第 1 フェーズとして、Oracle Database 10g Real 
Application Clusters の Cluster Ready Services をインストールする手順について説明しま
す。この章の内容は次のとおりです。

� インストール設定手順

� SunClusters 用の UDLM のインストール

� OUI を使用した Cluster Ready Services のインストール
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インストール設定手順インストール設定手順インストール設定手順インストール設定手順
Oracle Database 10g および RAC のインストール作業における第 1 フェーズを完了するに
は、次の手順を実行します。

1. ローカル・ノードで sshコマンドに dateコマンド引数を指定して実行し、ユーザー等
価関係を検証します。次の構文を使用します。

ssh node_name date

このコマンドによって、node_nameに指定した値で指定されたリモート・ノードのタ
イムスタンプが出力されます。/usr/local/binディレクトリに sshがある場合は、
sshを使用してユーザー等価関係を構成します。

PATHの別の位置に sshがある場合、ユーザー等価関係の検証に sshを使用することは
できません。このような場合、ユーザー等価関係を確認するには、rshを使用します。

2. ホスト・マシンのパブリック・インターネット・プロトコル（IP）アドレスに加え、追
加する各ノード用に、もう 2 つ IP アドレスを取得します。インストール中に、その IP
アドレスを DNS に登録します。IP アドレスの 1 つは、ノードの仮想 IP アドレス

（VIP）に使用するパブリック IP アドレスである必要があります。Oracle では、クライ
アントとデータベース間の接続に VIP を使用します。そのため、VIP アドレスは、パブ
リックにアクセス可能である必要があります。もう 1 つのアドレスは、ノード間または
インスタンス間のキャッシュ・フュージョン・トラフィックに使用するプライベート IP
アドレスである必要があります。 キャッシュ・フュージョンにパブリック・インタ
フェースを使用すると、パフォーマンスの問題が発生する可能性があります。

SunClusters 用の用の用の用の UDLM のインストールのインストールのインストールのインストール
Sun Clusters を使用する場合、現在のクラスタ環境の各ノードに、Oracle が提供する
UDLM パッチをインストールする必要があります。Cluster Ready Services をインストール
する前に、UDLM パッチをインストールする必要があります。Oracle Database 10g より前
のバージョン用の UDLM がインストールされている場合も、Oracle Database 10g の UDLM
をインストールする必要があります。 

Oracle Cluster Ready Services リリース 1（10.1.0.2）CD-ROM の、/racpatchディレクト
リに格納されている READMEファイルの手順に従って、UDLM パッチをインストールしま
す。

注意注意注意注意 : sshまたは rshコマンドを実行してユーザー等価関係をテストし
ているとき、date コマンドの出力を除いて、システムによる問合せへの応
答や特別な出力はありません。
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OUI を使用したを使用したを使用したを使用した Cluster Ready Services のインストールのインストールのインストールのインストール
この項では、Oracle Universal Installer（OUI）を使用して CRS をインストールする手順に
ついて説明します。このフェーズのインストールに指定する CRS ホームは、CRS ソフト
ウェア専用であり、第 2 フェーズで Oracle Database 10g ソフトウェアおよび RAC をインス
トールする際に使用するホームとは別のホームである必要があります。

1. CRS をインストールするノードが、すでにシングル・インスタンスの Oracle Database 
10g の環境である場合、既存の ASM インスタンスおよび Cluster Synchronization 
Services（CSS）デーモンを停止してから、CSS を実行しているホームで、スクリプト
$ORACLE_HOME/bin/localconfig deleteを使用して、OCR 構成情報をリセット
します。CRS のインストール後に ASM インスタンスを再起動すると、ASM インスタ
ンスは、シングル・インスタンスの Oracle データベース用のデーモンではなく、その
クラスタの CSS デーモンを使用します。

2. Oracle Cluster Ready Services リリース 1（10.1.0.2）CD-ROM の /crsサブディレクト
リから、runInstallerコマンドを実行します。これは、Cluster Ready Services ソフ
トウェアが格納されている単独の CD です。OUI の「ようこそ」ページが表示された
ら、「次へ」をクリックします。

3. 環境に Oracle Inventory があるかどうかに応じて、次のいずれかの手順に従います。

� OUI インベントリがすでに設定されている環境でこのインストールを行っている場
合は、「ファイルの場所の指定」ページが表示されます。 「ファイルの場所の指定」
ページが表示されたら、手順 5 に進みます。

� Oracle データベース・ソフトウェアがインストールされていない（OUI インベント
リがない）環境でこのインストールを行っている場合は、「インベントリ・ディレ
クトリおよび接続情報の指定」ページが表示されます。「インベントリ・ディレク
トリおよび接続情報の指定」ページにインベントリのディレクトリおよび UNIX グ
ループ名の情報を入力し、「次へ」をクリックすると、ダイアログ・ボックスが表
示されます。

注意注意注意注意 : 以前のバージョンの UDLM からアップグレードする場合、クラス
タを停止してから、一度に 1 ノードの UDLM をアップグレードする必要
があります。

注意注意注意注意 : Oracle Database 10g Cluster Ready Services ソフトウェアを、
Oracle Database 10g のクラスタ・ファイル・システムにインストールする
ことはできません。
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4. /orainstRoot.shoraInventory location スクリプトを実行する必要があることを示すダ
イアログ・ボックスが表示されます。rootユーザーで orainstRoot.shスクリプト
を実行して、「続行」をクリックすると、「ファイルの場所の指定」ページが表示されま
す。

5. 「ファイルの場所の指定」ページには、インストール・ファイルのソースおよびインス
トール先の情報について、すでに指定された情報が表示されます。インストール先に
CRS ホーム名およびそのディレクトリを入力し、「次へ」をクリックすると、「言語の選
択」ページが表示されます。

6. 「言語の選択」ページで、CRS で使用する言語を選択し、「次へ」をクリックすると、
「クラスタ構成」ページが表示されます。

7. OUI が、システムにベンダーのクラスタウェアがインストールされていることを検出し
た場合、「クラスタ構成」ページには事前定義済のノードの情報が表示されます。その
他の場合、「クラスタ構成」ページが表示されますが、事前定義済のノード情報は表示
されません。

このインストール・セッションで、ベンダーのクラスタウェアを使用せずに、クラスタ
ウェアをインストールする場合、各ノードのパブリック・ノード名およびプライベー
ト・ノード名を入力します。パブリック・ノード名の入力には、各ノードのプライマ
リ・ホスト名を使用します。この名前は、hostnameコマンドによって表示される名前
です。このノード名は、固定ホスト名または仮想ホスト名のいずれでもかまいません。

また、使用するクラスタ名は企業内でグローバルに一意である必要があり、クラスタ名
に使用できるキャラクタ・セットは、ホスト名のキャラクタ・セットと同一です。たと
えば、!@#%^&* または ()は使用できません。ベンダーのクラスタ名がある場合は、そ
れを使用することをお薦めします。各ノードのプライベート・ノード名またはプライ
ベート IP アドレスも入力してください。このアドレスのみが、クラスタ内の他のノー
ドによってアクセス可能です。Oracle では、キャッシュ・フュージョン処理に、プライ
ベート IP アドレスが使用されます。クラスタ構成情報を入力して、「次へ」をクリック
すると、OUI はノードの接続性やリモートの Oracle ホームのアクセス権の検証などの
妥当性チェックを行います。これらの検証の完了には、時間がかかる場合があります。
検証が完了すると、「プライベート・インターコネクトの使用」ページが表示されます。

注意注意注意注意 : この手順で指定する CRS ホームは、インストールの第 2 フェーズ
で使用する Oracle ホームとは別のホームにする必要があります。 

注意注意注意注意 : 現在インストール中のすべてのノードに使用する IP アドレスは、
同一のサブネットのアドレスである必要があります。
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8. 「プライベート・インターコネクトの使用」ページに、クラスタ全体のインタフェース
が表示されます。このページのドロップダウン・メニューを使用して、各インタフェー
スを Public、Private、Do Not Useに分類します。各インタフェースのデフォルト
設定は、Do Not Useです。1 つ以上のインターコネクトを Publicに、また 1 つ以上
のインターコネクトを Privateに分類する必要があります。

9. 「プライベート・インターコネクトの使用」ページで「次へ」をクリックすると、
ocr.locファイルが /etcディレクトリ（Solaris オペレーティング・システム

（SPARC 64-bit）および HP-UX 環境の場合は、/var/opt/oracleディレクトリ）に
存在し、ocr.locファイルに Oracle Cluster Registry（OCR）のパスについて有効なエ
ントリがある場合、「投票ディスクの場所」ページが表示されます。この場合、手順 10
に進みます。

その他の場合は、「Oracle Cluster Registry」ページが表示されます。Oracle Cluster 
Registry の RAW デバイスまたは共有ファイル・システムのファイルの完全パスを入力
して、「次へ」をクリックすると、「投票ディスク」ページが表示されます。

10.「投票ディスク」ページで、投票ディスクを格納するファイルの完全パスおよびファイ
ル名を入力し、「次へ」をクリックします。これは、共有 RAW デバイスまたは共有
ファイル・システムのファイルにする必要があります。

11.  「投票ディスク」ページでの入力を終え、「次へ」をクリックした後、リモート・ノー
ドで Oracle Inventory の設定が行われていない場合、すべてのノードで
orainstRoot.shスクリプトを実行することを要求するダイアログ・ボックスが表示
されます。orainstRoot.shスクリプトの処理が完了すると、「サマリー」ページが表
示されます。

12.「サマリー」ページでは、OUI によってインストールするコンポーネントを確認し、「イ
ンストール」をクリックします。

インストール中、まず、OUI はローカル・ノードにソフトウェアをコピーし、次にリ
モート・ノードにソフトウェアをコピーします。インストール対象のすべてのノードで
root.shスクリプトの実行が必要であることを示すダイアログ・ボックスが表示され
ます。一度に 1 つのノード上で root.shスクリプトを実行し、各セッションが完了す
ると表示されるダイアログ・ボックスで「OK」をクリックします。 先に実行した
root.shが完了してから、他のノードで root.shのセッションをもう 1 つ開始してく
ださい。同時に複数のノード上で root.shを実行しないでください。 root.shの最後

注意注意注意注意 : OCR の記憶域サイズは 100MB 以上、投票ディスクの記憶域サイ
ズは 20MB 以上必要です。また、OCR および投票ディスクの格納には
RAID アレイを使用して、パーティションの可用性を維持することをお薦
めします。

参照参照参照参照 : RAW デバイスの最小サイズについては、第 II 部の各章を参照し
てください。
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の実行を完了すると、root.shスクリプトは、ユーザーの介入なしに次の補助ツール
を起動します。

� Oracle Cluster Registry Configuration Tool（ocrconfig）: このツールがリリース
9.2.0.2 の RAC を検出すると、9.2.0.2 の OCR ブロック形式を Oracle Database 10g
の形式にアップグレードします。

� Cluster Configuration Tool（clscfg）: このツールは自動的にクラスタを構成して、
OCR キーを作成します。

13.「インストールの終了」ページが表示されたら、「終了」をクリックしてインストーラを
終了します。

14. CRS Home/binディレクトリで olsnodesコマンドを実行して、CRS インストールを
確認します。olsnodesコマンド構文は次のとおりです。

olsnodes [-n] [-l] [-v] [-g]

次のように指定します。

� -nを指定すると、メンバーの番号と名前を表示します。

� -lを指定すると、ローカル・ノード名を表示します。

� -vを指定すると、冗長モードになります。

� -gを指定するとロギングが有効になります。

このコマンドの出力結果に、CRS がインストールされたノードのリストが表示されま
す。

15. すべてのノードで root.shを実行し、最後に実行した root.shのダイアログ・ボック
スで「OK」をクリックすると、OUI によって Oracle Notification Server Configuration 
Assistant および Oracle Private Interconnect Configuration Assistant が起動されます。
これらの補助ツールはユーザーの介入なしに起動されます。

これで第 1 フェーズである Cluster Ready Services のインストールが完了し、第 8 章
「Oracle Database 10g および Real Application Clusters のインストール」で説明する Oracle 

Database 10g および RAC のインストールを実行できます。

Cluster Ready Services のバックグラウンド・プロセスのバックグラウンド・プロセスのバックグラウンド・プロセスのバックグラウンド・プロセス
CRS のインストール後、Cluster Ready Services が機能するには、次のプロセスが環境内で
実行されている必要があります。

� oprocd: クラスタのプロセス・モニター。

� evmd: racgevtプロセスを起動して、コールアウトを管理する Event Manager デーモ
ン。

� ocssd: クラスタ・ノードのメンバーシップを管理し、oracleユーザーとして実行しま
す。このプロセスに障害が発生した場合、クラスタが再起動します。
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� crsd: 高可用性リカバリおよび管理操作（OCR の管理など）を実行します。また、アプ
リケーション・リソースを管理したり、rootユーザーとして実行します。障害発生時
には自動的に再起動します。
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                       Oracle Database 10g およびおよびおよびおよび
Real Application Clusters のインストールのインストールのインストールのインストール

この章では、インストールの第 2 フェーズとして、Oracle Database 10g および Real 
Application Clusters（RAC）をインストールする手順について説明します。また、Oracle 
Universal Installer（OUI）の一部の機能についても説明します。この章の内容は次のとおり
です。

� データベースの構成タイプの選択

� インストール設定手順

� Oracle Universal Installer を使用した Oracle Database 10g および RAC のインストール
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データベースの構成タイプの選択
データベースの構成タイプの選択データベースの構成タイプの選択データベースの構成タイプの選択データベースの構成タイプの選択
この項では、RAC のインストールの第 2 フェーズを開始する前に理解しておく必要のある
OUI 機能について説明します。OUI を起動して Oracle Database 10g を選択すると、データ
ベース構成タイプとして、汎用、トランザクション処理、データ・ウェアハウスまたはカス
タマイズを選択できます。

最初の 3 つの構成タイプについては、この章に後述する手順でも作成できます。4 つ目のタ
イプ（カスタマイズ構成）を選択する場合は、第 9 章で説明するように、DBCA を使用して
データベースを作成できます。データベース作成には、DBCA を使用することをお薦めしま
す。

カスタマイズ構成を選択し、事前構成済テンプレートを選択してカスタマイズし、そのテン
プレートを使用して DBCA でデータベースを作成することもできます。これらのテンプ
レートは、構成タイプの汎用、トランザクション処理およびデータ・ウェアハウスに対応し
ています。DBCA で「カスタム」テンプレートを使用して、データベースを作成することも
できます。

環境を手動で構成してデータベースを手動で作成するには、データベース構成オプション
「ソフトウェアのみ」を選択し、http://otn.oracle.co.jpに記載されている、手動に
よるデータベースの作成手順を参照します。ただし、事前構成済データベース・オプション
のいずれかを使用するか、または「カスタム」オプションと DBCA を使用してデータベー
スを作成することをお薦めします。

構成タイプの説明構成タイプの説明構成タイプの説明構成タイプの説明
表 8-1 に示すように、選択した構成タイプによって、その後の作業が異なります。

表表表表 8-1  Oracle Universal Installer のデータベース構成タイプのデータベース構成タイプのデータベース構成タイプのデータベース構成タイプ 

構成タイプ構成タイプ構成タイプ構成タイプ 説明説明説明説明 メリットメリットメリットメリット

汎用、トランザク
ション処理および
データ・ウェアハ
ウス

事前構成済の初期データベース、ライセンスがある Oracle オプ

ション（Oracle Database 10g および RAC を含む）、ネットワー

ク・サービス、Oracle Database 10g ユーティリティおよびオンラ

イン・ドキュメントをインストールします。インストールの終了
時に、DBCA は RAC データベースを作成および構成します。

ユーザー入力が最小限で済
みます。カスタマイズ・タ
イプより迅速にデータベー
スを作成できます。

カスタマイズ データベース・オプションおよび記憶域の構成要素をカスタマイ
ズできます。

任意の表領域およびデータ・
ファイルを作成でき、デー
タベースのすべての面をカ
スタマイズできます。

ソフトウェアのみ ソフトウェアのみをインストールします。リスナーまたはネット
ワーク・インフラストラクチャは構成されず、データベースは作
成されません。
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汎用、トランザクション処理およびデータ・ウェアハウス構成タイプ汎用、トランザクション処理およびデータ・ウェアハウス構成タイプ汎用、トランザクション処理およびデータ・ウェアハウス構成タイプ汎用、トランザクション処理およびデータ・ウェアハウス構成タイプ
OUI の「データベース構成」ページで最初の 3 つの構成タイプのいずれかを選択した場合
は、この章の 8-4 ページの「インストール設定手順」に記載されている、いずれかのプラッ
トフォーム固有の手順を実行します。これらの 3 つの構成タイプは、事前構成済テンプレー
トを使用します。これらの手順を完了した後は、Oracle Net Configuration Assistant および
DBCA が自動的にその後の作業を継続します。インストールの間、OUI は進捗を表示しま
す。

これらの構成タイプでの DBCA の処理によって、初期データベースが作成され、Oracle
ネットワーク・サービスが構成されます。「記憶域オプション」ページで RAW デバイスを
選択すると、各表領域に対して RAW デバイスが構成されているかどうかが DBCA によって
確認されます。

カスタマイズ構成を選択した場合、次の項で説明するように、固有の情報を入力する必要が
あります。

カスタマイズ構成タイプカスタマイズ構成タイプカスタマイズ構成タイプカスタマイズ構成タイプ
カスタマイズ構成タイプを選択すると、OUI によって DBCA が起動され、次の 4 つの事前
構成済データベース・テンプレートが選択できます。

� 汎用

� トランザクション処理

� データ・ウェアハウス

� カスタム

最初の 3 つのテンプレートは、その環境用に最適化されたデータベースを作成します。これ
らのテンプレートをカスタマイズすることもできます。ただし、カスタム・タイプは、事前
構成済オプションを使用せずにデータベースを作成します。このため、クラスタ・ファイ
ル・システムを使用していない場合、カスタム・インストールを実行するには、第 9 章

「Database Configuration Assistant を使用した RAC データベースの作成」で説明するよう
に、データ・ファイル用の特定の RAW デバイス情報を入力する必要があります。 

次の項では、RAC データベースを作成する場合の OUI および DBCA の処理について詳しく
説明します。

注意注意注意注意 : 付録 C に説明するとおりに RAW デバイスを適切に構成していな
い場合、DBCA はデータベースを作成できません。
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インストール中のインストール中のインストール中のインストール中の OUI、、、、DBCA およびその他の補助ツールの処理およびその他の補助ツールの処理およびその他の補助ツールの処理およびその他の補助ツールの処理
インストール後に、OUI によって Oracle Net Configuration Assistant が起動されます。
Oracle Net Configuration Assistant の処理が完了すると、OUI によって DBCA が起動され、
Optimal Flexible Architecture（OFA）を使用してデータベースが作成されます。つまり、
DBCA によって、標準的なファイルのネーミング方法および配置方法に従って、デフォルト
のサーバー・パラメータ・ファイル（SPFILE）を含むデータベース・ファイルが作成されま
す。DBCA による処理では、最初に次のことを行います。

� RAW デバイスを使用する場合は、各表領域に対応する共有ディスクが正しく構成され
ているかどうかの検証

� データベースの作成

� Oracle ネットワーク・サービスの構成

� リスナーおよびデータベース・インスタンスの起動

スタンドアロン・モードで DBCA を使用してデータベースを作成することもできます。

この章の以降の項では、OUI を使用して Oracle Database 10g および RAC をインストールす
る方法について説明します。

インストール設定手順インストール設定手順インストール設定手順インストール設定手順
CRS をインストールしたユーザーと RAC をインストールするユーザーが異なる場合、ユー
ザー・レベルのインストール前の手順をすべて実行する必要があります。

1. ローカル・ノードで sshコマンドに date コマンド引数を指定して実行し、ユーザー等
価関係を検証します。次の構文を使用します。

ssh node_name date
ssh node_name xclock

これらのコマンドの出力結果に、node_nameの値で指定したリモート・ノードのタイ
ムスタンプが表示されます。また、システムによって、リモート・ノードの xclock が表
示されます。これらのコマンドを実行したとき、エラー、警告、その他の出力は表示さ
れません。/usr/local/binディレクトリに sshがある場合は、sshを使用してユー
ザー等価関係を構成します。

sshが PATHの別のディレクトリに存在する場合、OUI は、ユーザー等価関係の検証に
sshを使用できません。このような場合、ユーザー等価関係を確認するには、rshを使
用します。

参照参照参照参照 : リスナーの構成などで問題が発生した場合、および LDAP サポー
トの詳細は、『Oracle Net Services 管理者ガイド』を参照してください。
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2. ネットワーク接続性テストを実行して、インストールの対象になるすべてのノードが相
互に通信できることを確認します。パブリック・ネットワーク・インタフェースおよび
プライベート・ネットワーク・インタフェースのインタフェース名は、クラスタ内の各
ノードで同じである必要があります。

3. umaskコマンドを使用してディレクトリおよびファイルの作成の権限を設定し、インス
トール先の RAC データベース環境のすべての Oracle ホームに oracleユーザーとして
書込みを実行できるようにします。

4. OFA 規格に従って、Oracle ホームおよび Oracle データ・ファイル用のディレクトリを
作成します。

Oracle Universal Installer を使用したを使用したを使用したを使用した Oracle Database 10g およびおよびおよびおよび
RAC のインストールのインストールのインストールのインストール

次の手順を実行して、Oracle Database 10g および RAC をインストールします。

1. Oracle Database 10g リリース 1（10.1.0.2）の CD-ROM の rootディレクトリから
runInstallerコマンドを実行します。

2. OUI の「ようこそ」ページが表示されたら、「次へ」をクリックします。「ファイルの場
所の指定」ページが表示されます。

3. 「ファイルの場所の指定」ページの「ソース」フィールドに Oracle Database 10g の
products.xmlファイルへのパスが設定されています。インストール先に Oracle ホー
ムの名前および位置を入力し、「次へ」をクリックします。

注意注意注意注意 : sshまたは rshコマンドを実行してユーザー等価関係をテストし
ているとき、date コマンドおよび xclock の出力を除いて、システムによ
る問合せへの応答や特別な出力はありません。また、.loginファイルや
.cshrcファイルには、エコー・メッセージが含まれていない必要があり
ます。

注意注意注意注意 : Oracle Database 10g および RAC ソフトウェアのインストール用
に作成する Oracle ホームは、クラスタウェアのインストールで作成した
Oracle ホームとは別のものにする必要があります。

注意注意注意注意 : この手順で使用する Oracle ホームは、第 1 フェーズで CRS のイ
ンストールに使用した CRS ホームとは異なるものにする必要があります。 
Oracle Database 10g および RAC は、CRS ソフトウェアをインストールし
たホームにはインストールしないでください。 
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既存の Oracle ホームを入力した場合および Oracle ホームが OUI インベントリに登録さ
れていない場合は、選択した Oracle ホームが空ではないという警告が表示されます。 そ
のディレクトリへのインストールを続行するには、この OUI の警告で「OK」をクリッ
クします。Oracle ホームが存在し、OUI インベントリに登録されていて、Oracle にク
ラスタ・ホームが存在する場合は、手順 4 で説明したように、「選択されたノード」
ページが表示されます。存在しない Oracle ホームを入力すると、「ハードウェアのクラ
スタ・インストール・モードの指定」ページ（手順 5 を参照）が表示されます。

4. 「選択されたノード」ページは、クラスタ・ホームに対応している、選択したノードが
表示される情報ページです。このページで「次へ」をクリックすると、「インストール・
タイプ」ページ（手順 6 を参照）が表示されます。

「選択されたノード」ページで「次へ」をクリックすると、OUI は、リモート・ノード
上の Oracle ホーム・ディレクトリが書込み可能であることと、リモート・ノードが稼
働していることを確認します。また、ユーザー等価関係の再検証も行います。

OUI は、インストール対象のいずれかのノードでネットワークまたはユーザー等価関係
の問題を検出すると、「選択されたノード」ページに警告を表示します。警告はノード
の横に表示されて、次の手順に進む前にそのノードの問題を解決する必要があることを
示します。問題を解決するには、次のファイルに記録されている OUI の動作を確認し
ます。

OraInventory/logs/installActionsdate_time.log 

5. 「ハードウェアのクラスタ・インストール・モードの指定」ページで、インストール・
モードを選択します。OUI がこのインストールをクラスタ上で実行していることを検出
した場合は、デフォルトで「クラスタ・インストール」モードが選択されています。イ
ンストール対象には、ローカル・ノードも常に選択されています。このインストール・
セッションの対象とする他のノードを選択して「次へ」をクリックします。

「ハードウェア・クラスタのインストールの指定」ページで「次へ」をクリックすると、
OUI は、リモート・ノード上の Oracle ホーム・ディレクトリが書込み可能で、リモー
ト・ノードが稼働しているかどうかを確認します。また、ユーザー等価関係の再検証も
行います。

注意注意注意注意 : OUI が CRS インストールのインベントリ・エントリを検出できな
い場合、または選択した Oracle ホームが存在して RAC 対応でない（単一
ノードのホームである）場合は、単一ノードの非 RAC インストールを実
行するかどうかの確認が表示されます。

参照参照参照参照 : 「ローカル・インストール」を選択する場合は、『Oracle Database
インストレーション・ガイド for UNIX Systems』を参照して単一ノードの
非 RAC インストールをクラスタで実行するか、プラットフォーム固有の
適切なクイック・スタート・ガイドを参照してください。 
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OUI は、インストール対象のいずれかのノードでネットワークまたはユーザー等価関係
の問題を検出すると、「ハードウェアのクラスタ・インストール・モードの指定」ペー
ジに警告を表示します。警告はノードの横に表示されて、次の手順に進む前にそのノー
ドの問題を解決する必要があることを示します。問題を解決するには、次のファイルに
記録されている OUI の動作を確認します。

OraInventory/logs/installActionsdate_time.log 

修正して「次へ」をクリックするか、エラーが表示されたノードを選択から外して「次
へ」をクリックすると、「インストール・タイプ」ページが表示されます。

6. 「インストール・タイプ」ページでは、「Enterprise Edition」、「Standard Edition」また
は「カスタム」のインストール・タイプを選択できます。「Enterprise Edition」または

「Standard Edition」を選択して「次へ」をクリックした場合は、「製品固有の前提条件
のチェック」ページが表示されます。「カスタム」インストール・タイプでは、使用可
能なコンポーネントのリストからインストールする個々のコンポーネントを選択できま
す。Standard Edition ライセンスを購入してカスタム・インストールを実行する場合は、
Standard Edition のライセンス対象の製品のみをインストールしてください。

7. 「製品固有の前提条件のチェック」ページで、オペレーティング・システムのカーネル・
パラメータまたは属性が検証され、ORACLE_BASEの位置が特定されます。「次へ」を
クリックします。アップグレードするデータベースが OUI によって検出された場合、
アップグレードに使用可能なデータベースを示す「既存データベースのアップグレー
ド」ページが表示されます。手順 8 に従って、アップグレードするデータベースを選択
します。アップグレードするデータベースを選択しないで「次へ」をクリックすると、
手順 9 で説明するとおり、「初期データベースを作成する」ページが表示されます。ま
た、「Enterprise Edition」または「Standard Edition」を選択して、アップグレードする
データベースが OUI によって検出されない場合、手順 9 で説明するとおり、「初期デー
タベースを作成する」ページが表示されます。

8. 「既存データベースのアップグレード」ページでは、「既存データベースのアップグレー
ド」というチェックボックスを選択し、その下に表示されるリストからアップグレード
するデータベースを選択します。「次へ」をクリックすると、データベース作成処理が
省略され、手順 15 で説明するとおり、「サマリー」ページが表示されます。

9. 「初期データベースを作成する」ページで「汎用目的」、「トランザクション処理」、
「データ・ウェアハウス」または「詳細」を選択します。データベースの作成、または
「ソフトウェアのみ」インストールの実行のいずれかを選択し、「次へ」をクリックする
と、「データベース構成オプションの指定 :」ページが表示されます。

注意注意注意注意 : クラスタ内の各ノードが CRS ホームを持ち、各ノード上でクラス
タウェアが動作できるようにする必要があります。ただし、Oracle ホーム
は、環境内のノードの一部に配置することができます。
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「初期データベースを作成しない」を選択すると、「ソフトウェアのみ」インストールが
選択されます。「次へ」をクリックすると、構成タスクは実行されずにソフトウェアの
インストールが実行されます。

「カスタム」インストール・タイプを選択すると、オペレーティング・システムのカー
ネル・パラメータまたは属性に対して前提条件チェックが実行され、ORACLE_BASE
の位置が特定されます。

このページで選択を行い、「次へ」をクリックすると、「データベース構成オプションの
指定 :」ページが表示されます。

10.「データベース構成オプションの指定 :」ページでグローバル・データベース名を入力し
ます。グローバル・データベース名は、db.us.acme.comなど、データベース名およ
びデータベース・ドメインを含む名前です。このページで入力する名前は、環境内のす
べてのグローバル・データベース名に対して一意である必要があります。各インスタン
スの Oracle SIDに使用する共通の接頭辞をそのまま使用するか、または変更します。
各インスタンスには、ここで入力した共通接頭辞と、自動生成されるインスタンス ID
で構成される SIDが与えられます。また、データベース・キャラクタ・セットを選択
し、インストールする任意のサンプル・データベースを選択します。SID は、5 文字を
超えて指定できないことに注意してください。「次へ」をクリックすると、Database 
Control の「データベース管理オプション」ページ（グリッドまたはローカル・データ
ベース）が表示されます。ローカルの Database Control を選択すると、電子メール・オ
プションを選択して送信 SMTP サーバー名および電子メール・アドレスを入力できま
す。使用可能な既存の Enterprise Manager Grid が存在する場合は、ドロップダウン・
メニューを使用して、データベースの管理に Enterprise Manager Grid Control を使用す
ることを指定できます。「次へ」をクリックすると、「データベース・ファイル記憶域オ
プションの指定」ページが表示されます。

11.「データベース・ファイル記憶域オプションの指定」ページで、データ記憶域オプショ
ンを選択します。

「自動ストレージ管理自動ストレージ管理自動ストレージ管理自動ストレージ管理 (ASM)」を選択すると、そこから選択する必要があるディスク・
パーティションの位置を示す ASM 管理オプションのページが表示されます。これらの
パーティションは、デフォルトの位置に次の形式で表示されます。

/dev/rdsk/*

「ファイルシステムファイルシステムファイルシステムファイルシステム」を選択した場合は、共有ファイル・システムまたはクラスタ・
ファイル・システム上のデータ・ファイルの格納先のフル・パスを入力し、「次へ」を
クリックします。

「RAW デバイスデバイスデバイスデバイス」を選択した場合は、RAW デバイスのマッピング・ファイルの位置を
入力し、「次へ」をクリックします。RAW デバイスのマッピング・ファイルの位置は、
環境変数 DBCA_RAW_CONFIGが設定されている場合、この変数の値に設定されます。

「データベース・ファイル記憶域オプションの指定」ページで「次へ」をクリックする
と、「バックアップ・オプションおよびリカバリ・オプションの指定」ページが表示さ
れます。
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12.「バックアップ・オプションおよびリカバリ・オプションの指定」ページでバックアッ
プを有効にすると、ファイル・システムまたは ASM を選択できます。ユーザ名および
パスワードも入力します。「バックアップ・オプションおよびリカバリ・オプションの
指定」ページで「次へ」をクリックすると、「データベース・スキーマのパスワードの
指定」ページが表示されます。

13.「データベース・スキーマのパスワードの指定」ページでは、SYS、SYSTEM、
DBSNMP および SYSMAN に対して異なるパスワードを選択するか、または権限を付与
されたすべてのアカウントに対して 1 つのパスワードを選択できます。「データベース・
スキーマのパスワードの指定」ページで「次へ」をクリックすると、オペレーション・
システム・グループのページが表示されます。

14. オペレーション・システム・グループのページでは、SYSDBAおよび SYSOPERユー
ザーのグループ名を入力します。オペレーション・システム・グループのページで「次
へ」をクリックすると、「サマリー」ページが表示されます。

15.「サマリー」ページには、インストールされるソフトウェア・コンポーネントおよび
Oracle ホーム内の使用できる領域が、インストール・セッションの対象となるノードの
リストとともに表示されます。「サマリー」ページに表示されたインストールの詳細情
報を確認して、「インストール」をクリックするか、「戻る」をクリックしてインストー
ル情報を修正します。

インストール中、ソフトウェアは、ローカル・ノードにコピーされた後、リモート・
ノードにコピーされます。その後、選択したすべてのノードでの root.shスクリプト
の実行を求めるプロンプトが表示されます。root.shスクリプトによって Virtual 
Internet Protocol Configuration Assistant（VIPCA）が起動され、VIPCA の「ようこそ」
ページが表示されます。root.shを実行する前に、環境変数 DISPLAY が適切に設定さ
れていることを確認してください。

16. VIPCA の「ようこそ」ページで「次へ」をクリックすると、「ネットワーク・インタ
フェース」ページが表示されます。

17.「ネットワーク・インタフェース」ページで、パブリック VIP アドレスに割り当てる
ネットワーク・インタフェース・カード（NIC）を指定し、「次へ」をクリックすると、

「クラスタ・ノードの仮想 IP」ページが表示されます。

18.「クラスタ・ノードの仮想 IP」ページでは、このページに表示された各ノードに対して
未使用の（割り当てられていない）パブリック仮想 IP アドレスを入力し、「次へ」をク
リックします。「次へ」をクリックすると「サマリー」ページが表示されます。この
ページの情報を確認し、「終了」をクリックします。VIPCA によって、選択したネット
ワーク・インタフェースに仮想 IP アドレスが設定されている間、「進行」ダイアログ・
ボックスが表示されます。VIP、GSD および Oracle Notification Service（ONS）ノー
ド・アプリケーションも作成および起動されます。構成が完了したら、「OK」をクリッ
クして、VIPCA セッションの結果を表示します。「構成結果」ページの情報を確認し、

「終了」をクリックして VIPCA を終了します。
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19. インストール対象のすべてのノードで root.shの手順を繰り返します。リモート・
ノードはすでに構成されているため、VIPCA はリモート・ノードでは再実行されませ
ん。

20. 前の手順ですべてのノードに対して root.shを実行した後、OUI のダイアログ・ボッ
クスで「OK」をクリックしてインストールを続行します。これによって、他の Oracle 
Configuration Assistant が次に示す順に起動されて、インストール後の処理が実行され
ます。

� Net Configuration Assistant（NetCA）

� Database Configuration Assistant（DBCA）

インストールの最後に、Enterprise Manager Database Control がスタンドアロン・モードで
起動されます。Database Control は、新しくインストールした Oracle Database 10g および
Real Application Clusters 環境を、すぐに管理および監視できます。

これで、インストールの第 1 フェーズと第 2 フェーズが完了しました。第 10 章「Real 
Application Clusters のインストール後の手順」に進んで、インストール後の作業を実行し
てください。

Real Application Clusters ソフトウェアの削除ソフトウェアの削除ソフトウェアの削除ソフトウェアの削除
Oracle Database 10g RAC ソフトウェアを削除するには、次の手順を実行します。最初に
Oracle データベース・ソフトウェアを削除してから、次の項で説明するとおり、Cluster 
Ready Services（CRS）ソフトウェアを削除します。

� Oracle Database 10g RAC ソフトウェアの削除

� Cluster Ready Services の削除

Oracle Database 10g RAC ソフトウェアの削除ソフトウェアの削除ソフトウェアの削除ソフトウェアの削除
Oracle Database 10g RAC ソフトウェアを削除するには、次の手順を実行します。

1. DBCA を使用して、Oracle Database 10g および RAC を削除し、データベースを削除し
ます。

2. この Oracle ホームで、ノードごとの LISTENER_nodenameを実行している場合、
NetCA を使用して、このリスナーおよび CRS リソースを削除します。必要に応じて、
別のホームにこのリスナーを再作成します。

3. この Oracle ホームで、ノードごとの ASM インスタンスを実行している場合、コマンド
srvctl stop asm -n nodeを使用し、次に srvctl remove asm -n nodeを使用
して CRS リソースを削除します。+ASM で始まるすべての oratabエントリを削除し
ます。必要に応じて、別のホームに ASM インスタンスを再作成します。

注意注意注意注意 : RAC を削除するには、DBCA および OUI を使用します。
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4. VIP、ONS および GSD ノード・アプリケーションが、この Oracle ホームを使用して作
成されている場合、これらのノード・アプリケーションを停止して削除する必要があり
ます。CRS ノード・アプリケーションを停止するには、コマンド srvctl stop 
nodeapps -n nodeを実行します。クラスタ内の各ノードに対して、同じコマンドを
繰り返します。CRS ノード・アプリケーションを削除するには、
コマンド $ORACLE_HOME/install/rootdeletenode.shを実行します。その他の
Oracle Database 10g RAC の Oracle ホームが存在する場合は、その Oracle ホームで
root.shスクリプトを実行して、ノード・アプリケーションを再作成します。  

Cluster Ready Services の削除の削除の削除の削除
CRS ソフトウェアを削除するには、次の手順を実行します。

1. 「Oracle Database 10g RAC ソフトウェアの削除」で説明した手順を実行して、各 Oracle 
Database 10g RAC のホームを削除します。

2. コマンド CRSHome/install/rootdelete.shを実行して、クラスタ・ノードで実行
中の CRS アプリケーションを無効にします。rootdelete.shスクリプトには 3 つの
引数が必要です。クラスタのリモート・ノードでこのコマンドを実行している場合は、
1 つ目の引数に remoteを、それ以外の場合は localを使用します。ocr.locファイ
ルが共有ファイル・システム上に存在する場合は、2 つ目の引数に sharedvarを、そ
れ以外の場合は nosharedvarを使用します。CRS ホームが共有ファイル・システム上
に存在する場合、3 つ目の引数に sharedhomeを、それ以外の場合は nosharedhome
を使用します。CRS を削除するクラスタの各ノードで、この手順を繰り返します。

3. ローカル・ノード上で、CRS Home/install/rootdeinstall.shスクリプトを実行
して OCR を削除します。

4. OUI を起動し、「ようこそ」ページの「製品の削除」をクリックすると、インストール
されている製品のリストが表示されます。そのリストで、削除する CRS ホームを選択
できます。

参照参照参照参照 : RAC スケーラビリティ機能を使用して RAC データベースへノー
ドやインスタンスを追加したり、削除する方法については、『Oracle Real 
Application Clusters 管理』を参照してください。

注意注意注意注意 : RAC の削除を実行している OUI セッションから RAC のインス
トールは実行できません。つまり、OUI を使用して RAC を削除し、別の
RAC インストールを実行する場合は、新しい OUI セッションを開始する
必要があります。

注意注意注意注意 :  ノードで手順 3 および 4 を実行する場合、そのノードはローカ
ル・ノードです。
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9

Database Configuration Assistant を使用したを使用したを使用したを使用した

RAC データベースの作成データベースの作成データベースの作成データベースの作成

この章では、Database Configuration Assistant（DBCA）をスタンドアロン・モードで使用
して、Real Application Clusters（RAC）データベースを作成および削除する方法について
説明します。この章の内容は次のとおりです。

� Real Application Clusters での Database Configuration Assistant の使用

� Database Configuration Assistant のメリット

� Real Application Clusters 高可用性サービス

� Database Configuration Assistant によるインストール後のデータベース作成 

� Database Configuration Assistant を使用した Real Application Clusters データベースの
作成

� Database Configuration Assistant を使用した Real Application Clusters データベースの
削除

参照参照参照参照 : DBCA を使用したインスタンスの追加および削除方法については、
『Oracle Real Application Clusters 管理』を参照してください。
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Real Application Clusters でのでのでのでの Database Configuration Assistant の使用の使用の使用の使用
DBCA による処理での主要な作業は次のとおりです。

� データベースおよびそのインスタンスの作成

� データベース、インスタンスおよびデータベース・サービスのネットワーク構成の設定

� EMCP の起動およびデータベースの Enterprise Manager Grid Control の targets.xml
ファイルの設定

� データベース、そのインスタンス、サービスおよび他のノード・アプリケーションの起
動

Database Configuration Assistant のメリットのメリットのメリットのメリット
DBCA を使用して RAC データベースを作成することをお薦めします。DBCA の事前構成済
データベースを使用すると、ASM、サーバー・パラメータ・ファイル、自動 UNDO 管理な
どの機能に合わせて環境を最適化できるためです。また、DBCA では、新しい ASM ディス
ク・グループが必要な場合に使用する ASM ディスク・グループの作成ページと、ASM を使
用している場合、またはクラスタ・ファイル・システムの記憶域を使用している場合に、リ
カバリおよびバックアップ・ディスク領域を構成するページが提供されます。

DBCA を使用すると、データベースの作成時にサイト固有の表領域を作成できます。DBCA
テンプレートとは異なるデータ・ファイル要件がある場合は、DBCA によってデータベース
を作成し、後でデータ・ファイルを変更します。また、データベースの作成時に、ユーザー
定義のスクリプトを実行することもできます。

また、DBCA は、サービスやクラスタ管理ツールなど、Oracle の様々な高可用性機能を使用
できる RAC 環境を構成します。DBCA は、定義した構成のサポートに必要なすべてのデー
タベース・インスタンスも起動します。

Real Application Clusters 高可用性サービス高可用性サービス高可用性サービス高可用性サービス
DBCA の「データベース・サービス」ページを使用して高可用性サービスを構成するとき
に、サービス・インスタンス作業環境および透過的アプリケーション・フェイルオーバー

（TAF）方針も構成できます。

参照参照参照参照 :

� スタンドアロン・モードでの DBCA の使用については、9-3 ページの
「Database Configuration Assistant によるインストール後のデータ
ベース作成」を参照してください。

� リスナーの構成などで問題が発生した場合、および Lightweight 
Directory Access Protocol（LDAP）対応のディレクトリ・サポートの
詳細は、『Oracle Net Services 管理者ガイド』を参照してください。
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サービスの構成およびインスタンス作業環境サービスの構成およびインスタンス作業環境サービスの構成およびインスタンス作業環境サービスの構成およびインスタンス作業環境
「データベース・サービス」ページの、「未使用」、「優先」または「選択可能」とラベルの付
いた列の中のボタンを使用して、次の説明を参照してサービス・インスタンス作業環境を構
成します。

� 優先 : サービスは、選択したインスタンスで優先的に動作します。

� 選択可能 : サービスは、優先されるインスタンスに障害が発生した場合に、このインス
タンスで動作します。

� 未使用 : サービスは、このインスタンスでは動作しません。

透過的アプリケーション・フェイルオーバーの方針透過的アプリケーション・フェイルオーバーの方針透過的アプリケーション・フェイルオーバーの方針透過的アプリケーション・フェイルオーバーの方針
DBCA の「データベース・サービス」ページを使用して、TAF フェイルオーバー方針を構成
します。DBCA の「データベース・サービス」ページでは、インスタンス作業環境の表示の
下に、TAF ポリシーを選択する行も表示されます。この行で、次の説明を参照して、フェイ
ルオーバーおよび再接続方針の作業環境を選択します。

� なし : TAF を使用しません。

� Basic: フェイルオーバー時に接続を確立します。

� 事前接続 : 優先（Preferred）インスタンスへの 1 本の接続と、使用可能（Available）に
選択したバックアップ・インスタンスへのもう 1 本の接続を確立します。

Database Configuration Assistant によるインストール後のデータによるインストール後のデータによるインストール後のデータによるインストール後のデータ
ベース作成ベース作成ベース作成ベース作成

DBCA を使用して、ASM またはクラスタ・ファイル・システムのないスタンドアロン・
モードでデータベースを作成するには、付録 C で説明するように各 RAW デバイスを構成し
ておく必要があります。さらに、Oracle Net Configuration Assistant を起動して Oracle Net
の listener.oraファイルを構成しておく必要があります。

事前構成済データ・ファイルを使用する DBCA テンプレートを選択し、ASM またはクラス
タ・ファイル・システムを使用しない場合、DBCA はデータベースの作成時に、まず各表領
域に対応する RAW デバイスが作成されているかどうかを検証します。RAW デバイスを構
成していなかった場合はこれを構成し、DBCA の「記憶域」ページで DBCA が提示するデ
フォルトのデータ・ファイル名を RAW デバイス名に置き換えてから、データベース作成を
継続する必要があります。

DBCA を起動するには、いずれかのノードの $ORACLE_HOME/binディレクトリで dbcaコ
マンドを入力します。
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Database Configuration Assistant を使用したを使用したを使用したを使用した Real Application 
Clusters データベースの作成データベースの作成データベースの作成データベースの作成

DBCA が最初に表示するのは、RAC 用の「ようこそ」ページです。DBCA を起動した
Oracle ホームがクラスタ環境である場合にのみ、DBCA によって、この RAC 固有の「よう
こそ」ページが表示されます。

DBCA が RAC 用の「ようこそ」ページを表示しない場合、Oracle ホームがクラスタ環境で
あるかどうかを検出できなかったことを示しています。この場合は、OUI インベントリが
/var/opt/oracle/oraInst.locに正しく配置され、oraInventoryが破損していない
ことを確認します。また、CRS ホームの binディレクトリから olsnodesコマンドを実行
して、クラスタウェア診断を行います。このページが表示された場合は、次の手順を実行し
て RAC データベースを作成します。

1. Oracle Real Application Clusters データベースを選択して「次へ」をクリックします。
「操作」ページが表示されます。DBCA は、Oracle ホームから実行しているクラスタ上
に 1 つ以上の RAC データベースが構成されている場合にのみ、「データベース・オプ
ションの構成」、「データベースの削除」、「インスタンス管理」および「サービス管理」
オプションを使用可能にします。

2. 「データベースの作成」を選択して「次へ」をクリックします。「ノードの選択」ページ
が表示されます。

3. DBCA は、デフォルトでローカル・ノードを選択しています。クラスタ・データベース
のメンバーとして構成するノードを選択して「次へ」をクリックします。「データベー
ス・テンプレート」ページが表示されます。クラスタ・インストールの対象とするノー
ドが「ノードの選択」ページに表示されない場合は、olsnodesコマンドによってイン
ベントリ診断およびクラスタウェア診断を実行します。

4. 「データベース・テンプレート」ページのテンプレートには、「カスタム・データベー
ス」、「トランザクション処理」、「データ・ウェアハウス」および「汎用」があります。

「カスタム・データベース」テンプレートには、データ・ファイルまたは特定のタイプ
のアプリケーション用に特別に構成されたオプションは含まれません。特定の用途に構
成されたオプションでデータベースを作成するには、データ・ファイルを含む他のいず
れかのテンプレートを使用します。クラスタ・データベースを作成するために使用する
テンプレートを選択して「次へ」をクリックすると、「データベース識別情報」ページ
が表示されます。

5. クラスタ・データベースのグローバル・データベース名および Oracle システム識別子
（SID）接頭辞を入力して「次へ」をクリックします。「管理オプション」ページが表示
されます。

参照参照参照参照 : 詳細は、DBCA のオンライン・ヘルプを参照してください。
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6. 「管理オプション」ページで、Enterprise Manager を使用してデータベースを管理する
ように選択し、「Grid Control」または「Database Control」オプションを選択できま
す。「Enterprise Manager」を「Grid Control」オプションとともに選択し、DBCA が
ローカル・ノードで実行中の複数のエージェントを検出した場合は、リストから優先
エージェントを選択できます。「Database Control」オプションを選択した場合は、送信
メール・サーバーおよび電子メール・アドレスを指定して、電子メールによる通知を設
定できます。また、バックアップ時刻およびバックアップを実行するユーザーの OS の
資格証明を入力して、日次バックアップを使用可能にできます。選択および必要な情報
の入力後に「次へ」をクリックします。「データベース資格証明」ページが表示されま
す。

7. 「データベース資格証明」ページで、データベースのパスワードを入力します。SYS
ユーザーと SYSTEMユーザーに同じパスワードまたは異なるパスワードを入力できま
す。また、「管理オプション」ページで「Enterprise Manager」を選択している場合は、
DBSNMPと SYSMANに同じパスワードまたは異なるパスワードを入力できます。「すべ
てのアカウントに対して同じパスワードを使用」オプションを選択すると、表示されて
いるユーザーに同じパスワードを割り当てることができます。また、「別のパスワード
を使用」オプションを選択すると、これらのユーザーにそれぞれ異なるパスワードを指
定できます。パスワード情報を入力して「次へ」をクリックすると、「記憶域オプショ
ン」ページが表示されます。

8. 「記憶域オプション」ページで、データベース作成のための記憶域タイプを選択します。
デフォルトのオプションは「クラスタ・ファイル・システム」です。記憶域オプション
を選択して「次へ」をクリックすると、次のページに進みます。「クラスタ・ファイル・
システム」を選択した場合、次のページには「データベース・ファイルの位置」ページ
が表示されます（手順 9 を参照）。「RAW デバイス」を選択すると、次のページには

「リカバリ構成」ページが表示されます（手順 10 を参照）。「Automatic Storage 
Management (ASM)」を選択する場合、次の追加情報を指定します。

a. クラスタ・ノードのいずれにも ASM インスタンスが存在しない場合は、「ASM イ
ンスタンスの作成」ページが表示されます（手順 c を参照）。それ以外の場合は、

「ASM ディスク・グループ」ページが表示されます（手順を d 参照）。

b. ローカル・ノードに ASM インスタンスが存在する場合は、ASM に対する SYS
ユーザーのパスワードの入力を求めるダイアログ・ボックスが表示されます。

c. 必要な ASM インスタンスの作成を開始するには、ASM インスタンスの SYSユー
ザー用のパスワードを指定します。クラスタ・ファイル・システムに Oracle ホー
ムが作成されていれば、ASM インスタンスは SPFILE を使用します。それ以外の場
合は、共有記憶域にあるそれらのインスタンスに対する IFILE または SPFILE を選

注意注意注意注意 : グローバル・データベース名には、30 文字以内の、英字で始まる
文字列を指定できます。SID接頭辞には、1 ～ 5 文字の、同じく英字で始
まる文字列を指定できます。DBCA は、SID接頭辞を使用して、各インス
タンスの ORACLE_SIDに一意の値を生成します。
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択できます。必要な情報を入力した後で、「次へ」をクリックして、ASM インスタ
ンスを作成します。インスタンスが作成されると、「ASM ディスク・グループ」
ページに進みます（手順 d を参照）。

d. 「ASM ディスク・グループ」ページでは、新しいディスク・グループの作成、ディ
スクの既存ディスク・グループへの追加またはデータベース記憶域用のディスク・
グループの選択が可能です。

新しい ASM インスタンスの作成直後は、選択できるディスク・グループがないた
め、「新規作成」をクリックし「ディスク・グループの作成」ページを開いて、新
しいディスク・グループを作成する必要があります（手順 e を参照）。

同様に、ディスク・グループが 1 つ以上表示されるが、新しいディスク・グループ
を追加する場合も、「新規作成」をクリックし、手順 e の説明に従い、「ディスク・
グループの作成」ページで入力を行います。

既存ディスク・グループを使用するが、そのグループにさらにディスクを追加する
場合は、「ディスクの追加」をクリックして、手順 f の指示に従います。

使用可能な ASM ディスク・グループが要件に合うものになったら、データベー
ス・ファイルに使用する ASM ディスク・グループを選択して「次へ」をクリック
し、「データベース・ファイルの位置」ページに進みます（手順 9 を参照）。

e. ディスク・グループ名を入力します。冗長レベルにデフォルト値（標準）を使用し
ない場合、グループ用の冗長レベルをクリックします。候補ディスクのリストから
選択して、ディスク・グループを作成します。手順 g に進みます。

f. 使用するディスク・グループはあるが、そのディスク・グループにさらにディスク
を追加する場合は、グループを選択して「ディスクの追加」をクリックします。候
補ディスクのリストから選択して、ディスク・グループに追加します。手順 g に進
みます。

g. 追加するディスクが検出されない場合は、「ディスク検出パスの変更」をクリック
して検索パスを変更し、選択可能なディスクを検出します。選択ボックスを選択し
て、ステータスが候補または以前（これまで ASM ディスク・グループで使用され
ていないか、現在グループに属していない）であるディスクを選択できます。ス
テータスがメンバーのディスクを選択するには、「強制実行」列を選択する必要が
あります。この列は、現在 ASM ディスク・グループに属しているディスクを選択
したディスク・グループに移動するために表示されます。必要なディスクを選択し

注意注意注意注意 : フラッシュ・リカバリ領域を使用するために、個別に 2 つの ASM
ディスク・グループを作成することをお薦めします。データベース・ファ
イル用とリカバリ領域用です。

参照参照参照参照 : フラッシュ・リカバリ領域の詳細は、『Oracle Database 概要』を
参照してください。
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て「OK」をクリックすると、ディスクがディスク・グループに追加され、「ASM
ディスク・グループ」ページに戻ります。次に進むには、前述の手順 d を参照して
ください。

h. 次のメッセージが表示された場合の手順を示します。

「ファイルoracle_home/bin/oracleはノードnode_listに存在しません。

続行する前にファイルの存在を確認してください。」

このメッセージが表示された場合、クラスタ内で最初に ASM インスタンスを実行
する Oracle ホームが、これらのクラスタ・ノードに作成されていません。ASM の
Oracle ホームをこれらのノードに作成する必要があります。手順については、

『Oracle Real Application Clusters 管理』の「手順 4: Oracle RAC データベース・レ
イヤーでのノードの追加」を参照してください。ただし、その項の手順 5 は実行し
ないでください。OUI は、選択したノードに ASM の Oracle ホームを作成し、これ
らのノードで ASM インスタンスの実行に必要なすべての設定を実行します。

i. 既存の ASM インスタンス node_listがあるノードから DBCA を実行してくださ
い。というメッセージが表示された場合は、ASM 記憶域を使用して RAC データ
ベースを作成しようとしているが、DBCA を実行したノードに ASM インスタンス
が存在しないことを示します。ただし、ASM インスタンスは、そのメッセージの
ノード・リストに表示されるリモート・ノードに存在します。この場合、既存の
ASM インスタンスは、そのリモート・ノードからローカル・ノードへクローニン
グされません。これを解決するには、ノード・リストに表示されるノードから
DBCA を起動し、ASM 記憶域を使用して RAC データベースを作成します。これに
よって、ローカル・ノードの ASM インスタンスがコピーされ、このパラメータお
よび属性が変更され、ASM インスタンスがないクラスタのノード上に ASM インス
タンスが作成されます。

j. ASMホーム asm_homeの ORACLE_BASE がデータベース・ホーム db_homeと一
致していません。ORACLE_BASEを asm_homeに設定して、DBCAを再起動してく
ださい。というメッセージが表示された場合、ASM インスタンスがない RAC デー
タベースに属するノードを選択しています。また、ローカル・ノードの ASM イン
スタンスは、作成するデータベースの Oracle ホームとは異なる Oracle ホームから
実行されています。ASM ホームおよびデータベース・ホームは、両方とも共通の
ORACLE_BASEに存在する必要があります。元の ASM インスタンスを、
ORACLE_BASEを設定せずに作成した場合、ORACLE_BASEを asm_homeに設定し
て DBCA を再起動し、次に進みます。

9. 「データベース・ファイルの位置」ページでは、データベース・ファイル用のファイル
記憶域を選択できます。選択できるファイル記憶域は、テンプレートで指定された位
置、すべてのデータベース・ファイルで共有する位置（これらのファイルは Oracle 
Managed Files にはならない）または共通する位置の Oracle Managed Files です。テン
プレート・オプションを選択しない場合は、既存の ASM ディスク・グループ名または
提供されている領域内のディレクトリ・パス名を入力するか、「参照」をクリックして
選択リストを開きます。
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データベースの REDO ログ・ファイルおよび制御ファイルを多重化する場合は、
「REDO ログおよび制御ファイルの多重化」をクリックして、コピー先を指定します。
多重化したファイルの格納先を指定した後で「OK」をクリックし、「データベース・
ファイルの位置」ページに戻ります。

また、「データベース記憶域」ページを使用して、ファイルの位置を独自の変数に定義
することもできます（手順 14 を参照）。

10.「リカバリ構成」ページでは、「アーカイブの有効化」を選択して、REDO ログをアーカ
イブするように選択できます。ASM または CFS 記憶域を使用している場合は、「リカバ
リ構成」ページで、フラッシュ・リカバリ領域とサイズも選択できます。ASM を使用
している場合、デフォルトでは、フラッシュ・リカバリ領域は ASM ディスク・グルー
プに設定されます。CFS を使用している場合、デフォルトでは、フラッシュ・リカバリ
領域は $ORACLE_BASE/flash_recovery_areaに設定されます。

また、「データベース記憶域」ページを使用して、ファイルの位置を独自の変数に定義
することもできます（手順 14 を参照）。

入力が完了したら「次へ」をクリックします。「データベース・コンテンツ」ページが
表示されます。

11.「データベース・コンテンツ」ページで「カスタム・データベース」オプションを選択
した場合、データベース・コンポーネントおよびそれに関連する表領域の割当てを、選
択または選択解除できます。シード・データベースでは、データベースにサンプル・ス
キーマを含めるかどうか、およびデータベースの作成プロセス内でカスタム・スクリプ
トを実行するかどうかを選択できます。選択が完了したら「次へ」をクリックします。

「データベース・サービス」ページが表示されます。

12.「データベース・サービス」ページでサービスを作成するため、サービス・ツリーを開
きます。ページの左上にグローバル・データベース名が表示されます。グローバル・
データベース名を選択して「追加」をクリックし、データベースにサービスを追加しま
す。「サービスの追加」ダイアログ・ボックスでサービス名を入力して「OK」をクリッ
クするとサービスが追加され、「データベース・サービス」ページに戻ります。

グローバル・データベース名の下にサービス名が表示されます。サービス名を選択する
と、「データベース・サービス」ページの右側に、サービスに対応するサービス作業環
境が表示されます。必要に応じて、サービスに対するインスタンス作業環境（「未使
用」、「優先」または「選択可能」）および TAF 方針を変更します。

この手順を各サービスに対して繰り返し、データベースのサービスの構成が完了したら
「次へ」をクリックします。DBCA は「初期化パラメータ」ページを表示します。

13. デフォルトでは、「初期化パラメータ」ページには基本パラメータのみが表示され、
RAW 記憶域を使用している場合は、パラメータ・ファイル定義の変更のみが可能です。

「初期化パラメータ」ページの各タブには、追加または変更可能な様々な情報が提供さ
れます。

a. 「メモリー」タブ : 選択したデータベース・タイプに基づくデフォルト値を設定する
場合は「標準」をクリックします。メモリー・パラメータに独自の値を設定するに
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は「カスタム」をクリックします。また、「すべての初期化パラメータ」をクリッ
クすると、詳細パラメータの値を参照できます。

DBCA は、このダイアログ・ボックスのパラメータ設定をサーバー・パラメータ・
ファイルに構成するため、表示されているパラメータ設定は慎重に確認してくださ
い。RAC データベースのインスタンス固有のパラメータ設定は、このダイアログ・
ボックスの一番下に表示されます。左側の列にこれらのエントリの sid接頭辞が表
示されます。

インスタンス固有のパラメータ設定を確認するには、ダイアログ・ボックスの右側
のスクロール・バーを使用して、下にスクロールします。「デフォルトの上書き」
列のチェック・ボックスを使用して、そのパラメータ設定をサーバー・パラメー
タ・ファイルに上書きするかどうかを指定します。DBCA は、「すべての初期化パ
ラメータ」ダイアログ・ボックスの「デフォルトの上書き」列にチェック・マーク
が表示されているパラメータ・エントリのみ、サーバー・パラメータ・ファイルに
追加します。

b. 「サイズ指定」タブ : このページで、データベースの標準ブロック・サイズおよびプ
ロセス・カウントを選択します。

c. 「キャラクタ・セット」タブ : このページで、データベース・キャラクタ・セット値
を設定します。

d. 「接続モード」タブ : このタブを使用すると、データベースに対する専用または共有
のデータベース接続を選択できます。

e. 「パラメータ・ファイル」タブ : このタブは、RAW 記憶域を使用している場合にの
み表示されます。このタブで、サーバー・パラメータ・ファイルの位置の RAW デ
バイス名を入力します。

注意注意注意注意 :

� 「インスタンス」列の sidは変更できません。

� このダイアログ・ボックスでは、セルフ・チューニング・パラメータ
を変更できます。ただし、パラメータに不適切な値を設定すると、
Oracle のセルフ・チューニング機能が使用できなくなります。

� DBCA のグローバル・パラメータにインスタンス固有の値は指定でき
ません。

� 現在の DBCA の実行中に、関連するノードをすべて含めていない場
合、CLUSTER_DB_INSTANCESパラメータの値をクラスタ内で使用予
定のインスタンス数に設定する必要があります。

� グローバル・データベース名が 8 文字を超える場合、データベース名
の値（db_nameパラメータ）は、最初の 8 文字に切り捨てられ、
DB_UNIQUE_NAMEパラメータ値が、グローバル名に設定されます。
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「初期化パラメータ」ページですべての作業が完了したら「次へ」をクリックします。
「データベース記憶域」ページが表示されます。

14.「汎用」テンプレートなどの事前定義済データベース・テンプレートを選択した場合、
「データベース記憶域」ページに制御ファイル、データ・ファイルおよび REDO ログが
表示されます。フォルダとフォルダの下のファイル名を選択して、ファイル名を編集し
ます。データ・ファイルを含まない「カスタム・データベース」テンプレートを選択し
た場合には、制御ファイル、表領域、データ・ファイルおよび REDO ログが表示され
ます。表領域のプロパティ（データ・ファイル、表領域のサイズなど）を変更するに
は、表領域のアイコンをクリックしてページの右側のオブジェクト・ツリーを開き、表
領域をクリックします。右側に表領域プロパティのダイアログ・ボックスが表示されま
す。変更して「OK」をクリックします。

RAW 記憶域の「データベース記憶域」ページでファイル名を入力する場合に、環境変
数 DBCA_RAW_CONFIGを設定していないと、デフォルトのデータ・ファイル名が表示
されます。このページでこれらの名前を変更して、各制御ファイル、データ・ファイル
および REDO ログ・グループ・ファイル用の RAW デバイス名を設定します。

「データベース記憶域」ページでのデータ入力を完了して「次へ」をクリックします。
「作成オプション」ページが表示されます。

15.「作成オプション」ページで、次のいずれかのデータベース・オプションを選択して
「終了」をクリックします。

� データベースの作成 : データベースを作成します。

� データベース・テンプレートとして保存 : ユーザー入力、初期化パラメータなどの、
データベース構造を記録するテンプレートを作成します。後でこのテンプレートを
使用してデータベースを作成できます。

� データベース作成スクリプトの生成 : データベース作成スクリプトを生成します。
新規データベースのテンプレートを選択した場合は、このオプションのみが表示さ
れます。

「終了」をクリックすると「サマリー」ダイアログ・ボックスが表示されます。

16.「サマリー」ダイアログ・ボックスの内容を確認して「OK」をクリックし、データベー
スを作成します。

手順 16 を完了すると、DBCA は次の処理を行います。

� 有効な RAC データベースとそのインスタンスの作成

� RAC データ・ディクショナリ・ビューの作成

� クラスタ・データベースのネットワークの構成

� リスナーおよびデータベース・インスタンスを起動し、次に高可用性サービスを起動
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Database Configuration Assistant を使用したを使用したを使用したを使用した Real Application 
Clusters データベースの削除データベースの削除データベースの削除データベースの削除

この項では、DBCA を使用した RAC データベースの削除方法について説明します。この手
順を実行すると、データベースが削除され、データベースの初期化パラメータ・ファイル、
インスタンス、OFA 構造および Oracle ネットワーク構成が削除されます。ただし、RAW デ
バイスまたは RAW パーティションにあるデータ・ファイルは削除されません。

DBCA を使用してデータベースを削除するには、次の作業を行います。

1. $ORACLE_HOME/binディレクトリから dbcaコマンドを実行して、いずれかのノード
で DBCA 起動します。DBCA の「ようこそ」ページが表示されます。

2. 「Oracle Real Application Clusters」を選択して「次へ」をクリックします。

「次へ」をクリックすると「操作」ページが表示されます。

3. 「データベースの削除」を選択して「次へ」をクリックします。DBCA の「クラスタ・
データベースのリスト」ページが表示されます。

4. ユーザー ID およびパスワードにオペレーティング・システムの認証がない場合、「クラ
スタ・データベースのリスト」ページにユーザー名およびパスワードを入力するフィー
ルドが表示されます。このフィールドが表示されたら、SYSDBA 権限のあるユーザー
ID およびパスワードを入力します。

5. 削除するデータベースを選択し、「終了」をクリックします。

「終了」をクリックすると、削除するデータベース名および関連するインスタンスを示
す DBCA のデータベース削除用「サマリー」ダイアログ・ボックスが表示されます。
この「サマリー」ダイアログ・ボックスには、各インスタンスが存在するノードも表示
されます。

6. 「OK」をクリックします。データベース本体と、関連するファイル、サービスおよび環
境設定の削除が開始され、「取消」をクリックすると、操作が中止されます。

「OK」をクリックすると、DBCA は操作を継続して、このデータベースに関連するすべての
インスタンスを削除します。DBCA は、パラメータ・ファイル、パスワード・ファイルおよ
び oratab エントリも削除します。

この時点で、次の作業が完了しました。

� 選択したデータベースのクラスタからの削除

� データベースに割り当てられた高可用性サービスの削除

� データベースの Oracle Net 構成の削除

� OFA ディレクトリ構造のクラスタからの削除

� データ・ファイルの削除（RAW デバイス上に存在しない場合）
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Real Application Clusters のインストー
10

Real Application Clusters のインストール後ののインストール後ののインストール後ののインストール後の

手順手順手順手順

この章では、Oracle Database 10g および Real Application Clusters（RAC）ソフトウェアを
インストールした後に実行する、インストール後の作業について説明します。この章の内容
は次のとおりです。

� インストール後に必要な作業

� インストール後の推奨する作業

注意注意注意注意 : この章では、基本的な構成についてのみ説明します。 より高度な構
成およびチューニング情報については、 『Oracle Database for UNIX 
Systems 管理者リファレンス』と、製品の管理者ガイドおよびチューニン
グ・ガイドを参照してください。
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インストール後に必要な作業
インストール後に必要な作業インストール後に必要な作業インストール後に必要な作業インストール後に必要な作業
インストールを完了したら、次の作業を実行する必要があります。

� Oracle 製品の構成

Oracle 製品の構成製品の構成製品の構成製品の構成
多くの Oracle 製品およびオプションは、初めて使用する前に構成する必要があります。
個々の Oracle Database 10g データベース製品またはオプションを使用する前に、ドキュメ
ント CD-ROM または OTN Web サイトから入手できる、その製品のドキュメント・ライブ
ラリ内のマニュアルを参照してください。

インストール後の推奨する作業インストール後の推奨する作業インストール後の推奨する作業インストール後の推奨する作業
インストールを完了したら、次の作業を行うことをお薦めします。

� root.sh スクリプトのバックアップ

� ユーザー・アカウントの設定

� Enterprise Manager の動作の確認

root.sh スクリプトのバックアップスクリプトのバックアップスクリプトのバックアップスクリプトのバックアップ
インストールの完了後に、root.shスクリプトをバックアップすることをお薦めします。
同じ Oracle ホーム・ディレクトリに他の製品をインストールすると、Oracle Universal 
Installer（OUI）は、インストール中に既存の root.shスクリプトの内容を更新します。元
の root.shスクリプトの情報が必要になった場合は、root.shファイルのコピーから元に
戻すことができます。

ユーザー・アカウントの設定ユーザー・アカウントの設定ユーザー・アカウントの設定ユーザー・アカウントの設定
ユーザー・アカウントを任意に追加する設定の詳細は、『Oracle Database for UNIX Systems
管理者リファレンス』を参照してください。

Enterprise Manager の動作の確認の動作の確認の動作の確認の動作の確認
次のコマンドを実行して、新しくインストールした Real Application Clusters 環境の、
Enterprise Manager の構成を確認します。

srvctl config database -d db_name
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インストール後の推奨する作業
SRVCTL によって、ノード名およびノードのインスタンスが表示されます。次に、リスナー
LISTENER_NODE1を持つインスタンス db1を実行中のノード db1-serverの例を示しま
す。次のコマンドを実行します。

srvctl config database -d db

このコマンドの出力結果は、次のようになります。

db1-server db1 /private/system/db
db2-server db2 /private/system/db

この章の手順を完了すると、第 IV 部で説明する基本的な構成作業を実行できます。
Real Application Clusters のインストール後の手順 10-3



インストール後の推奨する作業
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第第第第 IV 部部部部

 Real Application Clusters 環境の構成環境の構成環境の構成環境の構成

第 IV 部では、 Oracle Database 10g Real Application Clusters （ RAC ）でのサーバー・パラ
メータ・ファイル（ spfile ）の使用方法と、インストールされた構成について説明します。
第 IV 部の内容は次のとおりです。

� 第 11 章「 Real Application Clusters環境でのサーバー・パラメータ・ファイルの構成」 

� 第 12 章「 Real Application Clusters 用にインストールされた構成の理解」
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Real Application Clusters 環境での環境での環境での環境での

サーバー・パラメータ・ファイルの構成サーバー・パラメータ・ファイルの構成サーバー・パラメータ・ファイルの構成サーバー・パラメータ・ファイルの構成

この章では、Real Application Clusters（RAC）環境でのサーバー・パラメータ・ファイル
（SPFILE）の配置および構成について説明します。この章の内容は次のとおりです。

� パラメータ・ファイルおよび Real Application Clusters

� Real Application Clusters でのサーバー・パラメータ・ファイルの使用

� Real Application Clusters でのパラメータ・ファイルの検索順序

� Real Application Clusters 環境でのサーバー・パラメータ・ファイルの移行

� Real Application Clusters でのサーバー・パラメータ・ファイルのエラー

参照参照参照参照 : RAC データ・ウェアハウス環境のパラメータについては『Oracle 
Real Application Clusters 管理』を、パラレル実行に関連するパラメータ
については『Oracle Real Application Clusters 配置およびパフォーマンス』
を参照してください。
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パラメータ・ファイルおよび Real Application Clusters
パラメータ・ファイルおよびパラメータ・ファイルおよびパラメータ・ファイルおよびパラメータ・ファイルおよび Real Application Clusters
Oracle は、パラメータ・ファイルのパラメータ設定を使用して、様々なデータベース・リ
ソースの制御方法を決定します。パラメータの管理には、サーバー・パラメータ・ファイル

（SPFILE）または従来のクライアント側のパラメータ・ファイルの 2 種類のファイルを使用
できます。

SPFILE を使用してパラメータを管理することをお薦めします。クライアント側のパラメー
タ・ファイルを使用する場合、セルフ・チューニングで行ったパラメータの変更は、Oracle
の停止後に保存されません。

Real Application Clusters でのサーバー・パラメータ・ファイルでのサーバー・パラメータ・ファイルでのサーバー・パラメータ・ファイルでのサーバー・パラメータ・ファイル
の使用の使用の使用の使用

デフォルトでは、Oracle は 1 つの SPFILEを基にしてサーバー・パラメータ・ファイルを作
成します。サーバー・パラメータ・ファイルは編集できないバイナリ・ファイルであるた
め、サーバー・パラメータ・ファイルのパラメータ設定は、Oracle Enterprise Manager また
は SQL 文の ALTER SYSTEM SETを使用した場合にのみ変更できます。

以前のリリースの Oracle からアップグレードする場合は、次の項で説明する手順に従って、
RAC のサーバー・パラメータ・ファイルを作成および構成します。

サーバー・パラメータ・ファイルの位置サーバー・パラメータ・ファイルの位置サーバー・パラメータ・ファイルの位置サーバー・パラメータ・ファイルの位置
次に、データベースが PFILEからサーバー・パラメータ・ファイルを作成する場合のデ
フォルトの位置を示します。

$ORACLE_HOME/dbs/spfile$ORACLE_SID.ora 

すべてのインスタンスは同じサーバー・パラメータ・ファイルを使用する必要があるため、
RAW デバイスを使用する場合のサーバー・パラメータ・ファイルのデフォルトの位置は、
RAC データベースには適切ではありません。

このため、次のディレクトリで PFILEを使用することをお薦めします。

$ORACLE_HOME/dbs/init$ORACLE_SID.ora

参照参照参照参照 : クライアント側のパラメータ・ファイルの使用については、
Oracle Database 10g Real Application Clusters のドキュメントを参照して
ください。

注意注意注意注意 : セルフ・チューニング・パラメータの値を変更しないことをお薦
めします。これらの設定を変更すると、パフォーマンスが著しく低下する
場合があります。
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Real Application Clusters でのパラメータ・ファイルの検索順序
このパスは各インスタンス用のものであり、単一の共有初期化パラメータ・ファイルを参照
します。RAW 記憶域を使用する場合は、このファイルに次のエントリが含まれている必要
があります。

SPFILE='/dev/vx/rdsk/oracle_dg/dbspfile'

ただし、クラスタ・ファイル・システムを使用する場合は、かわりに次のファイル位置を使
用します。

SPFILE='$ORACLE_HOME/dbs/spfile.ora'

ASM を使用する場合、ファイル位置は次のようになります。

SPFILE='+disk_group_name/dbunique_name/spfile<dbname>.ora

すべてのインスタンスが、起動時に同じサーバー・パラメータ・ファイルを使用するため
に、SPFILEには同じ値を使用する必要があります。

DBCA を使用してデータベースを作成しサーバー・パラメータ・ファイルを使用する場合
は、「初期化パラメータ」ページで、RAW 記憶域を使用している場合にのみ表示される

「ファイルの場所」タブの下にある「サーバー・パラメータ・ファイル (SPFILE) を作成」を
選択します。次に、「サーバー・パラメータ・ファイル名」フィールドに、共有ファイル・
システムのファイル名または RAW デバイスのパス名を入力します。

Real Application Clusters でのパラメータ・ファイルの検索順序でのパラメータ・ファイルの検索順序でのパラメータ・ファイルの検索順序でのパラメータ・ファイルの検索順序
パラメータ・ファイルは、次の順序で検索されます。

1. $ORACLE_HOME/dbs/spfilesid.ora

2. $ORACLE_HOME/dbs/spfile.ora

3. $ORACLE_HOME/dbs/initsid.ora 

注意注意注意注意 : DBCA を使用してサーバー・パラメータ・ファイルを作成する場
合、デフォルトの PFILEファイル名は
$ORACLE_HOME/dbs/init$ORACLE_SID.oraです。
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Real Application Clusters 環境でのサーバー・パラメータ・ファイルの移行
Real Application Clusters 環境でのサーバー・パラメータ・ファ環境でのサーバー・パラメータ・ファ環境でのサーバー・パラメータ・ファ環境でのサーバー・パラメータ・ファ
イルの移行イルの移行イルの移行イルの移行

サーバー・パラメータ・ファイルを移行するには、この項で説明する手順でサーバー・パラ
メータ・ファイルを作成および編集します。

Real Application Clusters でのサーバー・パラメータ・ファイルの配置でのサーバー・パラメータ・ファイルの配置でのサーバー・パラメータ・ファイルの配置でのサーバー・パラメータ・ファイルの配置
単一ノードのクラスタ対応の構成の場合、またはクラスタ・ファイル・システムを使用して
いる場合は、ファイル・システム上にサーバー・パラメータ・ファイルを置きます。それ以
外の場合は、5MB 以上の共有 RAW デバイスにサーバー・パラメータ・ファイルを置きま
す。

サーバー・パラメータ・ファイルへの移行手順サーバー・パラメータ・ファイルへの移行手順サーバー・パラメータ・ファイルへの移行手順サーバー・パラメータ・ファイルへの移行手順
次の手順に従って、サーバー・パラメータ・ファイルへ移行します。

1. すべての共有 IFILE の内容をそのままコピーして、すべてのインスタンスの初期化パラ
メータ・ファイルを、単一の initdbname.oraファイルに結合します。IFILEパラ
メータ・ファイルに定義されているすべてのパラメータはグローバルです。このため、
sid接頭辞なしで「パラメータ = 値」として作成します。

2. 次の構文を使用して、initsid.oraファイルからインスタンス固有のすべてのパラ
メータ定義をコピーします。sidはインスタンス識別子です。

sid.parameter=value 

3. クラスタ・ファイル・システムを使用している場合は、CREATE SPFILE文を使用し
て、サーバー・パラメータ・ファイルを作成します。次に例を示します。

CREATE SPFILE='?/dbs/spfile_dbname.ora'
FROM PFILE='?/dbs/initdbname.ora'

ASM を使用する場合は、次の構文を使用してサーバー・パラメータ・ファイルを作成
します。

CREATE SPFILE='/+disk_group_name/db_uniquename/spfiledbname.ora'
FROM PFILE='?/dbs/initdbname.ora'

RAW 記憶域を使用する場合は、次の構文を使用して RAW デバイスにサーバー・パラ
メータ・ファイルを作成します。

CREATE SPFILE='/dev/vx/rdsk/oracle_dg/dbspfile' 
FROM PFILE='?/dbs/initdbname.ora'
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Real Application Clusters でのサーバー・パラメータ・ファイルのエラー
これらの文は、IFILE をマージして作成した結合済の initdbname.ora ファイルを読み取
り、パラメータの設定を、マージしたファイルからサーバー・パラメータ・ファイルに
転送します。

4. 次の例に示すとおり、STARTUPコマンドを実行してサーバー・パラメータ・ファイル
を使用することをお薦めします。

STARTUP PFILE=$ORACLE_HOME/dbs/initsid.ora

ファイル initsid.oraには、次のエントリが含まれます。

SPFILE='/dev/vx/rdsk/oracle_dg/dbspfile'

この STARTUPコマンド構文を使用する場合、Oracle は initsid.ora に指定されている
サーバー・パラメータ・ファイルのエントリを使用します。

Real Application Clusters でのサーバー・パラメータ・ファイルでのサーバー・パラメータ・ファイルでのサーバー・パラメータ・ファイルでのサーバー・パラメータ・ファイル
のエラーのエラーのエラーのエラー

Oracle は、サーバー・パラメータ・ファイルの作成中または起動時のファイルの読取り中に
発生するエラーをレポートします。パラメータの更新時にエラーが発生した場合、Oracle は
ALERT.LOGファイルにエラーを記録し、ファイルに対するパラメータの残りの更新を行い
ません。このエラーが発生した場合は、次のいずれかを選択できます。

� インスタンスを停止し、サーバー・パラメータ・ファイルをリカバリし、インスタンス
を再起動する。

� 残りのパラメータの更新は行わずに、インスタンスの実行を続ける。

Oracle は、ALTER SYSTEM SET文を誤って使用して行ったパラメータ変更のエラーを表示
します。Oracle は、サーバー・パラメータ・ファイルに対する読取りまたは書込み時にエ
ラーが発生した場合に、この処理を行います。

参照参照参照参照 : SPFILE のバックアップ方法の詳細は、『Oracle Real Application 
Clusters 管理』を参照してください。
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Real Application Clusters でのサーバー・パラメータ・ファイルのエラー
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Real Application Clusters 用にインストールされた構成
12

Real Application Clusters 用にインストール用にインストール用にインストール用にインストール

された構成の理解された構成の理解された構成の理解された構成の理解

この章では、Real Application Clusters（RAC）用にインストールされた構成について説明
します。この章の内容は次のとおりです。

� Real Application Clusters に構成された環境の理解 

� Real Application Clusters の Oracle Cluster Registry

� Real Application Clusters 用の oratab ファイル構成

� Database Configuration Assistant で作成したデータベース・コンポーネント

� Real Application Clusters での UNDO 表領域の管理

� 初期化パラメータ・ファイル

� Real Application Clusters でのサービス登録関連パラメータの構成 

� リスナー・ファイル（listener.ora）の構成

� ディレクトリ・サーバー・アクセス（ldap.ora ファイル）

� ネット・サービス名（tnsnames.ora ファイル）

� プロファイル（sqlnet.ora ファイル）
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Real Application Clusters に構成された環境の理解
Real Application Clusters に構成された環境の理解に構成された環境の理解に構成された環境の理解に構成された環境の理解
Oracle Net Configuration Assistant（NetCA）および Database Configuration Assistant

（DBCA）は、Real Application Clusters データベースの作成および Enterprise Manager 検出
に必要な要件を満たすように環境を構成します。

Real Application Clusters のののの Oracle Cluster Registry
Database Configuration Assistant は、作成するクラスタ・データベースの構成情報を格納す
るために、Oracle Cluster Registry（OCR）を使用します。OCR は、クラスタ・ファイル・
システム環境内で共有されます。クラスタ・ファイル・システムを使用しない場合は、この
ファイルを共有 RAW デバイスにする必要があります。CRS のインストール時に、
CRS_home/root.shスクリプトによって OCR が初期化されます。

Real Application Clusters 用の用の用の用の oratab ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成
Oracle は、oratab構成ファイルに各 RAC データベースのエントリを作成します。Oracle 
Enterprise Manager は、サービス検出時に、このファイルを使用して RAC データベースの
名前を確認します。また、再起動時にそのデータベースを自動的に起動するかどうかも確認
します。データベースのエントリの構文は、次のとおりです。

db_unique_name:$ORACLE_HOME:N

db_unique_nameは、RAC データベースのデータベース名、$ORACLE_HOMEは、データ
ベースへのディレクトリ・パス、Nは、システムの再起動時にデータベースを起動しないこ
とを示します。たとえば、データベース名 dbのエントリは、次のとおりです。

db:/private/system/db:N

注意注意注意注意 : 構成ファイルは、クラスタ・データベースの各ノードに作成され
ます。

注意注意注意注意 : 前述の例およびこの章で使用している db_nameという表記は、
DBCA のプロンプトで入力したデータベース名、または CREATE 
DATABASE文の DATABASEキーワードに対して作成したエントリを表し
ます。
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Database Configuration Assistant で作成したデータベース・コンポーネント
Database Configuration Assistant で作成したデータベース・コンで作成したデータベース・コンで作成したデータベース・コンで作成したデータベース・コン
ポーネントポーネントポーネントポーネント

この項では、DBCA によって作成されたデータベース・コンポーネントについて説明しま
す。内容は次のとおりです。

� 表領域およびデータ・ファイル

� 制御ファイル

� REDO ログ・ファイル

表領域およびデータ・ファイル表領域およびデータ・ファイル表領域およびデータ・ファイル表領域およびデータ・ファイル
シングル・インスタンス環境用、およびクラスタ・データベース環境用の Oracle データ
ベースはいずれも、表領域というより小さな論理領域に分割されています。各表領域は、
ディスクに格納されている 1 つ以上のデータ・ファイルに対応しています。表 12-1 に、
RAC データベースで使用する表領域名、およびその表領域に含まれるデータの種類を示し
ます。

Oracle Universal Installer で事前構成済データベース構成オプションを使用する場合、これ
らの表領域名は変更できません。ただし、カスタマイズしたデータベース作成方法を使用す
る場合は、表領域名を変更できます。

表表表表 12-1  Real Application Clusters データベースで使用する表領域名データベースで使用する表領域名データベースで使用する表領域名データベースで使用する表領域名

表領域名表領域名表領域名表領域名 内容内容内容内容

SYSTEM データベースに必要な表、ビューおよびストアド・プロシージャの定義を含む、デー
タ・ディクショナリで構成されます。この表領域内の情報は自動的にメンテナンスされ
ます。

SYSAUX 補助システム表領域で、DRSYS（OracleText 用のデータを含む）、CWMLITE（OLAP ス

キーマを含む）、XDB（XML 機能用）、ODM（Oracle Data Mining 用）、TOOLS
（Enterprise Manager 表を含む）、INDEX、EXAMPLEおよび OEM-REPO表領域を含みま

す。

USERS アプリケーション・データで構成されます。表を作成しデータを入力するにつれて、こ
の領域にデータが書き込まれます。

TEMP SQL 文の処理時に作成された一時表および索引が含まれます。非常に大規模な表に対す

る ANALYZE COMPUTE STATISTICSのように大量のソートが必要な SQL 文、あるい

は GROUP BY、ORDER BYまたは DISTINCTを含む SQL 文を実行する場合に、この表

領域の拡張が必要な場合があります。

UNDOTBSn DBCA が自動 UNDO 管理用に作成する、インスタンスごとの UNDO 表領域です。

RBS 自動 UNDO 管理を使用しない場合、Oracle はロールバック・セグメント用に RBS表領

域を使用します。
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Real Application Clusters での UNDO 表領域の管理
前述のとおり、各表領域には 1 つ以上のデータ・ファイルがあり、事前構成済データベース
のデータ・ファイルの名前を求めるプロンプトが表示されます。

制御ファイル制御ファイル制御ファイル制御ファイル
データベースは、共有記憶域に格納されている 2 つの制御ファイルを使用して設定されてい
ます。

REDO ログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイル
各インスタンスは、共有記憶域に格納されている 2 つ以上の REDO ログ・ファイルを使用
して設定されています。クラスタ・ファイル・システムを選択した場合、これらのファイル
は共有ファイル・システムのファイルです。クラスタ・ファイル・システムを使用しない場
合、これらのファイルは RAW デバイスです。ASM を使用する場合、これらのファイルは、
ASM ディスク・グループに格納されます。

事前構成済データベース構成オプションによって作成される REDO ログ・ファイルのファ
イル名は、記憶域タイプによって異なります。クラスタ・ファイル・システムを使用してい
ない場合は、RAW デバイス名を入力する必要があります。

RAW デバイスを使用している場合にカスタマイズしたデータベース作成方法を使用するに
は、「データベース記憶域」ページで REDO ログ・ファイルを指定し、デフォルトのファイ
ル名を正しい RAW デバイス名またはシンボリック・リンク名に置き換えます。

Real Application Clusters でのでのでのでの UNDO 表領域の管理表領域の管理表領域の管理表領域の管理 
Oracle は、UNDO 表領域に、ロールバック情報や UNDO 情報を格納します。UNDO 表領
域を管理するには、自動 UNDO 管理を使用することをお薦めします。自動 UNDO 管理は、
手動 UNDO 管理より簡単に管理できる、自動化された UNDO 表領域管理モードです。

初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル
サーバー・パラメータ・ファイル（SPFILE）を使用することをお薦めします。このファイル
は、共有ディスクのサーバーにあり、クラスタ・データベースのすべてのインスタンスは、
このパラメータ・ファイルにアクセスできます。

参照参照参照参照 : UNDO 表領域の管理については、『Oracle Real Application 
Clusters 管理』を参照してください。

参照参照参照参照 : パラメータ・ファイルの作成および使用については、第 11 章
「Real Application Clusters 環境でのサーバー・パラメータ・ファイルの構
成」を参照してください。
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Real Application Clusters でのサービス登録関連パラメータの構成
Real Application Clusters でのサービス登録関連パラメータの構成でのサービス登録関連パラメータの構成でのサービス登録関連パラメータの構成でのサービス登録関連パラメータの構成
RAC の主要な 2 つのメリットは、接続時ロード・バランシング機能とフェイルオーバー機
能です。RAC では、シングル・インスタンスの Oracle データベースのロード・バランシン
グ機能（接続がローカル・ディスパッチャ間で分散される）が拡張され、1 つのクラスタ・
データベース内のすべてのインスタンス間で接続数が平衡化されます。さらに、RAC の
フェイルオーバー機能は、複数のノード上で複数のリスナーを構成し、同じデータベース・
サービスに対するクライアント接続要求を管理します。接続時ロード・バランシング機能と
フェイルオーバー機能では、クラスタ・データベース内の冗長なリソースが活用できるた
め、可用性が向上します。ただし、これらの機能にはインスタンス間登録が必要です。

RAC でのインスタンス間登録が発生するのは、インスタンスの PMON プロセスが、ローカ
ル・リスナーおよび他のすべてのリスナーに登録された場合です。この場合、クラスタ・
データベース内のすべてのインスタンスが、クラスタ・データベースのインスタンスが実行
されているノードで動作しているすべてのリスナーに登録されます。これによって、すべて
のリスナーがすべてのインスタンス間で接続を管理でき、ロード・バランシングとフェイル
オーバーの両方が可能となります。

インスタンス間登録では、LOCAL_LISTENER初期化パラメータと REMOTE_LISTENER初期
化パラメータの構成が必要です。LOCAL_LISTENERパラメータはローカル・リスナーを識
別し、REMOTE_LISTENERパラメータはリスナーのグローバル・リストを識別します。
REMOTE_LISTENERパラメータは動的です。インスタンスの追加や削除などクラスタ・デー
タベースを再構成すると、Oracle は、REMOTE_LISTENERの設定を動的に変更します。

DBCA がデフォルトで構成するのは、専用サーバーを使用する環境のみです。ただし、
DBCA で共有サーバー・オプションを選択すると、Oracle は共有サーバーを構成します。こ
の場合、Oracle は専用サーバーと共有サーバーの両方のプロセスを使用します。共有サー
バーが構成されると、DISPATCHERSパラメータは、次の例に示すように指定されます。

DISPATCHERS="(protocol=tcp)"

DISPATCHERS初期化パラメータの LISTENER属性が前述の例のように指定されていない場
合、PMON プロセスは、すべてのディスパッチャに関する情報を、LOCAL_LISTENERパラ
メータと REMOTE_LISTENERパラメータで指定されているリスナーに登録します。

ただし、LISTENER属性が指定されている場合、PMON プロセスはディスパッチャ情報を、
その LISTENER属性に指定されているリスナーに登録します。この場合は、LISTENER属
性の設定によって、指定したディスパッチャの REMOTE_LISTENERの設定値が、次の例に
示すように変更されます。

DISPATCHERS="(protocol=tcp)(listener=listeners_db_name)"

参照参照参照参照 : インスタンス間登録、共有サーバーと専用サーバーの構成、およ
び接続時ロード・バランシングの詳細は、『Oracle Net Services 管理者ガ
イド』を参照してください。
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リスナー・ファイル（listener.ora）の構成
リスナー・ファイル（リスナー・ファイル（リスナー・ファイル（リスナー・ファイル（listener.ora）の構成）の構成）の構成）の構成
次の項で説明するとおり、listener.oraファイルの 2 種類のリスナーを構成できます。

� ローカル・リスナー

� 複数のリスナー

� Oracle によるリスナー（listener.ora ファイル）の使用

ローカル・リスナーローカル・リスナーローカル・リスナーローカル・リスナー
DBCA の「初期化パラメータ」ページの「接続モード」タブを使用して専用サーバー・モー
ドを構成した場合、リスナーでデフォルト以外のアドレス・ポートを使用すると、DBCA に
よって LOCAL_LISTENERパラメータが自動的に構成されます。

REMOTE_LISTENER初期化パラメータを設定して専用サーバー・モードを構成している場合
は、インスタンス固有の LOCAL_LISTENER初期化パラメータも構成する必要があります。

たとえば、LOCAL_LISTENERパラメータを構成するには、次のエントリを初期化パラメー
タ・ファイルに追加します。この例では、listener_sidは、tnsnames.oraファイルま
たは Oracle Names Server を通じてリスナー・アドレスに変換されます。

sid.local_listener=listener_sid

tnsnames.oraファイルには、次のエントリが必要です。

listener_sid=(address=(protocol=tcp)(host=node1-vip)(port=1522))

複数のリスナー複数のリスナー複数のリスナー複数のリスナー
DBCA がノードで複数のリスナーを検出した場合、リスナーのリストが表示されます。デー
タベースに登録するリスナーを 1 つまたはすべて選択できます。

Oracle によるリスナー（によるリスナー（によるリスナー（によるリスナー（listener.ora ファイル）の使用ファイル）の使用ファイル）の使用ファイル）の使用
サービスは、クライアント・アプリケーションのかわりに接続要求を受信するサーバー上で
プロセスを実行し、リスナー・ファイルのエントリを使用して、セッションを調整します。
リスナーは、データベース・サービスまたはデータベース以外のサービスのプロトコル・ア
ドレスに送信された接続要求に応答するように構成されています。

データベース・サービスまたはデータベース以外のサービスのプロトコル・アドレスは、リ
スナー構成ファイル listener.ora内に構成されます。同じアドレスで構成されたクライ
アントは、リスナーを通じてサービスに接続できます。
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リスナー・ファイル（listener.ora）の構成
事前構成済データベース構成のインストール中に、Oracle Net Configuration Assistant は
LISTENER NODENAMEというデフォルトのリスナーを作成して起動します。リスナーは、
データベースおよび外部プロシージャ用のデフォルトのプロトコル・リスニング・アドレス
で構成されます。カスタマイズ・インストールでは、Oracle Net Configuration Assistant か
ら 1 つ以上のリスナーの作成を求めるプロンプトが表示されます。このリスナーは、指定し
た 1 つのプロトコル・アドレスおよび外部プロシージャのアドレスに送信された接続要求に
応答するように構成されます。

両方のインストール・モードでは、RAC データベースおよび外部プロシージャについての
サービス情報が構成されます。Oracle Database 10g リリース 1（10.1）では、データベー
ス・サービスは、サービス名、インスタンス名、負荷情報などをリスナーに自動的に登録し
ます。

この機能はサービス登録と呼ばれ、listener.oraファイルの構成は必要ありません。リ
スナーを作成すると、Oracle Net Configuration Assistant がリスナーを起動します。node1
という名前のインスタンスのエントリを持つ listener.oraファイルの例を次に示します。

listener_node1= 
  (description= 
    (address=(protocol=ipc)(key=extproc))
    (address=(protocol=tcp)(host=node1-vip)(port=1521))
    (address=(protocol=tcp)(host=node1-ip)(port=1521)))
sid_list_listener_node1= 
  (sid_list= 
    (sid_desc= 
      (sid_name=plsextproc) 
      (oracle_home=/private/system/db) 
      (program=extproc)

リスナー登録およびリスナー登録およびリスナー登録およびリスナー登録および PMON 検出検出検出検出
Oracle インスタンスの起動後にリスナーが起動し、リスナーがサービス登録用にリストされ
ると、次の PMON 検出ルーチンが実行されるまで、登録は行われません。デフォルトでは、
PMON 検出ルーチンは 60 秒間隔で実行されます。

60 秒の遅延を変更するには、SQL 文 ALTER SYSTEM REGISTER を使用します。この文に
よって、PMON はすぐにサービスを登録します。

リスナーの起動直後にこの文を実行するスクリプトを作成することをお薦めします。リス
ナーが起動され、インスタンスがすでに登録されている場合、またはリスナーが停止してい
る場合にこの文を実行しても、何も処理されません。

参照参照参照参照 :  リスナーおよび listener.oraファイルの詳細は、『Oracle Net 
Services 管理者ガイド』を参照してください。
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ディレクトリ・サーバー・アクセス（ldap.ora ファイル）
ディレクトリ・サーバー・アクセス（ディレクトリ・サーバー・アクセス（ディレクトリ・サーバー・アクセス（ディレクトリ・サーバー・アクセス（ldap.ora ファイル）ファイル）ファイル）ファイル）
カスタマイズ・インストール中に、Oracle Net Configuration Assistant を使用して
Lightweight Directory Access Protocol（LDAP）対応のディレクトリ・サーバーへのアクセ
スを構成すると、ldap.oraファイルが作成されます。ldap.oraファイルには、次の情報
が含まれます。

� ディレクトリのタイプ

� ディレクトリの位置

� 管理コンテキスト（サーバーは、ここからネット・サービス名およびデータベース・
サービス・エントリを検索、作成および修正可能）

ネット・サービス名（ネット・サービス名（ネット・サービス名（ネット・サービス名（tnsnames.ora ファイル）ファイル）ファイル）ファイル）
tnsnames.oraファイルは、ネット・サービス名を持つ各ノードに作成されます。接続識
別子は、接続記述子にマップされる識別子です。接続記述子には、次の情報が含まれます。

� プロトコル・アドレスを介するリスナーの位置を含む、サービスへのネットワーク・
ルート

� Oracle8i リリース 8.1 以上の SERVICE_NAMEまたは Oracle8i リリース 8.1 より前の SID

参照参照参照参照 : ディレクトリ・ネーミング構成およびディレクトリ・サーバー・
アクセス構成の詳細は、『Oracle Net Services 管理者ガイド』を参照して
ください。

注意注意注意注意 : 指定できるサービス名は 1 つのみであるため、tnsnames.oraで
使用する SERVICE_NAMEパラメータは 1 つです。
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ネット・サービス名（tnsnames.ora ファイル）
DBCA は、接続用のネット・サービス名を表 12-2 に示すように作成します。

表表表表 12-2  ネット・サービス名の接続ネット・サービス名の接続ネット・サービス名の接続ネット・サービス名の接続

ネット・ネット・ネット・ネット・
サービス名サービス名サービス名サービス名
のタイプのタイプのタイプのタイプ 説明説明説明説明

データベー
ス接続

データベースのインスタンスに接続するクライアントは、そのデータベースのネット・サービス名の
エントリを使用します。このエントリによって、Oracle Enterprise Manager は、RAC データベースを

検出できます。

リスナー・アドレスは、データベースのインスタンスを実行する各ノードに構成されます。
LOAD_BALANCEオプションによって、アドレスがランダムに選択されます。選択したアドレスに障害

がある場合は、FAILOVERオプションによって、接続要求が次のアドレスにフェイルオーバーされま

す。したがって、インスタンスに障害が発生しても、クライアントは別のインスタンスを使用して接
続を維持できます。

次の例では、クライアントは db.us.oracle.comを使用して、ターゲット・データベースの

db.us.oracle.comに接続します。

db.us.acme.com= 
 (description= 
  (load_balance=on)
   (address=(protocol=tcp)(host=node1-vip)(port=1521)
   (address=(protocol=tcp)(host=node2-vip)(port=1521) 
  (connect_data=
     (service_name=db.us.acme.com)))

注意注意注意注意 : FAILOVER=ONは、デフォルトでアドレスのリストに設定されます。このため、FAILOVER=ON
パラメータを明示的に指定する必要はありません。

8 文字（DB_DOMAINは含まず）を超えるグローバル・データベース名を入力して DB_UNIQUE_NAME
を設定すると、次のようなネット・サービス・エントリが作成されます。

mydatabase.us.acme.com=
  (description =
     (address = (protocol = tcp)(host = node1-vip)(port = 1521))
     (address = (protocol = tcp)(host = node2-vip)(port = 1521))
  (load_balance = yes)
     (connect_data =
   (server = dedicated)
   (service_name = mydatabase.us.acme.com)
   )
   )
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ネット・サービス名（tnsnames.ora ファイル）
インスタン
ス接続

データベースの特定のインスタンスに接続するクライアントは、そのインスタンスのネット・サービ
ス名のエントリを使用します。このエントリを使用すると、たとえば、Oracle Enterprise Manager で
は、クラスタ内のインスタンスを検出できます。これらのエントリは、インスタンスの起動および停
止にも使用されます。

次の例では、Oracle Enterprise Manager は db1.us.acme.comを使用して、db1-server上の db1 
という名前のインスタンスに接続します。

db1.us.acme.com=
 (description= 
  (address=(protocol=tcp)(host=node1-vip)(port=1521))
  (connect_data= 
    (service_name=db.us.acme.com)
    (instance_name=db1)))

リモート・
リスナー

12-5 ページの「Real Application Clusters でのサービス登録関連パラメータの構成」で説明したよう

に、REMOTE_LISTENERパラメータは動的なパラメータで、リスナーのグローバル・リストを指定し

ます。クラスタ・データベースを再構成すると、Oracle は REMOTE_LISTENERの設定を変更します。

使用中のサーバーが共有か専用かに関係なく、リモート・リスナーのリストは、REMOTE_LISTENERS
パラメータを使用して指定されます。次に例を示します。

REMOTE_LISTENERS=listeners_db_unique_name

これによって、インスタンスは、他のノード上のリモート・リスナーに登録でき、
listeners_db_unique_name は、tnsnames.oraファイルなどのネーミング・メソッドを介して解決

されます。

次の例では、 listeners_db.us.acme.comは、クラスタ・データベースにインスタンスが含まれて

いるノードで使用可能なリスナーのリストに解決されます。

listeners_db.us.acme.com= 
(address_list=
   (address=(protocol=tcp)(host=node1-vip)(port=1521))
   (address=(protocol=tcp)(host=node2-vip)(port=1521)))

インスタンスでは、このリストを使用して、情報を登録するリモート・リスナーのアドレスを確認し
ます。

表表表表 12-2  ネット・サービス名の接続ネット・サービス名の接続ネット・サービス名の接続ネット・サービス名の接続（続き）（続き）（続き）（続き）

ネット・ネット・ネット・ネット・
サービス名サービス名サービス名サービス名
のタイプのタイプのタイプのタイプ 説明説明説明説明
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ネット・サービス名（tnsnames.ora ファイル）
デフォルト
以外のリス
ナー

12-6 ページの「ローカル・リスナー」および 12-6 ページの「複数のリスナー」で説明したように、デ

フォルト以外のリスナーが構成される場合、LOCAL_LISTENERパラメータは initsid.oraファイ

ルに設定されます。次に例を示します。

sid.local_listener=listener_sid

listener_sidは、tnsnames.oraファイルなどのネーミング・メソッドを介してリスナー・アド

レスに解決されます。

次の例では、listener_db1.us.acme.comは、デフォルト以外のリスナー・アドレスに解決されま

す。

listener_db1.us.acme.com= 
   (address=(protocol=tcp)(host=node1-vip)(port=1522))

表表表表 12-2  ネット・サービス名の接続ネット・サービス名の接続ネット・サービス名の接続ネット・サービス名の接続（続き）（続き）（続き）（続き）

ネット・ネット・ネット・ネット・
サービス名サービス名サービス名サービス名
のタイプのタイプのタイプのタイプ 説明説明説明説明
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ネット・サービス名（tnsnames.ora ファイル）
サービスの
エントリ

DBCA の「サービス」ページを使用して高可用性サービスを構成すると、次のようなネット・サービ

ス・エントリが作成されます。次の例に示す 3 つのサービス db_svc1、db_svc2 および db_svc3 には、

それぞれ NONE、BASIC および PRECONNECT という TAF ポリシーがあります。

db_svc1.us.acme.com= 
  (description = 
    (address=(protocol=tcp)(host=node1-vip)(port=1521)) 
    (address=(protocol=tcp)(host=node2-vip)(port=1521))
    (load_balance=yes) 
    (connect_data=
        (server = dedicated) 
        (service_name = db_svc1.us.acme.com) 
  )
  )

db_svc2.us.acme.com= 
  (description=
    (address=(protocol=tcp)(host=node1-vip)(port=1521)) 
    (address=(protocol=tcp)(host=node2-vip)(port=1521)) 
    (load_balance=yes) 
    (connect_data =
        (server = dedicated)
        (service_name=db_svc2.us.acme.com)
        (failover_mode =
        (type=select)
        (method=basic)
           (retries=180)
           (delay=5)
     )
     )
     )

db_svc3.us.acme.com=
    (description=
      (address=(protocol=tcp)(host=node1-vip)(port=1521))
      (address=(protocol=tcp)(host=node2-vip)(port=1521))
      (load_balance=yes)
      (connect_data=
        (server=dedicated)
        (service_name=db_svc3.us.acme.com)
        (failover_mode=
        (backup=db_svc3_preconnect.us.acme.com)
        (type=select)
        (method=preconnect)
        (retries=180)
        (delay=5)
   )
   )
   )

表表表表 12-2  ネット・サービス名の接続ネット・サービス名の接続ネット・サービス名の接続ネット・サービス名の接続（続き）（続き）（続き）（続き）

ネット・ネット・ネット・ネット・
サービス名サービス名サービス名サービス名
のタイプのタイプのタイプのタイプ 説明説明説明説明
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ネット・サービス名（tnsnames.ora ファイル）
例例例例 12-1 tnsnames.ora ファイルの例ファイルの例ファイルの例ファイルの例

事前構成済データベース構成のインストール時に構成された tnsnames.oraファイルの例
を次に示します。

db.us.acme.com= 
 (description= 
  (load_balance=on)
   (address=(protocol=tcp)(host=node1-vip)(port=1521))
   (address=(protocol=tcp)(host=node2-vip)(port=1521))
  (connect_data=
     (service_name=db.us.acme.com)))

db1.us.acme.com=

サービスの
エントリ
（続き）

サービスに PRECONNECTという TAF ポリシーがある場合、service_name_preconnect net 
serviceエントリも作成されます。次に例を示します。

db_svc3_preconnect.us.acme.com =
  (description =
    (address = (protocol = tcp)(host = node1-vip)(port = 1521))
    (address = (protocol = tcp)(host = node2-vip)(port = 1521))
    (load_balance = yes)
    (connect_data =
      (server = dedicated)
      (service_name = ktest_svc3_preconnect.us.amce.com)
      (failover_mode =
        (backup = db_svc3.us.acme.com)
        (type = select)
        (method = basic)
        (retries = 180)
        (delay = 5)
      )
    )
  )

外部プロ
シージャ

外部プロシージャに接続するためのエントリです。これによって、Oracle Database 10g データベース

は、外部プロシージャに接続できます。

extproc_connection_data.us.acme.com= 
 (description= 
  (address_list= 
    (address=(protocol=ipc)(key=extproc0))
  (connect_data= 
    (sid=plsextproc)))

表表表表 12-2  ネット・サービス名の接続ネット・サービス名の接続ネット・サービス名の接続ネット・サービス名の接続（続き）（続き）（続き）（続き）

ネット・ネット・ネット・ネット・
サービス名サービス名サービス名サービス名
のタイプのタイプのタイプのタイプ 説明説明説明説明
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プロファイル（sqlnet.ora ファイル）
 (description=
  (address=(protocol=tcp)(host=node1-vip)(port=1521))
  (connect_data= 
    (service_name=db.us.acme.com)
    (instance_name=db1)))

db2.us.acme.com= 
 (description= 
  (address=(protocol=tcp)(host=node2-vip)(port=1521))
  (connect_data= 
    (service_name=db.us.acme.com)
    (instance_name=db2)))

listeners_db.us.acme.com= 
(address_list=
   (address=(protocol=tcp)(host=node1-vip)(port=1521))
   (address=(protocol=tcp)(host=node2-vip)(port=1521)))

extproc_connection_data.us.acme.com= 
 (description=
  (address_list=
    (address=(protocol=ipc)(key=extproc)))
  (connect_data=
    (sid=plsextproc)
    (presentation=RO)))

プロファイル（プロファイル（プロファイル（プロファイル（sqlnet.ora ファイル）ファイル）ファイル）ファイル）
sqlnet.oraファイルは、次のものを使用して自動的に構成されます。

� コンピュータのドメイン

このドメインは、修飾されていないネット・サービス名に自動的に追加されます。たと
えば、デフォルトのドメインが us.acme.comに設定されている場合、Oracle は、接続
文字列 CONNECT scott/tiger@dbの dbを、db.us.acme.comとして解決します。

� 名前を接続記述子に解決するためにサーバーが使用するネーミング・メソッド

ネーミング・メソッドの順序は、ディレクトリ・ネーミング（カスタマイズ・インス
トールの場合のみ）、tnsnames.oraファイル、Oracle Names Server およびホスト・
ネーミングです。

参照参照参照参照 : tnsnames.oraファイルの詳細は、『Oracle Net Services 管理者
ガイド』を参照してください。
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プロファイル（sqlnet.ora ファイル）
事前構成済データベース構成のインストール時に作成された sqlnet.oraファイルの例を
次に示します。

names.default_domain=us.acme.com
names.directory_path=(tnsnames, onames,hostname)

参照参照参照参照 : sqlnet.oraファイルの詳細は、『Oracle Net Services 管理者ガイ
ド』を参照してください。
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プロファイル（sqlnet.ora ファイル）
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第第第第 V 部部部部

 Real Application Clusters のインストールのインストールのインストールのインストール

および構成に関するリファレンス情報および構成に関するリファレンス情報および構成に関するリファレンス情報および構成に関するリファレンス情報

第 V 部では、Real Application Clusters（RAC）のインストールおよび構成に関するリファ
レンス情報について説明します。第 V 部の内容は次のとおりです。

� 付録 A「Real Application Clusters のインストール・プロセスに関するトラブルシュー
ティング」

� 付録 B「スクリプトを使用した Real Application Clusters データベースの作成」

� 付録 C「Real Application Clusters の RAW デバイスの構成」

� 付録 D「シングル・インスタンスの Oracle データベースから Real Application Clusters
への変換」

� 付録 E「Oracle Database 10g Real Application Clusters 環境のディレクトリ構造」





Real Application Clusters のインストール・プロセスに関するトラブルシューティ
A

Real Application Clusters のインストール・のインストール・のインストール・のインストール・
プロセスに関するトラブルシューティングプロセスに関するトラブルシューティングプロセスに関するトラブルシューティングプロセスに関するトラブルシューティング

この付録では、Oracle Database 10g Real Application Clusters（RAC）のインストールに関
するトラブルシューティング情報について説明します。内容は次のとおりです。

� Real Application Clusters のインストールのトラブルシューティング

参照参照参照参照 : Oracle Database 10g Server ドキュメント CD-ROM に含まれてい
る、次の Oracle Database 10g Real Application Clusters のマニュアルを参
照してください。

� 『Oracle Real Application Clusters 管理』 

� 『Oracle Real Application Clusters 配置およびパフォーマンス』 
ング A-1



Real Application Clusters のインストールのトラブルシューティング
Real Application Clusters のインストールのトラブルシューティのインストールのトラブルシューティのインストールのトラブルシューティのインストールのトラブルシューティ
ングングングング

この項の内容は次のとおりです。

� Real Application Clusters のインストール時のエラー・メッセージ

� Real Application Clusters のインストール中のクラスタ診断の実行

Real Application Clusters のインストール時のエラー・メッセージのインストール時のエラー・メッセージのインストール時のエラー・メッセージのインストール時のエラー・メッセージ
Real Application Clusters 管理ツールのエラー・メッセージについては、『Oracle Real 
Application Clusters 管理』を参照してください。

Real Application Clusters のインストール中のクラスタ診断の実行のインストール中のクラスタ診断の実行のインストール中のクラスタ診断の実行のインストール中のクラスタ診断の実行
Oracle Universal Installer（OUI）のノードの選択ページが表示されない場合は、
CRS home/binディレクトリから olsnodes -vコマンドを実行してクラスタウェア診断を
行い、その出力を分析します。出力の詳細情報でクラスタウェアが動作していないことが示
された場合は、クラスタウェアのドキュメントを参照してください。
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スクリプトを使用した Real Application Clusters データベースの
B

スクリプトを使用したスクリプトを使用したスクリプトを使用したスクリプトを使用した Real Application

Clusters データベースの作成データベースの作成データベースの作成データベースの作成

この付録では、スクリプトから Oracle Real Application Clusters（RAC）データベースを作
成するために実行が必要な手順について説明します。内容は次のとおりです。

� スクリプトを使用したデータベースの作成
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スクリプトを使用したデータベースの作成
スクリプトを使用したデータベースの作成スクリプトを使用したデータベースの作成スクリプトを使用したデータベースの作成スクリプトを使用したデータベースの作成
Real Application Clusters データベースの作成、スクリプトからのデータベースの作成、お
よび使用するデータベースの準備を行うスクリプトを生成するには、次の手順に従います。

1. Database Configuration Assistant（DBCA）を起動し、推奨オプションを選択して RAC
データベースを作成します。ただし、DBCA の「データベース・テンプレート」ページ
で「カスタム・データベース」テンプレートを選択して、スクリプト生成オプションを
指定する必要があります。

DBCA セッションの「作成オプション」ページで、「データベースの作成」の選択を解
除し「データベース作成スクリプトの生成」を選択してから「終了」をクリックしま
す。スクリプト・ファイルには、デフォルトの宛先ディレクトリを使用するか、または
別の位置を参照できます。いずれの場合も、次の手順で使用するパス名に注意する必要
があります。

2. DBCA で作成したスクリプトが格納されているディレクトリに移動し、必要な特性で
データベースを作成する文が SQL スクリプトに含まれていることを確認します。含ま
れていない場合は、手動でスクリプトを編集するのではなく、DBCA を再実行して必要
な構成を持つスクリプトを作成することをお薦めします。

3. SQL*Plus セッションで、オペレーティング・システム ID に DBCA セッションで指定
した値を設定して、db_name.sqlスクリプトを実行します。db_nameは、以前の
DBCA セッションで割り当てたデータベース名です。このスクリプトによって、
CreateDB.sql、postDBCreation.sql、CreateDBCatalog.sqlおよび
CreateDBFiles.sqlスクリプトが実行され、続いて、選択したオプション製品を構
成するスクリプトが実行されます。

4. SVRCTL を実行してインスタンスの特性およびノード・アプリケーションを構成します
（『Oracle Real Application Clusters 管理』を参照）。

5. 新しいデータベースおよびインスタンスをサポートするように、Net Services を構成し
ます（第 12 章「Real Application Clusters 用にインストールされた構成の理解」を参
照）。

参照参照参照参照 : DBCA セッションの実行の詳細は、「Database Configuration 
Assistant を使用した RAC データベースの作成」を参照してください。
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Real Application Clusters の RAW デバイスの
C

Real Application Clusters のののの RAW デバイスのデバイスのデバイスのデバイスの

構成構成構成構成

この付録では、Real Application Clusters（RAC）を配置する RAW デバイスの構成方法に
ついての追加情報を示します。ASM またはクラスタ・ファイル・システムのいずれも使用
しない場合は、RAW デバイスを構成する必要があります。内容は次のとおりです。

� Real Application Clusters 用の共有ディスク・サブシステム構成
構成 C-1



Real Application Clusters 用の共有ディスク・サブシステム構成
Real Application Clusters 用の共有ディスク・サブシステム構成用の共有ディスク・サブシステム構成用の共有ディスク・サブシステム構成用の共有ディスク・サブシステム構成
Oracle Universal Installer の「データベースの構成」ページで事前構成済データベース・オ
プションの 1 つを選択する場合、または Database Configuration Assistant（DBCA）を対話
形式で使用して事前構成済データベースを作成し、クラスタ・ファイル・システムを使用し
ない場合は、C-2 ページの「非 CFS 環境の DBCA に必要な追加の RAW デバイス」に従っ
て、追加の RAW デバイスを構成する必要があります。

非非非非 CFS 環境の環境の環境の環境の DBCA に必要な追加のに必要な追加のに必要な追加のに必要な追加の RAW デバイスデバイスデバイスデバイス 
DBCA を使用して RAW デバイス上にデータベースを作成する場合は、この説明に従って
RAW デバイスを構成します。これらのデバイスは、前の項で説明した OCR および投票ディ
スクに追加して作成します。OUI を起動して Oracle Database 10g ソフトウェアをインス
トールする前に、これらのデバイスを作成します。次のデバイスを適切に構成しないと、
DBCA は RAC データベースを作成できません。

� 4 つの表領域データ・ファイル用に 4 つの RAW デバイス

� 制御ファイル用に 2 つ以上の RAW デバイス

� 各インスタンスの自動 UNDO 管理用の表領域用に 1 つの RAW デバイス、または手動で
UNDO 管理を行うために 1 つのロールバック・セグメント表領域

� 各インスタンスの REDO ログ・ファイル用に 2 つ以上の RAW デバイス

� サーバー・パラメータ・ファイル用に 1 つの RAW デバイス

RAW デバイスの作成方法の計画デバイスの作成方法の計画デバイスの作成方法の計画デバイスの作成方法の計画
Oracle Database 10g ソフトウェアおよび RAC をインストールする前に、データベースに十
分なサイズのパーティションを作成し、将来の拡張に備えて、同じサイズのパーティション
もいくつか残しておきます。たとえば、共有ディスク・アレイに空き領域がある場合、デー
タベース全体に対して標準的なパーティション・サイズの上限を選択します。ほとんどの
データベースには、50MB、100MB、500MB および 1GB が適切なパーティション・サイズで
す。また、サイズが非常に小さいパーティション（1MB など）および非常に大きいパーティ
ション（5GB 以上など）を、それぞれいくつか予備として作成します。各パーティションの
使用計画を基に、1 つのディスク上に異なるサイズのパーティションを組み合せたり、各
ディスクを同じサイズのパーティションに分割して、これら予備のパーティションの配置を
決定します。

注意注意注意注意 : 各インスタンスには、独自の REDO ログ・ファイルがあります
が、クラスタ内のすべてのインスタンスは、制御ファイルおよびデータ・
ファイルを共有します。さらに、各インスタンスのログ・ファイルは、リ
カバリ用に、他のすべてのインスタンスから読込み可能である必要があり
ます。
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Real Application Clusters 用の共有ディスク・サブシステム構成
注意注意注意注意 : 予備のパーティションを確保しておくと、表領域のデータ・ファ
イルがいっぱいになった場合に、ファイルを再配置または追加できます。
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Real Application Clusters 用の共有ディスク・サブシステム構成
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シングル・インスタンスの Oracle データベースから Real Application Clusters への
D

シングル・インスタンスのシングル・インスタンスのシングル・インスタンスのシングル・インスタンスのOracleデータベースデータベースデータベースデータベース

からからからからReal Application Clustersへの変換への変換への変換への変換

この付録では、シングル・インスタンスの Oracle データベースから Real Application 
Clusters（RAC）データベースに変換する方法について説明します。この付録の内容は次の
とおりです。

� 変換の決定

� 変換の前提条件

� シングル・インスタンスからクラスタ対応に変換する場合の管理上の問題点

� シングル・インスタンスから Real Application Clusters への変換

� 変換後の手順

Oracle Parallel Server から RAC にアップグレードする場合または以前のバージョンの RAC
からアップグレードする場合は、Database Upgrade Assistant（DBUA）を使用します。こ
の付録の手順は、元のシングル・インスタンス・データベースとターゲットの RAC データ
ベースが同じバージョンで、同じプラットフォーム上で実行されていることを前提としてい
ます。

参照参照参照参照 : DBUA については、『Oracle Database アップグレード・ガイド』
を参照してください。
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変換の決定
変換の決定変換の決定変換の決定変換の決定
次の場合は、RAC に変換しないでください。

� サポートされているクラスタ・ファイル・システムの構成または共有ディスクを使用し
ていない場合

� ご使用のアプリケーションが、クラスタ・データベース処理を使用しない設計になって
いる場合

ご使用のプラットフォームがクラスタ・ファイル・システムをサポートしている場合は、
RAC でそのクラスタ・ファイル・システムを使用できます。RAC に変換して、非共有ファ
イル・システムを使用することもできます。いずれの場合も、Oracle Universal Installer

（OUI）を使用して Oracle Database 10g をインストールし、クラスタで選択された各ノード
上の同じ位置に Oracle ホームを設定することをお薦めします。

変換の前提条件変換の前提条件変換の前提条件変換の前提条件
RAC に変換するには、システムが次のハードウェアとソフトウェアの要件を満たしている
必要があります。

� サポートされているハードウェアおよびオペレーティング・システム・ソフトウェア構
成

� RAC を使用する Oracle Database 10g の追加のライセンス  

シングル・インスタンスからクラスタ対応に変換する場合の管シングル・インスタンスからクラスタ対応に変換する場合の管シングル・インスタンスからクラスタ対応に変換する場合の管シングル・インスタンスからクラスタ対応に変換する場合の管
理上の問題点理上の問題点理上の問題点理上の問題点

変換前に、次の管理上の問題点に注意してください。

� シングル・インスタンスの Oracle データベースから RAC に変換する前に、正しい手順
でバックアップを行う必要があります。

� RAC 環境では、アーカイブに関する追加の考慮事項があります。特に、アーカイブ・
ファイル形式は、スレッド番号が必要です。さらに、メディア・リカバリには、RAC
データベースのすべてのインスタンスのアーカイブ・ログが必要です。ファイルにアー
カイブしてクラスタ・ファイル・システムを使用しない場合、ファイル・システムが共
有されていないシステムでは、クラスタ・データベースのインスタンスがあるすべての
ノードからアーカイブ・ログにアクセスするなんらかの方法が必要です。
D-2 Oracle Real Application Clusters インストレーションおよび構成



シングル・インスタンスから Real Application Clusters への変換
シングル・インスタンスからシングル・インスタンスからシングル・インスタンスからシングル・インスタンスから Real Application Clusters への変換への変換への変換への変換
シングル・インスタンスの Oracle データベースから RAC への変換には、Database 
Configuration Assistant（DBCA）を使用することをお薦めします。DBCA を使用すると、
制御ファイル属性が自動的に構成され、UNDO 表領域と REDO ログが作成されて、クラス
タ対応環境用の初期化パラメータ・ファイルのエントリが作成されるためです。また、
DBCA は、Oracle Enterprise Manager または SRVCTL ユーティリティで使用するために、
Oracle Net Services と Cluster Ready Services（CRS）リソースの構成および RAC データ
ベース管理用の静的な構成を行います。この項の内容は次のとおりです。

� クラスタ・マシン以外のマシン上にあるシングル・インスタンスから Oracle Database 
10g Real Application Clusters への変換

� クラスタ・マシン上にあるシングル・インスタンスから Oracle Database 10g RAC への
変換

クラスタ・マシン以外のマシン上にあるシングル・インスタンスからクラスタ・マシン以外のマシン上にあるシングル・インスタンスからクラスタ・マシン以外のマシン上にあるシングル・インスタンスからクラスタ・マシン以外のマシン上にあるシングル・インスタンスから
Oracle Database 10g Real Application Clusters への変換への変換への変換への変換

クラスタ・マシン以外のマシン上にあるシングル・インスタンスの Oracle データベースを
RAC に変換するには、次の項に説明する手順を、その順序で実行します。

� 元のシングル・インスタンス・データベースのバックアップ

� インストール前の手順の実行

� クラスタの設定

� 事前構成済データベース・イメージのコピー

� Oracle Database 10g ソフトウェアおよび Real Application Clusters のインストール

元のシングル・インスタンス・データベースのバックアップ元のシングル・インスタンス・データベースのバックアップ元のシングル・インスタンス・データベースのバックアップ元のシングル・インスタンス・データベースのバックアップ
DBCA を使用して、シングル・インスタンス・データベースの事前構成済イメージを作成し
ます。これを行うには、ORACLE_HOMEの binディレクトリから DBCA を起動し、「ようこ
そ」→「テンプレートの管理」→「データベース・テンプレートの作成」（「既存のデータ
ベースを使用（データおよび構造）」を選択）→「データベース・インスタンス」（データ
ベース・インスタンス名を選択）→「テンプレート・プロパティ」（テンプレート名、デー
タベース・インスタンス（デフォルトを使用）および説明を入力）→「終了」を選択しま
す。

DBCA は、データベース構造ファイル（template_name.dbc）およびデータベースの事前
構成済イメージ・ファイル（template_name.dfb）の 2 つのファイルを生成します。これ
らのファイルは、デフォルトで ORACLE_HOME/assistants/dbca/templatesディレク
トリに生成されます。
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インストール前の手順の実行インストール前の手順の実行インストール前の手順の実行インストール前の手順の実行
このマニュアルの第 II 部で説明する、インストール前の手順を実行します。この手順には、
すべのノード上での oracleユーザー・アカウントと dbaグループの作成、oracleユー
ザー等価関係の設定、環境変数 DBCA_RAW_CONFIGの設定などがあります。次に、第 II 部
のインストール前の手順に関する章の「Oracle データベース・ファイルとリカバリ・ファイ
ルのディスク記憶域の構成」を参照して、共有記憶域を設定します。

クラスタの設定クラスタの設定クラスタの設定クラスタの設定
ベンダーのクラスタウェアを使用するには、ベンダーのマニュアルに従って、必要な数の
ノードでクラスタを作成します。ベンダーのクラスタウェアを使用したかどうかに関係な
く、クラスタ内のすべてのノードを構成した後、第 7 章「Cluster Ready Services のインス
トール」の手順を参照して CRS をインストールします。

事前構成済データベース・イメージのコピー事前構成済データベース・イメージのコピー事前構成済データベース・イメージのコピー事前構成済データベース・イメージのコピー
D-3 ページの前の手順「元のシングル・インスタンス・データベースのバックアップ」で
DBCA を使用して作成したデータベース構造ファイル（*.dbc）およびデータベースの事前
構成済イメージ・ファイル（*.dfb）を、DBCA を実行するクラスタのノード上の一時的な
位置にコピーします。

Oracle Database 10g ソフトウェアおよびソフトウェアおよびソフトウェアおよびソフトウェアおよび Real Application Clusters のインスのインスのインスのインス
トールトールトールトール
1. Oracle Universal Installer（OUI）を実行して、Oracle Database 10g および RAC をイン

ストールします。

2. Oracle Universal Installer（OUI）の「ハードウェアのクラスタ・インストール・モード
の指定」ページで「クラスタ・インストール」モードを選択し、RAC データベースに
含めるノードを選択します。

3. OUI のデータベースの構成タイプのページで「カスタマイズ」インストール・タイプを
選択し、「事前構成済データベース・イメージのコピー」の手順で一時的な位置にコ
ピーしたテンプレートを使用します。テンプレートの位置を選択するには、「参照」オ
プションを使用します。

Oracle ソフトウェアのインストール後、OUI はインストール後の構成ツール（Network 
Configuration Assistant（NetCA）、DBCA など）を実行します。

4. OUI の「記憶域オプションの指定」ページで RAW デバイスを選択し、環境変数
DBCA_RAW_CONFIGを設定していない場合は、DBCA の「初期化パラメータ」ページ
のファイルの場所タブで、データ・ファイル、制御ファイル、ログ・ファイルなどを対

参照参照参照参照 : 共有ディスク・サブシステムの設定、およびディスクのミラー化
とストライプ化については、記憶域ベンダー固有のドキュメントを参照し
てください。
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応する RAW デバイス・ファイルと置き換えます。「記憶域」ページでもこれらのエン
トリを行う必要があります。

5. RAC データベースを作成すると、「パスワード管理」ページが表示されます。このペー
ジでは、SYSDBAと SYSOPERのロールを持ち、データベース権限を付与されたユー
ザーのパスワードを変更する必要があります。DBCA を終了すると、変換処理が完了し
ます。

クラスタ・マシン上にあるシングル・インスタンスからクラスタ・マシン上にあるシングル・インスタンスからクラスタ・マシン上にあるシングル・インスタンスからクラスタ・マシン上にあるシングル・インスタンスから Oracle Database 10g 
RAC への変換への変換への変換への変換

シングル・インスタンス・データベースがクラスタ・マシン上に存在する場合は、次の 3 つ
のシナリオが考えられます。

� シナリオ 1: シングル・インスタンス・データベースが実行されている Oracle ホームにク
ラスタがインストールされている場合 

� シナリオ 2: シングル・インスタンス・データベースが実行されている Oracle ホームにク
ラスタがインストールされているが、RAC 機能は使用禁止の場合 

� シナリオ 3: シングル・インスタンス・データベースが実行されている Oracle ホームにク
ラスタがインストールされていない場合 

これらのすべてのシナリオについては、次の手順に従って、クラスタ・マシン上のシング
ル・インスタンス・データベースを RAC に変換します。

クラスタ対応のクラスタ対応のクラスタ対応のクラスタ対応の Oracle ホームからクラスタ上のシングル・インスタンホームからクラスタ上のシングル・インスタンホームからクラスタ上のシングル・インスタンホームからクラスタ上のシングル・インスタン
スが実行されている場合スが実行されている場合スが実行されている場合スが実行されている場合
次の手順に従って、クラスタがインストールされた（Oracle Database 10g および RAC の）
Oracle ホームから実行されている、クラスタ上のシングル・インスタンス・データベースを
変換します。

1. D-3 ページの「元のシングル・インスタンス・データベースのバックアップ」の説明に
従い、DBCA を使用してシングル・インスタンス・データベースの事前構成済イメージ
を作成します。手動で変換を実行するには、シングル・インスタンス・データベースを
停止します。

2. クラスタにノードを追加するには、D-4 ページの「インストール前の手順の実行」の説
明に従って、クラスタにノードを追加および接続します。すべてのノードが共有記憶域
にアクセスできることを確認します。また、『Oracle Real Application Clusters 管理』で
説明されている UNIX のクラスタウェア・レイヤーでノードを追加する手順に従って、
CRS ホームを新しいノードに拡張します。

参照参照参照参照 : DBCA の詳細は、第 9 章を参照してください。
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3. 既存の Oracle ホームから、『Oracle Real Application Clusters 管理』で説明されている
Oracle RAC データベース・レイヤーでノードを追加する手順に従って、このホームを
新しいノードに拡張します。

4. 新しく追加したノードのいずれかから、NetCA を使用して追加のノードにリスナーを
構成します。既存のノードで使用したポート番号およびプロトコルと同じポート番号お
よびプロトコルを選択します。NetCA で「node list」ページに既存のノードが表示され
る場合は、リスナーがすでに構成されているため、ノードを選択しないでください。

5. 次のいずれかの手順でデータベースを変換します。

� 自動変換の手順

� 手動変換の手順

自動変換の手順自動変換の手順自動変換の手順自動変換の手順
1. D-3 ページの「元のシングル・インスタンス・データベースのバックアップ」の説明に

従ってシングル・インスタンス・データベースの事前構成済イメージを作成した場合
は、DBCA を使用して RAC データベースへの変換を実行します。

2. 元のノードから DBCA を起動します。クラスタ・データベースの一部として含める
ノードの名前を選択します。「データベース・テンプレート」ページで、D-5 ページの
手順 1 で作成した事前構成済テンプレートを選択します。データベース名を入力し、
DBCA のプロンプトに従って残りの項目を入力します。

3. クラスタ・データベース・ファイル用に RAW デバイスを使用するには、「初期化パラ
メータ」ページのファイルの場所タブで、SPFILE 用の RAW デバイス名を入力します。

「データベース記憶域」ページで、デフォルトのデータベース・ファイル名を、制御
ファイル、REDO ログおよびデータ・ファイル用の RAW デバイスに置換して、クラス
タ・データベースを作成します。「終了」をクリックすると、データベースが作成され
ます。

RAC データベースを作成すると、「パスワード管理」ページが表示されます。このページで
は、SYSDBAと SYSOPERのロールを持ち、データベース権限を付与されたユーザーのパス
ワードを変更する必要があります。DBCA を終了すると、変換処理が完了します。

手動変換の手順手動変換の手順手動変換の手順手動変換の手順
D-5 ページの手順 1 で、DBCA を使用してシングル・インスタンス・データベースの事前構
成済イメージを作成していない場合は、次の手順に従って変換を実行します。

1. 追加したすべてのノード上に OFA ディレクトリ構造を作成します。

参照参照参照参照 : OFA の詳細は、E-2 ページの「Real Application Clusters のディレ
クトリ構造（UNIX の場合）」を参照してください。
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2. ファイル・システム上のシングル・インスタンス・データベースを RAW デバイスに変
換する場合は、ddコマンドを使用して、データベースのデータ・ファイル、制御ファ
イル、REDO ログおよびサーバー・パラメータ・ファイルを対応する RAW デバイスに
コピーします。それ以外の場合は、次の手順に進みます。

3. SQL 文の CREATE CONTROLFILEを REUSEキーワード付きで実行して制御ファイルを
再作成し、RAC 構成に必要な MAXINSTANCESや MAXLOGFILESなどを指定します。
MAXINSTANCESのデフォルト値は、32 に指定することをお薦めします。

4. データベース・インスタンスを停止します。

5. シングル・インスタンス・データベースで SPFILE パラメータ・ファイルを使用してい
た場合は、次の SQL 文を使用して、SPFILE から一時的な PFILE を作成します。

CREATE PFILE='pfile_name' from spfile='spfile_name'

6. CLUSTER_DATABASEパラメータを TRUEに設定し、sid.parameter=value構文を使
用して、INSTANCE_NUMBERパラメータをインスタンスごとに一意の値に設定します。

シングル・インスタンス・データベースのメモリー使用量を最適化した場合は、SGA の
サイズを調整して、RAC への変換時にスワッピングおよびページングが発生しないよ
うにします。これは、RAC には、グローバル・キャッシュ・サービス（GCS）用に、
各バッファに約 350 バイトずつ必要になるためです。たとえば、バッファが 10000 ある
場合、RAC は約 350 × 10000 バイトの追加メモリーを必要とします。したがって、
DB_CACHE_SIZEパラメータと DB_nK_CACHE_SIZEパラメータをこれに応じて変更
し、SGA のサイズを調整します。

7. 手順 5 で作成した PFILE を使用して、データベース・インスタンスを起動します。

8. シングル・インスタンス・データベースで自動 UNDO 管理を使用していた場合は、
CREATE UNDO TABLESPACE SQL 文を使用して、追加インスタンスごとに UNDO 表領
域を作成します。RAW デバイスを使用している場合は、UNDO 表領域用のデータ・
ファイルが RAW デバイス上にあることを確認します。

9. 2 つ以上の REDO ログを持つ REDO スレッドを追加インスタンスごとに作成します。
RAW デバイスを使用している場合は、REDO ログ・ファイルが RAW デバイス上にあ
ることを確認します。SQL 文の ALTER DATABASEを使用して、新しい REDO スレッ
ドを使用可能にします。次に、データベース・インスタンスを停止します。

10. Oracle パスワード・ファイルを、元のノードまたは作業中のノードから追加ノード（ク
ラスタ・データベースのインスタンスが存在するノード）の対応する位置にコピーしま
す。各パスワード・ファイルの ORACLE_SID名が適切に置換されていることを、追加
ノードごとに確認します。

11. REMOTE_LISTENER=LISTENERS_DB_NAMEパラメータと
sid.LOCAL_LISTENER=LISTENER_SIDパラメータを PFILE に追加します。

12. データベースとインスタンスのネット・サービス・エントリ、インスタンスごとの
LOCAL_LISTENERのアドレス・エントリ、および tnsnames.oraファイルの
REMOTE_LISTENERを構成し、すべてのノードにコピーします。
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13. 11-4 ページの「サーバー・パラメータ・ファイルへの移行手順」で説明した手順に従っ
て、PFILE から SPFILE を作成します。クラスタ・ファイル・システムを使用していな
い場合は、SPFILE が RAW デバイス上にあることを確認します。

14. 次のエントリを含む $ORACLE_HOME/dbs/initSID.oraファイルを作成します。

spfile='spfile_path name'

spfile_path nameは、SPFILE の完全パス名です。

15. SRVCTL を使用して、RAC データベースの構成とそのインスタンスのノードへのマッ
ピングを追加します。

16. SRVCTL を使用して、RAC データベースを起動します。

SRVCTL を使用してデータベースを起動すると、変換処理は完了します。たとえば、次の
SQL 文を実行すると、RAC データベースのすべてのインスタンスの状態を確認できます。

select * from v$active_instances

RAC 非対応の非対応の非対応の非対応の Oracle ホームからクラスタ上のシングル・インスタンスホームからクラスタ上のシングル・インスタンスホームからクラスタ上のシングル・インスタンスホームからクラスタ上のシングル・インスタンス
が実行されている場合が実行されている場合が実行されている場合が実行されている場合
このインストールが可能なのは、単一ノードのクラスタ（および RAC）をインストールし
たが、シングル・インスタンス・データベースの作成前に、RAC 機能を oracleバイナリ
からリンク解除して使用禁止にした場合です。（ただし、「ノードの選択」ページでローカ
ル、非クラスタを選択して、クラスタに非 RAC 対応シングル・インスタンスのホームを作
成することもできます。）次の手順に従って、このタイプのシングル・インスタンス・デー
タベースを RAC データベースに変換します。

1. シングル・インスタンス・データベースが実行されているクラスタ・ノード上で、D-5
ページの「クラスタ対応の Oracle ホームからクラスタ上のシングル・インスタンスが
実行されている場合」の手順 1 を実行します。

2. ディレクトリを、Oracle ホームの rdbmsディレクトリにある libサブディレクトリに
変更します。

3. 次のコマンドを実行して、oracleバイナリに再度リンクします。

make -f ins_rdbms.mk rac_on
make -f ins_rdbms.mk ioracle. 

4. D-5 ページの手順 2 に進みます。
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変換後の手順
クラスタがインストールされていないクラスタがインストールされていないクラスタがインストールされていないクラスタがインストールされていない Oracle ホームからクラスタ上のホームからクラスタ上のホームからクラスタ上のホームからクラスタ上の
シングル・インスタンスが実行されている場合シングル・インスタンスが実行されている場合シングル・インスタンスが実行されている場合シングル・インスタンスが実行されている場合
このインストールが可能なのは、Oracle Database 10g のインストール時に OUI のハード
ウェアのクラスタ・インストール・モードの指定」ページで「ローカル・インストール」を
選択した場合のみです。

このデータベースを RAC データベースに変換するには、次の項の手順を実行します。

1. 「元のシングル・インスタンス・データベースのバックアップ」（D-3 ページ）

2. 「インストール前の手順の実行」（D-4 ページ）

3. 「クラスタの設定」（D-4 ページ）

4. 「Oracle Database 10g ソフトウェアおよび Real Application Clusters のインストール」 : 
この手順では、シングル・インスタンス・データベースが実行されていた Oracle ホー
ムとは異なる Oracle ホームが選択されていることを確認します。

変換後の手順変換後の手順変換後の手順変換後の手順
変換の終了後は、RAC ドキュメントで説明されているとおり、次の点に注意してください。

� ロード・バランシングおよび TAF の使用方法については、『Oracle Real Application 
Clusters 管理』で説明する推奨事項に従ってください。

� 『Oracle Real Application Clusters 配置およびパフォーマンス』の説明に従って、ディク
ショナリ管理表領域ではなくローカル管理表領域を使用して、競合を軽減し、順序を
RAC で管理します。

� インターコネクトの構成、自動セグメント領域管理の使用方法、および SRVCTL を使用
して複数インスタンスを管理する方法は、『Oracle Real Application Clusters 管理』のガ
イドラインに従ってください。

RAC でのバッファ・キャッシュおよび共有プールの容量に関する要件は、シングル・イン
スタンスの Oracle データベースでの要件よりもわずかに大きくなります。このため、たと
えば、バッファ・キャッシュのサイズを約 10%、共有プールのサイズを約 15% 増加します。
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変換後の手順
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Oracle Database 10g Real Application Clusters 環境のディレクトリ
E

Oracle Database 10g Real Application

Clusters 環境のディレクトリ構造環境のディレクトリ構造環境のディレクトリ構造環境のディレクトリ構造

この付録では、Real Application Clusters（RAC）ソフトウェア環境のディレクトリ構造に
ついて説明します。この付録の内容は次のとおりです。

� Real Application Clusters ディレクトリ構造の概要

� Real Application Clusters のディレクトリ構造（UNIX の場合）
構造 E-1



Real Application Clusters ディレクトリ構造の概要
Real Application Clusters ディレクトリ構造の概要ディレクトリ構造の概要ディレクトリ構造の概要ディレクトリ構造の概要
Oracle Database 10g および RAC をインストールすると、すべてのサブディレクトリは、最
上位の ORACLE_BASEの下に作成されます。ORACLE_HOMEおよび adminディレクトリも、
ORACLE_BASEの下に作成されます。

Real Application Clusters のディレクトリ構造（のディレクトリ構造（のディレクトリ構造（のディレクトリ構造（UNIX の場合）の場合）の場合）の場合）
表 E-1 に、OFA 準拠の RAC データベースのディレクトリ階層ツリーの例を示します。

表表表表 E-1  OFA 対応環境のディレクトリ構造の例対応環境のディレクトリ構造の例対応環境のディレクトリ構造の例対応環境のディレクトリ構造の例

ルートルートルートルート 第第第第 2 レベルレベルレベルレベル 第第第第 3 レベルレベルレベルレベル 第第第第 4 レベルレベルレベルレベル 第第第第 5 レベルレベルレベルレベル

$ORACLE_BASE /u01/app/oracle

デフォルトの ORACLE_BASE ディレ

クトリ

ORACLE_HOME /product/10.1

デフォルトの Oracle ホーム名

/admin 管理ディレクトリ

/db_unique_
name

データベースの一意の名前（データ
ベース名が 8 文字以下の場合は

dbnameと同じ）

/bdump

/cdump

/hdump

/pfile

/udump

データベース・サーバーのダンプ先 

CRS Home /crs/10.1

デフォルトの CRS ホーム名 

/bin Oracle バイナリのサブツリー 

/network Oracle Net のサブツリー 

参照参照参照参照 : $ORACLE_HOMEおよび /adminディレクトリの詳細は、『Oracle 
Database for UNIX Systems 管理者リファレンス』（AIX、HP-UX、HP 
Tru64 UNIX、Linux、Solaris Operating System（SPARC）共通）を参照し
てください。
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